
筑波大学審査学位論文（博士）

自閉スペクトラム症者に対する自己効力感に着目した就労支援 

―就業体験後の振り返り面談の実践― 

筑波大学大学院人間総合科学研究科 
障害科学専攻 

末吉彩香 

1



目次 

第Ⅰ部 序論 

第 1章 問題の所在と研究の目的 

第 1節 我が国の高等教育機関における発達障害学生支援 

1．高等教育機関における発達障害学生在籍の現状 ・・・・・・・・・・・・・・5

2．自閉スペクトラム症学生を含む発達障害学生の高等教育機関における課題 ・・6 

  3．自閉スペクトラム症学生を含む発達障害学生に対する就労支援における自己理解の

重要性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

4. 自閉スペクトラム症学生を含む発達障害学生に対する就業体験を通した就労支

援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

第 2節 我が国の就労移行支援事業における発達障害者支援

1．就労移行支援事業の役割 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

2．就労移行支援事業における発達障害者支援の現状と課題 ・・・・・・・・・・12

第 3節 発達障害学生及び発達障害のある就労移行支援利用者に対する体験の振り返りの必

要性

第 4節 就労支援に関連する進路選択に対する自己効力感をはじめとする諸側面の検討 

1．進路選択に対する自己効力感 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

2．進路成熟態度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

3．進路選択に対する原因帰属 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

第 5節 本研究の目的と構成 

1．本研究の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

2．本研究の構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

第Ⅱ部 本論 

第 2章 自閉スペクトラム症傾向のある学生及び就労移行支援利用者のキャリア・就労に対す

る諸側面の検討 

第 1節 大学生の ASD傾向と就職活動における進路選択に対する自己効力感，進路成熟，就

業体験についての検討 －AQを用いた A大学での質問紙調査から－（研究 1） 

1．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

2．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

3．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

4．考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37

第 2節 自閉スペクトラム症傾向と進路選択に対する自己効力感・原因帰属・進路成熟度に

関する基礎的研究 ―発達障害の傾向のある学生と就労移行支援利用者の質問紙

調査による比較―（研究 2） 

1．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

2．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

3．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

4．考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55

第 3章 自閉スペクトラム症傾向のある学生の進路選択に関する面談の現状に関する検討 

第 1 節 自閉スペクトラム症傾向のある学生に対する就業体験の振り返り面談の実態調査 

―就労支援者へのインタビュー調査を通して―（研究 3） 

1．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

2．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

2



   3．結果と考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・67 

   4．研究 3総合考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・79 

 

第 4章 自閉スペクトラム症傾向のある成人・学生との就業体験・就労訓練の振り返りの面談

のあり方に関する検討 

 第 1節 自閉スペクトラム症傾向のある学生の就業体験における振り返りシートの作成と面

談での活用（研究 4） 

   1．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

   2．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

   3．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・90 

   4．考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・130 

 第 2節 就労移行支援における自閉スペクトラム症傾向のある利用者に対する訓練の振り返

りに関する研究 ―学生用就業体験振り返りシートを用いた面談方法の援用―（5-

1研究） 

   1．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・139 

   2．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・139 

   3．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・141 

 第 3節 就労移行支援における自閉スペクトラム症傾向のある利用者に対する訓練の振り返

りに関する研究 ―学生用就業体験振り返りシートを用いた面談方法の援用に対

する支援者の認識―（5-2研究） 

   1．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162 

   2．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162 

   3．結果と考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・164 

   4．研究 5総合考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170  

 

第Ⅲ部 結論 
 

第 5章 総合考察 

 第 1節 各研究のまとめ 

   1．研究 1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・178 

      2．研究 2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・178 

      3．研究 3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・179 

   4. 研究 4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・180 

   5．研究 5・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・180 

 第 2節 ASD 傾向のある学生及び就労移行支援利用者の進路選択に対する諸側面の実態 

  1．ASD 傾向のある学生の進路選択に対する諸側面の検討と支援方針・・・・・・・181 

2．ASD傾向のある就労移行支援利用者の進路選択に対する諸側面の検討と支援方針 182 

第 3節 就労支援における就業体験と振り返り面談  

  1．ASD 学生に対する就業体験後の振り返り面談の実態・・・・・・・・・・・・・183 

  2．振り返りシートを用いた面談の意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・184 

第 4節 今後の課題と展望 

  1．振り返りシートの内容と効果の検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・187 

2． ASD を含む発達障害学生や就労移行支援利用者に対する効果的な就業体験・就労訓

練の内容の整理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・189 

 

引用文献 

謝辞 

付録

3



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          
 

第Ⅰ部 序論  
                                         

 

 

4



                                        

第 1 章  

問 題 の 所 在 と 目 的  

                                          

 

第 １ 節  我 が 国 の 高 等 教 育 機 関 に お け る 発 達 障 害 学 生 支 援  

 

１ ． 高 等 教 育 機 関 に お け る 発 達 障 害 学 生 在 籍 の 現 状  

 現 在 ， 我 が 国 の 多 く の 高 等 教 育 機 関 に 発 達 障 害 の 診 断 が あ る ， あ る い

は そ の 傾 向 が あ る 学 生 が 所 属 し て い る 。 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構

（ 2 0 2 0）の 調 査 に よ れ ば ，学 内 に 1 人 以 上 発 達 障 害 学 生 が 在 籍 す る 国 内

の 高 等 教 育 機 関 は 全 学 校 1 , 1 7 4 校 中 6 8 9 校 で ，国 内 の 約 5 8 %の 高 等 教 育

機 関 に 医 学 的 診 断 の あ る 発 達 障 害 学 生 が 在 籍 し て い る 。 発 達 障 害 の 傾 向

は あ る が 医 学 的 診 断 が な い 学 生 や ， 医 学 的 診 断 は あ る が 在 籍 校 へ の 申 告

が な い 学 生 の 存 在 を 考 慮 す れ ば ， さ ら に 多 く の 割 合 で 発 達 障 害 の 特 性 の

あ る 学 生 が 在 籍 し て い る 可 能 性 が あ る 。 ま た 同 調 査 で は 発 達 障 害 学 生 を

限 局 性 学 習 症 ／ 限 局 性 学 習 障 害（ 以 下 ，S L D），注 意 欠 如・多 動 症 ／ 注 意

欠 如・ 多 動 性 障 害（ 以 下 ，A D H D），自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 ／ 自 閉 症 ス ペ ク

ト ラ ム 障 害（ 以 下 ，A S D）に 大 別 し て い る が ，中 で も A S D 学 生 の 在 籍 率

が 高 く ，報 告 さ れ て い る 発 達 障 害 学 生 の 約 半 数 は A S D 学 生 で あ る（ 独 立

行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 ，2 0 2 0）。高 等 教 育 機 関 に 在 籍 す る 発 達 障 害 学

生 は 増 加 傾 向 に あ り（ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 ，2 0 1 7），学 内 で の

学 生 へ の 支 援 体 制 の 整 備 ， 授 業 内 外 で の 支 援 が 進 め ら れ て い る 。  
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２ ．自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 の 高 等 教 育 機 関 に お け

る 課 題  

 A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 が 在 籍 校 で 支 援 を 受 け る 際 ，支 援 開 始 時

に お け る 相 談 主 訴 と し て は 学 業 上 の 困 難 が 多 い 傾 向 に あ り（ 丹 治・野 呂 ，

2 0 1 4），支 援 発 達 障 害 学 生（ 在 籍 す る 学 校 に 支 援 の 申 し 出 が あ り ，そ れ に

対 し て 学 校 が 何 ら か の 支 援 を 行 っ て い る 障 害 学 生 ）が 1 名 以 上 在 籍 し て

い る 高 等 教 育 機 関 6 1 5 校 の う ち ， 9 割 以 上 の 5 6 2 校 で 授 業 に 関 す る 支 援

が 実 施 さ れ て い る（ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 ，2 0 2 0）。と は い え 授

業 外 の 支 援 も 同 様 に 実 施 率 は 高 く ， 6 1 5 校 の う ち 4 6 7 校 で ， 居 場 所 の 確

保 等 の 学 生 生 活 支 援 ， 自 己 管 理 指 導 ・ 対 人 関 係 配 慮 等 の 社 会 的 ス キ ル 指

導 ， 専 門 家 に よ る カ ウ ン セ リ ン グ 等 の 保 健 管 理 ・ 生 活 支 援 が 実 施 さ れ て

い る（ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 ，2 0 2 0）。授 業 外 の 支 援 に は 進 路・

就 職 指 導 も 含 ま れ る が ， 就 職 に 関 す る 支 援 は 学 修 上 の 支 援 に 比 べ て 具 体

的 な 支 援 方 法 の 蓄 積 が 少 な い こ と が 指 摘 さ れ て い る（ 丹 治・野 呂 ，2 0 1 4）。 

 高 等 教 育 機 関 に 在 籍 す る A S D 学 生 の 課 題 と し て 就 労 に 関 す る 問 題 は

こ れ ま で に 複 数 指 摘 さ れ て い る 。 例 え ば 小 川 ・ 柴 田 ・ 松 尾 （ 2 0 0 6） は ，

大 学 に 進 学 し た 高 機 能 広 汎 性 発 達 障 害 者 で あ っ て も 職 場 適 応 の 力 は 脆 弱

で あ る こ と や ， 大 卒 者 の 多 く が 通 常 の 学 校 教 育 を 経 て い る た め 福 祉 サ ー

ビ ス や 障 害 者 雇 用 に 関 わ る 機 会 が 少 な く ， 高 機 能 広 汎 性 発 達 障 害 学 生 に

対 す る 就 労 支 援 は で き れ ば 大 学 在 学 中 ， も し く は 卒 業 後 の 早 期 段 階 で 実

施 さ れ る こ と が 望 ま し い と 指 摘 し て い る 。ま た ，小 川 ら（ 2 0 0 6）は 同 時

に 就 職 の 失 敗 が 「 社 会 的 引 き こ も り 」 や 「 ニ ー ト 」 等 の 二 次 障 害 を 引 き

起 こ す 危 険 性 に つ い て も 言 及 し て い る 。梅 永（ 2 0 11）は 高 等 教 育 現 場 に

お け る 就 労 支 援 に つ い て ， 大 学 在 学 早 期 か ら 職 業 カ ウ ン セ リ ン グ を は じ

め と し た 支 援 を 関 係 機 関 が 連 携 し て 実 施 す る 必 要 が あ る と 指 摘 し て い る 。
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発 達 障 害 学 生 の 中 で も A S D 学 生 は 卒 業 後 の 就 職 率 が 5 7 . 3 %で あ り ， 障

害 学 生 全 体 の 就 職 率 が 7 7 . 7 %で あ る こ と （ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機

構 ，2 0 2 0）を 鑑 み れ ば ，A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 に 対 す る 就 労 支 援

の た め の 体 制 整 備 や 有 効 な 支 援 方 法 の 蓄 積 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。  

  

３ ． 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 に 対 す る 就 労 支 援 に

お け る 自 己 理 解 の 重 要 性  

 A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 が 示 す 就 労 上 の 困 難 例 と し て は ，「 進 路

を 決 め ら れ ず 就 職 活 動 が う ま く い か な い 」，「 対 人 関 係 の 形 成 に 困 難 が あ

る に も か か わ ら ず ， そ う い っ た 能 力 を 高 く 要 求 さ れ る 職 種 を 選 ぼ う と し

て 失 敗 を 繰 り 返 す 」，「 面 接 で す べ て 断 ら れ る 」，「 対 人 関 係 が 主 体 の 仕 事

や 臨 機 応 変 さ が 必 要 な 仕 事 は 困 難 」，「 や り た い 職 業 が 見 つ か ら な い 」，

「 将 来 に 対 し て 漠 然 と し た 不 安 が あ る 」 と い っ た 内 容 が あ げ ら れ る （ 独

立 行 政 法 人 国 立 特 殊 教 育 総 合 研 究 所 ・ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 ，

2 0 0 7）。 そ の ほ か に も 特 に A S D 学 生 が 就 職 活 動 中 に 抱 え る 課 題 と し

て ， 吉 永 （ 2 0 1 0） は 大 学 に お け る 支 援 実 践 か ら ， 就 職 活 動 全 体 の 流 れ

を つ か む こ と の 苦 手 さ ， 就 職 活 動 中 の 適 切 な ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て る こ と

の 苦 手 さ ， 自 己 P R や 志 望 動 機 を ま と め る こ と の 苦 手 さ ， 面 接 対 応 の 苦

手 さ ， 不 採 用 に な っ た 場 合 に 柔 軟 に 応 募 先 を 変 更 す る こ と の 苦 手 さ の 5

つ を 指 摘 し て い る 。 こ れ ら の 報 告 か ら ， A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生

は 進 路 決 定 ま で の プ ロ セ ス に お い て ， 障 害 特 性 に 由 来 す る 社 会 的 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン や こ だ わ り の 強 さ も 関 連 し ， 様 々 な 困 難 さ を 持 つ こ と が 予

想 さ れ る 。  

ま た 同 時 に ， A S D 者 に お い て は 就 労 支 援 以 外 も 含 め た 様 々 な 場 面 で

自 己 理 解 の 課 題 が 指 摘 さ れ て い る 。 高 等 教 育 機 関 に 在 籍 す る A S D 学 生
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は ， 通 常 教 育 に 在 籍 し て き た 軽 度 発 達 障 害 者 が 多 く ， 青 年 期 に お け る 職

業 選 択 の 時 点 で ， 障 害 の あ る 自 己 へ の 客 観 的 事 実 を 受 け 止 め る 必 要 が あ

る こ と か ら ， 円 滑 な 障 害 受 容 の 促 し と い う 観 点 に お い て ， 自 己 理 解 支 援

が 重 視 さ れ る （ 望 月 ， 2 0 0 2）。 特 に A S D 者 に つ い て は ， 思 春 期 ・ 青 年

期 に お け る 他 者 と の 相 互 交 渉 を 通 し た 自 己 の と ら え 方 が 否 定 的 な も の に

な り や す く （ 西 田 ， 2 0 1 4）， 認 知 の 特 徴 と し て 極 端 な 判 断 を し や す い た

め に 自 分 の 存 在 を 否 定 し て し ま い や す い 傾 向 に あ る こ と （ 小 林 ，

2 0 1 5） や ， 他 者 と の 相 互 的 な 関 係 を 通 し て 自 己 を 否 定 的 に 理 解 す る 一

方 で 他 者 の 存 在 や 影 響 を 考 慮 せ ず 自 己 を 肯 定 的 に 理 解 す る ， 自 己 か ら 他

者 ， あ る い は 他 者 か ら 自 己 と い っ た 一 方 向 的 な 関 係 の 中 で 自 己 理 解 を す

る 傾 向 に あ る 等 の 対 人 的 な 自 己 理 解 の 困 難 さ （ 滝 吉 ・ 田 中 ， 2 0 11） が

指 摘 さ れ て い る 。 ま た ， A S D 者 は 青 年 期 を 境 と し て 抱 え る 問 題 の 内 容

が よ り 複 雑 か つ 現 実 的 に な る （ 内 山 ， 2 0 11）。 こ れ ら の 自 己 理 解 の 課 題

は 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に も 類 似 の 傾 向 が あ り （ 松 田 ， 2 0 1 3； 平 野 ，

2 0 1 4）， 就 労 に 向 け た 自 己 の 特 性 理 解 や 自 尊 心 の 向 上 ， キ ャ リ ア 意 識 の

形 成 が 高 等 教 育 機 関 在 学 中 か ら 必 要 で あ る （ 小 林 ， 2 0 1 5）。  

  

４ ． 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 を

通 し た 就 労 支 援  

A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 へ の 就 労 支 援 に お い て ，近 年 ，学 内 外 で

の イ ン タ ー ン シ ッ プ や 実 習 へ の 参 加 ， 就 労 移 行 支 援 事 業 所 と の 連 携 等 ，

仕 事 の 疑 似 体 験 を 通 し た 実 践 が 増 加 し て お り ， そ の 効 果 が 指 摘 さ れ て い

る 。 学 内 で の 試 み と し て ， 例 え ば ， 北 添 ・ 平 野 ・ 寺 田 ・ 泉 本 ・ 是 永 ・ 上

田・玉 里（ 2 0 1 5）は A S D 傾 向 の あ る 学 生 を 対 象 に 大 学 生 協 で の イ ン タ ー

ン シ ッ プ を 実 施 し ， 学 生 が 職 業 レ デ ィ ネ ス ・ テ ス ト （ 独 立 行 政 法 人 労 働
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政 策 研 究 ・ 研 修 機 構 ， 2 0 0 6）な ど 視 覚 的 に 確 認 で き る 指 標 と 実 際 の 体 験

を 関 連 さ せ な が ら 支 援 者 と 話 し 合 っ て い く こ と が ， 自 分 の 特 性 に つ い て

の 自 己 理 解 や 将 来 の 適 切 な 進 路 選 択 に 役 立 つ と 同 時 に ， イ ン タ ー ン シ ッ

プ 等 の 実 践 的 な 経 験 が 参 加 者 の 自 尊 感 情 の 高 ま り に 影 響 す る こ と を 示 唆

し た 。  

ま た 学 内 外 で 連 携 し た 実 践 例 と し て ， 明 星 大 学 発 達 支 援 研 究 セ ン タ ー

が 実 施 す る「 S TA R T」プ ロ グ ラ ム ，高 瀬 ・ 松 久 ・ 今 村 ・ 小 脇（ 2 0 1 7）の

「 キ ャ ン パ ス チ ャ レ ン ジ 」の 実 践 が あ る 。「 S TA R T」プ ロ グ ラ ム は「 大 学

適 応 ク ラ ス 」「 社 会 適 応 ク ラ ス 」「 社 会 移 行 ク ラ ス 」「 個 別 ク ラ ス 」の 4 つ

の ク ラ ス か ら 構 成 さ れ ， ク ラ ス ご と に 5 領 域 （ 時 間 管 理 ， 体 調 管 理 ， ス

ト レ ス コ ン ト ロ ー ル ， 職 場 （ 学 内 ） ル ー ル ， 職 場 （ 学 内 ） マ ナ ー ） の ス

キ ル の 習 得 を 目 指 す（ 猪 熊 ，2 0 1 9）。社 会 適 応 ク ラ ス で は 就 労 移 行 支 援 事

業 所 内 で の イ ン タ ー ン シ ッ プ ， 社 会 移 行 ク ラ ス で は 特 例 子 会 社 内 で の イ

ン タ ー ン シ ッ プ が 行 わ れ て い る （ 猪 熊 ， 2 0 1 9）。 S TA R T で は イ ン タ ー ン

シ ッ プ の 前 後 で 上 記 の 5 領 域 の ス キ ル に つ い て 学 生 が 自 己 評 価 を 行 う ほ

か ， 事 後 に 学 生 の 受 け 入 れ 先 で あ る 就 労 移 行 支 援 事 業 所 職 員 か ら の 他 者

評 価 を 踏 ま え た 振 り 返 り を ， プ ロ グ ラ ム の ス タ ッ フ ， 就 労 移 行 支 援 事 業

所 職 員 と 本 人 の 三 者 で 実 施 し ， 全 体 の 傾 向 と し て 学 生 は 体 験 後 に 自 己 評

価 が 高 く な る ， あ る い は 他 者 の 指 摘 に よ り 具 体 的 に 働 く た め に 必 要 な 力

を 理 解 す る （ 工 藤 ， 2 0 1 7） な ど ，こ の よ う な 取 り 組 み は 自 己 理 解 の 深 化

や 適 性 に 応 じ た 進 路 選 択 に 有 効 で あ る（ 秋 元 ・ 重 留 ， 2 0 1 8）。「 キ ャ ン パ

ス チ ャ レ ン ジ 」（ 高 瀬 ら ，2 0 1 7）で も 大 学 と 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の 連 携 の

も と 学 生 が 在 学 中 に 就 労 移 行 支 援 を 利 用 し ， 継 続 し た 体 験 と そ の 振 り 返

り が 自 己 理 解 の 深 化 に つ な が っ た 事 例 が 紹 介 さ れ て い る 。 発 達 障 害 学 生

に と っ て こ の よ う な 体 験 を 取 り 入 れ た 支 援 は ， 体 験 の 準 備 か ら 参 加 ま で

9



の 流 れ が 実 際 の 就 職 活 動 の リ ハ ー サ ル に な り（ 吉 永 ，2 0 1 0），体 験 の 中 で

「 安 心 し て 働 く 」 経 験 を 積 む こ と で 学 生 が 自 身 を 肯 定 的 に と ら え ら れ る

効 果 が あ る （ 工 藤 ， 2 0 1 7）。  
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第 ２ 節  我 が 国 の 就 労 移 行 支 援 事 業 に お け る 発 達 障 害 者 支 援  

 

１ ． 就 労 移 行 支 援 事 業 の 役 割  

 就 労 移 行 支 援 事 業 と は ， 障 害 者 総 合 支 援 法 に お け る 就 労 系 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス の ひ と つ で あ る 。 障 害 者 総 合 支 援 法 規 則 6 条 の 9 に よ れ ば ， 就

労 移 行 支 援 事 業 は ，「 企 業 等 へ の 就 労 を 希 望 す る 者 」 が ，「 通 常 の 事 業 所

に 雇 用 さ れ る こ と が 可 能 と 見 込 ま れ る 者 に 対 し て ， ① 生 産 活 動 ， 職 場 体

験 等 の 活 動 の 機 会 の 提 供 ， そ の 他 の 就 労 に 必 要 な 知 識 及 び 能 力 の 向 上 の

た め に 必 要 な 訓 練 ， ② 求 職 活 動 に 関 す る 支 援 ， ③ そ の 適 性 に 応 じ た 職 場

の 開 拓 ， ④ 就 職 後 に お け る 職 場 へ の 定 着 の た め に 必 要 な 相 談 等 の 支 援 を

行 う 」 事 業 で あ り ， 標 準 利 用 期 間 を 2 年 間 と し て 利 用 で き る 福 祉 サ ー

ビ ス で あ る 。  

 平 成 3 0 年 4 月 よ り 障 害 者 雇 用 促 進 法 の 一 部 が 改 正 さ れ ， 精 神 障 害 者

保 健 福 祉 手 帳 の 保 有 者 も ， 障 害 者 雇 用 率 制 度 に お け る 法 定 雇 用 率 に 算 定

さ れ る か た ち で の 就 労 が 可 能 に な っ た 。 厚 生 労 働 省 （ 2 0 1 9 a） に よ れ

ば ， 民 間 企 業 に お け る 障 害 者 雇 用 に お い て 精 神 障 害 の あ る 労 働 者 は 増 加

傾 向 に あ る 。 ま た ， ハ ロ ー ワ ー ク を 通 じ た 障 害 者 の 就 職 件 数 に お い て ，

精 神 障 害 者 の 新 規 求 職 申 込 件 数 は 1 0 1 , 3 3 3 件 で ， 身 体 障 害 者 （ 6 1 , 2 1 8

件 ） や 知 的 障 害 者 （ 3 5 , 8 3 0 件 ） と 比 較 し て も 申 込 件 数 が 非 常 に 多 く ，

件 数 の 増 加 率 も 前 年 度 比 8 . 1 %と 高 い （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 9 b）。 現 在 ， 発

達 障 害 者 が 障 害 者 雇 用 を 選 択 す る 場 合 は ， 精 神 障 害 者 の 枠 で の 就 労 と な

る 。 障 害 者 雇 用 の 中 で 精 神 障 害 の あ る 労 働 者 や 求 職 者 が 増 加 し て い る 背

景 に ， 制 度 と し て 精 神 障 害 者 に 分 類 さ れ た 発 達 障 害 者 の 存 在 が 推 察 さ

れ ， こ の よ う な 状 況 の 中 で 就 労 移 行 支 援 事 業 に お け る 発 達 障 害 者 に 対 す

る 支 援 が 拡 大 し て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 ま た 前 述 の よ う に 発 達 障 害 学
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生 は 就 労 に 際 し て 課 題 を も つ 場 合 が 多 く ， 高 等 教 育 機 関 卒 業 後 に 就 労 移

行 支 援 等 を 利 用 し た 後 に 就 労 す る 場 合 も 多 い （ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支

援 ， 2 0 1 7） こ と か ら ， 今 後 就 労 移 行 支 援 事 業 に お け る 発 達 障 害 者 へ の

支 援 に つ い て ， 体 制 整 備 や 支 援 の 有 効 性 の 検 証 が 必 要 で あ る 。  

 

２ ． 就 労 移 行 支 援 事 業 に お け る 発 達 障 害 者 支 援 の 現 状 と 課 題  

 前 述 の よ う に ， 現 在 就 労 移 行 支 援 事 業 に お い て 発 達 障 害 者 へ の 支 援 の

拡 充 は 重 要 な 課 題 で あ る 。 し か し な が ら ， 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の 現 場 で

は 支 援 の 知 識 や 経 験 の 不 足 か ら 発 達 障 害 者 を 対 象 と し た 明 確 な 支 援 方 法

等 を 見 い だ せ ず ， 就 労 移 行 支 援 事 業 所 で 提 供 さ れ る プ ロ グ ラ ム と 利 用 す

る 発 達 障 害 者 の ニ ー ズ が ミ ス マ ッ チ し て い る 状 況 が 危 惧 さ れ て い る （ 社

会 福 祉 法 人 横 浜 や ま び こ の 里 ， 2 0 1 4）。 ま た 社 会 福 祉 法 人 横 浜 や ま び こ

の 里 （ 2 0 1 4） の 調 査 に よ れ ば ， 発 達 障 害 者 に 向 け た 就 労 支 援 に 関 わ る

研 修 は 各 地 で 開 催 さ れ て い る 一 方 で 体 系 的 な 研 修 方 法 が 確 立 さ れ て い な

い 等 ， 発 達 障 害 者 に 向 け た 支 援 方 法 の 確 立 は 不 十 分 で あ る こ と が 指 摘 さ

れ て い る 。 同 様 に ， 発 達 障 害 者 を 対 象 と し た 就 労 移 行 支 援 に お け る 課 題

と し て ， 人 員 不 足 や 知 識 不 足 ， 予 算 不 足 に よ る ア セ ス メ ン ト ツ ー ル 普 及

の 課 題 や 就 労 支 援 プ ロ グ ラ ム ／ ス キ ル ト レ ー ニ ン グ の 課 題 ， 職 業 生 活 を

継 続 す る た め の 定 着 支 援 の 課 題 が 指 摘 （ 八 木 ， 2 0 1 8） さ れ て お り ， 今

後 も 増 加 が 予 想 さ れ る 発 達 障 害 者 の 利 用 ニ ー ズ に 応 え る た め の 支 援 体 制

の 整 備 が 求 め ら れ て い る 。  

上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め ，「 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の た め の 発 達 障 害

の あ る 人 の 就 労 支 援 マ ニ ュ ア ル 」 を 活 用 し た 研 修 の 提 案 （ 社 会 福 祉 法 人

横 浜 や ま び こ の 里 ， 2 0 1 4） や ， 就 労 移 行 支 援 事 業 に お け る 発 達 障 害 者

の 就 労 支 援 に 特 に 有 効 と さ れ る 「 効 果 援 助 要 素 」 の リ ス ト の 作 成 （ 浦
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野 ・ 大 島 ・ 新 藤 ・ 方 ・ 植 村 ， 2 0 1 8） な ど の 取 り 組 み が 報 告 さ れ て い

る 。 い っ ぽ う で ，「 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の た め の 発 達 障 害 の あ る 人 の 就

労 支 援 マ ニ ュ ア ル 」（ 社 会 福 祉 法 人 横 浜 や ま び こ の 里 ， 2 0 1 2） の 中 で は

日 々 の 訓 練 や 職 場 実 習 後 の 振 り 返 り の 重 要 性 が 繰 り 返 し 指 摘 さ れ て い る

も の の ， 具 体 的 な 振 り 返 り の 方 法 や ツ ー ル の 紹 介 等 は な さ れ て い な い 。

浦 野 ら （ 2 0 1 8） は 発 達 障 害 者 の 就 労 に 向 け た 支 援 の 観 点 と し て ， 本 人

の 自 己 理 解 や 企 業 が 利 用 者 に つ い て 理 解 す る こ と ， 支 援 者 が 利 用 者 に つ

い て 理 解 す る こ と ， 本 人 の ス キ ル を 伸 ば す た め の 配 慮 と 工 夫 を 整 理 す る

こ と な ど 複 数 を リ ス ト に あ げ て い る が ， 具 体 的 な 支 援 方 法 の 提 案 に は 至

っ て い な い 。 こ の よ う に ， 今 後 は 実 際 の 支 援 の 現 場 で 用 い る ツ ー ル の 開

発 や 有 効 性 の 検 討 を 積 み 重 ね て い く こ と が 望 ま れ る と 考 え ら れ る 。  

武 井 ・ 鈴 木 ・ 土 井 ・ 土 井 ・ 富 岡 ・ 廣 田 ・ 泉 ・ 目 良 （ 2 0 1 7） に よ る 児

童 青 年 期 か ら 通 院 を 継 続 し て い る A S D 者 の 追 跡 調 査 に よ れ ば ， た と え

知 能 が 高 く て も 正 規 雇 用 し て 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る も の は 極

め て 少 な い こ と が 明 ら か に さ れ て お り ， こ の よ う な 状 況 を 鑑 み て も ， 高

等 教 育 機 関 や 就 労 移 行 支 援 事 業 に お け る A S D 者 へ の 支 援 は ， そ の 後 の

安 定 的 な 社 会 生 活 の 基 盤 の 形 成 の た め に 非 常 に 重 要 で あ る 。  
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第 ３ 節  発 達 障 害 学 生 及 び 発 達 障 害 の あ る 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に 対 す

る 体 験 の 振 り 返 り の 必 要 性  

 

 前 述 の よ う に ，「 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の た め の 発 達 障 害 の あ る 人 の 就

労 支 援 マ ニ ュ ア ル 」（ 社 会 福 祉 法 人 横 浜 や ま び こ の 里 ， 2 0 1 2） の 中 で

は ， 就 労 支 援 に お い て 日 々 の 訓 練 や 職 場 実 習 後 の 振 り 返 り の 重 要 性 が 示

さ れ て い る 。 ま た 国 外 に お い て も ， 就 労 支 援 の 文 脈 に 限 ら ず A S D 者 の

ソ ー シ ャ ル ス キ ル の 獲 得 に セ ル フ モ ニ タ リ ン グ や セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト が

有 効 で あ る と い う 報 告 は 多 数 み ら れ る （ 例 え ば ， K o e g e l ,  K o e g e l ,  

H u r l e y,  &  F r e a， 1 9 9 2； N e w m a n ,  R e i n e c k e , & ,  M e i n b e r g， 2 0 0 0；

M o r r i s o n ,  K a m p s , G a r c a i , &  P a r k e r， 2 0 0 1； 他 ）。  

い っ ぽ う A S D 者 の 自 己 理 解 の 特 徴 と し て ， 自 身 を 概 念 化 し て と ら え

よ う と す る と き ， そ の 概 念 化 の た め に 適 当 な 出 来 事 や 体 験 を 想 起 し ， 意

味 づ け る こ と が 難 し い 可 能 性 が あ る （ 滝 吉 ・ 田 中 ， 2 0 11）。 そ の た め ，

例 え ば A S D 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 を 通 し た 支 援 で は ， 体 験 後 の フ ィ ー

ド バ ッ ク を 実 施 し 内 容 の 整 理 を す る こ と が 重 要 で あ る （ 工 藤 ，

2 0 1 7） 。 前 述 の S T A R T や キ ャ ン パ ス チ ャ レ ン ジ に お い て も 体 験 後 の 振

り 返 り が 重 要 視 さ れ て お り ， 就 労 支 援 も 含 め た 発 達 障 害 学 生 支 援 の 文 脈

で は ， 学 生 が 自 分 自 身 の 学 生 生 活 や 他 者 と の か か わ り や イ ン タ ー ン シ ッ

プ 等 の 経 験 を 支 援 者 と と も に 振 り 返 る こ と が 自 己 理 解 の 深 化 に つ な が

り ， 最 終 的 に 本 人 の 特 性 に 応 じ た 進 路 選 択 に 寄 与 す る （ 桒 木 ・ 苅 田 ，

2 0 1 7） 。 ま た ， 就 労 移 行 支 援 を 含 む 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 文 脈 で

も ， 自 己 理 解 支 援 の た め の 支 援 と し て 訓 練 の 振 り 返 り や フ ィ ー ド バ ッ ク

が 実 施 さ れ て い る （ 独 立 行 政 法 人 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 障 害

者 職 業 総 合 セ ン タ ー ， 2 0 1 6 a） 。  
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 つ ま り ， 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 を 通 し た 支 援 や 就 労 移 行 支 援 で の 職 業

訓 練 は ， 訓 練 そ の も の に よ る ス キ ル の 獲 得 も 重 要 で あ る 一 方 ， 支 援 者 と

と も に 経 験 に 対 す る 振 り 返 り を 実 施 す る こ と が 自 己 理 解 の 深 化 や 本 人 の

適 性 に 応 じ た 進 路 選 択 の た め に 重 要 で あ る 。  

 

第 ４ 節  就 労 支 援 に 関 連 す る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 を は じ め と

す る 諸 側 面 の 検 討  

 

１ ． 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感  

 前 述 の よ う に ， イ ン タ ー ン シ ッ プ 等 の 実 践 的 な 就 業 体 験 は 参 加 者 の 自

尊 感 情 の 向 上 や （ 北 添 ら ， 2 0 1 5）， 体 験 の 中 で 自 分 自 身 を 肯 定 的 に 捉 え

る よ う に な る （ 工 藤 ら ， 2 0 1 7） と い っ た 効 果 が 期 待 さ れ る 。 大 学 生 一

般 の 就 職 活 動 や 進 路 選 択 に つ い て 検 討 す る 際 ， 自 尊 感 情 と 類 似 し ， 就 職

活 動 や 進 路 選 択 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 概 念 と し て ， 進 路 選 択 に 対

す る 自 己 効 力 感 に 着 目 す る 場 合 が あ る 。 自 己 効 力 感 と は あ る 行 動 に 対 し

て 自 分 が そ の 行 動 を ど の 程 度 で き る か と い う 認 知 さ れ た 予 期 の こ と で ，

課 題 特 異 的 自 己 効 力 感 （ t a s k - s p e c i f i c  s e l f - e f f i c a c y） と 一 般 性 自 己 効 力

感 （ 特 性 的 自 己 効 力 感 ； g e n e r a l i z e d  s e l f - e f f i c a c y） に 分 け ら れ る

（ B a n d u r a， 1 9 7 7） 。 課 題 特 異 的 自 己 効 力 感 （ t a s k - s p e c i f i c  s e l f -

e f f i c a c y） と は 当 面 問 題 と さ れ て い る 課 題 や 場 面 に 特 異 的 に 影 響 を 及 ぼ

す 自 己 効 力 感 を 指 し ， 一 般 性 自 己 効 力 感 （ g e n e r a l i z e d  s e l f - e f f i c a c y）

は 具 体 的 な 個 々 の 課 題 や 状 況 に 依 存 し な い よ り 一 般 化 し た 日 常 場 面 に お

け る 行 動 に 影 響 す る 自 己 効 力 感 を 指 す （ 成 田 ・ 下 仲 ・ 中 里 ・ 河 合 ・ 佐

藤 ・ 長 田 ， 1 9 9 5） 。  

臨 床 場 面 に お い て 自 己 効 力 感 の 行 動 変 容 へ の 影 響 を 検 討 す る 際 ， 多
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く の 場 合 ， 課 題 特 異 的 自 己 効 力 感 が 取 り 上 げ ら れ る こ と が 多 く ， 中 で も

進 路 選 択 に 関 わ る 行 動 に 関 連 す る 自 己 効 力 感 の 概 念 と し て ， 「 進 路 選 択

に 対 す る 自 己 効 力 感 」 が あ る （ T a y l o r  a n d  B e t z， 1 9 8 3） 。 進 路 選 択 に

対 す る 自 己 効 力 感 は ， よ り 正 確 に は 「 進 路 選 択 過 程 に 対 す る 自 己 効 力

感 」 の こ と を 指 す が ， あ る 特 定 の 分 野 を 自 分 の 進 路 と し て 選 択 す る 過 程

そ の も の に つ い て ど の 程 度 自 信 を 持 っ て い る か を 表 す （ 廣 瀬 ，

1 9 9 8） 。 例 え ば T a y l o r  a n d  B e t z（ 1 9 8 3） は 大 学 生 の 進 路 選 択 の 過 程

に お い て 重 要 と 考 え ら れ る 5 つ の 要 因 を 自 己 認 識 （ 例 え ば ， 自 分 に と

っ て 興 味 や 関 心 の あ る 職 業 を あ げ る こ と が で き る ， 人 を 相 手 に す る 仕 事

と 情 報 を 扱 う 仕 事 で は ど ち ら が 自 分 の 適 性 が あ る か 理 解 し て い る ， 将 来

ど の よ う な 生 活 を し た い か が 明 確 に な っ て い る ， な ど ） ， 職 業 情 報 の 収

集 （ 例 え ば ， 興 味 の あ る 職 業 の 情 報 を 図 書 館 で 調 べ る ， 1 9 8 0 年 代 （ 当

時 ） の 就 職 動 向 を 調 べ る ， 職 業 別 の 平 均 年 収 を 調 べ る ， な ど ） ， 目 標 選

択 （ 検 討 し て い る 進 路 か ら 一 つ を 選 択 す る ， 自 分 の ラ イ フ ス タ イ ル に あ

う キ ャ リ ア を 選 択 す る ， 自 分 の 能 力 に あ う キ ャ リ ア を 選 択 す る ， な

ど ） ， 将 来 設 計 （ 例 え ば ， 自 分 の 選 択 し た 専 攻 を 無 事 に 修 了 す る た め に

必 要 な こ と が わ か る ， 自 分 の キ ャ リ ア や 目 標 を 達 成 す る た め に 大 学 院 な

ど に 通 う 必 要 が あ る か 決 め る ， 将 来 の 目 標 に 関 連 し た 職 場 体 験 に 参 加 す

る ， な ど ） ， 課 題 解 決 （ 例 え ば ， 第 一 希 望 の 進 路 が 見 つ か ら な い 場 合 に

複 数 の 選 択 肢 を 検 討 す る こ と が で き る ， 第 一 希 望 の 進 路 に 進 め な か っ た

場 合 は 他 の 進 路 に 変 更 す る ， 本 当 に や り た い 仕 事 を す る た め に 他 の 都 市

に 引 っ 越 し を す る ， な ど ） と 想 定 し ， そ れ ぞ れ に つ い て の 自 己 効 力 感 の

度 合 い を 測 定 す る 尺 度 （ C a r e e r  D e c i s i o n - M a k i n g  S e l f - E f f i c a c y  

S c a l e： C D M S E） を 作 成 し て い る 。 わ が 国 で も 浦 上 （ 1 9 9 5） が C D M S E

を 基 に 作 成 し た 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 が 大 学 生 一 般 を 対 象 と
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し た 進 路 選 択 の 自 己 効 力 感 を 測 る た め に 多 く 用 い ら れ て い る （ 富 永 ，

2 0 0 8） 。  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 高 い 学 生 は 進 路 選 択 行 動 （ 進 路 の 計

画 を 立 て る ， 進 路 を 選 択 す る 等 ） を 活 発 に 行 い 努 力 す る が ， 自 己 効 力 感

の 低 い 学 生 は 進 路 選 択 行 動 を 起 こ す 時 期 が 遅 か っ た り ， 行 動 が 消 極 的 で

あ っ た り （ 行 動 の 頻 度 が 低 い ） す る （ 浦 上 ， 1 9 9 6） 。 進 路 選 択 に 対 す

る 自 己 効 力 感 は ， 近 年 で も 就 職 活 動 で 重 視 さ れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル と の 関 連 の 検 討 や （ 澤 ， 2 0 1 8） ， 大 学 内 に お け る キ ャ リ ア 教 育

科 目 の 効 果 測 定 の た め に 用 い ら れ る （ 佐 藤 ・ 杉 本 ・ 寺 澤 ， 2 0 1 7） な

ど ， 就 職 活 動 に 向 け た 行 動 変 容 の た め の 操 作 可 能 な 要 因 と し て 評 価 さ れ

て い る 。  

自 己 効 力 感 が 導 か れ る 情 報 源 と し て ， 遂 行 行 動 の 達 成 （ 振 る 舞 い を

実 際 に 行 い ， 成 功 体 験 を も つ こ と （ 坂 野 ， 2 0 1 6））・ 代 理 的 経 験 （ 他 人

の 行 動 を 観 察 す る こ と （ 坂 野 ， 2 0 1 6））・ 言 語 的 説 得 （ 自 己 強 化 や 他 者

か ら の 説 得 的 な 暗 示 （ 坂 野 ， 2 0 1 6））・ 情 動 的 喚 起 （ 生 理 的 な 反 応 の 変

化 を 体 験 し て み る こ と （ 坂 野 ， 2 0 1 6）） の 4 つ が あ り ， 4 つ の う ち 最 も

自 己 効 力 感 を 高 め る の は 遂 行 行 動 の 達 成 で あ る （ B a n d u r a， 1 9 7 7）。 進

路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に 着 目 し た 場 合 ， 発 達 障 害 学 生 の 就 労 支 援 で

提 供 さ れ る 就 業 体 験 を 通 し た 支 援 は ， 遂 行 行 動 の 達 成 と い う 側 面 か ら 見

て も 効 果 が 期 待 さ れ る 。  

 

２ ． 進 路 成 熟 態 度  

 S u p e r（ 1 9 8 0） に よ れ ば ， 我 々 は ラ イ フ ス テ ー ジ や 職 業 に 限 ら な い

様 々 な 役 割 （ 働 く 人 と し て ， 親 と し て ， 子 ど も と し て 等 ） を 経 験 し な が

ら ， 自 己 概 念 を 形 成 す る 。 S u p e r（ 1 9 8 0） の キ ャ リ ア 形 成 の 概 念 は 学 校
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生 活 か ら 職 業 生 活 へ の 単 純 な 移 行 に と ど ま ら ず ， ラ イ フ ス テ ー ジ 全 体 に

お け る 自 身 の 役 割 の 変 化 を 包 括 す る が ， 特 に 進 学 や 就 職 活 動 な ど の 人 生

の 契 機 と な る よ う な き っ か け に よ る 成 熟 度 を 測 る た め に ， 進 路 成 熟 度 が

あ る 。 進 路 成 熟 態 度 と は キ ャ リ ア の 選 択 ・ 決 定 や そ の 後 の 適 応 へ の 個 人

の レ デ ィ ネ ス や 取 り 組 み 姿 勢 の 程 度 を 表 す 。 進 路 成 熟 の 程 度 を 明 ら か に

す る こ と で 個 人 の 現 状 で の 進 路 に 対 す る 発 達 の 度 合 い や 今 後 の 成 熟 の 様

子 を 評 価 す る こ と が で き （ 坂 柳 ， 1 9 9 1） ， そ の 促 進 を 図 る た め の 尺 度

も 作 成 さ れ て い る （ 坂 柳 ・ 竹 内 ， 1 9 8 6） 。 阪 柳 ・ 竹 内 （ 1 9 8 6） の 作 成

し た 進 路 成 熟 度 尺 度 （ C M A S - 4） は 自 律 性 （ 例 え ば ， 職 業 の 選 択 や 決 定

は 自 分 か ら 進 ん で す る ， な ど 自 律 的 に 職 業 の 選 択 に 向 け た 準 備 を す る こ

と ） ， 計 画 性 （ 例 え ば ， 志 望 の 職 業 に つ く た め に は 計 画 を 立 て 準 備 す る

こ と が 大 切 で あ る ， な ど 計 画 的 に 職 業 の 選 択 に 向 け た 準 備 を 行 う こ

と ） ， 関 心 性 （ 例 え ば ， 将 来 の 職 業 や 就 職 の こ と が と て も 気 に な っ て い

る ， な ど 自 身 の 職 業 選 択 に 対 し て 関 心 を も っ て 取 り 組 ん で い る か と い う

こ と ） の 3 つ の 下 位 尺 度 か ら 構 成 さ れ て い る 。  

進 路 成 熟 度 は 自 己 効 力 感 と の 関 連 も か ね て よ り 検 討 さ れ て お り ， 例

え ば 浦 上 （ 1 9 9 3） は ， 進 路 成 熟 態 度 の 度 合 い を 維 持 す る た め に は 十 分

な 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 必 要 で あ り ， 同 程 度 の 成 熟 の 程 度 を 示

す も の の 中 で は 高 い 自 己 効 力 感 を 持 つ 者 の 方 が よ り 成 熟 の 度 合 い が 上 昇

す る こ と を 示 し て い る 。 ま た 長 岡 ・ 松 井 （ 1 9 9 9） は ， 進 路 選 択 に 対 す

る 自 己 効 力 感 が 高 い 者 は 進 路 成 熟 態 度 の 中 で も 自 律 性 や 計 画 性 （ 将 来 の

展 望 を 持 つ こ と や 主 体 的 に 進 路 選 択 を す る こ と ） が 高 い こ と を 指 摘 し て

い る 。 進 路 成 熟 の 程 度 を 明 ら か に す る こ と で ， 個 人 の 現 状 で の 進 路 に 対

す る 発 達 の 度 合 い や ， 今 後 の 成 熟 の 様 子 を 評 価 す る こ と が で き る と 考 え

ら れ ， 進 路 成 熟 度 が 高 い 者 ほ ど 自 身 の 進 路 へ の 準 備 が 整 っ て お り ， 進 路
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選 択 ・ 意 思 決 定 に お い て 望 ま し い （ よ り よ い ） 志 向 性 を 持 っ て い る と 考

え る こ と が で き る （ 坂 柳 ， 1 9 9 2）。  

 

3． 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属  

自 己 効 力 感 理 論 の 枠 組 み に お い て ， 原 因 帰 属 が 自 己 効 力 感 の 変 化 や

遂 行 行 動 の 達 成 に 影 響 を 与 え る 場 合 が あ る 。 We i n e r（ 1 9 7 9） に よ る 帰

属 理 論 で は ， 原 因 帰 属 の ス タ イ ル は 「 統 制 可 能 性 」（ 自 分 自 身 で コ ン ト

ロ ー ル で き る か 否 か ），「 内 的 ／ 外 的 原 因 」（ 自 分 に 原 因 を 求 め る か ど う

か ），「 安 定 性 」（ い つ で も そ う で あ る ／ そ の 時 に 限 っ て そ う で あ る ， と

い う よ う に ， 時 間 を 超 え て 継 続 し て い く か ど う か ） の 3 つ の 観 点 か ら

分 類 さ れ る 。  

自 己 効 力 感 と 原 因 帰 属 と の 関 連 は 学 業 達 成 場 面 に お け る 検 討 が 多

く ， 代 表 的 な 例 で は ， S c h u n k（ 1 9 8 3） が 児 童 の 計 算 ス キ ル を 高 め る 介

入 に お い て ， 本 人 の 能 力 に 帰 属 し て フ ィ ー ド バ ッ ク を す る 群 ， 本 人 の 努

力 に 帰 属 し た フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 群 と 統 制 群 で ス キ ル の 習 得 状 況 を 比

較 し ， 能 力 に 帰 属 し た フ ィ ー ド バ ッ ク を 受 け た 群 で 自 己 効 力 感 と ス キ ル

の 向 上 が 見 ら れ た こ と を 報 告 し て い る 。 ま た 進 路 選 択 に 関 す る 原 因 帰 属

で は ， 内 的 統 制 傾 向 の 高 さ と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 高 さ の 関 連

が 報 告 さ れ て お り ， 自 己 効 力 感 の 高 い 者 は 内 的 統 制 傾 向 を も つ 可 能 性 が

示 唆 さ れ て い る （ Ta y l o r・ P o p m a， 1 9 9 0）。 L u z z o・ J a m e s＆ L u n a

（ 1 9 9 6） は 動 画 教 材 を 用 い た 再 帰 属 訓 練 に よ り 外 的 統 制 傾 向 を 内 的 統

制 傾 向 に 変 容 さ せ る こ と で 自 己 効 力 感 を 高 め る 試 み を 報 告 す る 等 ， 自 己

効 力 感 の 変 化 に は 原 因 帰 属 の 様 式 の 変 化 を 試 み る こ と が 一 定 の 影 響 を 及

ぼ す と 考 え ら れ て い る 。  

松 本 （ 1 9 9 3） は We i n e r（ 1 9 7 9） の 帰 属 理 論 か ら 進 路 選 択 に 対 す る 原
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因 帰 属 に つ い て ，「 能 力 （ 統 制 不 可 能 ・ 内 的 ・ 安 定 的 ） 例 ： 就 職 は ， 自

分 の 能 力 が あ る か ， な い か の 能 力 の 程 度 に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け た か

ど う か が 決 ま る 」，「 不 断 の 努 力 （ 統 制 可 能 ・ 内 的 ・ 安 定 的 ） 例 ： 就 職 に

関 し て 普 段 か ら 努 力 を す る か ， し な い か で ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う か

が 決 ま る 」，「 気 分 （ 統 制 不 可 能 ・ 内 的 ・ 不 安 定 ） 例 ： 就 職 に 関 し て 思 う

と ， 気 分 が 良 い か ， 悪 い か の 気 分 的 な こ と で ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う

か が 決 ま る 」，「 直 接 の 努 力 （ 統 制 可 能 ・ 内 的 ・ 不 安 定 ） 例 ： 就 職 に 関 し

て 考 え ね ば な ら な い 時 期 が き て ， 努 力 を す る か し な い か で ， そ の 職 業 に

就 け た か ど う か が 決 ま る 」，「 課 題 の 困 難 度 （ 統 制 不 可 能 ・ 外 的 ・ 安 定

的 ） 例 ： 就 職 は ， 困 難 か ， 容 易 か の 困 難 度 に よ っ て そ の 職 業 に 就 け た か

ど う か が 決 ま る 」，「 親 や 教 師 （ 統 制 可 能 ・ 外 的 ・ 安 定 的 ） 例 ： 親 や 教 師

の 就 職 に 関 す る 助 言 ， 助 力 が 適 切 か ， い な か に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け

た か ど う か が 決 ま る 」，「 運 （ 統 制 不 可 能 ・ 外 的 ・ 不 安 定 ） 例 ： 就 職 は ，

運 が よ い か ， 悪 い か と い う 運 に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う か が 決

ま る 」，「 友 人 （ 統 制 可 能 ・ 外 的 ・ 不 安 定 ） 例 ： 友 達 の 就 職 に 関 す る 助

言 ， 助 力 が 適 切 か ， い な か に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う か が 決 ま

る 」 の 8 項 目 を 整 理 し て い る 。 我 国 に お い て 進 路 選 択 場 面 に お け る 原

因 帰 属 に 関 す る 知 見 は 多 く は な い が ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 向

上 を 目 的 と し た 介 入 で は ， 行 動 の 結 果 に 対 す る 自 己 統 制 等 の 認 知 的 要 因

（ 原 因 帰 属 ） の 修 正 の 有 無 で 介 入 の 結 果 が 異 な る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い

る （ 富 永 ， 2 0 0 8）。  
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第 ５ 節  本 研 究 の 目 的 と 構 成  

１ ． 本 研 究 の 目 的  

 本 研 究 は ，A S D 傾 向 の あ る 高 等 教 育 機 関 に 在 籍 す る 学 生 及 び 就 労 移 行

支 援 利 用 者 を 対 象 に ， 以 下 の 点 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 第 一 に ，A S D 者 の 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 や 進 路 成 熟 度 ，進 路 選

択 に 対 す る 原 因 帰 属 の 実 態 つ い て 検 討 す る 。 学 生 に つ い て は A S D 傾 向

と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 の 関 連 に つ い て 学 年 間 の 差

も 踏 ま え て 検 討 し ，就 労 移 行 支 援 利 用 者 に つ い て は 学 生 と の 比 較 を 行 う 。

こ れ ら の 検 討 を 踏 ま え ，A S D 傾 向 の あ る 学 生 や 就 労 移 行 支 援 利 用 者 が 就

労 に 対 し て 持 つ 自 己 効 力 感 や 成 熟 度 ，原 因 帰 属 を 評 価 し ，A S D 傾 向 の あ

る 者 へ の 就 労 支 援 に お け る 基 礎 資 料 を 得 る 。  

 第 二 に ，A S D 傾 向 の あ る 学 生 が 参 加 す る 就 業 体 験 の 振 り 返 り 面 談 に 着

目 し ，振 り 返 り 面 談 の 実 態 に つ い て 検 討 す る 。そ の た め A S D 学 生 の 就 労

支 援 に 携 わ る 支 援 者 を 対 象 に 半 構 造 化 面 接 を 実 施 し ，A S D 学 生 が 就 業 体

験 に 参 加 し た 後 の 面 談 の 実 態 に つ い て ， 面 談 の 進 め 方 や 面 談 の 内 容 ， 面

談 か ら み え る A S D 学 生 の 特 性 ， 支 援 上 の 工 夫 な ど を 整 理 す る 。  

 第 三 に ，A S D 傾 向 の あ る 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 が 参 加 す る 就 業 体

験 や 就 労 訓 練 で 利 用 す る 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 し ， 振 り 返 り シ ー ト を 用

い た 面 談 を 通 し た 利 用 者 の 目 標 に 対 す る 行 動 お よ び 自 己 効 力 感 を 含 む 心

理 的 側 面 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と で ， シ ー ト を 用 い た 面 談 の 有 効 性 を

検 討 す る 。  

 そ し て ， 研 究 全 体 を 通 し A S D 傾 向 の あ る 学 生 や 就 労 移 行 支 援 利 用 者

へ の 支 援 に お け る 自 己 効 力 感 に 着 目 し た 支 援 に つ い て ， 振 り 返 り 面 談 の

有 効 性 や 支 援 上 の 留 意 点 を 検 討 す る 。  
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２ ． 本 研 究 の 構 成  

 本 研 究 の 構 成 を F i g . 1 に 示 し た 。  

第 2 章 で は 進 路 選 択 に 対 す る 諸 側 面 と A S D 傾 向 の 関 連 を 検 討 す る た

め ， 研 究 1 及 び 研 究 2 を 実 施 し た 。 研 究 1 で は A S D 傾 向 と 進 路 選 択 に

対 す る 自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 ， 就 業 体 験 （ ア ル バ イ ト ・ イ ン タ ー ン シ

ッ プ ）と A S D 傾 向 の 関 連 に つ い て ，大 学 生 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 を 行

っ た 。研 究 2 で は ，A S D 傾 向 の あ る 学 生 及 び 就 労 移 行 支 援 利 用 者 を 対 象

に ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 ， 進 路 選 択 に 対 す る 原 因

帰 属 に つ い て ， 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 比 較 を 通 し て 検 討 し た 。  

第 3 章 で は ，A S D 傾 向 の あ る 学 生 の 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 に 着 目

し ，振 り 返 り 後 の 面 談 の 実 態 を 支 援 者 へ の 半 構 造 化 面 接 を 基 に 検 討 し た 。 

第 4 章 で は ， 研 究 4 に お い て ， 研 究 3 で 得 ら れ た 知 見 を 基 に A S D 学

生 が 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 で 利 用 で き る 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 し ，

支 援 場 面 で の 活 用 を 試 み た 。ま た ，研 究 5 で は 研 究 4 で 使 用 し た 振 り 返

り シ ー ト を 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に も 援 用 し ， 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 支

援 の 有 効 性 を 利 用 者 ・ 支 援 者 双 方 の 視 点 か ら 検 討 す る 。  

第 5 章 で は 研 究 1 か ら 研 究 5 の 結 果 を ま と め ，A S D 傾 向 の あ る 学 生 や

就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 就 労 支 援 と し て ， 特 に 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談

に お け る 振 り 返 り シ ー ト の 有 効 性 や ， 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 支 援 と 自

己 効 力 感 の 関 連 に つ い て 論 じ た 。 最 後 に ， 本 研 究 に お け る 課 題 と 展 望 に

つ い て 述 べ た 。  
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第 2 章  

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 学 生 及 び 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の  

キ ャ リ ア ・ 就 労 に 対 す る 諸 側 面 の 検 討  

                                          

第 1節  大 学 生 の A SD 傾 向 と 就 職 活 動 に お け る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効

力 感 ， 進 路 成 熟 ， 就 業 体 験 に つ い て の 検 討   

－ A Q を 用 い た A 大 学 で の 質 問 紙 調 査 か ら － （ 研 究 1）  

 

１ ． 目 的  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 は ， 大 学 生 一 般 の 就 職 活 動 に 向 け た 支

援 の 中 で 介 入 の 視 座 を 得 る た め に 検 討 が 重 ね ら れ て い る 。 ま た ， 進 路 成

熟 度 の 度 合 い は 進 路 選 選 択 や 意 思 決 定 に お け る 指 向 性 を 表 す と 考 え ら れ

る 。 一 方 で ， こ れ ら 進 路 選 択 に 関 わ る 諸 意 識 と A S D 傾 向 の 関 連 は こ れ

ま で に 検 討 さ れ て い な い 。 ま た ， A S D 学 生 の 就 労 支 援 で は 就 業 体 験 の

有 効 性 が 指 摘 さ れ て い る が ， こ れ ま で A S D 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 （ 本

研 究 で は ， 一 般 の 大 学 生 に と っ て 最 も 身 近 な 就 業 体 験 で あ る イ ン タ ー ン

シ ッ プ と ア ル バ イ ト の 経 験 ） の 効 果 に つ い て ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効

力 感 や 進 路 成 熟 度 の 観 点 か ら は 評 価 さ れ て い な い 。  

本 研 究 の 目 的 は ， 大 学 生 の A S D 傾 向 と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力

感 ， 進 路 成 熟 ， 就 業 体 験 の 3 つ の 側 面 に つ い て 関 連 を 検 討 す る こ と で

あ る 。  

２ ． 方 法  

（ １ ） 対 象  

 関 東 に あ る 4 年 制 の 総 合 大 学 ， A 大 学 の 学 部 生 。  
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（ ２ ） 調 査 時 期 と 手 続 き  

2 0 1 6 年 4 月 ～ 2 0 1 6 年 6 月 の 間 に ， A 大 学 構 内 の 協 力 者 が 希 望 す る 場

所 と 時 間 （ 授 業 中 や 前 後 の 休 み 時 間 等 ） に お い て ， 調 査 用 紙 の 配 布 ・ 記

入 ・ 回 収 を 行 っ た 。  

（ ３ ） 質 問 紙 の 構 成  

① フ ェ ー ス シ ー ト  

 フ ェ ー ス シ ー ト で は ， 学 年 ， 年 齢 ， 性 別 ， 学 部 ， 卒 業 後 の 進 路 （ 大 学

院 等 へ 進 学 の 予 定 の 有 無 ） に つ い て 記 入 を 求 め た 。  

② 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 （ 浦 上 ， 1 9 9 5）： 3 0 項 目 か ら な

る 自 己 回 答 式 の 尺 度 で あ る 。 回 答 は 4 件 法 で ，「 全 く 自 信 が な い （ 1

点 ）」，「 あ ま り 自 信 が な い （ 2 点 ）」，「 少 し は 自 信 が あ る （ 3 点 ）」，「 非

常 に 自 信 が あ る （ 4 点 ）」 と し て 点 数 化 し た 。  

③ 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ 坂 柳 ・ 竹 内 ， 1 9 8 6）： 1 5 項 目 か ら な る 自 己 回

答 式 の 尺 度 で ， 自 律 性 ， 計 画 性 ， 関 心 性 の 3 つ の 下 位 尺 度 か ら な る 。

回 答 は 3 件 法 で 各 項 目 に 3 つ の 選 択 肢 が あ り （ 例 ： ① 職 業 の 選 択 や 決

定 は ， 自 分 か ら 進 ん で す る 。 ② 職 業 の 選 択 や 決 定 は ， で き る だ け 自 分 で

す る つ も り で あ る ， ③ 職 業 の 選 択 や 決 定 は ， 誰 か ほ か の 人 （ 親 や 先 生 な

ど ） に し て も ら い た い ） ， 各 設 問 に 評 価 点 （ 0 点 ， 1 点 ， 2 点 ） が 定 め

ら れ て い る 。 本 研 究 で は ， 坂 柳 ・ 竹 内 （ 1 9 8 6） に 従 い 各 項 目 を 採 点 し

た 。 本 尺 度 は ， 1 9 8 1 年 か ら 作 成 さ れ て き た 進 路 成 熟 態 度 尺 度 に お い

て ， 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 さ れ て 作 成 さ れ た 最 終 的 な 尺 度 で あ り ， 教 育

的 進 路 成 熟 尺 度 と 職 業 的 進 路 成 熟 尺 度 に 分 け ら れ る 。 本 尺 度 は 本 来 中 学

生 ・ 高 校 生 を 適 用 対 象 と し て 想 定 し て い る が ， 長 岡 ・ 松 井 （ 1 9 9 9）

は ， 各 項 目 内 容 を 検 討 し た 結 果 大 学 生 に も 適 用 可 能 と し ， 大 学 生 を 対 象

に 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 の 関 連 を 検 討 す る 際 に 用
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い て い る 。 本 研 究 で は 長 岡 ら （ 1 9 9 9） に 倣 い 再 度 質 問 項 目 を 検 討 し た

結 果 ， 大 学 生 に 対 し て も 利 用 可 能 と 考 え ら れ た た め ， 進 路 成 熟 態 度 尺 度

の う ち 職 業 的 進 路 成 熟 尺 度 の み を 使 用 し た 。  

④ 自 閉 症 指 数 日 本 語 版 （ J a p a n e s e  v e r s i o n  o f  A u t i s m - s p e c t r u m  

Q u o t i e n t  : A Q）（ 若 林 ， 2 0 0 4）： 協 力 者 の A S D 傾 向 の 度 合 い を 確 認 す る

た め に 用 い た 。 5 0 項 目 か ら 構 成 さ れ る 自 己 回 答 式 の 尺 度 で あ り ， 成 人

の 自 閉 症 傾 向 を 測 定 す る 。 回 答 は 4 件 法 で ， 各 項 目 の 自 閉 症 傾 向 を 示

す と さ れ る 側 に 「 あ て は ま る 」 「 ど ち ら か と い え ば あ て は ま る 」 と 回 答

し た 場 合 （ 逆 転 項 目 で は 「 あ て は ま ら な い 」 「 ど ち ら か と い え ば あ て は

ま ら な い 」 ） と 回 答 し た 場 合 ） に 1 点 を 与 え 得 点 化 し た 。  

⑤ ア ル バ イ ト ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ に 関 す る 質 問 紙  

 ア ル バ イ ト ， イ ン タ ー ン シ ッ プ の 経 験 に つ い て は ， そ の 経 験 の 有 無 を

尋 ね た 。  

（ ４ ） 倫 理 的 配 慮  

 本 研 究 は 筆 者 の 所 属 す る 機 関 に 設 置 さ れ た 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を

得 て 行 わ れ た 。 協 力 者 に は 倫 理 的 な 配 慮 （ 回 答 は 強 制 で は な く 心 理 的 負

担 を 感 じ た 場 合 は 途 中 で 自 由 に 中 断 す る こ と が で き る こ と ， 回 答 に よ り

個 人 は 特 定 さ れ な い こ と 等 ） に つ い て 説 明 し ， 質 問 紙 の 提 出 を も っ て 研

究 へ の 同 意 を 得 た 。 ま た ， 本 調 査 は 協 力 者 の 心 理 的 負 荷 等 が 生 じ る 可 能

性 を 考 慮 し ， 実 際 の 調 査 用 紙 に は 「 大 学 生 の 持 つ キ ャ リ ア ・ 就 労 に 対 す

る 意 識 調 査 」 と い う タ イ ト ル を 記 載 す る 旨 を 倫 理 委 員 会 に 申 請 し ， 許 可

を 得 た 。  
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３ ． 結 果  

（ １ ） 対 象 者 の 概 要  

 学 生 6 0 2 名 （ 男 性 3 2 3 名 ， 女 性 2 7 9 名 ） が 調 査 に 参 加 し た 。 ア ン ケ

ー ト の 回 収 率 は 9 4 . 7％ で あ っ た 。 分 析 に は 回 答 に 不 備 が あ っ た も の を

除 い た 5 0 7 名 （ 男 性 2 6 2 名 ， 女 性 2 4 5 名 ， M  a g e 1 9 . 7 歳 ， S D＝ 1 . 2 4）

分 を 使 用 し た 。 回 収 し た ア ン ケ ー ト の 有 効 回 答 率 は 8 4 . 2％ で あ っ た 。

学 年 別 に 見 る と ， 1 年 生 1 3 2 名 ， 2 年 生 1 6 3 名 ， 3 年 生 1 3 2 名 ， 4 年 生

8 0 名 で あ っ た 。  

（ ２ ） 対 象 者 全 体 の AQ 得 点 平 均 と AQ 高 群 ・ 低 群 の 設 定  

対 象 者 全 体 の A Q 得 点 の 平 均 は 2 0 . 3 6 点 （ S D = 6 . 6 0） で あ り ， 各 学 年

の A Q 得 点 の 平 均 は ， 1 年 生 2 0 . 3 4 点 （ S D = 6 . 6 0）， 2 年 生 2 0 . 3 9 点

（ S D = 6 . 7 3）， 3 年 生 2 0 . 3 3 点 （ S D = 6 . 5 8）， 4 年 生 2 0 . 3 2 点

（ S D = 6 . 5 8） と な っ た 。 こ れ ら の 結 果 は ， 若 林 （ 2 0 0 4） の 調 査 に お い

て 対 象 と な っ た 大 学 生 の 平 均 （ 2 0 . 7 点 ） と 類 似 し て い る 。 調 査 対 象 者

全 体 の A Q 得 点 に つ い て 正 規 性 の 検 討 を 行 っ た 結 果 ， p＜ . 0 0 1 で 母 集 団

分 布 は 正 規 分 布 に 従 わ な い こ と が 確 認 さ れ た 。  

質 問 紙 回 収 後 ， A S D 傾 向 が 比 較 的 強 い 学 生 と そ う で は な い 学 生 の 各

得 点 の 比 較 の た め に ， A Q の 得 点 を 基 に サ ン プ ル を A Q 高 群 ， A Q 低 群

に 分 け る こ と を 試 み た 。  

M . R . Wo o d b u r y - S m i t h  e t  a l .  （ 2 0 0 5） は ， 1 8 歳 以 上 を 対 象 と し た 調

査 に お い て ， A Q 得 点 が 2 6 点 以 上 に な る と ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 ， ま た

は 高 機 能 自 閉 症 の 臨 床 群 と 相 関 が 高 く な る こ と を 指 摘 し て い る 。 ま た ，

高 橋 ・ 玉 木 ・ 山 脇 （ 2 0 1 2） は ， A Q を 用 い て 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数 と

愛 着 ス タ イ ル の 個 人 差 ・ 社 会 ス キ ル の 関 連 を 検 討 す る 際 ，

M . R . Wo o d b u r y - S m i t h  e t  a l .（ 2 0 0 5） を 参 考 に ， A Q 得 点 2 6 点 以 上 の 者
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を 自 閉 症 傾 向 高 群 と し て 設 定 し て い る 。 そ れ に 倣 い ， 本 研 究 で は A Q 得

点 2 6 点 以 上 の 者 を A Q 高 群 ， 2 6 点 未 満 の 者 を A Q 低 群 と 設 定 し ， 検 討

を 行 っ た 。 な お ， 本 研 究 に お け る A Q 得 点 高 群 （ 2 6 点 以 上 ） と 設 定 さ

れ た サ ン プ ル は 必 ず し も 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 臨 床 群 に 等 し い と は 限 ら な

い 。 あ く ま で も 今 回 調 査 に 協 力 し た 学 生 の 中 で A Q 得 点 が 比 較 的 高 く ，

し た が っ て A S D 傾 向 が 比 較 的 強 い と 推 察 で き る 群 を 「 A Q 高 群 」 と 表

現 し て い る 。  

（ ３ ）  A Q 高 群 ・ 低 群 間 各 学 年 に お け る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の

比 較  

① 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 得 点 比 較 結 果  

 A Q 高 群 ・ 低 群 間 の 各 学 年 に お け る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度

得 点 に つ い て ， M a n n - W h i t n e y の U 検 定 を 用 い て 検 討 を 行 っ た

（ Ta b l e 1 - 1）。 結 果 ， 1 年 生 か ら 4 年 生 す べ て の 学 年 で A Q 高 群 は A Q

低 群 と 比 較 し 有 意 に 得 点 が 低 く な っ た 。  

 ま た ， A Q 高 群 ・ 低 群 そ れ ぞ れ で 学 年 ご と の 得 点 を 比 較 す る た め

K r u s k a l - Wa l l i s 検 定 を 用 い て 検 討 し た が ， 両 群 と も 各 学 年 に 有 意 な 差

は 見 ら れ な か っ た 。  
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② AQ 高 群 ・ 低 群 に お け る 得 点 下 位 項 目 の 検 討  

 次 に ， A Q 高 群 ・ 低 群 に お い て ， 質 問 項 目 の 中 か ら 特 に 平 均 得 点 が 低

か っ た 項 目 を 学 年 ご と に 抽 出 し た 。 結 果 ， A Q 高 群 の み に 認 め ら れ た 項

目 と ， 両 群 に 共 通 し て 認 め ら れ た 項 目 が あ っ た 。 Ta b l e 1 - 2 に ， A Q 高 群

の み に 認 め ら れ た 項 目 に つ い て 先 頭 に ＊ を つ け て 示 し た 。  

 

AQ高群(n=117) AQ低群(n=390)
平均得点 平均得点

平均ランク 平均ランク P値

1年 72.36 79.29
50.94 71.69 .007 **

(n=33) (n=99)

2年 70.60 79.37
54.31 92.24 P＜ .001 ***

(n=44) (n=119)

3年 65.57 81.05
31.10 73.20 P＜ .001 ***

(n=21) (n=111)

4年 72.00 82.69
27.29 44.61 .005 **

(n=19) (n=61)

Table1-1  AQ高群・AQ低群間での進路選択に対する自己効力感得点比較

Mann-WhitneyU検定   **：p＜.01   ***：p＜.001  
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平均点
1.89
1.90
2.06
1.81 5年先の目標を設定し、それにしたがって計画を立てること
1.97 一度進路を決定したならば、「正しかったのだろうか」と悩まないこと
2.04
2.04
1.61
1.71
1.80
1.80
1.84
2.00
2.10

4年
5年先の目標を設定し、それにしたがって計画を立てること
＊自分の将来の目標と、アルバイトなどの経験を関連させて考えること
＊もし望んでいた職業に就けなかった場合、それにうまく対処すること

2年
今年の雇用傾向について、ある程度の見通しを持つこと
＊自分の能力を適切に評価すること

3年

＊就職時の面接でうまく対応すること
＊自分の将来の目標と、アルバイトなどの経験を関連させて考えること
5年先の目標を設定し、それにしたがって計画を立てること
一度進路を決定したならば、「正しかったのだろうか」と悩まないこと

Table1-2　AQ高群における各学年の自己効力尺度平均得点下位3項目

項目の内容

1年
5年先の目標を設定し、それにしたがって計画を立てること
＊就職時の面接でうまく対応すること
今年の雇用傾向について、ある程度の見通しを持つこと
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（ ４ ）  A Q 高 群 ・ 低 群 間 各 学 年 に お け る 進 路 成 熟 態 度 得 点 の 比 較  

① AQ 高 群 ・ 低 群 間 の 学 年 ご と の 進 路 成 熟 度 得 点 の 比 較  

 A Q 高 群 ・ 低 群 間 の 各 学 年 に お け る 進 路 成 熟 態 度 尺 度 得 点 に つ い て ，

M a n n - W h i t n e y の U 検 定 を 用 い て 検 討 を 行 っ た （ Ta b l e 1 - 3）。 結 果 ， 1

年 生 以 外 の 2・ 3・ 4 年 生 で A Q 高 群 は A Q 低 群 と 比 較 し 有 意 に 得 点 が 低

く な っ た 。  

 

 

 

（ ５ ）  A Q 高 群 ・ 低 群 そ れ ぞ れ の 進 路 成 熟 度 の 学 年 間 比 較  

A Q 高 群 ・ 低 群 そ れ ぞ れ で 学 年 ご と の 得 点 を 比 較 す る た め K r u s k a l -

Wa l l i s 検 定 を 用 い て 検 討 し た 。 結 果 ， A Q 高 群 で は 学 年 間 に 有 意 な 差 は

認 め ら れ な か っ た 。 一 方 ， A Q 低 群 で は 1 年 生 ， 2 年 生 ， 3 年 生 の 各 学

AQ高群(n=117) AQ低群(n=390)
平均得点 平均得点

平均ランク 平均ランク Ｐ値

1年 17.21 18.66
56.47 69.84 .081 n.s

(n=33) (n=99)

2年 17.60 19.63
65.03 88.27 .005 **

(n=44) (n=119)

3年 16.43 19.71
44.31 70.70 .004 **

(n=21) (n=111)

4年 18.47 21.38
29.82 43.83 .021 *

(n=19) (n=61)

Table1-3　AQ高群・AQ低群間での進路成熟度得点比較

Mann-WhitneyU検定   *：p＜.05   **：p＜.01  n.s：not sign
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年 と 4 年 生 の 間 に 有 意 な 差 が あ り ， 特 に 1 年 生 と 4 年 生 の 有 意 差 は 顕

著 で あ る こ と が 確 認 さ れ た （ Ta b l e 1 - 4）。  

 

 

  

平均点
平均ランク

1年 18.66
169.78
(n=99)

2年 19.63
192.97

(n=119)
3年 19.71

195.02
(n=111)

4年 21.38
243.05
(n=61)

Table1-4　AQ低群における進路成熟度の学年間得点差

Kruskal-Wallis検定　 *：p＜.05   ***：p＜.001

***

*

*

33



（ ６ ） AQ 高 群 ・ 低 群 に お け る 学 年 別 の 進 路 成 熟 度 下 位 項 目 の 得 点 比 較  

 高 群 ・ 低 群 の そ れ ぞ れ で ， 学 年 別 に 進 路 成 熟 度 の 下 位 項 目 得 点 を

K r u s k a l - Wa l l i s 検 定 を 用 い て 検 討 し た 。 A Q 高 群 で は 計 画 性 （ p

＜ . 1 9 3， d f = 3）， 関 心 性 （ p＜ . 7 3 9， d f = 3） に つ い て は 有 意 な 差 は 認 め

ら れ な か っ た が ， 自 律 性 の み で 1 年 生 と 2 年 生 の 間 に 有 意 な 差 が 認 め

ら れ た （ Ta b l e 1 - 5）。  

 

 

 

A Q 低 群 で は 自 律 性 （ p＜ . 0 4 7， d f = 3） に つ い て は 多 重 比 較 に お け る

学 年 間 の 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た が ， 計 画 性 に つ い て は 4 年 生 が

他 学 年 と 比 較 し 得 点 が 有 意 に 高 く ， 関 心 性 に つ い て は 1 年 生 の 得 点 が

他 学 年 と 比 較 し 有 意 に 低 い 結 果 と な っ た （ Ta b l e 1 - 6）。  

 

平均ランク
平均値

1年 43.82
4.94

2年 68.59
6.59

3年 59.40
6.00

4年 60.16
6.05

Table1-5 　AQ高群自律性学年間比較

Kruskal-Wallis検定　 *：p＜.05   **：p＜.001

*
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（ ７ ） AQ 高 群 ・ 低 群 間 に お け る ア ル バ イ ト ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 の

比 較  

A Q 高 群 ・ 低 群 間 で ， ア ル バ イ ト ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 の 有 無 に 差

が あ る か ど う か を 検 討 す る た め ， ク ロ ス 集 計 を 行 っ た 。 結 果 ， A Q 低 群

に ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 が 有 意 に 多 い こ と が 確 認 さ れ た （ χ2

＝ . 0 0 2， d f＝ 1， p < . 0 1）。  一 方 ， イ ン タ ー ン シ ッ プ の 経 験 に 関 し て は ，

両 群 と も に 経 験 の あ る 学 生 の 割 合 が 低 く ， 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た

（ Ta b l e 1 - 7）。  

平均ランク 平均ランク
平均値 平均値

1年 180.10 339.70
4.87 7.53

2年 186.49 134.82
5.14 7.57

3年 188.03 151.58
5.18 7.90

4年 244.8 158.13
6.30 7.95

関心性

Kruskal-Wallis検定　 *：p＜.05   **：p＜.001

計画性

Table1-6 AQ低群計画性・関心性学年間比較

*

*
*

**
****

AQ高群(n=117) AQ低群(n=390)
度数(%) 度数(%)

アルバイト経験あり 74　(63.2%) 303　(77.7%)

アルバイト経験なし 43　(36.8%) 87　(22.3%)

χ² =.002 p＜.01

AQ高群(n=117) AQ低群(n=390)
度数(%) 度数(%)

インターンシップ経験あり 12　(10.3%) 62　(15.9%)

インターンシップ経験なし 105　(89.7%) 328　(84.1%)

Table1-7　AQ高群・低群間でのアルバイト・インターンシップ経験に関するクロス集計結果
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（ ８ ） AQ 高 群 ・ 低 群 間 に お け る ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 と 進 路 選 択 に 対

す る 自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 得 点 の 比 較  

ア ル バ イ ト の 経 験 に つ い て ， A Q 高 群 ・ 低 群 間 に 経 験 の 有 無 の 差 が 確

認 で き た た め ， ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ，

進 路 成 熟 度 と の 関 連 に つ い て さ ら に 詳 し い 分 析 を 試 み た 。  

A Q 高 群 ・ 低 群 の そ れ ぞ れ の 学 生 を ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 に よ っ て ，

「 A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 」，「 A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験

の 無 い 学 生 」，「 A Q 低 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 」，「 A Q 低 群 で ア

ル バ イ ト 経 験 の 無 い 学 生 」 の 4 つ に 群 分 け し た 。 4 つ の 群 の 進 路 選 択 に

対 す る 自 己 効 力 感 得 点 と ， 進 路 成 熟 態 度 得 点 に つ い て K r u s k a l - Wa l l i s

検 定 を 用 い て 検 討 し た （ Ta b l e 1 - 8。）  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に 関 し て ， A Q 高 群 の 学 生 は ア ル バ イ ト

経 験 の 有 無 に 関 わ ら ず ， A Q 低 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 ， 無 い 学

生 の ど ち ら と 比 較 し て も 有 意 に 得 点 が 低 か っ た （ p < . 0 0 1）。 ま た ， A Q

高 群 で ア ル バ イ ト 経 験 が あ る 学 生 と 無 い 学 生 の 間 に は 有 意 な 得 点 差 は 認

め ら れ な か っ た 。 同 様 に ， A Q 低 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 と 無 い

学 生 の 間 に 有 意 な 得 点 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

進 路 成 熟 度 に つ い て は ，  A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 で は

p < . 0 0 1， A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の 無 い 学 生 で は p < . 0 5 で ， A Q 低 群

で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 の 得 点 が 有 意 に 高 い 結 果 と な っ た 。 ま た

A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験 が あ る 学 生 と 無 い 学 生 の 間 に は ， 有 意 な 得 点

差 は 認 め ら れ な か っ た 。 同 様 に ， A Q 低 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生

と 無 い 学 生 の 間 に 有 意 な 得 点 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  
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４ ． 考 察  

（ １ ） 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に 関 し て  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に つ い て ， い ず れ の 学 年 で も A Q 高 群 が

A Q 低 群 に 対 し て 有 意 に 得 点 が 低 く な る 結 果 と な り ， A S D 傾 向 が 比 較 的

高 い 学 生 は 就 職 活 動 に お け る 進 路 選 択 に つ い て 自 己 効 力 感 が 低 い 傾 向 に

あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

下 位 尺 度 項 目 ご と に A Q 高 群 ・ 低 群 間 で 特 に 得 点 の 低 か っ た 項 目 を 検

討 し た 結 果 ， A Q 高 群 ・ 低 群 に 共 通 し て 確 認 さ れ た 項 目 と し て 「 5 年 先

の 目 標 を 設 定 し ， そ れ に し た が っ て 計 画 を 立 て る こ と 」，「 一 度 進 路 を 決

定 し た な ら ば ，「 正 し か っ た の だ ろ う か 」 と 悩 ま な い こ と 」，「 今 年 の 雇

用 傾 向 に つ い て ， あ る 程 度 の 見 通 し を 持 つ こ と 」 が あ げ ら れ た 。 五 十 嵐

（ 2 0 1 2） は ， 一 般 の 大 学 生 を 対 象 に 進 路 成 熟 を 測 っ た 際 ，「 計 画 性 」

「 関 心 性 」「 自 律 性 」 の 下 位 尺 度 得 点 に お い て 計 画 度 が ど の 学 年 に お い

て も 低 く な る こ と を 示 し た 。 本 調 査 の 進 路 成 熟 度 の 結 果 に お い て も ， 全

体 の 傾 向 と し て そ れ に 類 す る 結 果 が 得 ら れ ， 就 職 活 動 を 見 通 し を 持 ち 計

画 立 て て 進 め る こ と に 対 し て は 大 学 生 全 体 の 成 熟 の 度 合 い が 比 較 的 低

く ， こ の こ と が 計 画 性 に 関 連 す る 項 目 の 自 己 効 力 感 が 低 く な っ た こ と と

平均ランク 平均ランク
平均得点 平均得点

AQ高群アルバイト経験あり 193.26 168.67
17.42 70.42

AQ高群アルバイト経験無し 205.44 171.02
17.49 70.20

AQ低群アルバイト経験あり 276.46 281.86
19.68 80.34

AQ低群アルバイト経験無し 245.21 265.78
19.66 80.20

Table1-8　アルバイト経験の有無とAQ得点・進路選択に対する自己効力・進路成熟度の検討結果
進路成熟度結果 進路選択に対する自己効力結果

群

Kruskal-Wallis検定　 *：p＜.05   ***：p＜.001

***** ***

*

*** *
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関 連 し て い る 可 能 性 が る 。  

一 方 ， A Q 高 群 の み で 見 ら れ た 項 目 と し て 「 就 職 時 の 面 接 で う ま く 対

応 す る こ と 」，「 自 分 の 将 来 の 目 標 と ， ア ル バ イ ト な ど の 経 験 を 関 連 さ せ

て 考 え る こ と 」，「 自 分 の 能 力 を 適 切 に 評 価 す る こ と 」，「 も し 望 ん で い た

職 業 に つ け な か っ た 場 合 ， そ れ に う ま く 対 応 す る こ と 」 が あ っ た 。  

ま ず ， A S D 学 生 の 就 職 活 動 に お け る 面 接 の 苦 手 さ に つ い て は 複 数 の

研 究 で 言 及 さ れ て い る （ 岩 田 ， 2 0 0 3； 福 田 ， 2 0 11； 他 ）。 本 研 究 で は

A Q 高 群 で 「 就 職 時 の 面 接 で う ま く 対 応 す る こ と 」 の 項 目 の 得 点 が 低

く ， A S D 学 生 が 持 つ 面 接 に 対 応 す る こ と へ の 困 難 さ と 同 様 の 特 徴 が あ

る こ と が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら ， A S D 傾 向 が 比 較 的 高 い 学 生 の 中 に

は ， 面 接 へ の 苦 手 さ を 抱 え ， か つ 自 信 を 持 て ず に い る 者 が 含 ま れ る 可 能

性 が 示 さ れ た 。  

次 に ，「 自 分 の 将 来 の 目 標 と ， ア ル バ イ ト な ど の 経 験 を 関 連 さ せ て 考

え る こ と 」 の 項 目 で 平 均 点 が 低 く な っ た 背 景 に は ， ひ と つ に は 調 査 協 力

者 が 将 来 の 目 標 と は 直 接 的 に 関 連 の な い ア ル バ イ ト 経 験 を し て い る 可 能

性 が 考 え ら れ る が ， 本 調 査 で の ア ル バ イ ト ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 に 関

す る 結 果 を 踏 ま え る と ， A Q 高 群 で の ア ル バ イ ト 等 の 就 業 体 験 の 未 経 験

の 多 さ が 関 与 し て い る と 考 え ら れ る 。 こ の 点 に つ い て は ，「 就 業 体 験 に

関 し て 」 の 章 で 後 述 す る 。  

ま た ， A S D 者 は 自 己 モ ニ タ ー の 脆 弱 性 が 指 摘 さ れ て お り （ 米 田 ，

2 0 0 9）， 安 藤 ・ 栗 田 ・ 熊 谷 （ 2 0 1 5） に 報 告 さ れ た よ う に 客 観 的 評 価 と 自

己 評 価 に 乖 離 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の 特 徴 は A Q 高 群 の 「 自 分 の 能 力

を 適 切 に 評 価 す る こ と 」 の 項 目 の 得 点 が 低 い と い う 結 果 と 一 致 す る 傾 向

で あ る 。 さ ら に A S D 学 生 は 就 業 体 験 を 経 験 し て も ， そ の 経 験 を 適 切 に

振 り 返 る こ と が で き ず 現 実 的 な 職 業 意 識 の 形 成 が 遅 れ て し ま う こ と が あ
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り （ 小 川 ら ， 2 0 0 6）， 本 調 査 に お け る A Q 高 群 の ア ル バ イ ト 等 の 経 験 に

つ い て の 自 己 効 力 感 得 点 の 低 さ か ら も ， 学 生 が ア ル バ イ ト 等 の 経 験 を 適

切 に 振 り 返 る こ と に 自 信 を 持 て て い な い 可 能 性 が 推 察 さ れ た 。 以 上 よ

り ， ア ル バ イ ト な ど の 経 験 を 自 身 の 将 来 と 関 連 付 け る こ と と ， 自 身 の 能

力 を 評 価 す る こ と の 自 信 の 無 さ を 関 連 付 け て 考 え る と ， ア ル バ イ ト な ど

の 就 業 体 験 に お い て 自 身 の 能 力 を 適 切 に 把 握 し 就 労 へ つ な げ る た め の 支

援 が 必 要 な の で は な い か と 推 察 さ れ た 。  

次 に ，「 も し 望 ん で い た 職 業 に つ け な か っ た 場 合 ， そ れ に う ま く 対 応

す る こ と 」 は ， A Q 高 群 の 4 年 生 で の み 平 均 点 の 低 い 項 目 と し て あ が っ

た 。 吉 永 （ 2 0 1 0） は ， A S D 学 生 は 面 接 に 落 ち 続 け た 場 合 ， 応 募 先 を ど

の よ う に 変 更 し て い け ば よ い か わ か ら な い こ と が あ る と 指 摘 し て い る

が ， 本 研 究 の 結 果 も こ れ に 関 連 し て い る と 考 え ら れ る 。 つ ま り A S D 傾

向 が 比 較 的 高 い 学 生 ， 特 に 4 年 生 の 中 に は ， 仮 に 希 望 の 職 業 が あ っ た

と し て も ， そ の 職 業 に 就 く こ と が 叶 わ ず 軌 道 修 正 の 必 要 に 迫 ら れ た 際 ，

他 に ど の よ う な 職 業 が あ る か わ か ら な い ， ま た 具 体 的 な 職 業 イ メ ー ジ の

不 足 の た め に ， 別 の 選 択 肢 に 移 る こ と に 対 し て 自 信 を 持 て て い な い 学 生

が い る の で は な い だ ろ う か 。   

（ ２ ） 進 路 成 熟 度 に 関 し て  

A Q 高 群 ・ 低 群 間 の 各 学 年 に お け る 成 熟 度 得 点 を 検 討 し た と こ ろ ， 1

年 生 以 外 の 学 年 で A Q 高 群 は 低 群 に 比 べ 進 路 成 熟 度 が 有 意 に 低 い こ と が

示 さ れ た 。 1 年 生 の A Q 高 群 ・ 低 群 に お い て 有 意 差 が な か っ た こ と の 背

景 に は ， 調 査 時 期 で あ っ た 4 月 ～ 6 月 は 1 年 生 に と っ て 入 学 後 間 も な い

状 況 で あ り ， １ 年 生 全 体 が 卒 業 後 の 進 路 選 択 に 対 し て 成 熟 度 が 低 い 段 階

に あ る こ と が 考 え ら れ た 。    

2 年 生 以 降 で A Q 高 群 の 進 路 成 熟 度 が A Q 低 群 と 比 較 し て 低 く な っ た
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背 景 は ， 本 調 査 の 結 果 か ら は 考 察 し き れ な い が ， 一 つ の 可 能 性 と し て

A S D 学 生 が 修 学 上 の 困 難 さ を 有 す る と い う 指 摘 （ 森 光 ・ 髙 橋 ・ 鷺 塚 ・

上 村 ， 2 0 11； 丹 治 ら ， 2 0 1 4； 他 ） と の 関 連 が 考 え ら れ る 。 丹 治 ら

（ 2 0 1 4） に よ れ ば ， 発 達 障 害 学 生 の 支 援 事 例 の 主 訴 は ， 就 職 活 動 関 連

の 困 難 よ り も 学 業 上 の 困 難 や 大 学 生 活 上 の 困 難 の 方 が 多 い 。 特 に 就 職 活

動 は 単 位 取 得 や 卒 業 研 究 と 並 行 し て 行 わ れ る こ と な ど か ら 修 学 上 の 問 題

の 影 響 を 受 け や す い （ 吉 永 ， 2 0 1 0； 石 井 ， 2 0 1 6； 他 ）。 本 研 究 で 4 年 生

以 外 の A Q 高 群 で も 進 路 成 熟 度 の 低 さ が 示 さ れ た こ と は ， 修 学 へ の サ ポ

ー ト も 含 む 包 括 的 な 支 援 を 早 期 段 階 か ら 展 開 す る こ と が 就 職 活 動 へ の 意

識 に 作 用 す る 可 能 性 を 示 唆 し て お り ， 加 え て ， 4 年 生 の 段 階 で は 卒 業 研

究 と 並 行 し て 就 職 活 動 に 取 り 組 む 学 生 へ の 対 応 が 必 要 と さ れ る 可 能 性 が

あ る 。 し か し な が ら ， 本 研 究 の 結 果 を 用 い て 調 査 協 力 者 の 修 学 上 の 困 難

さ を 考 察 す る こ と や ， 明 確 な 支 援 方 針 を 提 案 す る こ と に は 限 界 が あ り ，

今 後 更 な る 検 討 が 必 要 で あ ろ う 。  

ま た ， A Q 低 群 に お い て 4 年 生 の 進 路 成 熟 度 が 他 学 年 よ り も 有 意 に 高

い 一 方 で ， A Q 高 群 で は A Q 低 群 の よ う に 4 年 生 と 他 学 年 の 間 に 有 意 な

差 は 認 め ら れ な か っ た 。 さ ら に ， A Q 低 群 は 進 路 成 熟 度 の 下 位 項 目 の 中

で 特 に 計 画 性 に つ い て 4 年 生 が 他 学 年 よ り も 有 意 に 高 い 値 を 示 し た 一

方 で ， A Q 高 群 で は 計 画 性 に つ い て 4 年 生 と 他 の 学 年 で 値 の 差 は 認 め ら

れ な か っ た 。 進 路 成 熟 度 に お け る 計 画 性 と は ， 職 業 の 選 択 と そ の 後 の 見

通 し を 立 て る こ と や 職 業 選 択 の 目 標 設 定 と 達 成 計 画 を 持 つ こ と ， 職 業 選

択 や 希 望 の 職 業 の 現 実 吟 味 を す る こ と を 示 す （ 坂 柳 ， 1 9 9 1）。 以 上 よ

り ， A Q 高 群 の 学 生 は 進 路 成 熟 度 の 中 で 特 に 計 画 度 に つ い て A Q 低 群 の

学 生 よ り も 未 熟 な 状 態 で 就 職 活 動 に 臨 ん で い る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ

て ， A S D 傾 向 が 比 較 的 高 い 学 生 に つ い て は ， 就 職 活 動 や 就 職 後 の 目 標
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設 定 等 に 対 し ， 希 望 の 職 業 の 現 実 吟 味 の た め に 就 業 体 験 を 通 し て 適 職 の

イ メ ー ジ を つ か む 支 援 や ， 就 労 に 向 け て 具 体 的 に い つ ， 何 を 準 備 し て い

く か を 示 し な が ら 就 職 活 動 全 体 を マ ネ ジ メ ン ト す る な ど の 支 援 が 必 要 で

あ ろ う 。  

加 え て ， 浦 上 （ 2 0 1 3） は ， 職 業 的 態 度 成 熟 に お い て は そ の 成 熟 の 程

度 を 保 つ た め に 十 分 な 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 必 要 で あ る と 指 摘

し て い る 。 ま た 長 岡 ・ 松 井 ・ 山 田 （ 2 0 0 1） も ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己

効 力 感 と 進 路 成 熟 の 間 に 関 連 が あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 本 研 究 で

は ， 前 述 の よ う に A Q 高 群 の 学 生 の 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 低 さ

が 示 唆 さ れ て お り ， そ の 点 も A Q 高 群 の 進 路 成 熟 の 低 さ に 関 係 し て い る

と 考 え ら れ る 。  

こ れ ら の こ と か ら ， A Q 高 群 の 進 路 成 熟 度 の 低 さ は ， A S D 学 生 の 修 学

上 及 び 就 職 活 動 上 の 困 難 さ と 様 々 な 点 で 関 連 し て い る と 考 え ら れ る 。 例

え ば 富 山 大 学 学 生 支 援 セ ン タ ー （ 2 0 1 4） で は 継 続 的 に 就 労 支 援 を 行 え

る 体 制 を と っ て お り ， 大 学 1 年 生 か ら 3 年 生 ま で は 大 学 生 活 全 般 や 学

業 面 へ の 支 援 ， 大 学 3 年 生 後 期 か ら 4 年 生 に か け て 職 種 ・ 業 界 の 整 理

や 理 解 か ら 実 際 の 応 募 手 続 き ・ 履 行 の サ ポ ー ト な ど ま で を 含 む 就 職 活 動

全 体 の マ ネ ジ メ ン ト の 支 援 を 行 っ て い る が ， こ の よ う に ， A S D 傾 向 の

比 較 的 高 い 学 生 に 対 し て は 修 学 上 の 支 援 も 行 い な が ら ， 下 位 学 年 の う ち

か ら 進 路 選 択 に 向 け て 多 面 的 か つ 包 括 的 に 支 援 を 提 供 す る 必 要 が あ る 。

そ の 上 で ， 卒 業 学 年 ま で に 自 己 効 力 感 の 低 さ や ， 進 路 成 熟 度 の 中 で も 特

に 就 労 に 対 す る 計 画 性 へ の 支 援 ， つ ま り ， 見 通 し を 持 つ こ と ・ 目 標 設 定

を 行 う こ と ・ 職 業 希 望 に 現 実 性 を 持 た せ る こ と （ 坂 柳 ， 1 9 9 1） を 意 識

し た 支 援 を 展 開 す る 必 要 が あ る 。  

（ ３ ） 就 業 体 験 に 関 し て  
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 本 調 査 に お い て ， 調 査 対 象 者 全 体 の イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 率 は A Q 高

群 で 1 0 . 3 %， A Q 低 群 で 1 5 . 9 %と 低 く ， A Q 高 群 ・ 低 群 間 に 有 意 な 経 験

の 有 無 の 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 文 部 科 学 省 （ 2 0 1 6） の 調 査 に よ れ

ば ， 多 く の 学 生 が 卒 業 学 年 の 一 学 年 前 の 7 月 ～ 9 月 に イ ン タ ー ン シ ッ プ

を 経 験 し て い る 。 本 調 査 で は ， 4 年 生 の イ ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 率 は 約

3 4％ で あ り ， こ れ は 文 部 科 学 省 （ 2 0 1 6） の 報 告 で 示 さ れ た 学 部 生 の イ

ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 率 よ り も 高 い 。 し か し ， 本 調 査 の 実 施 時 期 が 4 月

～ 6 月 だ っ た こ と ， 協 力 者 の 約 8 4％ が 3 年 生 以 下 の 学 生 だ っ た こ と

が ， 協 力 者 全 体 の イ ン タ ー ン シ ッ プ 実 施 率 の 低 さ と し て 現 れ た と 考 え ら

れ た 。  

こ の こ と に 関 連 し て ， 適 切 な 時 間 の 中 で 質 の 高 い ア ル バ イ ト 経 験 を

積 む こ と は ， 学 生 自 身 の キ ャ リ ア 形 成 や 学 校 か ら 職 業 社 会 へ の 移 行 に お

い て 重 要 な 役 割 を 果 た し う る （ 関 口 ， 2 0 1 0）。 一 方 で A S D 学 生 の 場

合 ， 学 校 生 活 そ の も の に 不 適 応 を 起 こ し ， ア ル バ イ ト や イ ン タ ー ン シ ッ

プ を 行 う 余 裕 が な い 者 も 少 な く な い （ 小 川 ら ， 2 0 0 6）。 本 研 究 に お い て

も A S D 傾 向 の 高 い 学 生 は 傾 向 の 低 い 学 生 と 比 較 し ， 大 学 在 学 中 の 就 業

体 験 の 機 会 ， 特 に ア ル バ イ ト 経 験 に つ い て は 有 意 に 少 な い と い う 結 果 が

示 さ れ た 。  

加 え て ， A Q 高 群 の 学 生 で は ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 に 関 わ ら ず ， A Q

低 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の あ る 学 生 よ り も 有 意 に 進 路 成 熟 度 が 低 く な る こ

と が 明 ら か と な っ た 。 ま た ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に 関 し て は

A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験 の な い 学 生 が A Q 低 群 の ア ル バ イ ト 経 験 の あ

る 学 生 よ り も 有 意 に 値 が 低 い だ け で は な く ， A Q 高 群 で ア ル バ イ ト 経 験

の あ る 学 生 で す ら A Q 低 群 の ア ル バ イ ト 経 験 の な い 学 生 よ り も 値 が 低 く

な る 結 果 と な り ， A Q 高 群 で は ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 に 関 わ ら ず A Q 低
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群 の ア ル バ イ ト 経 験 あ り ・ 無 し の 両 群 よ り も 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力

感 が 低 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た A Q 高 群 間 で は 進 路 選 択 に 対 す る

自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 の 両 方 で ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 に よ り 得 点 に 有

意 な 差 が 生 じ て お ら ず ， ア ル バ イ ト 経 験 の 有 無 が 進 路 選 択 に 対 す る 自 己

効 力 感 ， 進 路 成 熟 に 影 響 し な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

工 藤 （ 2 0 1 7） は 発 達 障 害 学 生 に 就 業 体 験 を 用 い た 就 労 支 援 を 行 う 際

に ， 学 生 の 見 立 て に 応 じ た 体 験 場 所 を 選 定 す る こ と や ， フ ィ ー ド バ ッ ク

後 に 体 験 内 容 を 本 人 と と も に 整 理 す る こ と の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 ま

た 独 立 行 政 法 人 国 立 特 殊 教 育 総 合 研 究 所 ・ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機

構 （ 2 0 0 7） は 支 援 の 例 と し て ， 職 業 適 性 検 査 な ど の ア セ ス メ ン ト の 実

施 や 本 人 の 特 性 に 理 解 あ る 体 験 先 の 確 保 ， 体 験 先 と の 事 前 の 打 ち 合 わ

せ ， 学 生 の ニ ー ズ に 応 じ た ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ や ス ト レ ス 対

策 な ど を 紹 介 し て い る 。 本 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て も ， A S D も し く は

A S D 傾 向 の 比 較 的 高 い 学 生 に 対 し て 職 業 体 験 を 重 視 し た 就 職 支 援 を 実

施 す る 際 は ， 体 験 が 本 人 の 職 業 選 択 ・ 進 路 選 択 に お い て 有 意 義 に 作 用 す

る よ う ， 本 人 の 状 態 を 踏 ま え て 体 験 先 の 選 定 や 振 り 返 り な ど の 支 援 を す

る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 一 方 で ， 特 に 体 験 の 振 り 返 り を ど の

よ う に 行 う こ と が 効 果 的 か に つ い て の 知 見 は 蓄 積 が 少 な く ， 今 後 検 討 の

必 要 が あ る 。  
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第 2節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ・ 原 因

帰 属 ・ 進 路 成 熟 度 に 関 す る 基 礎 的 研 究   

― 発 達 障 害 の 傾 向 の あ る 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 質 問 紙 調

査 に よ る 比 較 ― （ 研 究 2）  

 

１ ． 目 的  

 本 研 究 の 目 的 は ， A S D 傾 向 の あ る 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の そ れ

ぞ れ に お い て ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ， 原 因 帰 属 ， 進 路 成 熟 態

度 の 実 態 を 明 ら か に す る と と も に ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 原

因 帰 属 の 関 連 ， 並 び に 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 の

関 連 を 検 討 す る こ と で あ る 。  

併 せ て ， 学 生 と 移 行 支 援 利 用 者 の 各 尺 度 得 点 の 比 較 を 通 し て 日 常 的

な 就 労 訓 練 の 有 無 や 就 職 活 動 支 援 の 頻 度 の 違 い が 前 述 の 進 路 選 択 に 対

す る 諸 側 面 に 与 え る 影 響 を 検 討 し ， 本 研 究 の 結 果 を 今 後 A S D 学 生 に 対

し て 重 視 さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 就 業 体 験 を 踏 ま え た 就 労 支 援 や ， 就

労 移 行 支 援 事 業 所 に お け る 発 達 障 害 者 へ の 支 援 を 考 え る 際 の 資 料 と し

た い 。  

 

２ ． 方 法  

（ 1） 調 査 時 期 と 手 続 き  

協 力 者 の 所 属 す る A 事 業 所 内 に お い て ， 2 0 1 8 年 1 0 月 ～ 1 1 月 の 間 に

筆 者 に よ っ て 質 問 紙 の 配 布 ・ 記 入 ・ 回 収 が 行 わ れ た 。  

（ 2） 質 問 紙 の 構 成  

① フ ェ ー ス シ ー ト  

年 齢 ， 性 別 ， 現 在 の 所 属 （ 大 学 1 年 生 ， 大 学 2 年 生 ， 大 学 3 年 生 ，
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大 学 4 年 生 ， 大 学 5 年 生 以 上 （ 在 籍 中 ） ， 既 卒 （ 中 学 ・ 高 校 ・ 大 学 等

を 卒 業 し ， 就 労 移 行 支 援 の 利 用 の な い 人 ） ， 就 労 移 行 支 援 利 用 ， そ の

他 ）  

② 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数 日 本 語 版 （ J a p a n e s e  v e r s i o n  o f  A u t i s m -

s p e c t r u m  Q u o t i e n t : A Q）  

③ 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 短 縮 版 （ 浦 上 ・ 脇 田 ， 2 0 1 6）  

本 尺 度 は ， 浦 上 （ 1 9 9 5） が 作 成 し た 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺

度 の 短 縮 版 で あ る 。 浦 上 （ 1 9 9 5） 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度

は ， 我 国 で 最 も 利 用 さ れ て い る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 で あ り

（ 富 永 ， 2 0 0 8） ， 本 調 査 で は 対 象 者 の 負 担 を 考 慮 し ， 浦 上 ・ 脇 田

（ 2 0 1 6） に よ る 短 縮 版 を 使 用 し た 。 本 研 究 で 用 い た 短 縮 版 は ， 浦 上

（ 1 9 9 5） の オ リ ジ ナ ル 版 か ら 項 目 反 応 理 論 を 用 い て 作 成 さ れ た 1 0 項 目

（ 「 自 分 の 将 来 設 計 に あ っ た 職 業 を 探 す こ と 」 ， 「 自 分 の 興 味 ・ 能 力 に

合 う と 思 わ れ る 職 業 を 選 ぶ こ と 」 ， 「 自 分 の 望 む ラ イ フ ス タ イ ル に あ っ

た 職 業 を 探 す こ と 」 ， 「 自 分 が 従 事 し た い 職 業 （ 職 種 ） の 仕 事 内 容 を 知

る こ と 」 ， 「 将 来 の た め に ， 在 学 中 に や っ て お く べ き こ と の 計 画 を 立 て

る こ と 」 ， 「 望 ん で い た 職 業 が ， 自 分 の 考 え て い た も の と 異 な っ て い た

場 合 ， も う 一 度 検 討 し な お す こ と 」 ， 「 将 来 ど の よ う な 生 活 を し た い

か ， は っ き り さ せ る こ と 」 ， 「 自 分 の 才 能 を ， 最 も 活 か せ る と 思 う 職 業

的 分 野 を 決 め る こ と 」 ， 「 現 在 考 え て い る い く つ か の 職 業 の な か か ら ，

一 つ の 職 業 に 絞 り 込 む こ と 」 ， 「 就 職 し た い 産 業 分 野 が ， 先 行 き 不 安 定

で あ る と 分 か っ た 場 合 ， そ れ に 対 処 す る こ と 」 ） 1 因 子 の 自 己 回 答 式 の

尺 度 で あ り ， 「 非 常 に 自 信 が あ る （ 4 点 ） 」 「 少 し は 自 信 が あ る （ 3

点 ） 」 「 あ ま り 自 信 が な い （ 2 点 ） 」 「 ま っ た く 自 信 が な い （ 1 点 ） 」

の 4 件 法 で 回 答 を 求 め た 。  
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④ 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ C a r e e r  M a t u r i t y  A t t i t u d e  S c a l e :  C M A S - 4）  

（ 坂 柳 ・ 竹 内 ， 1 9 8 6）  

⑤ 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 に 関 す る 質 問 紙  

松 本 （ 1 9 9 3） と 同 様 に ， 8 項 目 （ 「 不 断 の 努 力 （ 就 職 に 関 し て 普 段 か

ら 努 力 を す る か ， し な い か で ， そ の 職 に 就 け た か ど う か が 決 ま る ） 」 ，

「 直 接 の 努 力 （ 就 職 に 関 し て 考 え な け れ ば な ら な い 時 期 が 来 て ， 努 力 を

す る ） 」 ， 「 能 力 （ 就 職 は ， 自 分 に 能 力 が あ る か ， な い か の 能 力 の 程 度

に よ っ て ， そ の 職 に 就 け た か ど う か が 決 ま る ） 」 ， 「 気 分 （ 就 職 に 関 し

て 思 う と ， 気 分 が 良 い か 悪 い か の 気 分 的 な こ と で ， そ の 職 業 に 就 け た か

ど う か が 決 ま る ） 」 ， 「 運 （ 就 職 は ， 運 が 良 い か 悪 い か と い う 運 に よ っ

て ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う か が 決 ま る ） 」 ， 「 課 題 の 困 難 度 （ 就 職

は ， 困 難 か ， 容 易 か の 困 難 度 に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う か が 決

ま る ） 」 ， 「 親 や 教 師 （ 親 や 教 師 の 就 職 に 対 す る 助 言 ， 助 力 が 適 切 か ど

う か に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け た か ど う か が 決 ま る ） 」 ， 「 友 人 （ 友 達

の 就 職 に 関 す る 助 言 ， 助 力 が あ る か ど う か に よ っ て ， そ の 職 業 に 就 け た

か ど う か が 決 ま る ） 」 ） か ら 構 成 さ れ る 質 問 に つ い て ， 自 己 回 答 式 で 回

答 を 求 め た 。 各 項 目 に つ い て 得 点 が 高 い ほ ど 帰 属 の 度 合 い が 強 い こ と を

示 す 。 6 件 法 （ 「 ま っ た く あ て は ま ら な い （ 1 点 ） 」 ， 「 あ て は ま ら な

い （ 2 点 ） 」 ， 「 や や あ て は ま ら な い （ 3 点 ） 」 ， 「 や や あ て は ま る

（ 4 点 ） 」 ， 「 あ て は ま る （ 5 点 ） 」 ， 「 非 常 に よ く あ て は ま る （ 6

点 ） 」 ） で 回 答 を 求 め 得 点 化 し た 。 W e i n e r（ 1 9 7 9） に よ る 帰 属 理 論 で

は ， 原 因 帰 属 の ス タ イ ル は 「 統 制 可 能 性 」 （ 自 分 自 身 で コ ン ト ロ ー ル で

き る か 否 か ） ， 「 内 的 ／ 外 的 原 因 」 （ 自 分 に 原 因 を 求 め る か ど う か ） ，

「 安 定 性 」 （ い つ で も そ う で あ る ／ そ の 時 に 限 っ て そ う で あ る ， と い う

よ う に ， 時 間 を 超 え て 継 続 し て い く か ど う か ） の 3 つ の 観 点 か ら 分 類
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さ れ る 。 本 調 査 で 使 用 し た 尺 度 の 8 つ の 質 問 は ， W e i n e r（ 1 9 7 9） の 帰

属 理 論 に 基 づ く 項 目 で あ り ， T a b l e 2 - 1 に 質 問 内 容 と 上 記 3 つ の 観 点 に

よ る 内 容 の 分 類 を 示 し た 。  

 

 

 

（ ３ ） 倫 理 的 な 配 慮  

本 研 究 は 筆 者 の 所 属 す る 機 関 に 設 置 さ れ た 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を

得 て 実 施 さ れ た 。  

 

３ ． 結 果  

（ １ ） 対 象 者 の 概 要  

学 生 1 3 1 名 ， 移 行 支 援 利 用 者 1 2 7 名 ， 計 2 5 8 名 が 調 査 に 参 加 し た

（ 回 収 率 9 7 %） 。 回 答 に 不 備 が あ っ た も の を 除 き ， 学 生 1 0 8 名 分 ， 就

労 移 行 支 援 利 用 者 1 2 2 名 分 を 分 析 に 使 用 し た 。 （ 有 効 回 答 率 ： 学 生

下位項目 具体的な質問内容 統制可能性 内的・外的 安定性

不断の努力
就職に関して普段から努力をするか、しないかで、その
職に就けたかどうかが決まる

統制可能 内的 安定

直接の努力
就職に関して考えなければならない時期が来て、努力を
する

統制可能 内的 不安定

能力
就職は、自分に能力があるか、ないかの能力の程度に
よって、その職に就けたかどうかが決まる

統制不可能 内的 安定

気分
就職に関して思うと、気分が良いか悪いかの気分的なこ
とで、その職業に就けたかどうかが決まる

統制不可能 内的 不安定

運
就職は、運が良いか悪いかという運によって、その職業
に就けたかどうかが決まる

統制不可能 外的 不安定

課題の困難度
就職は、困難か、容易かの困難度によって、その職業に
就けたかどうかが決まる

統制不可能 外的 安定

親や教師
親や教師の就職に対する助言、助力が適切かどうかに
よって、その職業に就けたかどうかが決まる

統制可能 外的 安定

友人
友達の就職に関する助言、助力があるかどうかによっ
て、その職業に就けたかどうかが決まる

統制可能 外的 不安定

松本（1993）より

Table2-1　進路選択に対する原因帰属尺度内容
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8 2％ ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 9 6％ ） 学 生 の 平 均 年 齢 は 2 1 . 2 歳

（ S D = 1 . 9 9） ， 男 性 9 2 名 ， 女 性 1 6 名 で あ る 。 1 年 生 8 名 ， 2 年 生 1 5

名 ， 3 年 生 3 0 名 ， 4 年 生 3 0 名 ， 4 年 生 以 上 1 6 名 ， そ の 他 9 名 で あ っ

た 。 そ の 他 の 内 訳 と し て ， 専 門 学 校 生 8 名 ， 高 等 専 門 学 校 生 1 名 で あ

っ た 。 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 平 均 年 齢 は 2 7 . 3 歳 （ S D = 6 . 8 8） ， 男 性 8 8

名 ， 女 性 3 2 名 ， そ の 他 2 名 で あ っ た 。 T a b l e  2 - 2 に ， 協 力 者 の 各 尺 度

得 点 を 参 考 と し て 示 す 。 ま た ， 学 生 群 に つ い て は 各 学 年 と そ の 他 の 学 生

に お い て 各 尺 度 得 点 の 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た た め ， 学 年 等 で 群 分 け

を せ ず に 「 学 生 群 」 と し て 検 討 し た 。  
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（ ２ ） 対 象 者 の 各 尺 度 得 点  

① 対 象 者 の AQ 得 点 に つ い て  

学 生 全 体 の A Q 得 点 の 平 均 は 3 0 . 8 7 点 （ S D＝ 6 . 9 0） ， 就 労 移 行 支 援

利 用 者 全 体 の A Q 得 点 の 平 均 は 2 9 . 0 点 （ S D＝ 7 . 0 9） で あ っ た 。 A Q の

カ ッ ト オ フ 得 点 で あ る 3 3 点 以 上 の 対 象 者 に つ い て ， 学 生 は 4 4 名 で 平

均 点 は 3 7 . 3 0 点 （ S D＝ 3 . 0 1） ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 は 4 2 名 で 平 均 点 は

3 6 . 3 3 点 （ S D = 3 . 0 4） で あ っ た 。 3 3 点 未 満 の 対 象 者 に つ い て ， 学 生 は

6 4 名 で 平 均 点 が 2 6 . 5 4 点 ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 は 8 0 名 で 2 5 . 2 0 点

（ S D＝ 5 . 4 4） で あ っ た 。 本 調 査 対 象 者 全 体 の A Q 得 点 平 均 値 は ， 学 生

と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の ど ち ら も 若 林 （ 2 0 0 4） の 示 し た 一 般 大 学 生 の

平 均 値 （ 2 0 . 7 点 ） 及 び 一 般 成 人 の 平 均 値 （ 1 8 . 5 点 ） を 上 回 っ た 。 本 調

査 に 参 加 し た 学 生 及 び 就 労 移 行 支 援 利 用 者 全 体 の A Q 得 点 平 均 は カ ッ ト

オ フ 得 点 未 満 で は あ る も の の ， 一 般 的 な 平 均 値 と 比 較 し て 高 い 水 準 で あ

り ， 全 体 的 に A S D 傾 向 の 高 い 協 力 者 が 多 く 含 ま れ る 集 団 だ と 考 え ら れ

る 。 量 的 な 検 討 を 実 施 す る こ と を 考 慮 し ， 本 研 究 で は 調 査 に 協 力 し た 学

生 1 0 8 名 ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 1 2 2 名 分 の デ ー タ を A S D 傾 向 の 比 較 的

高 い 集 団 か ら 得 ら れ た デ ー タ と 見 な し て 検 討 す る 。 な お ， A Q 得 点 3 3

点 以 上 の 学 生 と 3 3 点 未 満 の 学 生 の 2 群 間 で 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力

感 ， 進 路 成 熟 度 ， お よ び 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た 。 ま た 同 様 に ， A Q 得 点 3 3 点 以 上 の 就 労 移 行 支 援 利 用 者 と

3 3 点 未 満 の 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に つ い て も 2 群 間 で 進 路 選 択 に 対 す る

自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 ， お よ び 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 に 有 意 な 差

は 認 め ら れ な か っ た 。  

② 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 得 点 の 群 間 に よ る 比 較  
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進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に つ い て ， 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者

の 群 間 の 得 点 差 を M a n n - W h i t n e y の U 検 定 を 用 い て 検 討 し た 。 結 果 ，

両 群 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

③ 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 尺 度 得 点 の 群 間 及 び 群 内 で の 比 較  

進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 尺 度 得 点 に つ い て ， 以 下 の 2 つ の 検 定 を

行 っ た 。 ま ず ， 8 つ の 下 位 項 目 そ れ ぞ れ の 得 点 に つ い て ， 学 生 群 と 就 労

移 行 支 援 群 の 差 を 検 討 す る た め （ 例 ： 学 生 群 の 「 能 力 」 得 点 と 移 行 支 援

利 用 群 の 「 能 力 」 得 点 の 比 較 ） ， M a n n - W h i t n e y の U 検 定 を 用 い た 。

結 果 ， 「 能 力 」 の 得 点 の み で 学 生 群 （ 平 均 ラ ン ク 1 2 3 . 0 0） と 就 労 移 行

支 援 利 用 群 （ 平 均 ラ ン ク 1 0 8 . 8 6） で 有 意 傾 向 が 示 さ れ た （ Ｕ

= 5 7 7 8 . 0 0， p＜ . 1 0） 。 次 に ， 学 生 群 ， 就 労 移 行 支 援 利 用 群 の 各 郡 内 に

お け る 各 下 位 尺 度 間 の 得 点 に 差 の 検 討 の た め ， K r u s k a l - W a l l i s 検 定 を

用 い た 。 結 果 ， 学 生 で は 「 気 分 」 の 得 点 が 「 運 （ p＜ . 0 1） 」 ， 「 課 題 の

困 難 度  （ p＜ . 0 1） 」 ， 「 親 や 教 師  （ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 不 断 の 努 力  （ p

＜ . 0 0 1） 」 ， 「 直 接 の 努 力  （ p＜ . 0 0 1）  」 ， 「 能 力  （ p＜ . 0 0 1）  」 と

比 較 し て 有 意 に 低 い こ と ， 「 友 人 」 の 得 点 が  「 親 や 教 師  （ p

＜ . 0 1）  」 ， 「 不 断 の 努 力  （ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 直 接 の 努 力  （ p

＜ . 0 0 1） 」 ， 「 能 力  （ p＜ . 0 0 1） 」 に 比 べ て 有 意 に 低 い こ と ， 「 能 力 」

の 得 点 が 「 気 分  （ p＜ . 0 0 1）  」 ， 「 友 人  （ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 運  （ p

＜ . 0 1） 」 「 課 題 の 困 難 度  （ p＜ . 0 5） 」 と 比 較 し て 有 意 に 高 い こ と が 示

さ れ た （ T a b l e  2 - 3） 。  

就 労 移 行 支 援 利 用 群 で は  「 気 分 」 の 得 点 が 「 運  （ p＜ . 0 0 1） 」 ，

「 課 題 の 困 難 度   （ p＜ . 0 0 1）  」 ， 「 親 や 教 師  （ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 不

断 の 努 力  （ p＜ . 0 0 1）  」 ， 「 直 接 の 努 力  （ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 能 力  （ p

＜ . 0 0 1） 」 と 比 較 し て 有 意 に 低 い こ と ， 「 友 人 」 の 得 点 が 「 運  （ p
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＜ . 0 1） 」 ， 「 課 題 の 困 難 度  （ p＜ . 0 5） 」 ， 「 親 や 教 師  （ p

＜ . 0 5） 」 ， 「 不 断 の 努 力  （ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 直 接 の 努 力  （ p

＜ . 0 0 1） 」 ， 「 能 力  （ p＜ . 0 0 1） 」 に 比 べ て 有 意 に 低 い こ と ， 「 不 断 の

努 力 」 の 得 点 は 「 気 分  （ p＜ . 0 0 1）  」 「 友 人  （ p＜ . 0 0 1）  」 ， 「 課

題 の 困 難 度  （ p＜ . 0 1）  」 ， 「 親 や 教 師  （ p＜ . 0 5）  」 と 比 較 し て 有 意

に 高 い こ と ， 「 直 接 の 努 力 」 の 得 点 は 「 気 分  （ p＜ . 0 0 1） 」 「 友 人  

（ p＜ . 0 0 1） 」 ， 「 課 題 の 困 難 度  （ p＜ . 0 1） 」 ， 「 親 や 教 師  （ p

＜ . 0 5） 」 ， 「 運  （ p＜ . 0 5） 」 と 比 較 し て 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た

（ T a b l e  2 - 3） 。  
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下位尺度項目
中央値

（平均ランク）
下位尺度項目

中央値
（平均ランク）

p値

運 4(414.26) **
課題の困難度 4(422.62) **

親や教師 4(449.43) ***
不断の努力 4(506.3) ***
直接の努力 4(513.5) ***

能力 5(538.96) ***
親や教師 4(449.43) **

不断の努力 4(506.3) ***
直接の努力 4(513.5) ***

能力 5(538.96) ***
運 4(414.26) 能力 5(538.96) **

課題の困難度 4(422.62) 能力 5(538.96) *
運 4(497.98) ***

課題の困難度 4(476.77) ***
親や教師 4(488.26) ***

不断の努力 4.5(603.19) ***
直接の努力 4(610.77) ***

能力 4(554.82) ***
運 4(497.98) **

課題の困難度 4(476.77) *
親や教師 4(488.26) *

不断の努力 4.5(603.19) ***
直接の努力 4(610.77) ***

能力 4(554.82) ***
不断の努力 4.5(603.19) **
直接の努力 4(610.77) **
不断の努力 4.5(603.19) *
直接の努力 4(610.77) *

運 4(497.98) 直接の努力 4(610.77) *
＊…p<.05　＊＊…p<.01 ＊＊＊…p<.001
※Kruskal-Wallis検定（多重比較はBonferroni法による）
※Table2-3には、有意差の認められた項目を抜粋して記載した

移行支援利用者
全体

気分 3(312.95)

友人 3(363.25)

課題の困難度 4(476.77)

親や教師 4(488.26)

Table2-3　学生及び移行支援利用者における原因帰属下位尺度の群内比較

学生全体

気分 3(289.76)

友人 3(325.17)
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④ 進 路 成 熟 態 度 の 群 間 に よ る 比 較  

進 路 成 熟 態 度 に つ い て ， 成 熟 度 全 体 の 得 点 と 下 位 3 尺 度 （ 「 自 律

性 」 ： 進 路 へ の 取 り 組 み 姿 勢 が 主 体 的 で あ る か ， 「 計 画 性 」 ： 将 来 展 望

を 持 ち ， 自 己 の 進 路 に 対 し て 計 画 的 で あ る か ， 「 関 心 性 」 ： 自 分 の 進 路

に 対 し て 積 極 的 な 関 心 を 持 っ て い る か ） に お け る 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利

用 者 の 群 間 の 得 点 差 を M a n n - W h i t n e y の U 検 定 を 用 い て 検 討 し た 。 結

果 ， 進 路 成 熟 態 度 全 体 の 得 点 及 び 下 位 3 尺 度 の す べ て で ， 就 労 移 行 支

援 利 用 者 の 得 点 が 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た （ T a b l e  2 - 4） 。  

 

 

 

 

④ 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 原 因 帰 属 の 関 連  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 原 因 帰 属 の 関 連 を 検 討 す る た め ， 学

生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 そ れ ぞ れ の 群 で ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と

原 因 帰 属 尺 度 の 下 位 尺 度 8 項 目 に つ い て ス ピ ア マ ン の 相 関 係 数 を 用 い

た 。 結 果 ， 学 生 群 で は 「 友 人 」 の 項 目 の み 中 程 度 の 正 の 相 関 が 認 め ら れ

た （ r = . 4 9 9， p < . 0 0 1） 。 就 労 移 行 支 援 利 用 群 で は 有 意 な 相 関 は 認 め ら

れ な か っ た 。  

移行支援全体
中央値(平均ランク)

学生全体
中央値(平均ランク)

p値 U 値

成熟度合計 19(131.36) 16(97.58) *** 4653.00
自律性 5(123.85) 5(106.06) * 5569.00
計画性 5(130.93) 4(98.07) *** 4705.50
関心性 8(124.95) 7(104.83) * 5435.50

Table2-4　学生及び移行支援全体の進路成熟態度尺度得点の群間比較

＊…p<.05　＊＊…p<.01 ＊＊＊…p<.001
※Mann-WhitneyのU検定
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⑤ 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 の 関 連  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 の 関 連 を 検 討 す る た

め ， 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 そ れ ぞ れ の 群 で ス ピ ア マ ン の 相 関 係 数 を

用 い た 。 結 果 ， 学 生 は 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 全 体

（ r = . 4 1 3， p < . 0 0 1） ， 自 己 効 力 感 と 計 画 度 （ r = . 4 5 5  ， p < . 0 0 1） で 中 程

度 の 正 の 相 関 が ， 自 己 効 力 感 と 自 律 度 （ r＝ . 2 6 0， p < . 0 1） で 弱 い 正 の 相

関 が 認 め ら れ た 。 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に つ い て は ， 進 路 選 択 に 対 す る 自

己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 の 間 に 有 意 な 相 関 は み ら れ な か っ た 。  

 

４ ． 考 察  

（ １ ） 各 尺 度 得 点 比 較 の 解 釈  

① 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 原 因 帰 属  

本 調 査 の 結 果 ， 学 生 ・ 移 行 支 援 の 所 属 の 違 い で 進 路 選 択 に 対 す る 自

己 効 力 感 に 差 は な い こ と が 示 さ れ た 。 研 究 1 で 示 さ れ た よ う に ， A S D

傾 向 の 高 い 学 生 は 一 般 の 学 生 と 比 較 し て 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 が

低 い 傾 向 に あ る こ と を 考 慮 す る と ， A S D 傾 向 の あ る 成 人 は 就 労 移 行 支

援 の 中 で 就 労 に 向 け 具 体 的 な 訓 練 を 日 々 重 ね て い る 場 合 で も ， 自 己 効 力

感 の 程 度 が 学 生 と 同 程 度 に 低 い 状 態 に あ る 可 能 性 が 推 察 さ れ た 。 し た が

っ て ， A S D 傾 向 の あ る 者 に 対 し て は 学 生 段 階 だ け で な く ， 就 労 移 行 支

援 利 用 中 で も 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 低 さ に 留 意 し た 支 援 が 必 要

で あ る 。  

次 に 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 に つ い て 学 生 と 移 行 支 援 利 用 者 に 類

似 す る 特 徴 と し て ， 進 路 選 択 の 結 果 を 「 不 断 の 努 力 」 ， 「 直 接 の 努

力 」 ， 「 能 力 」 の 3 つ に 帰 属 す る 傾 向 に あ る こ と が 示 さ れ た 。 松 本

（ 1 9 9 3） の 一 般 大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 で は ， 最 も 得 点 の 高 か っ た 項
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目 か ら 「 不 断 の 努 力 」 ， 「 直 接 の 努 力 」 ， 「 能 力 」 で あ り ， 本 調 査 は こ

の 結 果 に 類 似 す る 結 果 を 示 し た 。 一 方 で 本 調 査 の 学 生 群 の 結 果 で は 「 能

力 」 の 得 点 が 最 も 高 く ， そ の 点 に つ い て は 松 本 （ 1 9 9 3） と 異 な る 結 果

で あ っ た 。  

努 力 や 能 力 へ の 帰 属 に つ い て は ， こ れ ま で に 一 般 学 生 等 を 対 象 に 複

数 の 議 論 が 重 ね ら れ て き た 。 努 力 へ の 帰 属 と 意 欲 的 に 課 題 に 取 り 組 む 意

識 と の 間 の 相 関 関 係 か ら は ， 努 力 帰 属 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て お り （ 豊

田 ・ 川 崎 ， 2 0 1 7） ， 就 職 活 動 を 終 え た 学 生 に と っ て 努 力 や 能 力 に よ っ

て 企 業 へ の 内 定 を 得 ら れ た と い う 自 己 評 価 は ， 就 職 活 動 へ の 満 足 感 を 高

め る と 同 時 に ， 就 業 生 活 に 対 す る 不 安 を 抑 え る こ と に 関 連 す る （ 石 本 ・

逸 身 ・ 齋 藤 ， 2 0 1 0） 。 以 上 を 踏 ま え ， 本 調 査 で 学 生 群 ・ 移 行 支 援 群 の

両 群 と も 自 身 の 努 力 や 能 力 の 得 点 が 高 か っ た こ と は ， A S D 傾 向 の あ る

学 生 や 就 労 移 行 支 援 利 用 者 が 就 職 活 動 の 結 果 を 適 応 的 に 帰 属 し よ う と し

て い る こ と を 示 す と 考 え る こ と も で き る 。  

一 方 ， も の ご と の 結 果 を 努 力 や 能 力 に 帰 属 す る こ と が 適 応 的 で あ る

か 否 か に つ い て は ， 議 論 が 分 か れ て い る 。 例 え ば ， W e i n e r（ 1 9 7 9） は

学 業 不 振 の 原 因 を 自 身 の 能 力 に 帰 属 す る こ と は 学 習 者 に 無 力 感 を 抱 か せ

る た め ， 努 力 帰 属 へ の 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。 T a b l e 2 - 1 に 示 し た よ う

に ， 帰 属 の 方 向 と し て の 能 力 と 努 力 の 違 い は ， 統 制 可 能 か 否 か で あ る 。

つ ま り 能 力 は 自 分 自 身 で は 統 制 が で き ず ， よ り 統 制 可 能 な 努 力 へ の 帰 属

が 望 ま し い と い う 見 方 で あ る 。 し か し な が ら 努 力 へ の 帰 属 に つ い て も ，

絶 望 感 の 強 い 者 は 失 敗 の 原 因 を 努 力 不 足 に 帰 属 す る こ と が 多 い と い う 指

摘 （ 桜 井 , 1 9 8 9） が あ る 他 ， 発 達 障 害 者 の 原 因 帰 属 の 文 脈 で は , A D H D 児

者 は 多 く の 失 敗 に さ ら さ れ て き た 経 験 か ら 努 力 は 成 功 と は 関 連 し な い こ

と を 学 習 し て き て い る た め に ， 努 力 を 統 制 不 可 能 と と ら え て い る と い う
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解 釈 （ M i l i c h , 1 9 9 4） も あ る 。 A S D 傾 向 の 高 い 者 も ， こ れ ま で の 様 々 な

失 敗 経 験 に よ り ， 未 経 験 で あ る 就 職 活 動 ・ 職 業 選 択 に 対 し て 自 身 の 努 力

を 統 制 不 可 能 な も の で あ る と 認 識 し て い る 可 能 性 は 否 定 で き な い 。 さ ら

に ， 本 調 査 で は  学 生 群 ・ 就 労 移 行 支 援 利 用 群 と も に 努 力 や 能 力 に 帰 属

す る 傾 向 は 認 め ら れ る も の の ， 両 群 と も に 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感

と 努 力 ・ 能 力 の 得 点 で 相 関 関 係 は 確 認 で き な か っ た 。 し た が っ て ， 努 力

や 能 力 に 対 す る 帰 属 は 必 ず し も 自 己 効 力 感 の 状 態 と 関 連 し な い 可 能 性 が

示 さ れ た 。  以 上 よ り ， A S D 傾 向 の あ る 学 生 や 移 行 支 援 利 用 者 の 就 職 活

動 の 結 果 に 対 す る 原 因 帰 属 は ， 一 般 学 生 等 の 状 況 と 照 ら し 合 わ せ る と お

お む ね 適 応 的 で あ る と 考 え ら れ る が ， A D H D 児 者 の 原 因 帰 属 様 式 に 対

す る 議 論 や 自 己 効 力 感 の 程 度 と の 関 連 を 踏 ま え れ ば ， よ り 慎 重 な 議 論 が

必 要 で あ る 。 例 え ば ， 個 々 の 成 育 歴 や 自 己 統 制 感 を 踏 ま え た よ り 詳 細 な

検 討 を 加 え る こ と で ， 現 状 に 即 し た 状 態 を 把 握 で き る と 考 え ら れ る 。  

ま た 本 調 査 の 結 果 学 生 群 の み に 見 ら れ た 特 徴 と し て ， 進 路 選 択 に 対

す る 原 因 帰 属 の 中 で も 友 人 に 関 す る 項 目 と 自 己 効 力 感 と の 関 連 が あ げ ら

れ る 。 調 査 結 果 を 踏 ま え る と ， A S D 傾 向 の 高 い 学 生 で は 就 職 活 動 中 の

周 囲 の 友 人 と の 関 わ り が ， 本 人 の 活 動 に 影 響 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

大 学 生 の 就 職 活 動 に お け る 相 談 先 と し て 最 も 多 い の は 「 学 内 の 友 人 」 で

あ り （ 田 澤 ・ 佐 藤 ・ 梅 崎 ， 2 0 1 7） ， 就 職 活 動 の 中 で も 特 に エ ン ト リ ー

活 動 を 開 始 し た 学 生 は 周 囲 の 親 し い 友 人 も 同 じ よ う に 就 職 活 動 が 進 み ，

反 対 に 活 動 を 開 始 し な い 学 生 の 親 し い 友 人 は 就 職 活 動 が 進 ん で い な い 状

態 に あ る 場 合 が あ る （ 杉 本 ， 2 0 0 7） 。 A S D 傾 向 の あ る 学 生 で 進 路 選 択

に 対 す る 自 己 効 力 感 が 高 い 者 は ， 友 人 間 で の 就 職 活 動 に お け る 相 互 サ ポ

ー ト を 重 視 す る 傾 向 に あ る こ と が 予 想 さ れ る 。  

② 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度  
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学 生 群 は 成 熟 度 合 計 点 と 下 位 尺 度 得 点 の す べ て に お い て ， 就 労 移 行

支 援 利 用 群 よ り も 低 い 得 点 を 示 し た 。 五 十 嵐 （ 2 0 1 2） の 一 般 大 学 生 を

対 象 と し た 調 査 で は ， 大 学 3 年 生 ま で と 4 年 生 を 比 較 す る と ， 4 年 生 の

進 路 成 熟 度 が 上 昇 し て い る こ と が 示 さ れ て お り ， こ の 背 景 と し て ， 実 際

の 就 職 活 動 に 直 面 し 現 実 的 に 進 路 選 択 に か か わ っ た 経 験 の 影 響 が 指 摘 さ

れ て い る 。 就 労 移 行 支 援 利 用 者 は 学 生 に 比 べ 日 々 の 就 労 訓 練 の 中 で 就 職

活 動 と 向 き 合 う こ と が 多 く ， こ の よ う な 点 が 本 調 査 に お い て 学 生 群 と 就

労 移 行 支 援 利 用 群 の 成 熟 度 の 差 と し て 現 れ た 可 能 性 が あ る 。 し か し な が

ら 研 究 1 に お け る 同 様 の 尺 度 を 用 い た 調 査 結 果 と 比 較 す る と ，  就 労 移

行 支 援 利 用 群 の 成 熟 度 得 点 は ， 研 究 1 で 示 さ れ た A Q 低 群 学 生 （ A Q 得

点 が 2 6 点 未 満 の 学 生 ） の 1 年 生 と 同 程 度 で あ り ， 決 し て 高 い 水 準 で あ

る と は 言 え な い 。  

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 度 の 関 連 を 検 討 し た 結 果 ， 学

生 全 体 の 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 進 路 成 熟 態 度 の 間 に 相 関 関 係 が

認 め ら れ た 。 こ の こ と は ， 学 生 群 で は 自 己 効 力 感 の 度 合 い が 高 い 者 は 成

熟 度 の 程 度 も 高 い こ と を 示 し て い る 。 一 方 で ， 就 労 移 行 支 援 利 用 群 で は

相 関 関 係 は 認 め ら れ な か っ た 。  進 路 成 熟 態 度 と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己

効 力 感 に は 関 連 が あ り ， 進 路 成 獣 度 を 高 い 状 態 に 保 つ た め に は 進 路 選 択

に 対 す る 自 己 効 力 感 が 十 分 必 要 で あ る （ 浦 上 ， 1 9 9 3） と 指 摘 さ れ て い

る 。 し か し な が ら 本 調 査 の 結 果 ， 特 に 就 労 移 行 支 援 利 用 群 で は ， 進 路 成

熟 態 度 の 高 い 状 態 の 利 用 者 で あ っ て も ， 必 ず し も 自 己 効 力 感 が そ れ に 伴

い 高 い 状 態 に あ る わ け で は な い こ と が 示 さ れ た 。 本 調 査 の 結 果 の み で そ

の 理 由 を 明 言 す る に は 限 界 が あ る が ， A S D 傾 向 の あ る 者 は 日 常 的 な 訓

練 や 就 職 活 動 の サ ポ ー ト に よ っ て ， 自 身 の 進 路 に 関 心 を 持 ち ， 計 画 的 ・

自 律 的 に 取 り 組 む 必 要 性 を 感 じ る よ う に な る 一 方 で ， そ の 実 現 可 能 性 や
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自 信 を も っ て 取 り 組 む こ と 自 体 に は 不 安 を 残 し て い る 可 能 性 が あ る 。  

（ ２ ） 今 後 の 支 援 へ の 本 調 査 結 果 の 活 用  

① 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に 共 通 す る 支 援  

ま ず 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 状 態 に 留 意 し た 支 援 に つ い て ，

本 調 査 の 結 果 ， A S D 傾 向 の あ る 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 で は ， 日 ご

ろ 就 労 に 向 け て 訓 練 を 積 む 場 合 で も 自 己 効 力 感 の 程 度 は 高 ま ら な い 可 能

性 と ， 就 職 活 動 の 結 果 を 努 力 や 能 力 に 帰 属 す る こ と と 進 路 選 択 に 対 す る

自 己 効 力 感 の 高 さ と は 直 接 的 な 関 連 を 持 た な い 可 能 性 が 示 さ れ た 。 こ の

結 果 か ら A S D 傾 向 の あ る 学 生 及 び 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に 対 す る 支 援 に

つ い て ， 以 下 2 点 を 述 べ る 。  

1 点 目 は ， 自 己 効 力 感 と 遂 行 行 動 の 達 成 に つ い て 述 べ る 。 本 調 査 の 結

果 ， 日 常 的 に 就 労 訓 練 を 積 む 就 労 移 行 支 援 利 用 者 で も 自 己 効 力 感 が 学 生

と 変 わ ら な い 水 準 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 就 労 移 行 支 援 利 用 群 で 進

路 成 熟 態 度 と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 間 に 相 関 関 係 が 認 め ら れ な

か っ た こ と は ，  A S D 傾 向 の あ る 者 は 日 常 的 な 訓 練 や 就 職 活 動 の サ ポ ー

ト に よ り 進 路 選 択 に 対 す る 望 ま し い 指 向 性 を 持 つ 一 方 で ， 実 際 の 行 動 が

実 現 可 能 か ど う か に つ い て は 不 安 な 状 態 で 就 職 活 動 に 臨 む 可 能 性 を 示 し

て い る 。   

一 般 的 に ， 自 己 効 力 感 を 導 く 情 報 源 の 中 で 最 も 有 力 な も の は 遂 行 行

動 の 達 成 だ と 指 摘 さ れ て い る （ B a n d u r a， 1 9 7 7） こ と は 前 述 の と お り

で あ る 。 進 路 選 択 に 関 わ る 遂 行 行 動 の 達 成 の 例 の 一 つ と し て ， 学 生 で あ

れ ば ア ル バ イ ト や イ ン タ ー ン シ ッ プ ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 で は 日 々 の 就

労 訓 練 の よ う な ， 実 践 的 体 験 が 考 え ら れ る だ ろ う 。 こ れ ら 就 業 体 験 を 通

し た 支 援 で は ， 体 験 後 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 実 施 し 内 容 の 整 理 を す る こ と

が 重 要 で あ り （ 工 藤 ， 2 0 1 7） ， 単 に ア ル バ イ ト 等 の 経 験 が あ る だ け で
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は 進 路 選 択 に 対 す る 諸 側 面 の 成 熟 に つ な が ら な い 可 能 性 が 研 究 1 に お

い て 示 唆 さ れ て い る 。 本 調 査 の 結 果 を 踏 ま え る と ， 今 後 ， 就 労 移 行 支 援

利 用 者 や 学 生 に 対 し て 就 労 に 関 わ る 実 践 的 経 験 を 積 む 支 援 を 提 供 す る 場

合 は ， そ の 経 験 が 遂 行 行 動 の 達 成 で あ る と 本 人 が 自 覚 で き ， 自 身 の 努 力

や 能 力 と 行 動 の 結 果 を 適 切 に 結 び つ け ら れ る よ う な 働 き か け が 必 要 で あ

る 。  

2 点 目 は ， 課 題 特 異 的 自 己 効 力 感 と 一 般 性 自 己 効 力 感 と の 関 り に つ い

て で あ る 。 課 題 特 異 的 自 己 効 力 感 と は 行 動 に 対 し て 課 題 や 場 面 に 特 異 的

に 影 響 を 及 ぼ す 自 己 効 力 感 で あ り ， 本 研 究 で 検 討 し た 進 路 選 択 に 対 す る

自 己 効 力 感 は こ れ に 類 す る 。 一 方 で 一 般 性 自 己 効 力 感 は よ り 一 般 化 し た

日 常 場 面 に お け る 行 動 に 影 響 す る 自 己 効 力 感 で あ り （ 成 田 ら ，

1 9 9 5） ， 未 経 験 の 状 況 を 適 応 的 に 処 理 で き る と い う 期 待 に 影 響 す る

（ S h e r e r  e t  a l . ,  1 9 8 2） た め ， 進 路 選 択 の よ う に 状 況 が 曖 昧 で よ く 知 ら

な い も の で あ る 場 合 は 一 般 性 自 己 効 力 感 が 強 く 影 響 す る （ T i p t o n  &  

W o r t h i n g t o n， 1 9 8 4） 。 佐 藤 （ 2 0 1 6） は 就 職 活 動 開 始 時 点 に お け る 一

般 性 自 己 効 力 感 の 水 準 が 就 職 活 動 を 成 功 に 導 く 一 つ の 指 標 に な る と 指 摘

し て い る が ， A S D 傾 向 の あ る 者 へ の 支 援 で は ， 学 生 ・ 就 労 移 行 支 援 利

用 者 の ど ち ら に 対 し て も ， 就 職 活 動 に 関 わ る 支 援 場 面 に 限 ら ず ， 日 常 場

面 （ 学 生 の 場 合 は 修 学 場 面 ） で も 本 人 の 自 己 効 力 感 の 状 況 に 着 目 し た 関

わ り を 継 続 す る こ と が 進 路 選 択 時 に 良 い 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。  

② 主 に 学 生 を 対 象 と し た 支 援  

次 に ， 学 生 群 で の み 示 さ れ た 特 徴 と し て ， 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰

属 の 中 で も 友 人 に 関 す る 項 目 と 自 己 効 力 感 と の 間 に 関 連 が 認 め ら れ た 点

に 着 目 す る 。 A S D 傾 向 の あ る 学 生 が 学 内 で 友 人 同 士 の ナ チ ュ ラ ル サ ポ

ー ト を 受 け る に は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 課 題 な ど で 困 難 が あ る こ と
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が 予 想 さ れ る 。 し た が っ て ， A S D 傾 向 の あ る 学 生 が 友 人 間 で の 就 職 活

動 上 の サ ポ ー ト を 十 分 に 受 け ら れ な い 場 合 で も ， 彼 ら の 自 己 効 力 感 が 低

下 し な い よ う ， そ の ほ か の 情 報 源 を 有 効 に 活 用 で き る よ う な 支 援 が 求 め

ら れ る 。  

ま た 同 様 に 学 生 群 の 特 徴 と し て ， 就 労 移 行 支 援 利 用 群 と 比 較 し た 際

の 進 路 成 熟 態 度 の 低 さ が あ る 。 進 路 成 熟 態 度 の 下 位 尺 度 で あ る 計 画 性

は ， 就 職 活 動 全 体 に つ い て 見 通 し を 持 て て い る か ど う か に 関 連 す る 。 よ

っ て A S D 傾 向 の 高 い 学 生 に 対 し て 就 職 ま で の 見 通 し を 持 ち ， 具 体 的 な

計 画 が 立 て ら れ る よ う な 支 援 が 必 要 で あ ろ う 。 自 律 性 に つ い て は ， A S D

傾 向 の 高 い 学 生 は 自 身 の 将 来 を 主 体 的 に 捉 え る 点 で 未 熟 な 状 態 に あ る 可

能 性 が あ る 。 発 達 障 害 学 生 の 就 労 支 援 に お け る 実 際 の 就 業 体 験 を 積 む こ

と の 有 効 性 は 前 述 の 通 り だ が ， こ の よ う な 体 験 は ， 学 生 が 進 路 選 択 に 対

し 自 律 的 な 姿 勢 を 持 つ き っ か け と し て も 作 用 す る こ と が 予 想 で き る 。 ま

た ， 職 業 へ の 理 解 と 同 時 に 学 生 本 人 が 自 身 の 障 害 特 性 を 理 解 す る た め の

支 援 を 行 う こ と も ， 卒 後 の 進 路 に つ い て 主 体 的 に 考 え る た め に 有 効 だ ろ

う 。  
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第 ３ 章  

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 学 生 の 進 路 選 択 に 関 す る 面 談 の 現 状 に

関 す る 検 討  

                                         

第 1 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 の 振 り

返 り 面 談 の 実 態 調 査  ― 就 労 支 援 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を

通 し て ― （ 研 究 3）  

 

１ ． 目 的  

 本 研 究 で は 発 達 障 害 学 生 の 中 で も 在 籍 数 が 多 い A S D 学 生 が ， イ ン タ

ー ン シ ッ プ 等 の 就 業 体 験 を 通 し た 就 労 支 援 を 受 け た 際 ， 支 援 者 と の 間

で ど の よ う な 振 り 返 り が 実 施 さ れ て い る の か ， そ の 実 態 を 明 ら か に す

る こ と を 目 的 に 調 査 を 実 施 し た 。  

 

２ ． 方 法  

（ １ ） 調 査 協 力 者 と 協 力 者 の 所 属 機 関  

① 調 査 協 力 者  

調 査 協 力 者 は い ず れ も 関 東 に あ る 大 学 お よ び 支 援 機 関 に お い て 発 達

障 害 学 生 の 支 援 に 携 わ る 支 援 者 で あ る 。調 査 協 力 者 の 選 定 で は ，A S D 学

生 へ の 就 労 支 援 の 中 で も 就 業 体 験 を 通 し た 支 援 に 関 わ っ た 経 験 が あ る こ

と を 条 件 に し た （ Ta b l e  3 - 1）。  
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② 所 属 機 関  

支 援 機 関 1： 発 達 障 害 の 診 断 ， ま た は そ の 傾 向 が あ る 学 生 に 対 し て 有

償 の 就 職 活 動 支 援 を 提 供 し て い る 。 支 援 内 容 に 学 生 が 支 援 機 関 外 で 実 施

し た イ ン タ ー ン シ ッ プ や 企 業 実 習 の 振 り 返 り の 面 談 が 含 ま れ ， 本 調 査 で

は そ の 面 談 を 想 定 し 回 答 し て も ら っ た 。  

支 援 機 関 2： 発 達 障 害 の 診 断 ， ま た は そ の 傾 向 が あ る 学 生 に 対 し て 無

償 で 短 期 間（ 1 日 ～ 3 日 ）の 就 業 体 験 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て い る 。プ ロ グ

ラ ム の 最 後 に 参 加 学 生 と の 体 験 の 振 り 返 り も 含 め た 個 別 面 談 を 実 施 し て

お り ， 本 調 査 で は そ の 個 別 面 談 の 内 容 に つ い て 回 答 し て も ら っ た 。 就 業

体 験 プ ロ グ ラ ム 内 で は グ ル ー プ ワ ー ク を 含 む 模 擬 的 な 会 議 の 体 験 や プ ロ

グ ラ ミ ン グ 体 験 な ど が 実 施 さ れ ， 職 場 で 必 要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 等 を

学 ぶ こ と が で き る 。  

協力者 所属
支援経験

年数
所有資格

A 支援機関1 5年 教員免許（中高）
B 支援機関1 1年 なし
C 支援機関1 1年 なし
D 支援機関2 3年 精神保健福祉士・社会福祉士
E 支援機関2 4年 ジョブコーチ・臨床心理士
F 支援機関3 2年半 ジョブコーチ
G 支援機関3 1年半 臨床心理士
H 支援機関4 3年半 臨床発達心理士
I 大学1（就職課） 4年 キャリアコンサルタント

G 大学1（就職課） 2年
キャリアコンサルタント
産業カウンセラー

K 大学2（障害学生支援室） 17年
臨床心理士・教員免許（中高）
スチューデントコンサルタント

Table3-1 協力者の属性等
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支 援 機 関 3： 就 職 を 希 望 す る 発 達 障 害 者 に 対 し て ， 就 労 に 向 け た 相 談

や 訓 練 ， 職 場 定 着 ま で の 支 援 を 提 供 す る 発 達 障 害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー で

あ る 。 大 学 生 向 け に 整 備 さ れ た プ ロ グ ラ ム は 用 意 さ れ て い な い が ， 相 談

支 援 等 の 中 で ， 発 達 障 害 の 診 断 ， ま た は そ の 傾 向 が あ る 学 生 の イ ン タ ー

ン シ ッ プ や 企 業 実 習 の 振 り 返 り を 実 施 し て い る 。 ま た ， 支 援 機 関 内 で 提

供 さ れ る 就 労 訓 練 を 大 学 生 が 体 験 す る こ と が あ る 。 本 調 査 で は ， 相 談 支

援 及 び 支 援 機 関 内 で 提 供 さ れ る 就 業 体 験 に お け る 学 生 と の 面 談 を 想 定 し

て 回 答 し て も ら っ た 。  

支 援 機 関 4： 支 援 機 関 3 と は 異 な る 発 達 障 害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー で あ

る 。 支 援 機 関 3 同 様 ， 相 談 支 援 の 中 で 学 生 と イ ン タ ー ン シ ッ プ 等 の 振 り

返 り を 実 施 し て い る が ， 支 援 機 関 内 で の 就 業 体 験 は 設 定 さ れ て い な い 。

本 調 査 で は 相 談 支 援 に お け る 学 生 と の 面 談 を 想 定 し て 回 答 し て も ら っ た 。 

大 学 1： 国 立 大 学 の 就 職 課 で ， 発 達 障 害 の 診 断 ， ま た は そ の 傾 向 が あ

る 学 生 の 担 当 経 験 が あ る 者 2 名 に 協 力 を 依 頼 し た 。  

大 学 2： 私 立 大 学 の 障 害 学 生 支 援 室 に お い て ， 発 達 障 害 の 診 断 ， ま た

は そ の 傾 向 が あ る 学 生 の 支 援 担 当 者 に 協 力 を 依 頼 し た 。  

（ ２ ） 調 査 期 間  

2 0 1 8 年 8 月 ～ 9 月  

（ ３ ） 手 続 き  

半 構 造 化 面 接 に よ り 6 つ の 質 問 に つ い て 回 答 を 得 た（ Ta b l e 3 - 2）。面 接

に 要 し た 時 間 は 4 0～ 6 0 分 で あ っ た 。 な お ， 調 査 協 力 者 の 許 可 を 得 て ，

面 接 は ボ イ ス レ コ ー ダ ー で 録 音 し た 。  

 

 

 

64



 

 

（ ４ ） 分 析 方 法  

デ ー タ の 分 析 に は ，修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー・ア プ ロ ー チ（ 以

下 ，M - G TA）を 用 い た 。本 研 究 で M - G TA を 採 用 し た 理 由 は ，木 下（ 2 0 0 7）

の 示 す M - G TA に 適 し た 研 究 の 要 素 で あ る ， ① 健 康 問 題 や 生 活 問 題 を 抱

え た 人 々 を 専 門 的 に 援 助 す る ヒ ュ ー マ ン・サ ー ビ ス 領 域 で あ る と 同 時 に ，

研 究 対 象 が 「 発 達 特 性 や 修 学 ・ 就 労 上 の 困 難 さ を 相 談 す る 」，「 修 学 ・ 就

労 上 の 支 援 を 受 け る 」，「 就 職 ・ 進 学 等 を 選 択 し ， 卒 業 す る 」 と い っ た ，

サ ー ビ ス が 開 始 さ れ ， 提 供 さ れ ， 終 了 す る と い う プ ロ セ ス 的 特 性 を 持 つ

点 ， ② サ ー ビ ス が 行 為 と し て 提 供 さ れ ， 利 用 者 も 行 為 で 反 応 す る 社 会 的

相 互 作 用 性 持 つ 点 ， ③ 現 実 に 問 題 と な っ て い る 現 象 で ， 研 究 結 果 が そ の

解 決 や 改 善 に 向 け 実 践 的 に 活 用 さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 点 の 3 点 に 当 て

は ま る と 考 え ら れ た た め で あ る 。  

（ ５ ） 分 析 手 順  

M - G TA で は 質 的 デ ー タ を 継 続 的 に 確 認 し な が ら 分 析 概 念 を 生 成 し ，複

数 の 概 念 間 の 関 係 を 解 釈 し て ま と め ， 最 終 的 に 結 果 図 を 作 成 す る 。 本 研

究 で は 分 析 焦 点 者 を 「 高 等 教 育 機 関 に 在 籍 す る A S D 学 生 の 就 業 体 験 後

内容

質問1
ASD学生とインターンシップや企業での実習など、就業体験後の振り返りを実施する際
に、どのような内容を聞き取っていますか。

質問2
振り返りの際、どのような順番で内容を聞き取っていますか。
その理由も含めて教えて下さい。

質問3  振り返りで気をつけていること、配慮していることはどのようなことですか。
質問4 振り返りの進め方や内容について、難しかったり、苦労していることは何ですか。
質問5  ASD学生とその他の学生で、振り返りの実施についてどのような違いがありますか。

質問6
振り返りの進め方は、事業所内で統一されていますか。
統一されている場合、どのように統一が図られていますか。

Table3-2　支援者に対する半構造化面接質問内容
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の 面 談 の 経 験 が あ る 支 援 者 」， 分 析 テ ー マ を 「 A S D 学 生 と 就 労 に か か わ

る 体 験 的 な 活 動 （ イ ン タ ー ン シ ッ プ や 企 業 実 習 ， 大 学 や 事 業 所 内 で 設 定

さ れ た 就 業 体 験 ） を 振 り 返 る 際 の 面 談 の 実 態 」 と 設 定 し た 。 実 際 の 分 析

は 以 下 の 手 順 で 実 施 し た 。  

① 半 構 造 化 面 接 に よ り 各 協 力 者 か ら 回 答 を 得 た 後 ， 逐 語 録 を 作 成 す る 。

② 調 査 協 力 者 の 中 か ら 最 も 豊 か な デ ー タ と 判 断 さ れ た 者 か ら 分 析 テ ー マ

に 照 ら し 合 わ せ て 関 連 の 強 い 文 脈 に 着 目 し ， 他 の 類 似 具 体 例 も 説 明 で き

る 説 明 概 念 を 生 成 す る 。 ③ 説 明 概 念 を 生 成 す る 際 は 分 析 ワ ー ク シ ー ト を

作 成 し ， 概 念 名 ， 概 念 の 定 義 ， 具 体 的 な 語 り の 内 容 ， 理 論 的 メ モ を 記 録

す る 。 ④ 他 の 協 力 者 か ら 得 ら れ た 具 体 例 も 同 様 に 説 明 概 念 を 生 成 し ， 類

似 す る 概 念 同 士 は 同 じ 分 析 ワ ー ク シ ー ト に ま と め る 。 ま た 類 似 だ け で な

く ， 対 極 例 と な る 具 体 例 が な い か 確 認 し 比 較 の 観 点 か ら デ ー タ を 分 析 す

る こ と で 解 釈 が 恣 意 的 に 偏 る こ と を 防 ぐ 。 ⑤ 複 数 の 概 念 を カ テ ゴ リ ー 化

し ， カ テ ゴ リ ー 同 士 の 関 係 か ら 分 析 結 果 を ま と め る 。 ⑥ カ テ ゴ リ ー 同 士

の 関 係 性 を 示 す 関 係 図 を 作 成 す る 。 な お ， 分 析 の 内 容 的 な 妥 当 性 を 確 保

す る た め ， 説 明 概 念 の 生 成 ， 分 析 ワ ー ク シ ー ト の 生 成 ， カ テ ゴ リ ー 化 ，

関 係 図 の 作 成 の 各 段 階 に お い て ， 都 度 ， 大 学 院 で 特 別 支 援 教 育 を 専 攻 す

る 大 学 生 と 大 学 院 生 5 名 以 上 ， 大 学 教 員 1 名 と 内 容 の 討 議 を 行 っ た 。  

（ ６ ） 倫 理 的 配 慮  

 本 研 究 は 筆 者 の 所 属 す る 機 関 に 設 置 さ れ た 研 究 倫 理 委 員 会 に て 承 認 を

得 て 実 施 さ れ た 。 ま た ， 各 調 査 協 力 者 に は 書 面 と 口 頭 に て 回 答 お よ び 研

究 協 力 へ の 中 止 ・ 拒 否 の 自 由 ， 個 人 情 報 保 護 に つ い て 説 明 し ， 研 究 協 力

へ の 同 意 を 得 た 。  
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３ ． 結 果 と 考 察  

（ １ ） 概 念 の 生 成  

11 名 の 面 接 内 容 に つ い て 録 音 デ ー タ か ら 逐 語 録 を 作 成 し ，そ れ を も と

に 概 念 の 生 成 を 試 み た 。 分 析 は 協 力 者 の 中 で 語 り の 内 容 が 最 も 豊 か だ っ

た 協 力 者 K か ら 開 始 し た 。 以 下 に 分 析 過 程 の 一 部 を 示 す 。 な お ，【 】 は

カ テ ゴ リ ー 名 ，〔 〕 は 概 念 名 ，『 』 は 具 体 例 を 示 し て お り ， 具 体 例 は 斜 線

で 記 載 す る 。す べ て の カ テ ゴ リ ー と 概 念 ，概 念 の 定 義 ，概 念 の 具 体 例（ 一

部 抽 出 ）を Ta b l e 3 - 3 に 示 す 。な お ，質 問 項 目 中 の「 振 り 返 り の 進 め 方 は ，

事 業 所 内 で 統 一 さ れ て い ま す か 。 統 一 さ れ て い る 場 合 ， ど の よ う に 統 一

が 図 ら れ て い ま す か 。」に つ い て ，統 一 さ れ た 振 り 返 り の 方 法 や 進 め 方 が

あ る ， と 回 答 し た 協 力 者 は い な か っ た 。  
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カテゴリー 概念名 定義 具体例（一部）
具体例をあげた

協力者数

概念1 日常生活の様子と関連づける
体験の振り返りの際、体験中の様子だけでは
なく、日常生活の様子と関連付けながら話を
進める。

普段の学生生活はこうだけどプログラムの時はこうだった、というような何か普
段の学生生活とは違うこと、新たな気づきというのを自分で得てもらうために、
学生生活のことを聞いています。そこで彼らが話していく中で、自分はこうだと
思ってたけどこうでしたとか、こうだと思っていてやっぱりそうでしたとか、普
段の自分と体験を通して自分の特性認知が深まっているポイントがあるので。
（支援者D）

3

概念2 実際に起こった出来事を中心に話題にする

本人の感想や考えではなく、体験中に実際に
起こった出来事を中心に面談を展開する。質
問の際も、オープンクエスチョンのような回
答が制限されない質問よりも、クローズドク
エスチョンのような回答が制限される質問を
用いる。

何が起きたかを本当に細く聞き取っていった時に、その子の得意苦手がようやく
出てくるのかなと思っているので。最初に事実だけをずっと追っていくような面
談をしています。そこはぶれないようにと言うか、何でできなかったのというふ
うに（理由を）聞きたくなることもあるんですが、我慢して。ひたすら朝から晩
までの行程を追っていく。（協力者K）

7

概念3 体験全体の感想の聴取 体験全体の感想や印象を大まかに確認する。
体験が自分にとってどんな意味があったかっていうのを聞くときは意外とダイレ
クトに聞いてしまうことが多いですね。役に立った？と聞いて、立ったと思いま
すと答えられたら、具体的に聞くっていう感じですかね。（協力者G）

3

概念4 面談内容を可視化した記録の活用
面談の内容や体験の評価など、可視化された
資料やメモを用いて面談を進める。または面
談後にメモを渡す。

目の前で（面談の）記録を書いていることが多いです。状況によっては本人に書
いてもらうことも多いですが、場合によっては本人の前で私が聞き取ったことを
「そうかそうか」というように書いて、コピーを取って持って帰ってもらうよう
にしています。残らない方が多いなと思うので、体験として、記憶として。思い
出すヒントになればいいなというところで。おそらく同じことが今後も起こるだ
ろうと思うので、「この前こういう事が起きてこれって似てない？」というよう
な話が後でできるように、私も記録として持っておくからあなたも記録として
持っていて、という事を話すことがあります。（協力者E）

6

概念5 具体的指標を用いて自己理解を促す
目標の達成度や本人の感覚的な側面は数値化
して表現させることにより、自己理解を促
す。

数字を聞いてしまいますね。楽しかったですかとかそういう質問は、よくわかん
ないです、という風に返ってくることが多いので。定量的なことを聞くようには
していますね。（協力者C）

5

概念6 継続支援の必要性
振り返りは一度で完結させず、継続して支援
していく必要がある。

ただそれ（課題）をその場で修正するというのは難しいので時間を置いてもう1回
確認をしてみるとか。あるいは何かきちんと本人が落ち着いた状態になった時に
もう一度課題についてお互い話してみるというところで、そういう意味では急が
ずに対応するということは気をつけています。（協力者C）

2

概念7 本人視点での語りの受け止め
学生本人の視点から語られる感想を受け止
め、支援者が学生の感想や考えを誘導するこ
とがないよう配慮する。

全て導いてしまうことでもしかしたらご本人が持っている伸びしろみたいなとこ
ろを潰す可能性がないかと考えてしまうんです。例えばご本人は考えがあるの
に、それを言葉にできないから詰まっているだけだけど、待っていれば、時間を
かければご自身の考えを発信できる。それなのに支援者がそれを待たずに、「こ
ういうことですよね」という風に声をかけてしまう。それは配慮に入ると思うか
もしれないですけど、でも実はいらない配慮なんじゃないか。過剰支援と言う
か。やはりご本人の発信や様子を見てから、こちらがそれに対して動くっていう
風な姿勢になっていくんじゃないでしょうかね。（協力者F）

10

概念8 肯定的な内容の重視
体験の中で達成できたことなど、学生が前向
きに捉えた部分を話題にし、学生が体験を肯
定的に振り返れるような配慮をする。

意識しているのは強みとか…自分が今まで見えてこなかった良さみたいなところ
を言語化したり、そういうことが理解できるようにはしていると思います。例え
ば職員の方からどんなフィードバックをされたとか、褒められたことはなかった
とか言うのを聞いて。「あ、そういえば」と学生さんが思い出すような、そうい
う質問は意図的にするようにしています。（協力者I）

9

概念9 客観的視点の必要性
本人の自己評価や自己理解とは異なる観点で
フィードバックをし、客観的な視点を与える
ことで経験を整理する。

やっぱりこちらで 言い換えだとか、リフレーミングみたいな形で、どうしても違
う観点と言うか、視点を変えたらこういうふうに考えられるよね、それは私だっ
たらこう思う、ということもお伝えしながら、少し角度を変えてみる。（協力者
H）

5

概念10 課題の明確化と目標設定

体験に伴い学生個人の課題を整理するととも
に目標設定を行い、体験中の達成度を確認す
る。また、体験の様子を踏まえて新たに目標
を設定する。

事前に（就業体験に）行くことが分かっていれば目標を一緒に決めたりだとか、
課題を定めて行ってもらうんですけど。その辺の振り返りっていうところがある
かと思います。やってみて目標の達成率はどうでしたかとか。とりあえず課題は
クリアできましたかというところとか。（協力者H）

8

概念11 学生本人の話以外の情報源の活用
体験先の企業や保護者など、学生本人以外の
関係者から本人についての情報を得る。

受け入れ先の企業から フィードバックがもらえることもあるので、そういう
フィードバックがあったかどうかについて確認します。(協力者A)

2

概念12 体験後すぐに振り返ることの必要性

振り返りの面談は、学生が体験を行った後な
るべく時間を置かずにすぐに行う。可能な範
囲で、体験中にその場で振り返りを行う。ま
たは、支援者がその必要性を感じている。

実際どこか企業に（実習等で）行っていたとしても、そこから（支援者と）次に
会うのが一週間後とか2週間後とかだとすると、本人の中での意識も新鮮さが落ち
ているし。場合によって何か自分を変えなきゃいけないとその時は（実習中は）
思っていたとしても、時間が経つにつれて忘れてしまうし。要はそこで鉄が冷め
てしまったみたいな状態になってしまうことはあると思うので。（協力者C）

3

概念13 想像力の課題
体験での出来事や体験を自分自身の具体的な
将来像に関連させたり、派生させて考えるこ
とが難しい。

全員ではないけれど、「これは体験だから」みたいな。「仕事ってこういうもの
だよ、そのために体験しているんだよ」と伝えても、それが仕事として本人の中
でイメージが付いていない。お仕事ってこういうものなんだというものに、本人
の中で距離があるのだろうなという感覚があります。（協力者D）

1

概念14 具体的に言語化して整理することの苦手さ
体験の内容や自分の感想などを、面談中にこ
とばにしてまとめたり、支援者に伝えること
が苦手、あるいは時間を要する学生がいる。

言葉にして伝えるのが難しいというのは共通してあると思います。こちらが言語
化してまとめなければいけないことも多いですし。（協力者G）

8

概念15 表情の変化のしにくさ
学生の感情や意欲が、体験中や面談中に表情
に表れにくい。

ASDの方は表情に出にくかったり、意欲があるのに見えにくかったりする人がそ
れなりにいると感じているので。どんなに表情に出なくても、どんなにやる気が
ないようにやる気が低いように見えても、まずその自分の中の固定概念をなるべ
く取っ払うと言うか。（協力者A）

3

概念16 自分自身に対するネガティブな評価
学生は体験中に失敗したことや課題に感じた
ところ、できなかったことなど、ネガティブ
な評価をしやすい。

自分の良さが表現できないことがあります。自分の良さが表現できないと就活で
辛いと思うんですよね。あなたの強みとか長所は何ですかって散々聞かれると思
うので。（協力者I）

6

概念17 客観的に自己を振り返ることの苦手さ
学生が自分自身について客観的に理解し、振
り返ることの苦手さを持っている。自己評価
と他者評価に乖離が生じる。

自己評価とそのフィードバックにすごくずれがある場合があるんですよ。本人は
すごくうまくいったと言っているんだけれども、（周囲からは）休憩中は全然会
話の輪に入らないし結構自分勝手なことをしていたという風に言われることがあ
るんです。そういう風に結構ずれがあるので、（学生は）自分は出来たと思って
いるけど実はそうではない。（協力者B）

8

概念18 物事のとらえ方・考え方のこだわり
体験中の出来事や、就労についての考え方に
こだわりがあり、極端な物事の捉え方、判断
に繋がる場合がある。

非常に真面目だったりだとか一生懸命なところは、そういうところもはっきりと
は出ると思うので。逆にそれが真面目過ぎちゃったりとかっていうのもあるんで
すけど、「やらなきゃ」みたいなところでこだわってくると、そんなに頑張りす
ぎなくてもとかっていう話になってくるので。（協力者H）

5

概念19 支援者が実際の体験の様子を確認できない

主に学外・支援機関外で体験を行う場合に、
支援者が実際の体験の様子を確認できず、振
り返りの際に本人の報告だけが資料となる場
合があり、支援者が困ることがある。

学生の場合はそこまで企業からしっかりフィードバックを受けるということがな
い場合があるので、ひょっとしたら同じこと（自己評価と体験先からもらった評
価にずれがあること）が起こっているのかもしれないけれども、それをこちらで
把握することができない。（協力者B）

3

概念20 主体的な意識の持てなさへの対応の困難
就職活動全般について、学生が主体的に考え
たり活動したりすることが難しい場合があ
り、支援者が対応に困る。

ひとつは、働く意欲の無い学生さんへの対応は困ります。働くことを支援すると
いうところを支援するというか、そこに向けてのプログラム構成になっているの
で、そもそも働きませんという子に対しては…「そうか…」という。そこに困っ
ています。（協力者D）

3

概念21 保護者の意見を考慮した面談の難しさ
面談を進める上で、保護者との関係や保護者
の考えなどが面談内容に影響する。

親御さんが同席する時は難しいです。特にご両親がまだあまり、ご本人のことを
ご理解されていない時は難しいですね。ご本人だけでしたらご本人に対してご本
人に合わせた発信というところで終えられるんですが、それでも親御さんが納得
しないとか、そんなはずはないとかという感じになっていることもあると考える
と、本人と保護者と両方に対してうまい言い方をしなければいけない。でもそう
すると振り返りの意味がなくなってしまうという場合があるので、そのバランス
が難しいんです。（支援者F）

3

Table3-3　各概念とカテゴリーの概要

面談実施時の
対応

（コアカテゴリー）

面談の対応方針
（事前）

支援者が感じる
面談時のASD学生の特徴

支援者が抱える支援上の
困りごと
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ま ず ， 支 援 者 が 面 談 時 に 感 じ る A S D 学 生 の 特 徴 に 関 わ る エ ピ ソ ー ド

に 着 目 し た 。 例 え ば ， 学 生 が 自 分 の 経 験 を 言 語 化 し て 整 理 す る こ と の 苦

手 さ を 抱 え る と い う 点 に つ い て ， 以 下 の よ う な 具 体 例 が ま と め ら れ た 。

『 言 葉 に し て 伝 え る の が 難 し い と い う の は 共 通 し て あ る と 思 い ま す 。 こ

ち ら が 言 語 化 し て ま と め な け れ ば い け な い こ と も 多 い で す し 。（ 協 力 者

G）』，『 私 の 場 合 は 発 語 の 部 分 で す か ね 。な か な か こ う ，ま と め て 喋 る と

い う こ と が 苦 手 な 方 が 多 い の で 。 そ れ か ら 発 信 ま で に 時 間 が か か る か と

か い ら っ し ゃ る の で 。（ 協 力 者 F）』，『 A S D  で あ る か ら こ そ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ， 伝 え る と い う こ と に 対 し て す ご く 苦 手 さ が あ っ た り ， 思 っ て い

る こ と が 十 分 に ま と ま ら な い な ん て い う と こ ろ で 話 し づ ら く な っ ち ゃ う

と ，苦 し く な っ ち ゃ う の か な っ て い う と こ ろ は あ る か な と 。（ 協 力 者 H）』

こ れ ら は A S D 学 生 が 体 験 の 内 容 や 自 分 の 感 想 な ど を こ と ば に し て ま と

め る こ と や ， 支 援 者 に 口 頭 で 伝 え る こ と が 苦 手 で あ る ， あ る い は 伝 え る

ま で に 時 間 を 要 す る と い う ， 面 談 中 の A S D 学 生 の 特 徴 の ひ と つ で あ る

と 捉 え ，〔 具 体 的 に 言 語 化 し て 整 理 す る こ と の 苦 手 さ 〕と し て 概 念 に ま と

め た 。同 様 に 分 析 さ れ た 具 体 例 の 中 で ，支 援 者 が 感 じ る 面 接 時 の A S D 学

生 の 特 徴 に つ い て 語 ら れ た も の は 【 支 援 者 が 感 じ る 面 談 時 の A S D 学 生

の 特 徴 】と し て カ テ ゴ リ ー 化 し た 。な お 具 体 例 の 中 に は ，A S D の 障 害 特

性 に 由 来 す る と 推 察 さ れ る も の（ 例 え ば ，〔 具 体 的 に 言 語 化 し て 整 理 す る

こ と の 苦 手 さ 〕）と 障 害 特 性 に は 直 接 由 来 し な い が 複 数 の 支 援 者 が 語 っ た

具 体 例 （ 例 え ば ，〔 自 分 自 身 に 対 す る ネ ガ テ ィ ブ な 評 価 〕） が 混 在 し て い

る こ と を 踏 ま え ，「 特 徴 」 と い う こ と ば を 用 い た 。 ま た ，〔 自 分 自 身 に 対

す る ネ ガ テ ィ ブ な 評 価 〕，〔 客 観 的 に 自 己 を 振 り 返 る こ と の 苦 手 さ 〕，〔 物

事 の と ら え 方 ・ 考 え 方 の こ だ わ り 〕 の 3 つ の 概 念 は い ず れ も 学 生 が 他 者

の 客 観 的 視 点 を 取 り 入 れ る こ と に 苦 手 さ を 持 つ こ と を 表 す と 考 え ，【 他 者
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視 点 を 取 り 入 れ る こ と の 苦 手 さ 】 と い う サ ブ カ テ ゴ リ ー を 生 成 し た 。  

次 に 面 談 の 対 応 方 針 と し て ， 面 談 中 の 具 体 的 な 行 動 や 心 が け で は な い

が ， 面 談 そ の も の に 対 し て 支 援 者 が 持 つ 意 識 や 事 前 の 対 応 に 関 す る エ ピ

ソ ー ド に 着 目 し た 。以 下 ，具 体 例 の 抜 粋 を 示 す 。『 実 際 ど こ か 企 業 に（ 実

習 等 で ） 行 っ て い た と し て も ， そ こ か ら （ 支 援 者 と ） 次 に 会 う の が 一 週

間 後 と か 2 週 間 後 と か だ と す る と ，本 人 の 中 で の 意 識 も 新 鮮 さ が 落 ち て

い る し 。 場 合 に よ っ て 何 か 自 分 を 変 え な き ゃ い け な い と そ の 時 は （ 実 習

中 は ） 思 っ て い た と し て も ， 時 間 が 経 つ に つ れ て 忘 れ て し ま う し 。 要 は

そ こ で 鉄 が 冷 め て し ま っ た み た い な 状 態 に な っ て し ま う こ と は あ る と 思

う の で 。 （ 協 力 者 C） 』，『 体 験 し た こ と を す ぐ に 振 り 返 る こ と が 重 要 か

な と 思 っ て い る の で ， 体 験 し て ど う だ っ た ？ と い う の は 最 初 に 聞 い て い

ま す 。 そ の ， 本 人 た ち の 特 性 理 解 を 深 め る た め に ， 体 験 し て す ぐ に ど う

だ っ た と い う の を 自 分 の 言 葉 で 言 っ て も ら う と い う の を 意 識 し て ， 最 初

に 感 想 を 聞 い て い ま す 。（ 協 力 者 D）』，『 ご 本 人 （ 学 生 ） が 言 っ て い た の

は ， そ の 場 で （ 注 意 や ア ド バ イ ス な ど ） 言 っ て く れ な い と 分 か ら な い と

い う こ と を 言 っ て い て ， そ れ は 本 当 に そ う だ よ ね ， と は 思 う ん で す け ど

（ 協 力 者 A）』こ れ ら の 具 体 例 は ，支 援 者 は 振 り 返 り の 面 談 を 学 生 が 体 験

を 行 っ た 後 な る べ く 時 間 を 置 か ず に す ぐ に 行 う 必 要 性 を 感 じ て お り ， 可

能 な 範 囲 で ，体 験 中 に そ の 場 で 振 り 返 り た い と 感 じ て い る と と ら え ，〔 体

験 後 す ぐ に 振 り 返 る こ と の 必 要 性 〕 と い う 概 念 に ま と め た 。 同 様 に 分 析

さ れ た 具 体 例 の 中 で ， 面 談 そ の も の に 対 す る 支 援 者 の 意 識 や 面 談 前 の 行

為 を 【 面 談 の 対 応 方 針 （ 事 前 ）】 と し て カ テ ゴ リ ー 化 し た 。  

振 り 返 り の 面 談 時 の 支 援 者 の 対 応 と し て ， 支 援 者 が 本 人 の 漠 然 と し た

感 想 や 考 え で は な く ， 実 際 に 起 こ っ た 具 体 的 な エ ピ ソ ー ド を 中 心 に 振 り

返 り を 進 め ， な る べ く 学 生 自 身 が 客 観 的 に 振 り 返 る こ と が で き る 内 容 か
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ら 会 話 を は じ め る こ と に 着 目 し た 。以 下 ，具 体 例 の 抜 粋 を 示 す 。『 何 が 起

き た か を 本 当 に 細 く 聞 き 取 っ て い っ た 時 に ， そ の 子 の 得 意 苦 手 が よ う や

く 出 て く る の か な と 思 っ て い る の で 。 最 初 に 事 実 だ け を ず っ と 追 っ て い

く よ う な 面 談 を し て い ま す 。 そ こ は ぶ れ な い よ う に と 言 う か ， 何 で で き

な か っ た の と い う ふ う に （ 理 由 を ） 聞 き た く な る こ と も あ る ん で す が ，

我 慢 し て 。ひ た す ら 朝 か ら 晩 ま で の 行 程 を 追 っ て い く 。（ 協 力 者 K）』，『 い

き な り ど ん な こ と …大 変 だ っ た と か や り づ ら か っ た こ と と か 苦 し か っ た

こ と か ら っ て 言 う の で は な く て ま ず ， 事 実 と し て あ っ た こ と と か …例 え

ば 朝 ど う や っ て 行 っ た ん で す か と か 。 そ う い う 分 か り や す い 所 か ら ， お

昼 ご 飯 は 何 を 食 べ ま し た か と か ， 答 え や す そ う な と こ ろ か ら 話 を し て い

て 。（ 協 力 者 H）』，『 そ う で す ね ， オ ー プ ン ク エ ス チ ョ ン は 苦 手 な 方 が 多

い と 思 い ま す 。 何 日 に や っ た ， 何 を や っ た ， ど う や っ た ， と い う 風 に 分

解 し て い っ て 。 本 当 に 細 切 れ に し た 状 態 で ， そ れ は 楽 し か っ た で す か と

か い う 風 に 聞 き ま す け ど 。 全 体 的 に ど う だ っ た っ て 聞 い て も 大 体 ， ど う

だ っ た っ て 言 わ れ て も 返 っ て こ な い 。 ク ロ ー ズ な ク エ ス チ ョ ン は 共 通 し

て （ 複 数 の 学 生 に 実 践 し て ） い る か も し れ な い で す 。（ 協 力 者 B）』 と い

う 具 体 例 が 当 て は ま る 。 こ れ ら は 抽 象 的 な 問 い か け を 避 け ， 学 生 が 客 観

的 に 語 る こ と の で き る 具 体 的 な 内 容 を 中 心 に 面 談 を 進 め る と い う 面 談 実

施 中 に 行 わ れ る 支 援 上 の 工 夫 で あ る と 考 え ，〔 実 際 に 起 こ っ た 出 来 事 を 中

心 に 話 題 に す る 〕 と い う 概 念 に ま と め た 。 同 様 に 分 析 さ れ た 具 体 例 の 中

で も 面 談 中 の 対 応 は 【 面 談 時 の 対 応 】 と し て カ テ ゴ リ ー 化 し ， 特 に 〔 実

際 に 起 こ っ た 出 来 事 を 中 心 に 話 題 に す る 〕 と い っ た ， 面 談 時 の 話 の 進 め

方 や 具 体 的 な 手 法 に つ い て の エ ピ ソ ー ド は 【 面 談 時 に 実 践 さ れ て い る 工

夫 】 と し て ま と め た 。  

次 に 面 談 で 取 り 上 げ る 話 題 と し て ， 学 生 本 人 の 長 所 や 体 験 の 中 で 達 成
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し た こ と な ど ， 肯 定 的 に 振 り 返 る こ と が で き る よ う な も の を 優 先 し て 取

り 上 げ る こ と に つ い て 着 目 し た 。以 下 ，具 体 例 の 抜 粋 を 示 す 。『 何 で 出 来

な か っ た の か は 本 人 が 言 わ な い 限 り は あ ま り 聞 か な い よ う に し て い て 。

何 で で き た の か と い う の を 聞 く と 結 構 み ん な 言 う ん で す よ ね 。 こ う い う

配 慮 が あ っ た か ら で す と か 。 な ん で イ ラ イ ラ し な い で 済 ん だ の と か 聞 く

と ，（ 学 生 が ）何 故 で し ょ う 立 ち 上 が る こ と が で き た か ら じ ゃ な い で す か ，

と か （ 答 え る ）。 じ ゃ あ そ れ が （ 学 生 に と っ て ） 支 え に な る ん だ ね ， と 。

（ 協 力 者 K）』，『 話 す 順 番 で 意 識 し て い る と し た ら ，で き た こ と ，プ ラ ス

の こ と を な る べ く 先 に 聞 く よ う に し て い ま す 。 つ ま り 課 題 ば か り 聞 い て

そ の 後 本 人 が 前 向 き に 受 け 止 め ら れ ず に ， 負 の 体 験 と し て 残 っ た ら 良 く

な い と 言 う か ， 特 に プ ラ ス に は な ら な い と 思 っ て い る の で 。 や っ ぱ り 何

が で き た か と か ど ん な 風 に 成 長 し た か と か ， そ う い っ た 様 子 を 先 に 聞 く

よ う に し て い る 。 プ ラ ス の 経 験 が な い 実 習 は な い と い う 風 に 私 は 考 え て

い る の で 。何 か し ら の プ ラ ス は 絶 対 に 聞 く よ う に 意 識 し て い ま す 。（ 協 力

者 A）』，『 意 識 し て い る の は 強 み と か …自 分 が 今 ま で 見 え て こ な か っ た 良

さ み た い な と こ ろ を 言 語 化 し た り ， そ う い う こ と が 理 解 で き る よ う に は

し て い る と 思 い ま す 。 例 え ば 職 員 の 方 か ら ど ん な フ ィ ー ド バ ッ ク を さ れ

た と か ，褒 め ら れ た こ と は な か っ た と か 言 う の を 聞 い て 。「 あ ，そ う い え

ば 」 と 学 生 さ ん が 思 い 出 す よ う な ， そ う い う 質 問 は 意 図 的 に す る よ う に

し て い ま す 。（ 協 力 者 I）』こ れ ら の 具 体 例 は ，体 験 の 中 で 達 成 で き た こ と

な ど 学 生 が 前 向 き に 捉 え た 部 分 を 話 題 に し ， 学 生 が 体 験 を 肯 定 的 に 振 り

返 れ る よ う な 配 慮 を す る ， 支 援 者 の 面 談 実 施 時 に 意 識 す る 内 容 で あ り ，

〔 肯 定 的 な 内 容 の 重 視 〕 と い う 概 念 に ま と め た 。 同 様 に 分 析 さ れ た 具 体

例 の 中 で も 面 談 中 の 対 応 は 【 面 談 時 の 対 応 】 と し て カ テ ゴ リ ー 化 し ， 特

に 〔 肯 定 的 な 内 容 の 重 視 〕 と い っ た ， 面 談 中 の 具 体 的 行 動 で は な い が 面
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談 中 に 支 援 者 が 意 識 し て い る 点 に つ い て 語 ら れ た エ ピ ソ ー ド は 【 面 談 時

の 支 援 者 の 心 が け 】 と し て ま と め た 。  

最 後 に ， 面 談 の 中 で 支 援 者 が 抱 え る 困 り ご と に つ い て 着 目 し た 。 特 に

支 援 者 か ら 「 困 っ て い る 」 と い う 趣 旨 の 発 言 が あ っ た 場 合 ， ま た 具 体 的

な 対 応 策 に つ い て 語 ら れ な か っ た エ ピ ソ ー ド を ま と め た 。 以 下 ， 具 体 例

の 抜 粋 を 示 す 。『 例 え ば 就 職 を ど う し て し な き ゃ い け な い の か ，と い う こ

と が ま ず 分 か っ て い な い 。 さ せ ら れ 感 が あ っ て ， さ せ ら れ 感 が 邪 魔 し て

イ ン タ ー ン と い う 感 覚 も な い し ， イ ン タ ー ン で 体 験 さ せ て も ら っ て い る

の が （ 学 生 に と っ て は ） や ら さ れ て い る も の で し か な か っ た り 。 そ れ で

（ 学 生 は ） 自 分 の 感 情 と か ど う し た い の か と か ど う す べ き か ， そ こ は そ

こ で （ 学 生 独 自 の ） 別 の も の が あ っ て 。 な ん か も う （ 言 動 が ） バ ラ バ ラ

に な っ て い る 感 じ な の で 。 そ こ を 核 と も 違 っ て …（ 実 際 の 行 動 と 学 生 の

希 望 を ） 統 合 と 言 う か く っ つ け て あ げ る と 言 う か …ど う し た ら い い ん だ

ろ う ， と い う の が ベ ー ス に あ っ て そ こ が 一 番 苦 労 し て い ま す よ ね  。（ 協

力 者 K）』，『 ひ と つ は ，働 く 意 欲 の 無 い 学 生 さ ん へ の 対 応 は 困 り ま す 。働

く こ と を 支 援 す る と い う か ， そ こ に 向 け て の プ ロ グ ラ ム 構 成 に な っ て い

る の で ，そ も そ も 働 き ま せ ん と い う 子 に 対 し て は …「 そ う か …」と い う 。

そ こ に 困 っ て い ま す 。（ 協 力 者 D）』，『 学 生 だ か ら と い う と こ ろ が あ る か

も し れ な い ん で す が ， あ ま り 当 事 者 意 識 が な い 人 が 結 構 い る の で 。 何 か

体 験 し て 振 り 返 り を し ま し ょ う と し た と し て も ， 本 人 に 自 分 の 行 動 や 考

え 方 を 変 化 さ せ よ う と い う 意 識 が 薄 い 人 も 少 な か ら ず い る の で 。（ 協 力 者

C）』こ れ ら の 具 体 例 は ，支 援 者 が A S D 学 生 に 対 し 主 体 的 に 就 職 活 動 ，あ

る い は 就 業 体 験 に 取 り 組 ん で い な い よ う に 感 じ ， さ ら に そ の 対 応 に 苦 慮

し て い る と 捉 え ら れ ，〔 主 体 的 な 意 識 の 持 て な さ へ の 対 応 の 困 難 さ 〕と い

う 概 念 と し て ま と め た 。 同 様 に 分 析 さ れ た 具 体 例 の 中 で も ， 支 援 者 が 学
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生 の 面 談 を 通 し て 対 応 に 苦 慮 し て い る エ ピ ソ ー ド は 【 支 援 者 が 抱 え る 支

援 上 の 困 り ご と 】 と し て カ テ ゴ リ ー 化 し た 。  

（ ２ ） 概 念 同 士 の 関 係 性 の 検 討 と カ テ ゴ リ ー の 生 成  

① 支 援 者 が 感 じ る 面 談 時 の ASD 学 生 の 特 徴  

【 支 援 者 が 感 じ る 面 接 時 の A S D 学 生 の 特 徴 】 に は 6 つ の 概 念 が ま と

め ら れ た 。ま ず ，A S D 学 生 は 実 習 で 起 こ っ た 出 来 事 や 経 験 を 自 分 自 身 の

将 来 像 に 関 連 さ せ た り ， 派 生 さ せ た り す る こ と に 課 題 を 持 つ と い う エ ピ

ソ ー ド を 〔 想 像 力 の 課 題 〕 と 命 名 し た 。 体 験 の 内 容 や 自 分 の 感 想 な ど を

面 談 中 に こ と ば に し て ま と め た り 支 援 者 に 伝 え る こ と が 苦 手 ， あ る い は

時 間 を 要 す る 学 生 が い る 点 に つ い て は ，〔 具 体 的 に 言 語 化 し て 整 理 す る こ

と の 苦 手 さ 〕 と 命 名 し た 。 面 談 中 や 体 験 中 に 学 生 の 意 欲 や 感 情 が 表 情 に

表 れ に く い 点 に つ い て は〔 表 情 変 化 の し に く さ 〕と 命 名 し た 。〔 自 分 自 身

に 対 す る ネ ガ テ ィ ブ な 評 価 〕 と 〔 物 事 の と ら え 方 ・ 考 え 方 の こ だ わ り 〕

は〔 客 観 的 に 自 己 を 振 り 返 る こ と の 苦 手 さ 〕に 関 与 し て い る と 推 察 さ れ ，

こ れ ら 3 点 は 学 生 が 他 者 視 点 を 取 り 入 れ る こ と の 苦 手 さ を 持 つ と い う 観

点 で 共 通 し て い る と 考 え ら れ た た め ，【 他 者 視 点 を 取 り 入 れ る こ と の 苦 手

さ 】 と い う サ ブ カ テ ゴ リ ー を 生 成 し た 。  

② 面 談 の 対 応 方 針 （ 事 前 ）  

【 面 談 の 対 応 方 針（ 事 前 ）】に は 面 談 中 の 具 体 的 な 行 動 や 心 が け で は な

い が ， 面 談 そ の も の に 対 し て 支 援 者 が 持 つ 意 識 や 事 前 の 対 応 に 関 す る エ

ピ ソ ー ド と し て ，2 つ の 概 念 が ま と め ら れ た 。〔 学 生 本 人 の 話 以 外 の 情 報

源 の 活 用 〕 に は ， 客 観 的 な 視 点 を 取 り 入 れ た 振 り 返 り に も 関 連 す る が ，

体 験 先 の 企 業 か ら の 評 価 や 保 護 者 か ら の 情 報 な ど ， 体 験 の 前 後 で 可 能 な

範 囲 で 学 生 の 語 り 以 外 で 体 験 を 評 価 で き る 情 報 を 集 め て 振 り 返 り の 面 談

に 臨 む と い う 具 体 例 が ま と め ら れ た 。 ま た 基 本 姿 勢 と し て ， 体 験 後 に な
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る べ く 期 間 を 開 け ず に 振 り 返 る こ と の 重 要 性 を 〔 体 験 後 す ぐ に 振 り 返 る

こ と の 必 要 性 〕 と 命 名 し た 。  

③ 面 談 時 の 対 応  

本 研 究 の 分 析 テ ー マ を 鑑 み ，【 面 談 時 の 対 応 】を コ ア カ テ ゴ リ ー と し た 。

コ ア カ テ ゴ リ ー は 支 援 者 の 実 際 の 行 動 や 具 体 的 工 夫 を ま と め た 【 面 談 時

に 実 践 さ れ て い る 工 夫 】 と ， 面 談 に 際 し 支 援 者 が 意 識 し て い る 点 に つ い

て 語 ら れ た 具 体 例 を ま と め た【 面 談 時 の 支 援 者 の 心 が け 】，2 つ の サ ブ カ

テ ゴ リ ー に 分 け た 。  

【 面 談 時 に 実 践 さ れ て い る 工 夫 】 に は 6 つ の 概 念 が ま と め ら れ た 。 面

談 時 に 体 験 中 の 様 子 だ け で な く ， 日 常 生 活 の 様 子 を 関 連 付 け な が ら 話 を

進 め る 工 夫 は 〔 日 常 生 活 の 様 子 を 関 連 付 け る 〕 と 命 名 し た 。 ま た ， 実 際

に 起 こ っ た 出 来 事 を 中 心 に ， 学 生 が な る べ く 具 体 的 に 体 験 を 振 り 返 る た

め の 工 夫 は 〔 実 際 に 起 こ っ た 出 来 事 を 中 心 に 話 題 に す る 〕 と 命 名 し た 。

一 方 で ， 何 人 か の 支 援 者 は 体 験 全 体 の 感 想 や 印 象 を 話 題 に す る 場 合 が あ

る こ と を 語 っ て い た 。こ れ は ，〔 実 際 に 起 こ っ た 出 来 事 を 中 心 に 話 題 に す

る 〕の 対 極 例 で あ り ，〔 体 験 全 体 の 感 想 の 聴 取 〕と 命 名 し た 。具 体 例 か ら ，

〔 体 験 全 体 の 感 想 の 聴 取 〕 を 行 う 場 合 は ， 具 体 的 に 話 す べ き 話 題 を 選 定

す る 目 的 で 全 体 の 印 象 を 尋 ね ， 学 生 か ら 出 さ れ た ト ピ ッ ク に つ い て 具 体

的 に 話 を 進 め る と い う 場 合 が 多 か っ た（ 例 え ば ，『 ま ず 全 体 を 通 し て 役 に

立 っ た 講 座 に つ い て 午 前 と 午 後 と そ れ ぞ れ 分 け て 聞 い て い ま す 。 そ れ か

ら 難 し か っ た こ と は ど ん な こ と だ っ た か と い う の も 聞 い て い ま す 。 （ 協

力 者 G）』 な ど ）。 可 視 化 さ れ た 資 料 や メ モ を 使 用 し な が ら 面 談 を 進 め る

工 夫 は 〔 面 談 内 容 を 可 視 化 し た 記 録 の 活 用 〕 と 命 名 し ， 目 標 の 達 成 度 や

本 人 の 感 覚（ 楽 し い ，難 し い ，な ど ）を 数 値 化 し て 表 現 さ せ る 工 夫 は〔 具

体 的 指 標 を 用 い て 自 己 理 解 を 促 す 〕 と 命 名 し た 。 体 験 に 伴 い ， 学 生 個 人
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の 課 題 の 整 理 や 目 標 設 定 を 行 い ， 更 に 体 験 後 に 目 標 に つ い て 振 り 返 り ，

目 標 を 更 新 す る ， と い う プ ロ セ ス に つ い て は ， 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 中

の 支 援 者 の 具 体 的 行 動 で あ り ， カ テ ゴ リ ー で は 【 面 談 時 に 実 践 さ れ て い

る 工 夫 】 に 〔 課 題 の 明 確 化 と 目 標 設 定 〕 と し て ま と め ら れ た 。 一 方 で ，

目 標 の 設 定 ， 目 標 の 振 り 返 り ， 目 標 の 修 正 （ 再 設 定 ） と い う 一 連 の プ ロ

セ ス は ， 就 業 体 験 を 通 し て 循 環 す る 活 動 で あ る と も 考 え ら れ た 。  

【 面 談 時 の 支 援 者 の 心 が け 】 に は 4 つ の 概 念 が ま と め ら れ た 。 ま ず ，

支 援 者 は 振 り 返 り の 面 談 を 1 回 で 完 結 さ せ ず ， 継 続 し た 支 援 の 中 で 学 生

の 自 己 理 解 の 深 化 を 試 み る 必 要 性 を 感 じ て い る こ と を 〔 継 続 支 援 の 必 要

性 〕 と し て ま と め た 。 ま た 【 他 者 視 点 を 取 り 入 れ る こ と の 苦 手 さ 】 と も

強 く 関 連 す る と 考 え ら れ る が ， 支 援 者 は 学 生 本 人 が も つ 視 点 と は 異 な る

観 点 で フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 い ， 学 生 が 客 観 的 視 点 を ふ ま え て 経 験 を 振 り

返 れ る よ う 意 識 し て い た 。 こ の 点 に つ い て 〔 客 観 的 な 視 点 の 必 要 性 〕 と

命 名 し た 。 い っ ぽ う 支 援 者 は 客 観 的 視 点 を 踏 ま え た 振 り 返 り を 意 識 し な

が ら ， 基 本 的 に は 学 生 本 人 視 点 で の 語 り を 受 け 止 め ， 学 生 主 導 で 面 談 が

進 め ら れ る よ う に 心 が け て お り〔 本 人 視 点 で の 語 り の 受 け 止 め 〕，学 生 が

自 身 に 対 し て 否 定 的 な 捉 え 方 を す る 傾 向 に 対 し て は ， で き る だ け 肯 定 的

な 内 容 を 重 視 し た フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ と で 対 応 し て い た 〔 肯 定 的 な

内 容 の 重 視 〕。〔 本 人 視 点 で の 語 り の 受 け 止 め 〕，〔 肯 定 的 な 内 容 の 重 視 〕

は 特 に 多 く の 支 援 者 か ら 具 体 例 が あ げ ら れ ， そ の 重 要 性 が 示 さ れ た 。 支

援 者 は 学 生 自 身 が 経 験 か ら 感 じ た こ と を 受 け 止 め な が ら ， 本 人 が 気 づ け

な い 肯 定 的 な 側 面 や ， 客 観 的 な 視 点 な ど を 踏 ま え た 振 り 返 り を 実 施 し よ

う と し て い る こ と が う か が え た 。  

④ 支 援 者 が 抱 え る 支 援 上 の 困 り ご と  

【 支 援 者 が 抱 え る 支 援 上 の 困 り ご と 】 に は ， 3 つ の 概 念 が ま と め ら れ
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た 。 学 外 ・ 支 援 機 関 外 で の 就 業 体 験 の 場 合 ， 学 生 の 体 験 中 の 様 子 を 支 援

者 が 直 接 把 握 す る こ と が で き な い 場 合 が あ る 点 に つ い て ，〔 支 援 者 が 実 際

の 体 験 の 様 子 を 確 認 で き な い 〕 と 命 名 し た 。 学 生 が 客 観 的 に 経 験 を 振 り

返 る こ と の 苦 手 さ を 抱 え る こ と か ら ， 支 援 者 は な る べ く 事 実 に 基 づ い た

振 り 返 り を し た い と 思 い な が ら も ， 直 接 学 生 の 様 子 を 知 る こ と が で き な

い 点 に 困 難 さ を 感 じ て い る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 学 生 が 就 職 活 動 全 般 に

対 し て 主 体 的 に 考 え る こ と が 難 し い 場 合 の 対 応 の 困 難 さ に つ い て ，〔 主 体

的 な 意 識 の 持 て な さ へ の 対 応 の 困 難 〕 と 命 名 し た 。 こ れ は 〔 想 像 力 の 課

題 〕 と も 関 連 し ， 学 生 が 就 業 体 験 を 自 分 自 身 の 将 来 に 結 び 付 け て 考 え る

こ と に 課 題 を 持 ち ， 支 援 者 が 働 く 意 欲 の 低 い 状 態 で 就 業 体 験 に 参 加 す る

学 生 へ の 対 応 の 困 難 さ を 感 じ て い る こ と が 示 さ れ た 。 最 後 に ， 保 護 者 と

の 関 係 に つ い て 〔 保 護 者 の 意 見 を 考 慮 し た 面 談 の 難 し さ 〕 に ま と め た 。

保 護 者 の 同 席 の 有 無 に 関 わ ら ず ， 保 護 者 の 意 見 を 考 慮 し な が ら 面 談 を 進

め る こ と に 対 し て 支 援 者 が 困 難 さ を 感 じ る 場 合 が あ る こ と が 示 さ れ た 。  

（ ３ ） カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性 の 検 討 と 結 果 図 の 作 成  

概 念 同 士 の 関 係 性 を 整 理 し ， カ テ ゴ リ ー の 生 成 を 行 っ た 結 果 ， 4 つ の

カ テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ た 。 こ れ ら 4 つ の カ テ ゴ リ ー の 関 係 性 を 検 討 し ，

各 カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 を 結 果 図 に ま と め た （ F i g . 3 - 1）。  
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４ ． 研 究 3 総 合 考 察  

（ １ ） カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性  

 A S D 学 生 の 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り に お い て ，支 援 者 は こ れ ま で の 支 援

経 験 か ら ，A S D 学 生 の〔 想 像 力 の 課 題 〕，〔 具 体 的 に 言 語 化 し て 整 理 す る

こ と の 苦 手 さ 〕，〔 表 情 変 化 の し に く さ 〕，【 他 者 視 点 を 取 り 入 れ る こ と の

苦 手 さ 】 と い っ た 特 徴 を 認 識 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 こ れ ら 【 支 援 者

が 感 じ る 面 談 時 の A S D 学 生 の 特 徴 】に 対 し て ，就 業 体 験 前 後 の 面 談 に お

け る 支 援 者 の 留 意 点 や 工 夫 が【 面 談 時 に 実 施 さ れ て い る 工 夫 】【 面 談 時 の

支 援 者 の 心 が け 】【 面 談 の 対 応 方 針 （ 事 前 ）】 と し て 整 理 さ れ た 。  

【 面 談 時 に 実 施 さ れ て い る 工 夫 】の 具 体 例 と し て ，〔 想 像 力 の 課 題 〕に

対 し て は 就 業 体 験 を〔 日 常 生 活 の 様 子 と 関 連 付 け る 〕こ と で 対 応 し ，〔 具

体 的 に 言 語 化 し て 整 理 す る こ と の 苦 手 さ 〕 に 対 し て は 〔 実 際 に 起 こ っ た

出 来 事 を 中 心 に 話 題 に す る 〕 こ と で ， 事 実 の 聞 き 取 り に 重 点 を 置 い た 振

り 返 り の 実 施 が 語 ら れ た 。 一 方 で 支 援 者 の 中 に は 話 題 の 選 定 の た め に ，

具 体 的 な 振 り 返 り の 前 に〔 体 験 全 体 の 感 想 の 聴 取 〕を 行 う 者 も い た 。〔 客

観 的 に 自 己 を 振 り 返 る こ と の 苦 手 さ 〕に 対 し て は ，〔 実 際 に 起 こ っ た 出 来

事 を 中 心 に 話 題 に す る 〕 こ と や ，〔 具 体 的 指 標 を 用 い て 自 己 理 解 を 促 す 〕

工 夫 が さ れ て い る と 考 え ら れ た 。 ま た 〔 課 題 の 明 確 化 と 目 標 設 定 〕 が 都

度 行 わ れ て い た 。〔 面 談 内 容 を 可 視 化 し た 記 録 の 活 用 〕は 視 覚 的 な 情 報 を

取 り 入 れ る こ と で よ り わ か り や す い 面 談 を 実 施 す る た め の 工 夫 で も あ る

と 考 え ら れ る 。 ま た こ の よ う な 実 際 の 工 夫 の 背 景 に は 【 面 談 時 の 支 援 者

の 心 が け 】 が あ り ， 支 援 者 は 〔 本 人 視 点 で の 語 り の 受 け 止 め 〕 や 〔 肯 定

的 な 内 容 の 重 視 〕に 留 意 し ，〔 客 観 的 視 点 の 必 要 性 〕や〔 継 続 支 援 の 必 要

性 〕 を 意 識 し な が ら 対 応 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

面 談 中 以 外 に 支 援 者 持 つ 意 識 や 対 応 と し て ，〔 学 生 本 人 以 外 の 情 報 源
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の 活 用 〕と〔 体 験 後 す ぐ に 振 り 返 る こ と の 必 要 性 〕が あ げ ら れ た 。〔 学 生

本 人 以 外 の 情 報 源 の 活 用 〕 は 【 他 者 視 点 を 取 り 入 れ る こ と の 苦 手 さ 】 へ

の 事 前 の 対 応 と し て 考 え ら れ る が ， 一 方 で 〔 支 援 者 が 実 際 の 体 験 の 様 子

を 確 認 で き な い 〕 場 合 も あ る こ と が 語 ら れ た 。 ま た 前 述 し た 学 生 の 特 徴

の 〔 想 像 力 の 課 題 〕 と 関 連 し ， 学 生 が 就 業 体 験 や 就 労 そ の も の に 対 し 主

体 的 な 意 識 を 持 て な い 場 合 ， 支 援 者 は 対 応 に 困 難 さ を 持 つ こ と が 示 さ れ

た 。 更 に ， 保 護 者 の 意 見 を 考 慮 し な が ら 面 談 を 実 施 す る 場 合 も 支 援 者 が

困 難 さ を 感 じ や す い 可 能 性 が 示 さ れ た 。  

 A S D 学 生 の 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 の 実 態 と し て ，支 援 者 は【 支 援

者 が 感 じ る 面 談 時 の A S D 学 生 の 特 徴 】 を 受 け て ，【 面 談 時 に 実 践 さ れ て

い る 工 夫 】や【 面 談 の 対 応 方 針（ 事 前 ）】に 整 理 さ れ た よ う な 具 体 的 な 工

夫 を 用 い て 学 生 に 対 応 し て い る 。 ま た A S D 学 生 の 特 徴 は 支 援 者 の 具 体

的 行 動 だ け で な く ，【 面 談 時 の 支 援 者 の 心 が け 】と し て も 支 援 者 に 影 響 し

て い る こ と が 推 察 さ れ た 。 い っ ぽ う で 具 体 的 な 対 応 策 が あ げ ら れ ず ， 支

援 者 が 対 応 に 苦 慮 す る 場 合 が あ る こ と も 明 ら か に な り ，【 支 援 者 が 抱 え る

支 援 上 の 困 り ご と 】 と し て 整 理 さ れ た 。  

（ ２ ） AS D 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 後 の 効 果 的 な 振 り 返 り  

① 複 数 の 支 援 者 が 取 り 組 ん で い る 工 夫  

【 面 談 時 に 実 施 さ れ て い る 工 夫 】 よ り ， 過 半 数 の 協 力 者 か ら エ ピ ソ ー

ド が あ げ ら れ た の は 〔 実 際 に 起 こ っ た 出 来 事 を 中 心 に 話 題 に す る 〕，〔 面

談 内 容 を 可 視 化 し た 記 録 の 活 用 〕，〔 課 題 の 明 確 化 と 目 標 設 定 〕 だ っ た 。

特 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 に 課 題 を 持 つ こ と の 多 い A S D 学 生 に 対 し て ，

で き る だ け 具 体 的 か つ 明 確 に 答 え ら れ る よ う な 問 い か け を す る こ と は ，

学 生 へ の 配 慮 と し て 適 切 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 可 視 化 し た 記 録 の 活

用 に よ り ， 学 生 が 体 験 時 の 様 子 を 想 起 し や す く な る と と も に ， 面 談 自 体
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の 進 行 が わ か り や す く な る 。 記 録 の 可 視 化 と い う 点 を 〔 課 題 の 明 確 化 と

目 標 設 定 〕 に 関 連 さ せ て 考 え る と ， 特 に 継 続 し て 面 談 を 実 施 で き る 場 合

は ， ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ブ ッ ク （ 独 立 行 政 法 人 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援

機 構 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー 職 業 セ ン タ ー ， 2 0 1 6 b） の よ う な ツ ー ル を

活 用 し ， 学 生 の 特 性 や 就 業 上 の 課 題 等 を 整 理 す る こ と も 有 効 で あ る と 考

え ら れ る 。  

② 客 観 的 視 点 を 踏 ま え た 振 り 返 り  

A S D 者 は 自 己 モ ニ タ ー の 脆 弱 性 が 指 摘 さ れ て お り （ 米 田 ， 2 0 0 9）， 客

観 的 な 評 価 と 自 己 評 価 に 乖 離 が 生 じ る ケ ー ス が 報 告 さ れ て い る（ 安 藤 ら ，

2 0 1 5；他 ）が ，本 調 査 の 結 果 か ら も ，A S D 学 生 の 就 労 支 援 の 文 脈 で 複 数

の カ テ ゴ リ ー 間 で 影 響 し あ う 点 と し て ，A S D 学 生 が 他 者 視 点 を 取 り 入 れ

る こ と の 苦 手 さ を も つ こ と が あ げ ら れ た 。A S D 学 生 は 自 己 を 客 観 的 に 振

り 返 る こ と に 課 題 を 持 つ 場 合 が あ り ， 支 援 者 は 学 生 本 人 と は 異 な る 視 点

を 与 え る こ と の 必 要 性 を 感 じ て い た 。 具 体 的 な 工 夫 と し て ， 学 生 の 自 己

評 価 を 数 値 で 示 さ せ た り ， 体 験 中 の 実 際 の 様 子 を 知 る た め に 体 験 先 と 連

携 を と る な ど が あ げ ら れ た 。S TA R T プ ロ グ ラ ム の 実 践 で は ，イ ン タ ー ン

シ ッ プ 前 後 の 学 生 の 自 己 評 価 に 加 え て ， 受 け 入 れ 先 の 就 労 移 行 支 援 事 業

所 職 員 か ら の 評 価 を 踏 ま え ， 学 生 と 就 労 移 行 支 援 事 業 所 職 員 ， 大 学 職 員

の 三 者 で の 振 り 返 り を 実 施 し ， 学 生 が 他 者 の 指 摘 や 評 価 を 踏 ま え て 自 己

評 価 を 変 容 さ せ た 様 子 が 報 告 さ れ て い る（ 工 藤 ，2 0 1 7）ほ か ，高 瀬 ら（ 2 0 1 7）

の 実 践 で も 受 け 入 れ 先 事 業 所 と 支 援 者 の 連 携 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 

こ の よ う に ，A S D 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り で は ，可 能 な 限

り 学 生 の 実 際 の 様 子 を 踏 ま え て 面 談 を 実 施 す る こ と が 望 ま し い 。 そ の た

め に は ， 特 に 学 外 ・ 支 援 機 関 外 で 就 業 体 験 を 実 施 す る 場 合 に 受 け 入 れ 先

と 支 援 者 が 連 携 を と る こ と が 必 要 で あ る 。い っ ぽ う 本 研 究 の 結 果 ，学 外・
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支 援 機 関 外 で の 就 業 体 験 で は 体 験 先 と 連 携 が と れ な い 場 合 も あ り ， そ の

点 は 支 援 者 の 困 り 感 と し て 語 ら れ た 。 受 け 入 れ 先 と 支 援 者 が 直 接 連 携 を

と る こ と が 困 難 な 場 合 は ， 一 般 的 な イ ン タ ー ン シ ッ プ で 用 い ら れ る イ ン

タ ー ン シ ッ プ ・ フ ィ ー ド バ ッ ク シ ー ト （ 経 済 産 業 省 ・ 特 定 非 営 利 活 動 法

人 エ テ ィ ッ ク ， 2 0 1 4）の よ う な ，受 け 入 れ 先 が 参 加 学 生 を 評 価 す る ツ ー

ル の 活 用 も 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た ， 本 調 査 で 支 援 者 が 語 っ た よ う に

学 生 に 対 し て 〔 具 体 的 指 標 を 用 い て 自 己 理 解 を 促 す 〕 た め に ， 体 験 中 の

具 体 的 な 行 動 や 作 業 量 を 客 観 的 に 評 価 で き る よ う な 工 夫 も 必 要 で あ り ，

事 前 に 課 題 の 明 確 化 と 目 標 設 定 を 行 っ て か ら 体 験 に 臨 む こ と が 望 ま し い 。 

③ 学 生 本 人 の 語 り を 受 け 止 め た 肯 定 的 な 振 り 返 り  

本 調 査 で は 多 く の 支 援 者 が 学 生 本 人 の 語 り を 受 け 止 め な が ら ， 学 生 に

と っ て 就 業 体 験 が 肯 定 的 な 経 験 と な る よ う に 配 慮 し て い る こ と が 明 ら か

に な っ た 。西 村（ 2 0 1 0）は 発 達 障 害 学 生 に 対 す る 支 援 の 中 で 学 生 自 身 の

ナ ラ テ ィ ブ（ 語 り ）に 基 づ い た ア セ ス メ ン ト の 重 要 性 を 指 摘 し て い る が ，

本 研 究 の 結 果 で も 多 く の 支 援 者 が 客 観 的 評 価 を 学 生 に 伝 え る こ と と 並 行

し て ， 学 生 本 人 の ナ ラ テ ィ ブ を 重 視 し て 支 援 を し よ う と し て い る こ と が

う か が え た 。  

前 述 の よ う に 学 生 が 客 観 的 な 視 点 を 踏 ま え な が ら 体 験 の 振 り 返 り を

実 施 す る こ と は 重 要 だ が ，研 究 1 で 示 し た よ う に 進 路 選 択 に 対 す る 自 己

効 力 感 や 進 路 選 択 の 成 熟 の 度 合 い が 一 般 学 生 よ り も 低 い 傾 向 に あ る

A S D 傾 向 の あ る 学 生 に と っ て ，客 観 的 な 指 摘 は 就 労 上 の 不 安 を 強 め る 可

能 性 が あ る こ と も 否 定 で き な い 。 末 富 ・ 五 味 ・ 佐 々 木 ・ 中 島 ・ 末 吉 ・ 杉

江 ・ 名 川 ・ 竹 田 （ 2 0 1 9）の 発 達 障 害 学 生 を 対 象 と し た 実 践 で は ，職 業 体

験 を 含 む 就 職 準 備 講 座 で の 学 生 の 自 己 評 価 は 他 者 評 価 よ り も 低 い 学 生 が

多 か っ た 。 こ れ を 受 け ， 末 富 ら （ 2 0 1 9）で は ， 客 観 視 が 苦 手 で あ る 特 性
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を も つ 発 達 障 害 学 生 に と っ て ， 他 者 か ら の ポ ジ テ ィ ブ な フ ィ ー ド バ ッ ク

が 学 生 の 自 信 を 回 復 さ せ る と 指 摘 し て い る 。 自 己 評 価 が 他 者 評 価 よ り も

低 い 学 生 に と っ て ， こ の よ う な 肯 定 的 に 体 験 を 意 味 づ け る 振 り 返 り は 非

常 に 重 要 で あ る 。ま た ，自 己 評 価 が 他 者 評 価 よ り も 高 い 学 生 に つ い て は ，

工 藤（ 2 0 1 7）が 指 摘 す る よ う に ，支 援 者 が 学 生 に 対 し て 本 人 の 苦 手 さ を

い た ず ら に 直 面 さ せ る の で は な く ， 本 人 が 自 分 の 苦 手 さ と 折 り 合 い を つ

け る プ ロ セ ス を 丁 寧 に 伴 走 す る た め の 支 援 環 境 を 整 備 し た 上 で 現 実 と 直

面 さ せ る 必 要 が あ る 。 具 体 的 に は ， 本 調 査 で も 支 援 者 か ら 〔 継 続 支 援 の

必 要 性 〕 と し て 語 ら れ た よ う に ， 継 続 的 に 面 談 の 機 会 を 持 ち ， 学 生 が 少

し ず つ 自 身 の 課 題 と 向 き 合 え る よ う な 配 慮 が 必 要 で あ ろ う 。  
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第 ４ 章  

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 成 人 ・ 学 生 と の  

就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 の 振 り 返 り の 面 談 の あ り 方 に 関 す る 検 討  

                                         

 

第 1節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 学 生 の 就 業 体 験 に お け る 振 り 返 り

シ ー ト の 作 成 と 面 談 で の 活 用 （ 研 究 4）  

 

1． 目 的  

 本 研 究 は ， 研 究 3 で 得 ら れ た 知 見 を も と に A S D 傾 向 の あ る 学 生 が 就

業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 で 使 用 す る 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 し ， 振 り 返 り

シ ー ト を 用 い た 面 談 を 通 し た 学 生 個 々 の 目 標 に 対 す る 行 動 お よ び 自 己 効

力 感 を 含 む 心 理 的 側 面 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と で ， シ ー ト を 用 い た 面

談 の 有 効 性 を 検 討 す る こ と で あ る 。  

 

２ ． 方 法  

（ １ ） 振 り 返 り シ ー ト の 作 成  

A S D 傾 向 の あ る 学 生 が 参 加 し た 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り の 面 談 に お い

て ， 学 生 と 支 援 者 が 使 用 す る 振 り 返 り シ ー ト の 作 成 を 試 み た 。 作 成 に 当

た り ， 研 究 3 に お い て 示 さ れ た A S D 学 生 の 就 業 体 験 後 の 面 談 に お け る

支 援 者 の 対 応 を 参 照 し た 。ま た A S D 傾 向 の あ る 者 の 自 己 効 力 感 が 就 業 体

験 を 通 し て ど の よ う に 変 化 す る の か を 明 ら か に す る と い う 本 実 践 の 趣 旨

を 鑑 み ， 個 別 に 設 定 さ れ た 目 標 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 度 合 い と 自 己 評 価

の 理 由 を 記 録 す る 欄 を 設 け た 。 以 上 の 内 容 を 踏 ま え ， 特 別 支 援 教 育 を 専
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攻 す る 大 学 院 生 5 名 以 上 ， 大 学 教 員 1 名 と の 複 数 回 の 討 議 を 経 て 暫 定 版

の 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 し た 。  

暫 定 版 の 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 し た の ち ，A S D 学 生 2 名 と 支 援 者 3 名

（ 私 立 大 学 障 害 学 生 支 援 室 に お い て A S D 学 生 の 修 学・就 職 活 動 支 援 に 携

わ る 支 援 者 1 名 ，A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 に 有 償 の 就 業 支 援 プ ロ グ

ラ ム を 提 供 す る 支 援 機 関 の 職 員 2 名 ） に 支 援 場 面 で 振 り 返 り シ ー ト を 使

用 す る こ と を 想 定 し た 内 容 の 確 認 を 依 頼 し 内 容 的 妥 当 性 を 検 討 し た 後 ，

シ ー ト の 内 容 や 記 入 形 式 の 調 整 を 行 っ た 。  

（ ２ ） 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 定 期 面 談 の 実 施  

① 対 象 者  

関 東 に あ る 発 達 障 害 の 診 断 あ る い は 傾 向 の あ る 学 生 を 支 援 対 象 と し

て い る 支 援 機 関 X に お い て ， 2 週 間 に 1 回 程 度 就 業 体 験 に 参 加 す る A S D

の 診 断 の あ る 学 生 3 名 。 な お ， 対 象 学 生 に つ い て は 本 研 究 実 施 以 前 に 支

援 機 関 X 内 に お い て 支 援 者 と の 二 者 間 の 定 期 面 談 等 は 実 施 さ れ て い な か

っ た 。  

② 対 象 者 の 所 属 す る 支 援 機 関 X と 提 供 さ れ る 就 業 体 験  

発 達 障 害 の 診 断 ， ま た は そ の 傾 向 が あ る 学 生 に 対 し て 有 償 の 就 職 活 動

支 援 を 提 供 し て い る 。 就 職 活 動 支 援 で は ， 障 害 特 性 の 整 理 等 を 含 む 自 己

分 析 や エ ン ト リ ー シ ー ト 等 の 書 類 の 作 成 ， 面 接 の 練 習 な ど を 利 用 者 個 々

の 状 況 や ニ ー ズ に 応 じ て 個 別 の 支 援 を 提 供 し て い る 。  

ま た 支 援 機 関 X で は ，支 援 機 関 内 で 利 用 学 生 向 け に 就 業 体 験 を 実 施 し

て い る 。 就 業 体 験 は 模 擬 的 な 職 場 環 境 の 中 で 職 場 で の 適 切 な 振 る 舞 い 等

を 身 に つ け る と と も に ， 自 己 理 解 を 深 め る 機 会 の 提 供 を 目 的 に 実 施 さ れ

る 。 就 業 体 験 は 1 回 あ た り 9 0 分 で ， 古 書 の 検 品 作 業 又 は デ ー タ 入 力 ・

資 料 作 成 等 の デ ス ク ワ ー ク の い ず れ か を 選 択 し て 参 加 す る こ と が で き ，
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本 研 究 の 対 象 学 生 は 月 に 2 回 を 目 安 に 体 験 に 参 加 し た 。 体 験 中 ， 筆 者 は

直 接 学 生 の 指 導 に 携 わ る こ と は な か っ た が ， 就 業 体 験 を 担 当 す る ス タ ッ

フ と 後 述 の 評 価 シ ー ト を 用 い な が ら 適 宜 連 携 を と っ た 。 筆 者 は 支 援 機 関

X に お い て 非 常 勤 職 員 と し て 4 年 間 の 勤 務 歴 が あ り ， 本 実 践 に 伴 い 面 談

の 進 め 方 等 に つ い て は 適 宜 ， 支 援 機 関 X の ス タ ッ フ ， お よ び 特 別 支 援 教

育 を 専 門 と す る 大 学 教 員 1 名 の 助 言 を 受 け た 。  

③ 事 前 面 談 実 施 か ら 事 後 イ ン タ ビ ュ ー 実 施 ま で の 期 間  

2 0 1 9 年 4 月 ～ 9 月  

④ 実 施 し た 定 期 面 談 の 概 要  

定 期 的 な 振 り 返 り の 面 談 実 施 前 に ， 事 前 面 談 を 実 施 し た 。 事 前 面 談 で

は ， 今 後 の 面 談 の 流 れ や 研 究 倫 理 等 の 説 明 を す る と と も に ， 個 々 の 学 生

の 目 標 と 目 標 達 成 の た め の 手 立 て に つ い て ， 筆 者 と 対 象 学 生 の 二 者 （ 対

象 者 A い つ い て は 保 護 者 同 席 の も と ） で 話 し 合 っ た 。 ま た ， 定 期 面 談 実

施 前 後 の 対 象 学 生 の 進 路 選 択 に お け る 諸 側 面 の 変 化 を 数 値 的 に 検 討 す る

目 的 で ，（ア ）進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 短 縮 版（ 浦 上・脇 田 ，2 0 1 6 ），

（ イ ） 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ 坂 柳 ・ 竹 内 ， 1 9 8 6 ），（ ウ ） 一 般 性 セ ル フ エ フ

ィ カ シ ー 尺 度 ，（ エ ） A Q 日 本 語 版 へ の 回 答 を 求 め た 。  

定 期 面 談 は 2 週 間 に 1 回 程 度 ，1 回 あ た り 4 0 分 前 後 で 実 施 し た 。面 談

中 は 振 り 返 り シ ー ト の 項 目 に 沿 っ て 支 援 機 関 X で 提 供 さ れ る 就 業 体 験 内

の 様 子 を 振 り 返 っ た 。 ま た 対 象 学 生 の 体 験 中 の 様 子 を 客 観 的 に 評 価 す る

た め ， 支 援 機 関 X の 職 員 に 協 力 を 依 頼 し ， 体 験 中 の 学 生 の 様 子 を 評 価 シ

ー ト に 記 載 し て も ら っ た 。 職 員 が 記 入 し た 評 価 シ ー ト は 筆 者 が 回 収 し ，

定 期 面 談 時 に 学 生 と 評 価 内 容 を 共 有 し た 。 評 価 シ ー ト の 内 容 に つ い て は

「 Ⅳ ． 結 果 1 ． 振 り 返 り シ ー ト の 内 容 （ ２ ） 評 価 シ ー ト 」 に お い て 詳 述

す る 。  
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（ ３ ） 事 後 イ ン タ ビ ュ ー  

事 後 イ ン タ ビ ュ ー の 内 容 ： 各 対 象 学 生 と の 面 談 に お い て ， 特 に 個 別 の

目 標 に 対 す る 自 己 評 価 と 職 員 か ら の 他 者 評 価 が 双 方 と も に「 よ く で き る 」

の 評 価 に 達 し た 場 合 を 定 期 面 談 終 結 の 目 安 と し た 。 定 期 面 談 後 ， 1 カ 月

程 度 の 期 間 の の ち に 各 対 象 学 生 に 事 後 イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し た 。 事 後 イ

ン タ ビ ュ ー の 質 問 項 目 を T a b l e 4 - 1 に 示 す 。ま た ，事 後 イ ン タ ビ ュ ー の 際

に 事 前 面 談 で 回 答 し た A Q 日 本 語 版 以 外 の 質 問 紙 に 再 度 回 答 し て も ら っ

た 。 な お ， 定 期 面 談 実 施 前 か ら 事 後 イ ン タ ビ ュ ー ま で の 流 れ を F i g . 4 - 1

に 示 す 。  

 

 

 

 

①
振り返りシートを使った面談の頻度や期間、1回あたりの時間は、長すぎる・
短すぎるということはありませんでしたか

② 振り返りシートは、どんなところ役に立ちましたか

③ 面談期間中に、自分自身にどんな変化があったと思いますか

④
面談や振り返りシートの使い方で、困ったり、難しかったりしたことはどんな
ことですか

⑤ 面談や振り返りシートの使う中で、印象に残ったことはどんなことですか

⑥
今後も、こういった面談をしたいと思いますか。
／その理由は何ですか

Table4-1.事後インタビューで学生に聞き取る内容
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（ ４ ） 倫 理 的 配 慮  

 本 研 究 は 筆 者 の 所 属 す る 機 関 に 設 置 さ れ た 研 究 倫 理 委 員 会 に て 承 認 を

得 て 実 施 さ れ た 。 ま た ， 各 調 査 協 力 者 に は 初 回 面 談 時 に 書 面 と 口 頭 に て

研 究 協 力 へ の 中 止 ・ 拒 否 の 自 由 ， 個 人 情 報 保 護 等 に つ い て 説 明 し ， 研 究

協 力 へ の 同 意 を 得 た 。  
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３ ． 結 果  

 本 実 践 は ， 就 業 体 験 を 実 施 ・ 監 督 す る 支 援 機 関 X の ス タ ッ フ （ 以 下 ，

ス タ ッ フ ） に も 協 力 を 得 な が ら 進 め ら れ た 。 以 下 ， 個 々 の 事 例 に つ い て

学 年 等 は 実 践 当 時 の 状 況 を 記 載 し て い る 。  

（ １ ） 振 り 返 り シ ー ト の 内 容  

① 振 り 返 り シ ー ト （ F i g . 4 - 2）  

振 り 返 り シ ー ト は ，（ ア ）当 日 の 記 録 ，（ イ ）あ な た の G o o d  P o i n t ，（ ウ ）

あ な た の 目 標 と 自 己 評 価 ，（ エ ） 自 己 評 価 の 整 理 ，（ オ ） も う 一 歩 頑 張 り

た い こ と ，（ カ ） 目 標 達 成 の た め に す る こ と ，（ キ ） 疑 問 ・ 質 問 ・ 相 談 ，

の 7 項 目 か ら 構 成 さ れ た 。（ ア ）に は 就 業 体 験 当 日 に 実 施 し た 作 業 や 作 業

に 対 す る 簡 単 な 評 価 （ ○・ △・ × ） を 本 人 が 記 入 し た 。（ イ ） に は 上 段 は 本

人 が 就 業 体 験 中 に 「 で き た こ と 」，「 挑 戦 で き た こ と 」，「 良 い 評 価 を さ れ

た こ と 」，「 こ れ か ら も 頑 張 り た い と 思 っ た こ と 」 な ど ポ ジ テ ィ ブ に 感 じ

た 面 を 記 入 し ， 下 段 は 評 価 シ ー ト に ス タ ッ フ が 記 載 し た 学 生 の ポ ジ テ ィ

ブ な 側 面 を 基 に 面 談 中 に 筆 者 が 記 入 し た 。（ ウ ）に は 対 象 学 生 の 就 業 体 験

を 通 し た 目 標 と ， 目 標 に 対 す る 自 己 評 価 な ら び に 他 者 評 価 ， 次 回 ど の 程

度 目 標 を 達 成 で き る か の 予 想 を 記 入 し た 。 自 己 評 価 ， 他 者 評 価 ， 次 回 達

成 の 予 想 は 「 1 ． 1 回 も で き な い （ ま っ た く で き な い ）」，「 2 ． 何 回 か は で

き る （ ほ と ん ど で き な い ）」，「 3 ． 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で

き る ）」，「 4 ．い つ も で き る（ よ く で き る ）」の 4 段 階 か ら 選 択 し て 記 入 し

た 。 毎 回 の 振 り 返 り で ， 自 己 評 価 を 記 入 し た 後 に 他 者 評 価 を 伝 え ， 面 談

の 最 後 に 次 回 の 予 想 を 記 入 し て も ら っ た 。 本 実 践 で は ， 次 回 体 験 で ど の

程 度 目 標 を 達 成 で き る か の 予 想 を 目 標 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 程 度 と し て

評 価 し た 。 他 者 評 価 は 実 際 の 訓 練 を 担 当 し た ス タ ッ フ が 記 入 し た 評 価 シ

ー ト の 内 容 を 基 に 筆 者 に よ っ て 学 生 に 伝 え ら れ た 。（ エ ）に は 自 己 評 価 と
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次 回 の 目 標 達 成 の 予 想 の 理 由 を 記 載 し た 。（ オ ）に は 体 験 中 に 難 し か っ た

こ と や 今 後 改 善 し た い こ と を 記 入 し た 。（ カ ）に は（ オ ）の 内 容 を 受 け て ，

今 後 の 改 善 案 や 工 夫 を 話 し 合 い 記 入 し た 。（ キ ）に は ，就 業 体 験 以 外 の 日

ご ろ の 相 談 が あ れ ば 記 入 し た 。  

② 評 価 シ ー ト （ F i g . 4 - 3）  

実 際 の 就 業 体 験 を 担 当 す る ス タ ッ フ が 対 象 学 生 の 様 子 に つ い て 記 入

し ，筆 者 が 回 収 し た 。評 価 シ ー ト は（ ア ）学 生 の 目 標 と ス タ ッ フ の 評 価 ，

（ イ ） 評 価 の 理 由 ，（ ウ ） 学 生 の G o o d  P o i n t ，（ エ ） 学 生 の 課 題 ，（ オ ）

面 談 担 当 へ の 連 絡 事 項 ，の 五 項 目 で 構 成 さ れ た 。（ ア ）に は 学 生 の 目 標 と ，

就 業 体 験 中 の 学 生 の 状 況 か ら ス タ ッ フ が 目 標 へ の 達 成 状 況 を 4 段 階 で 評

価 し 記 入 し た 。（ イ ） に は （ ア ） の 評 価 の 理 由 を 記 入 し た 。（ ウ ） に は 就

業 体 験 中 ，学 生 に 対 し て ポ ジ テ ィ ブ な 評 価 が で き る 点 に つ い て ，学 生 個 々

の 目 標 と 関 わ ら な い 場 合 で も 記 入 し た 。（ エ ）に は 就 業 体 験 中 の 学 生 の 課

題 と な る 点 を 記 入 し た 。（ オ ） に は 面 談 担 当 （ 筆 者 ） に 対 し て ， 特 に 引 き

継 ぐ べ き 特 記 事 項 を 記 入 し た 。   
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③ 目 標 設 定 シ ー ト （ T a b l e 4 - 2）  

学 生 が 就 業 体 験 中 の 目 標 設 定 を す る 際 の 補 助 と し て 使 用 し た 。 目 標 設

定 シ ー ト は 楠 ・ 松 久 ・ 金 森 ・ 今 枝 （ 2 0 1 7 ） を 参 考 に ，「 日 常 生 活 」，「 働 く

上 で の 対 人 関 係 」，「 働 く 上 で の 行 動 ・ 態 度 」 の 3 つ の 領 域 に つ い て 具 体
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的 な 目 標 例 を 作 成 し 示 し た 。  
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（ １ ） 事 例 A  （ A さ ん ， 大 学 2 年 生 ， 女 性 ， 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 ）  

支 援 機 関 X を 利 用 し て 半 年 ほ ど 経 過 し て お り ，月 に 2 回 程 度 就 業 体 験

プ ラ グ ラ ム に 参 加 し て い る 。実 践 期 間 前 の プ ロ グ ラ ム 中 の 様 子 と し て は ，

プ ロ グ ラ ム 内 容 や 作 業 手 順 の 理 解 ， 支 援 機 関 内 で の 対 人 関 係 等 に 大 き な

課 題 は 見 ら れ な い も の の ， 新 規 場 面 や 作 業 内 容 の 突 然 の 変 更 に 対 し て 不

安 や 緊 張 が 強 く ， 臨 機 応 変 な 対 応 が 求 め ら れ た 際 に 混 乱 す る こ と が あ っ

た 。 在 籍 校 で は 学 生 相 談 室 等 を 定 期 的 に 利 用 で き て お り ， 修 学 上 の 困 り

ご と （ 友 人 関 係 や 学 習 方 法 の 悩 み 等 ） は あ る も の の ， 単 位 の 取 得 は 順 調

で あ っ た 。 本 実 践 開 始 時 ， 就 職 活 動 に つ い て 具 体 的 な 準 備 は 始 め て い な

い 状 況 で あ っ た 。 現 在 の 状 況 に つ い て ， 事 務 作 業 は 2 週 間 ご と に 実 施 内

容 の 変 更 が あ る こ と か ら ， プ ロ グ ラ ム 内 で は 毎 週 同 じ 作 業 を 繰 り 返 す 古

書 の 検 品 作 業 の 方 が 安 心 し て 取 り 組 め る と 本 人 か ら 申 し 出 が あ っ た 。  

① 事 前 面 談  

本 人 と の 協 議 の 結 果 ， 目 標 を 「 見 通 し を 持 っ て 安 心 し て 作 業 に 取 り

組 め る よ う に な る 」 と 定 め た 。 ま た ， 目 標 の た め の 手 立 て と し て 「 そ の

日 の 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル が 出 さ れ た ら ， ① や る べ き こ と を リ ス ト に し て ，

② ど れ ぐ ら い 時 間 を か け る か 決 め て ， ③ そ の 時 間 に 沿 っ て 作 業 す る 。 細

か く ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て て 活 動 し て み る 。」 を 本 人 と 筆 者 で 設 定 し た 。

事 前 面 談 で 実 施 し た 質 問 紙 調 査 の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。 A Q （ 3 5 ），

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 得 点 （ 1 7 ）， 進 路 成 熟 態 度 尺 度

（ 1 2 ）， 一 般 性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 （ 1 ： 非 常 に 低 い ）。 学 生 の 概 要

と 事 前 ・ 事 後 の 質 問 紙 調 査 へ の 回 答 結 果 を T a b l e 4 - 3 に 示 す 。  
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② 就 業 体 験 期 間  

就 労 体 験 期 間 中 の 様 子 で ， 特 に 設 定 し た 目 標 と 関 連 の 深 い 内 容 を 以 下

に 示 す 。 ま た ， 全 8 回 の 振 り 返 り シ ー ト と ス タ ッ フ か ら の 評 価 シ ー ト の

内 容 を T a b l e 4 - 4 に 示 す 。  

【 体 験 1 回 目 】 体 験 1 回 目 は ， 古 書 の 検 品 作 業 を 実 施 し た 。 A さ ん に

と っ て 検 品 作 業 は 既 に 何 度 か 実 施 し た 経 験 の あ る 作 業 だ っ た た め ， 作 業

内 容 の 理 解 に 問 題 は 見 ら れ な か っ た 。 ス タ ッ フ か ら は 「 事 前 に 細 か く ス

ケ ジ ュ ー ル を 立 て ， 計 画 的 に 仕 事 を 進 め て い く 目 標 に 大 変 真 面 目 に 取 り

組 ん で い た こ と を 高 く 評 価 し ま す 。 実 際 に 作 業 効 率 の 向 上 が 認 め ら れ ，

ま た 上 司 へ の 報 告 の 仕 方 も 明 ら か に 積 極 的 で し た 。」と 評 価 さ れ た 。こ の

年齢

学年
（実践当時）

診断名

現在の状況

設定した目標

AQ

事前 事後

進路選択に対する
自己効力感尺度得点

17 22

進路成熟態度尺度 12 14

一般性
セルフエフィカシー尺度

1（非常に低い） 2（低い傾向にある）

見通しを持って、安心して作業に取り組めるようになる

35

Table4-3 対象学生Aの基礎情報及び事前・事後の尺度得点

19歳

大学2年生

自閉スペクトラム症

4年制大学に通う2年生。大学のカウンセリングルーム等
積極的に活用できている。
就業体験中の様子としては、技術や対人面に大きな課題
は見られないものの不安感が強い印象。特に、内容の急
な変更や新しい場面への不安・緊張が非常に強い。月に
2回職業訓練を実施。
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こ と か ら ， A さ ん 本 人 が 目 標 に 向 け た 手 立 て を 実 行 で き て い る 様 子 が う

か が え た 。  

 振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 4 （ い つ も で き る （ よ く で き る ））， 他 者

評 価 は 4（ い つ も で き る（ よ く で き る ）），次 回 予 想 は 3（ 数 回 で き な い こ

と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） だ っ た 。 自 己 評 価 の 理 由 と し て 「 作 業 を 効

率 よ く す る た め に ， 自 分 で 終 わ る 時 間 ま で に 1 冊 辺 り ど の く ら い （ の 時

間 で ） で き る か を 計 画 し た お か げ で ， 予 定 よ り も 早 く 終 え る こ と が で き

た 。」 と あ っ た 一 方 で ，「 今 回 は 完 ぺ き に 作 業 が 終 わ っ て も ， 次 回 も 完 璧

に 作 業 が 終 え れ る の か が 不 安 。」，「 時 間 を も の す ご い 気 に し す ぎ て ，自 分

で 緊 張 し た り し な い よ う に し た い 。」な ど ，活 動 に 対 し て 不 安 や 緊 張 を 持

つ 様 子 も う か が え た 。 体 験 1 回 目 を 終 え ， よ り 時 間 の 見 通 し を 持 ち や す

く す る た め に ， タ イ ム タ イ マ ー を 利 用 し て み る こ と に な っ た 。  

【 体 験 2 回 目 】体 験 2 回 目 も ，1 回 目 同 様 古 書 の 検 品 作 業 を 実 施 し た 。

ス タ ッ フ か ら は ，「 ス ケ ジ ュ ー ル を し っ か り 確 認 し ，タ イ ム タ イ マ ー を 設

定 し て 使 っ て い た 。」，「 タ イ ム タ イ マ ー の 使 い 方 に よ り 習 熟 す る と 作 業 に

取 り 掛 か る ま で の タ イ ム ロ ス が 減 る と 思 う 。」な ど ，体 験 1 回 目 の 後 の 振

り 返 り 面 談 で 相 談 し た タ イ ム タ イ マ ー の 使 用 が 有 効 で あ る 様 子 が 共 有 さ

れ た 。 振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 4 （ い つ も で き る （ よ く で き る ）），

他 者 評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ））， 次 回 予 想

は 2（ 何 回 か は で き る （ ほ と ん ど で き な い ）） だ っ た 。 自 己 評 価 の 理 由 と

し て ，「 タ イ マ ー が あ っ た こ と で 今 ま で よ り 落 ち 着 い て 作 業 に 取 り 組 め て ，

予 定 よ り も ス ム ー ズ に 作 業 を 終 え る こ と が で き た 。」と あ り ，A さ ん 自 身

も タ イ ム タ イ マ ー の 有 効 性 を 実 感 で き て い る よ う だ っ た 。  

体 験 2 回 目 の 振 り 返 り 面 談 に お い て ， A さ ん は こ れ ま で 古 書 の 検 品 作

業 は 複 数 回 経 験 し て お り か な り 落 ち 着 い て 参 加 で き る よ う に な っ て い る
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こ と や ， 今 後 の 学 校 生 活 や 就 労 場 面 を 想 定 し た 場 合 ， 作 業 内 容 が よ り 複

雑 な プ ロ グ ラ ム で も 見 通 し を 持 ち 落 ち つ い て 作 業 で き る こ と が 必 要 と 考

え ら れ た こ と ， A さ ん 自 身 が 別 の プ ロ グ ラ ム 参 加 に 意 欲 を 見 せ た こ と か

ら ， 次 回 以 降 は 検 品 作 業 以 外 の プ ロ グ ラ ム に 参 加 す る こ と に な っ た 。 参

加 プ ロ グ ラ ム の 変 更 も あ り ，「 作 業 内 容 が 自 分 に 合 う か 不 安 で ，時 間 ま で

に ス ム ー ズ に 作 業 が 進 め ら れ る か 心 配 。」と い う 理 由 で 次 回 予 想 は 2（ 何

回 か は で き る （ ほ と ん ど で き な い ）） と い う 結 果 に な っ た 。  

【 体 験 3 回 目 】 体 験 3 回 目 は ， 人 事 の 仕 事 の 体 験 を 行 っ た 。 こ の プ ロ

グ ラ ム で は ， 架 空 の 人 事 面 接 の 動 画 や 履 歴 書 を 参 照 し ， 人 事 課 の 社 員 に

な っ た つ も り で 採 用 ・ 不 採 用 の 判 定 を 行 う 。 グ ル ー プ 活 動 も 含 ま れ る プ

ロ グ ラ ム だ っ た が ，ス タ ッ フ か ら は ，「 グ ル ー プ 討 議 で は リ ー ダ ー に は 立

候 補 し な か っ た も の の ， 自 然 と サ ブ リ ー ダ ー 的 な ポ ジ シ ョ ン に な り ， 積

極 的 に 発 言 で き た 。」と あ り ，プ ロ グ ラ ム 内 容 の 理 解 や 取 り 組 み に つ い て

は 大 き な 課 題 は 見 ら れ な い よ う だ っ た 。一 方 で ，「 ス タ ッ フ の 側 か ら 見 て

困 っ て い る 様 子 は 伝 わ り ま せ ん で し た が ， 本 人 は 業 務 中 追 わ れ て い る 感

じ が し ， 仕 事 の や り 方 が 人 に よ っ て 違 う こ と や ， 自 分 だ け が 理 解 で き て

い な い の で は な い か と イ ラ イ ラ し ， 集 中 力 を な く し た と い う 話 が 事 後 に

あ っ た 」 と 共 有 が あ り ， A さ ん 自 身 は 不 安 や 戸 惑 い の 中 で プ ロ グ ラ ム に

取 り 組 ん だ 様 子 が う か が え た 。  

 振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 1（ 1 回 も で き な い（ ま っ た く で き な い ）），

他 者 評 価 は 2（ 何 回 か は で き る（ ほ と ん ど で き な い ）），次 回 予 想 は 2（ 何

回 か は で き る（ ほ と ん ど で き な い ））と ，こ れ ま で で 最 も 低 い 自 己 評 価 と

次 回 予 想 に な っ た 。 自 己 評 価 の 理 由 と し て は 「 ① 慌 た だ し い 雰 囲 気 の 中

で ， 質 問 し た が そ の 答 え が い ま い ち 理 解 で き ず 混 乱 し た 。 ② 前 の や り 方

（ 以 前 体 験 し た と き と ） と 違 う や り 方 だ っ た の で ， 自 分 が 理 解 で き ず ，
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気 持 ち の 整 理 が つ か な か っ た 。」と あ り ，作 業 手 順 の 変 更 に す ぐ に 適 応 で

き ず ， 混 乱 し て し ま っ た 様 子 が 語 ら れ た 。 振 り 返 り 面 談 の 中 で A さ ん は

普 段 学 校 の 課 題 等 に 取 り 組 む 際 ， 箇 条 書 き で す べ き こ と を 整 理 し て い る

と い う 話 が 出 た た め ， プ ロ グ ラ ム の 内 容 の 説 明 が 終 わ っ た ら ， ま ず は す

べ き こ と を 箇 条 書 き で 書 き 出 し て か ら 必 要 時 間 を 設 定 し ， 作 業 に 着 手 す

る と い う 工 夫 を 試 し て み る こ と に な っ た 。  

【 体 験 4 回 目 】 体 験 4 回 目 の 内 容 は 3 回 目 と 同 様 だ っ た 。 ス タ ッ フ の

コ メ ン ト に は「 個 人 ワ ー ク の 際 に ，業 務 資 料 を 見 て 作 業 時 間 を 見 積 も り ，

件 数 目 標 を 立 て ， 時 間 計 測 を し な が ら 実 施 す る と い う サ イ ク ル が ま わ せ

て い ま し た 。」と あ り ， A さ ん が 少 し ず つ プ ロ グ ラ ム に 慣 れ ， 作 業 内 容 や

必 要 な 時 間 を 見 通 し な が ら 取 り 組 も う と し て い る 様 子 が う か が え た 。 ま

た ，「 一 度 経 験 し た 仕 事 の 習 得 が 早 い で す 。グ ル ー プ 活 動 時 に ，手 順 が わ

か る と 言 っ て 司 会 に 立 候 補 し ， 初 参 加 の メ ン バ ー に 教 え る こ と が で き ま

し た 。」 と の 評 価 も あ っ た 。  

振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど

で き る ））， 他 者 評 価 は 4 （ い つ も で き る （ よ く で き る ））， 次 回 予 想 は 2

（ 何 回 か は で き る（ ほ と ん ど で き な い ））だ っ た 。自 己 評 価 の 理 由 と し て

「 タ イ マ ー を 使 用 し た お か げ で ， 前 回 よ り も ス ム ー ズ に 取 り 組 む こ と が

で き ， 自 分 か ら グ ル ー プ の 司 会 者 に な っ て ， 臨 機 応 変 に グ ル ー プ の 中 の

相 手 と 対 応 し ，合 格 者 を 絞 る こ と が で き た 。」と 非 常 に 前 向 き な 内 容 が あ

げ ら れ た 。一 方 で ，次 回 は ま た プ ロ グ ラ ム 内 容 が 新 し く な る た め ，「 ま た

作 業 内 容 が 変 わ り ， う ま く 内 容 を 理 解 し て ス ム ー ズ に 取 り 組 め る の か 不

安 。」と 新 規 場 面 へ の 不 安 も 語 ら れ ，そ の 影 響 も あ り 次 回 予 想 は 2 に な っ

た 。 具 体 的 な 対 策 と し て ， ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て た ら 一 度 ス タ ッ フ に 相 談

し ， ス ケ ジ ュ ー ル が 妥 当 か 確 認 し て も ら う こ と を 話 し 合 っ た 。 ま た ， ス
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タ ッ フ の コ メ ン ト も 参 照 し な が ら ， A さ ん は 初 め て の 物 事 に す ぐ に 対 応

す る こ と に 対 し て 苦 手 さ を 見 せ る 一 方 で ， 何 度 か 経 験 す れ ば あ る 程 度 落

ち つ い て 作 業 に 実 施 で き る の で は な い か ， と い う 話 を し ， プ ロ グ ラ ム に

は じ め て 参 加 す る 場 合 は ま ず は 全 体 像 を つ か め れ ば よ い こ と を 伝 え た 。  

【 体 験 5 回 目 】 体 験 5 回 目 の プ ロ グ ラ ム は 架 空 の 企 業 ・ お 店 の ア ル バ

イ ト 求 人 広 告 を 作 成 す る と い う も の だ っ た 。文 字 の 大 き さ や レ イ ア ウ ト ，

使 用 す る 画 像 な ど ， 参 加 者 が 各 自 工 夫 を し て 注 目 を 集 め ら れ る 広 告 を 作

成 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。ス タ ッ フ か ら は ，「 不 安 を 感 じ る と 手 が 止 ま っ

て し ま い ，混 乱 し て い る 様 子 が あ っ た 。」，「 高 い 成 果 を 求 め る た め か ，自

信 を 無 く し て 作 業 が 止 ま る こ と が あ る 。」 と 共 有 が あ っ た 。 な お ， 体 験 5

回 目 の 後 に 振 り 返 り の 面 談 が 設 け ら れ な か っ た た め ， 5 回 目 の 振 り 返 り

は 体 験 6 回 目 の 振 り 返 り と 併 せ て 実 施 し た 。  

【 体 験 6 回 目 】 体 験 6 回 目 の プ ロ グ ラ ム は ， 架 空 の ア ン ケ ー ト 結 果 の

デ ー タ を 項 目 別 に 集 計 し 分 析 を 試 み る と い う も の だ っ た 。 こ の 日 ， A さ

ん は 作 業 に つ い て の 全 体 説 明 を 聞 い た 後 し ば ら く 作 業 に 着 手 で き ず ， 1 5

分 間 お 手 洗 い に 離 席 し た 。 そ の 後 ス タ ッ フ が 個 別 に 作 業 内 容 を 説 明 し ，

実 際 に 作 業 に 取 り 組 め た 時 間 は 1 5 分 程 度 で あ っ た 。ス タ ッ フ か ら は「 作

業 開 始 後 は 時 間 を 意 識 し て 計 画 的 に 作 業 で き た の で 評 価 し て い ま す 。 た

だ し ， 作 業 内 容 の 理 解 や ， 他 の 参 加 者 と 比 べ て も 明 ら か に 開 始 ま で に 時

間 が か か っ て し ま っ た 点 を 減 点 し て い ま す 。」と あ っ た 。し か し な が ら「 ア

ク シ デ ン ト が あ り つ つ も ， 諦 め な か っ た 粘 り 強 さ と ， 実 施 で き た 部 分 の

作 業 の 質 ， 他 の 参 加 者 か ら 回 答 例 を 見 せ て も ら っ て ， ど ん な と こ ろ が 参

考 に な っ た か 素 直 に コ メ ン ト で き て い た 点 は よ い 振 舞 で す 。」と い う 評 価

も あ り ， こ の 点 は プ ロ グ ラ ム 当 日 に ス タ ッ フ か ら 本 人 に も 直 接 伝 え ら れ

た 。  
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振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 2（ 何 回 か は で き る（ ほ と ん ど で き な い ）），

他 者 評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ））， 次 回 予 想

は 2（ 何 回 か は で き る （ ほ と ん ど で き な い ）） だ っ た 。 自 己 評 価 の 理 由 と

し て は 「 マ ニ ュ ア ル を 見 て も ど の よ う に 作 業 を 進 め れ ば い い の か ， ど の

よ う に 作 業 を 行 え ば い い の か わ か ら ず ， 混 乱 し て し ま い ， 作 業 が ほ と ん

ど で き な か っ た 。」と あ っ た 。ま た ，前 回 の 振 り 返 り 面 談 で 話 し 合 っ た 内

容 を 踏 ま え ，「 と り あ え ず 体 験 し て み よ う と い う 気 持 ち で 取 り 組 む の が 難

し く ，マ ニ ュ ア ル を 見 た と き に い ろ い ろ 考 え す ぎ て し ま い ま し た 。」と い

う こ と も あ げ ら れ た 。次 回 に 向 け て も ，「 す べ き こ と の リ ス ト を 作 る と い

う の は 有 効 そ う だ け れ ど ， 作 業 に よ っ て そ の リ ス ト が つ く れ る の か と 少

し 心 配 。」と い う コ メ ン ト が あ っ た 。筆 者 か ら は ，そ の 日 に 取 り 組 む 作 業

を ま ず は リ ス ト に し て み る こ と ， リ ス ト が つ く れ な い 場 合 は そ の 時 点 で

相 談 に 行 っ て よ い こ と を 伝 え た 。 ま た ， 混 乱 し て も 一 度 離 席 し 気 持 ち を

整 え ら れ た 点 を 評 価 し ，今 後 も 不 安 や 緊 張 か ら 混 乱 し て し ま っ た 場 合 は ，

グ ル ー プ か ら 離 れ て 一 度 落 ち 着 く 時 間 を と っ て よ い こ と も 伝 え た 。  

【 体 験 7 回 目 】 体 験 7 回 目 は 営 業 職 の 体 験 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 。 プ

ロ グ ラ ム 内 で 架 空 の 企 業 の 営 業 担 当 と な り ， 他 の メ ン バ ー （ 顧 客 ） の ニ

ー ズ を 聞 き 取 っ た う え で ， ニ ー ズ に 合 う 自 社 製 品 を 提 案 す る と い う 内 容

で あ る 。ス タ ッ フ か ら は ，「 や や 心 配 症 で 細 か く 確 認 し た り ，つ ら そ う な

表 情 を 見 せ る こ と が あ る が ， 基 本 的 な 理 解 力 と 作 業 力 は あ る 。」 と あ り ，

特 に 新 し い 作 業 内 容 に な っ た こ と で A さ ん が 不 安 や 緊 張 を 感 じ て い る 様

子 が う か が え た 。体 験 中 は ス タ ッ フ か ら も ，「 作 業 内 容 は 優 秀 で 評 価 で き

る の で ， あ な た 自 身 に は 問 題 は な い 」 な ど ， 本 人 が 安 心 し て 取 り 組 め る

よ う な 声 掛 け が あ っ た 。  

振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 4 （ い つ も で き る （ よ く で き る ））， 他 者

101



評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ））， 次 回 予 想 は 3

（ 数 回 で き な い こ と が あ る（ ほ と ん ど で き る ））だ っ た 。体 験 7 回 目 の 振

り 返 り 面 談 で ， 初 め て 自 己 評 価 が 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） と な

っ た 。自 己 評 価 の 理 由 と し て ，「 グ ル ー プ の メ ン バ ー に よ っ て ，自 分 が ど

う い う 対 応 を と れ ば よ い か 難 し い 。だ い ぶ 不 安 が 和 ら い で き た 。」と ，不

安 な 気 持 ち が 和 ら い で き た こ と が あ げ ら れ た 。 ま た ， 次 回 へ の 目 標 と し

て A さ ん 本 人 か ら 「 ① 自 分 を 責 め す ぎ な い よ う に す る こ と 。 ② 予 想 し て

い た こ と と は 違 う 状 況 に な っ た と き や ，マ ニ ュ ア ル 通 り に 進 ま な く て も ，

ま ず は 落 ち 着 い て 少 し ず つ 対 応 す る こ と を 頑 張 り た い 。」と コ メ ン ト が あ

り ， A さ ん が 少 し ず つ ， 完 璧 で な く て も 現 状 で 達 成 で き て い る 部 分 を 受

け 止 め よ う と し て い る 様 子 が 見 ら れ た 。  

【 体 験 8 回 目 】 体 験 8 回 目 の 内 容 は 体 験 7 回 目 と 同 様 で あ っ た 。 し か

し ， 体 験 7 回 目 と は ス タ ッ フ が 異 な っ た た め ， 作 業 手 順 等 に 多 少 の 変 化

が あ っ た 。ス タ ッ フ か ら は ，「 一 度 経 験 し た 作 業 で あ れ ば 上 司 に よ っ て 多

少 指 示 の し か た が 違 っ た と し て も ， そ の 時 々 の 指 示 通 り に 行 動 で き る 。」

と コ メ ン ト が あ っ た 。 ま た 目 標 に 対 し て は 「 相 手 の 要 望 に よ っ て 調 査 の

手 間 が 変 動 す る こ と も 理 解 し ， す ぐ に 対 応 で き る も の か ら 優 先 順 位 を つ

け ら れ て い た 。 最 初 に お お ま か な 時 間 配 分 を し て か ら 動 け た 。 計 画 に 束

縛 さ れ る よ う な 様 子 も な く ，適 度 な 計 画 だ っ た 。」と 評 価 が あ り ，古 書 の

検 品 作 業 の よ う に 同 じ 内 容 の 繰 り 返 し で は な い プ ロ グ ラ ム に お い て も A

さ ん が 自 分 で 作 業 に 見 通 し を つ け な が ら 取 り 組 め た こ と が わ か っ た 。 ま

た ， 体 験 7 回 目 ・ 8 回 目 の プ ロ グ ラ ム 内 容 に は 参 加 者 同 士 で の プ レ ゼ ン

内 容 の 評 価 が 含 ま れ た が ， A さ ん は 満 点 の 評 価 を 得 る こ と が で き た 。 更

に ，「 今 回 の よ う な 既 存 顧 客 に 対 す る B  t o  B の 営 業 事 務 の よ う な 仕 事 に

大 変 興 味 が 湧 い た と の こ と 。 マ ニ ュ ア ル の 「 実 際 の 求 人 と の リ ン ク 」 と
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い う 欄 も 熟 読 し て お り ，就 活 の ヒ ン ト と な っ た 様 子 だ っ た 。」と の 共 有 も

あ り ，将 来 の 職 業 選 択 に 向 け て A さ ん の 前 向 き な 発 言 が あ っ た こ と が わ

か っ た 。  

振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価・他 者 評 価 は い ず れ も 4（ い つ も で き る（ よ

く で き る ））だ っ た 。自 己 評 価 の 理 由 と し て「 時 間 を う ま く 配 分 し て 4 つ

の 会 社 に ヒ ア リ ン グ を し て ，4 つ の 会 社 全 て の ニ ー ズ に あ っ た ピ ザ（ A さ

ん は ピ ザ 会 社 の 社 員 と し て ヒ ア リ ン グ ・ プ レ ゼ ン を 行 っ た ） を 提 供 し ，

評 価 で 満 点 を と る こ と が で き た 。」と あ っ た 。前 回 の 体 験 と 担 当 す る ス タ

ッ フ が 変 わ っ て も ， 自 分 で 必 要 な 作 業 を 整 理 し ， 時 間 の 見 通 し を も っ て

取 り 組 む こ と が で き た 。  

自 己 評 価 並 び に 他 者 評 価 が 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） に な っ た

こ と ， 学 業 の 都 合 で 次 回 の プ ロ グ ラ ム 参 加 ま で に 1 カ 月 以 上 期 間 が 空 く

で あ る こ と を 踏 ま え ， 本 人 と の 協 議 の 結 果 ， 体 験 8 回 目 の 振 り 返 り 面 談

を も っ て 本 実 践 で 設 定 し た 目 標 に 対 す る 振 り 返 り 面 談 は 一 度 終 結 し た 。  
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リ
ー

ダ
ー

に
は

立
候

補
し

な
か

っ
た

も
の

の
、

自
然

と
サ

ブ
リ

ー
ダ

ー
的

な
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
な

り
、

積
極

的
に

発
言

で
き

た
。

困
っ

た
こ

と
が

あ
る

と
ず

っ
と

我
慢

す
る

一
方

で
、

相
談

で
き

る
時

間
に

な
る

と
話

が
長

く
な

る
た

め
、

困
っ

た
と

き
に

そ
の

場
で

解
決

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
よ

い
で

す
。

検
品

作
業

の
方

が
時

間
の

区
切

り
が

明
確

で
作

業
時

間
を

計
算

し
や

す
い

が
、

業
務

の
得

意
・
不

得
意

を
見

極
め

る
た

め
に

も
い

ろ
い

ろ
な

事
務

作
業

を
体

験
し

た
い

そ
う

で
す

。

面
談

日
（
5
/
1
5
）

1
2

①
慌

た
だ

し
い

雰
囲

気
の

中
で

、
質

問
し

た
が

そ
の

答
え

が
い

ま
い

ち
理

解
で

き
ず

混
乱

し
た

。
②

前
の

や
り

方
（
以

前
体

験
し

た
と

き
と

）
違

う
や

り
方

だ
っ

た
の

で
、

自
分

が
理

解
で

き
ず

、
気

持
ち

の
整

理
が

つ
か

な
か

っ
た

。

次
回

が
同

じ
作

業
で

あ
れ

ば
、

今
回

の
経

験
を

活
か

し
て

取
り

組
め

そ
う

だ
と

思
う

。

グ
ル

ー
プ

活
動

で
、

み
ん

な
が

ど
う

意
見

を
言

い
合

っ
て

ま
と

め
れ

ば
よ

い
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
と

き
に

、
自

分
か

ら
率

先
し

て
「
こ

う
い

う
風

に
し

た
ら

い
い

の
か

」
と

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
み

ん
な

、
自

分
の

提
案

に
乗

っ
て

く
れ

ま
し

た
。

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

の
よ

う
に

務
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

同
じ

や
り

方
だ

け
で

は
な

く
、

い
ろ

ん
な

や
り

方
に

う
ま

く
対

応
し

て
、

自
分

で
理

解
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
臨

機
応

変
に

で
き

る
力

を
身

に
付

け
た

い
。

／
臨

機
応

変
に

対
応

で
き

る
力

を
身

に
つ

け
る

と
い

う
課

題
に

は
、

自
分

で
す

べ
き

こ
と

を
書

き
出

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

れ
く

ら
い

時
間

が
か

け
ら

れ
そ

う
か

メ
モ

し
て

、
タ

イ
ム

タ
イ

マ
ー

で
時

間
を

管
理

し
な

が
ら

作
業

し
て

み
よ

う
。

付
箋

を
使

っ
て

す
べ

き
こ

と
を

整
理

す
る

と
よ

い
か

も
し

れ
な

い
。

T
o
D

o
リ

ス
ト

を
作

ろ
う

。

4
回

目
（
5
/
2
5
）

人
事

の
体

験
4

個
人

ワ
ー

ク
の

際
に

、
業

務
資

料
を

見
て

作
業

時
間

を
見

積
も

り
、

件
数

目
標

を
立

て
、

時
間

計
測

を
し

な
が

ら
実

施
す

る
と

い
う

サ
イ

ク
ル

が
ま

わ
せ

て
い

ま
し

た
。

一
度

経
験

し
た

仕
事

の
習

得
が

早
い

で
す

。
グ

ル
ー

プ
活

動
時

に
、

手
順

が
わ

か
る

と
言

っ
て

視
界

に
立

候
補

し
、

初
参

加
の

メ
ン

バ
ー

に
教

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

全
員

へ
の

業
務

説
明

の
時

間
に

、
説

明
し

て
い

る
と

こ
ろ

と
は

違
う

ペ
ー

ジ
の

質
問

を
し

て
し

ま
し

ま
し

た
。

事
後

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
全

体
像

が
わ

か
ら

な
い

の
と

不
安

に
な

る
の

で
先

に
読

ん
で

し
ま

っ
た

と
の

こ
と

。

面
談

日
（
5
/
2
9
）

3
2

タ
イ

マ
ー

を
使

用
し

た
お

か
げ

で
、

前
回

よ
り

も
ス

ム
ー

ズ
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
、

自
分

か
ら

グ
ル

ー
プ

の
司

会
者

に
な

っ
て

、
臨

機
応

変
に

グ
ル

ー
プ

の
中

の
相

手
と

対
応

し
、

合
格

者
を

絞
る

こ
と

が
で

き
た

。

月
が

変
わ

る
の

で
、

ま
た

作
業

内
容

が
変

わ
り

、
う

ま
く

内
容

を
理

解
し

て
ス

ム
ー

ズ
に

取
り

組
め

る
の

か
不

安
。

前
回

に
比

べ
、

作
業

に
慣

れ
て

き
て

、
少

し
ス

ム
ー

ズ
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
自

ら
司

会
者

に
（
な

っ
て

）
グ

ル
ー

プ
を

ま
と

め
、

相
手

に
意

見
を

尋
ね

た
り

、
何

を
す

れ
ば

い
い

の
か

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

作
業

時
間

を
決

め
な

が
ら

作
業

内
容

を
理

解
し

、
作

業
に

取
り

組
む

と
い

う
、

頭
の

中
で

同
時

に
考

え
る

の
が

難
し

か
っ

た
。

／
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

組
ん

だ
ら

一
度

ス
タ

ッ
フ

に
確

認
し

て
も

ら
っ

て
、

妥
当

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
か

相
談

し
て

み
る

。
1
週

目
（
初

め
て

取
り

組
む

場
合

）
は

、
「
と

り
あ

え
ず

体
験

し
て

み
る

」
と

い
う

気
持

ち
で

取
り

組
ん

で
み

る
。

5
回

目
（
6
/
1
）

求
人

広
告

作
成

4
不

安
を

感
じ

る
と

手
が

止
ま

っ
て

し
ま

い
、

混
乱

し
て

い
る

様
子

が
あ

っ
た

。

作
業

の
理

解
が

よ
く

、
適

切
に

作
業

に
取

り
掛

か
る

こ
と

が
で

き
る

。

高
い

成
果

を
求

め
る

た
め

か
、

自
信

を
無

く
し

て
作

業
が

止
ま

る
こ

と
が

あ
る

。

6
回

目
（
6
/
2
2
）

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
3

作
業

開
始

後
は

時
間

を
意

識
し

て
計

画
的

に
作

業
で

き
た

の
で

評
価

し
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

作
業

内
容

の
理

解
や

、
他

の
参

加
者

と
比

べ
て

も
明

ら
か

に
開

始
ま

で
に

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
っ

た
点

を
減

点
し

て
い

ま
す

。

ア
ク

シ
デ

ン
ト

が
あ

り
つ

つ
も

、
諦

め
な

か
っ

た
粘

り
強

さ
と

、
実

施
で

き
た

部
分

の
作

業
の

質
、

他
の

参
加

者
か

ら
回

答
例

を
見

せ
て

も
ら

っ
て

、
ど

ん
な

と
こ

ろ
が

参
考

に
な

っ
た

か
素

直
に

コ
メ

ン
ト

で
き

て
い

た
点

は
よ

い
振

舞
で

す
。

今
回

の
作

業
は

、
考

え
す

ぎ
て

し
ま

っ
た

よ
う

で
す

。
「
習

う
よ

り
慣

れ
ろ

」
と

い
う

気
持

ち
も

多
少

必
要

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

面
談

日
（
6
/
2
6
）

2
2

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

見
て

も
ど

の
よ

う
に

作
業

を
進

め
れ

ば
い

い
の

か
、

ど
の

よ
う

に
作

業
を

行
え

ば
い

い
の

か
わ

か
ら

ず
、

混
乱

し
て

し
ま

い
、

作
業

が
ほ

と
ん

ど
で

き
な

か
っ

た
。

す
べ

き
こ

と
の

リ
ス

ト
を

作
る

と
い

う
の

は
有

効
そ

う
だ

け
れ

ど
、

作
業

に
よ

っ
て

そ
の

リ
ス

ト
が

つ
く

れ
る

の
か

と
少

し
心

配
。

パ
ニ

ッ
ク

や
混

乱
か

ら
気

持
ち

を
整

理
す

る
の

を
自

分
で

対
処

で
き

た
こ

と
。

気
持

ち
を

整
理

し
た

後
、

ス
タ

ッ
フ

と
作

業
内

容
を

確
認

し
て

、
落

ち
着

い
て

取
り

組
め

た
こ

と
（
い

く
つ

か
作

業
を

終
え

ら
れ

た
）

と
り

あ
え

ず
体

験
し

て
み

よ
う

と
い

う
気

持
ち

で
取

り
組

む
の

が
難

し
く

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

た
と

き
に

い
ろ

い
ろ

考
え

す
ぎ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

（
混

乱
・
パ

ニ
ッ

ク
か

ら
気

持
ち

を
整

理
し

て
作

業
に

取
り

組
む

こ
と

も
含

む
）
ま

た
、

ピ
ボ

ッ
ト

テ
ー

ブ
ル

の
作

成
の

仕
方

が
難

し
か

っ
た

で
す

。
／

そ
の

日
に

取
り

組
む

作
業

を
ま

ず
は

リ
ス

ト
に

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

リ
ス

ト
が

つ
く

れ
な

い
時

は
、

そ
の

時
点

で
相

談
に

行
き

ま
し

ょ
う

。
混

乱
し

て
し

ま
っ

た
時

は
、

場
所

を
変

え
て

一
人

で
落

ち
着

け
る

と
こ

ろ
を

探
し

ま
し

ょ
う

。

7
回

目
（
7
/
6
）

営
業

の
体

験
3

や
や

心
配

症
で

細
か

く
確

認
し

た
り

、
つ

ら
そ

う
な

表
情

を
見

せ
る

こ
と

が
あ

る
が

、
基

本
的

な
理

解
力

と
作

業
力

は
あ

る
。

周
り

の
参

加
者

に
伝

え
た

い
こ

と
が

伝
わ

ら
ず

混
乱

す
る

場
面

が
あ

っ
た

が
、

小
休

止
で

立
ち

直
り

他
の

参
加

者
の

フ
ォ

ロ
ー

が
で

き
た

。

小
さ

な
問

題
で

も
必

要
以

上
に

気
に

し
て

自
分

を
追

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

。
作

業
内

容
は

優
秀

で
評

価
で

き
る

の
で

、
あ

な
た

自
身

に
は

問
題

は
な

い
と

伝
え

た
。

面
談

日
（
7
/
6
）

4
3

自
分

と
同

じ
グ

ル
ー

プ
の

人
に

作
業

内
容

を
教

え
た

り
ア

ド
バ

イ
ス

を
し

て
あ

げ
た

り
、

分
担

を
指

示
す

る
等

、
状

況
に

応
じ

て
何

を
し

た
ら

い
い

の
か

を
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
に

よ
っ

て
、

自
分

が
ど

う
い

う
対

応
を

と
れ

ば
よ

い
か

難
し

い
。

だ
い

ぶ
不

安
が

和
ら

い
で

き
た

。

状
況

に
応

じ
て

、
ネ

ッ
ト

が
つ

な
が

ら
な

く
て

商
品

の
プ

レ
ゼ

ン
が

つ
く

れ
な

い
時

に
、

自
分

と
同

じ
グ

ル
ー

プ
の

人
員

分
担

を
指

示
し

た
り

、
作

業
で

わ
か

ら
な

い
と

こ
ろ

を
い

ろ
い

ろ
教

え
た

り
（
ア

ド
バ

イ
ス

も
含

む
）
、

お
客

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

商
品

を
ス

マ
ホ

で
調

べ
る

な
ど

、
自

分
が

何
を

す
れ

ば
い

い
か

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

①
自

分
を

責
め

す
ぎ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

②
予

想
し

て
い

た
こ

と
と

は
違

う
状

況
に

な
っ

た
と

き
や

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

通
り

に
進

ま
な

く
て

も
、

ま
ず

は
落

ち
着

い
て

少
し

ず
つ

対
応

す
る

こ
と

を
頑

張
り

た
い

。
／

①
確

認
を

す
る

こ
と

と
、

作
業

に
優

先
順

位
を

つ
け

る
こ

と
。

ミ
ス

を
し

た
後

に
カ

バ
ー

で
き

る
よ

う
に

、
例

え
ば

気
持

ち
を

落
ち

着
か

せ
た

り
し

て
か

ら
行

動
す

る
こ

と
。

②
「
慣

れ
る

」
こ

と
も

大
切

。
初

め
て

の
経

験
で

う
ま

く
い

か
な

く
て

も
大

丈
夫

。

8
回

目
（
7
/
1
3
）

営
業

の
体

験
4

一
度

経
験

し
た

作
業

で
あ

れ
ば

上
司

に
よ

っ
て

多
少

指
示

の
し

か
た

が
違

っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
時

々
の

指
示

通
り

に
行

動
で

き
る

。

相
手

の
要

望
に

よ
っ

て
調

査
の

手
間

が
変

動
す

る
こ

と
も

理
解

し
、

す
ぐ

に
対

応
で

き
る

も
の

か
ら

優
先

順
位

を
つ

け
ら

れ
て

い
た

。
最

初
に

お
お

ま
か

な
時

間
配

分
を

し
て

か
ら

動
け

た
。

計
画

に
束

縛
さ

れ
る

よ
う

な
様

子
も

な
く

、
適

度
な

計
画

だ
っ

た
。

今
回

の
よ

う
な

既
存

顧
客

に
対

す
る

B
to

B
の

営
業

事
務

の
よ

う
な

仕
事

に
大

変
興

味
が

湧
い

た
と

の
こ

と
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

「
実

際
の

求
人

と
の

リ
ン

ク
」
と

い
う

欄
も

熟
読

し
て

お
り

、
就

活
の

ヒ
ン

ト
と

な
っ

た
様

子
だ

っ
た

。

面
談

日
（
7
/
2
4
）

4

時
間

を
う

ま
く

配
分

し
て

4
つ

の
会

社
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

し
て

、
4
つ

の
会

社
全

て
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
ピ

ザ
を

提
供

し
、

評
価

で
満

点
を

と
る

こ
と

が
で

き
た

。

今
回

は
や

り
方

が
少

し
違

っ
た

の
で

す
が

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
理

解
し

て
時

間
を

う
ま

く
配

分
す

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
4
つ

す
べ

て
の

お
店

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
て

会
社

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

ピ
ザ

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

（
参

加
者

か
ら

の
）
評

価
で

も
満

点
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

T
a
b
le

4
-
4
　

A
さ

ん
の

振
り

返
り

シ
ー

ト
と

他
者

評
価

事
業

所
職

員
本

人

104



③ 事 後 イ ン タ ビ ュ ー  

事 後 イ ン タ ビ ュ ー で は ， 自 身 の 主 た る 変 化 と し て 自 信 を 持 て る よ う に

な っ た こ と に 関 す る エ ピ ソ ー ド が 語 ら れ た 。 以 下 ， 具 体 例 を 『 』 内 に 示

す 。『 ま ず は 自 信 が つ い た っ て い う こ と だ と 思 い ま す 。自 信 が つ い た っ て

言 っ て も ， 自 分 は こ れ が で き る か ら こ れ な ら 大 丈 夫 と い う わ け で は な く

っ て … こ う い う こ と は ま だ 苦 手 だ け ど ， こ う い う と こ ろ だ っ た ら 自 分 は

で き る な と か そ う い う 風 に 思 え る よ う に な っ て 。 』，『 今 ま で は 事 務 体 験

に 行 っ て 自 分 が 苦 手 な こ と が あ っ て も ，「 あ ，じ ゃ あ も う 無 理 だ 」と ま た

古 書 の 検 品 作 業 に 戻 る と い う よ う な 感 じ が あ っ た ん で す け れ ど も 。 面 談

で 一 緒 に 苦 手 な こ と を 話 し て ， そ れ に つ い て ど う 対 策 す れ ば い い か と い

う の を 考 え て ， こ の 対 策 を す れ ば も し か し た ら ま た で き る か も し れ な い

っ て 。 そ こ で も ま た 自 信 を 持 っ て 。』  

こ れ に 関 連 し て ， 自 分 自 身 の 得 意 な こ と や 苦 手 な こ と を 整 理 す る こ と

が で き た こ と に 関 す る エ ピ ソ ー ド も 語 ら れ た 。具 体 的 に は ，『 自 分 は こ う

い う … 例 え ば グ ル ー プ で や る 作 業 だ と ， ど う し て も 周 り の 人 と 合 わ せ な

き ゃ い け な い と か っ て 考 え た り と か 。 あ と は 時 間 制 限 だ っ た り と か そ う

い う の で ， 自 分 が 慌 て て し ま う っ て い う こ と が あ る ん で す け ど 。 一 方 で

デ ー タ 入 力 で す と か 特 に 個 人 で や る 作 業 だ と ， そ っ ち の 方 が よ り 成 果 が

出 る か ら ， も し か し た ら グ ル ー プ で や る よ り は 個 人 で 作 業 し た 方 が い い

の か な と い う こ と が わ か っ た り 。 』 な ど が あ っ た 。 ま た こ れ ら の 変 化 に

つ い て ， ス タ ッ フ や 筆 者 か ら の 評 価 や コ メ ン ト が 肯 定 的 な 影 響 を 与 え た

と い う 旨 の エ ピ ソ ー ド が あ っ た 。例 え ば ，『 自 分 だ と 気 づ か な か っ た ん で

す け ど ， 例 え ば 前 回 行 っ た の だ と 営 業 ゲ ー ム で 相 手 の 要 望 に 沿 っ て ， 調

査 の 手 間 が 変 わ る こ と を 理 解 し て ， 優 先 順 位 を つ け た り と か 。 そ れ を 自

分 が 作 業 し て い る と き は そ う い う こ と が で き る と 気 づ か な か っ た ん で す
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が ， そ れ （ 優 先 順 位 づ け ） が で き る と い う 風 に ス タ ッ フ か ら 言 わ れ て 。

あ ， そ れ が （ 自 分 で も ） で き る ん だ と い う こ と に 気 が つ き ま し た 。 自 分

だ と な ん か 全 然 気 が つ か な く て 。 自 分 が 思 う の と 相 手 が 思 う の と な ん か

こ う 違 う ん だ な ー っ て 。』，『 自 分 は や っ ぱ り 自 信 が な い の で ，自 分 が や っ

て い た こ と は 大 丈 夫 か な と か ， 自 分 は こ う い う 風 に し た け ど 相 手 か ら は

ど う い う 風 に 思 わ れ る ん だ ろ う っ て 思 っ て い た ん で す が ， 自 分 が や っ た

こ と は 正 し か っ た ん だ と か 間 違 っ て な か っ た ん だ と か ， ち ゃ ん と う ま く

対 応 で き て い た ん だ な っ て い う ふ う に 感 じ ま し た 。 』 等 で あ る 。  

 ス タ ッ フ と の や り 取 り に 関 す る 点 で は ， 他 者 を 頼 れ る よ う に な っ た こ

と が あ げ ら れ た 。 具 体 的 に は 『 自 分 は こ う い う の が 苦 手 で と （ 相 手 に ）

言 っ て も ，他 の 人 か ら は「 そ ん な に 心 配 し な く て い い よ 」と か 言 わ れ て 。

今 回 こ の 面 談 に 参 加 す る よ う に な っ て ，実 は A さ ん こ う い う と こ ろ が 苦

手 な ん だ ね っ て い う 風 な 話 が で き て ， そ れ で 他 の ス タ ッ フ の 方 も じ ゃ あ

こ こ は こ う い う 風 に し た ほ う が い い よ と い う 風 に 教 え て く れ る よ う に な

っ て 。 そ れ が 体 験 中 の 安 心 に つ な が っ た ん だ と 思 い ま す 。 』 と い う 感 想

が 得 ら れ た 。  

 ま た 就 業 体 験 以 外 の 場 面 に お い て も ， 今 後 の 就 職 活 動 に 向 け た 発 言 と

し て『 そ れ ま で は 自 分 が ど う い っ た 職 場 な ら い い か と か 思 っ て な く っ て ，

単 純 に こ う い う 仕 事 が し た い と か こ う い う こ と な ら で き る か な ー と か 思

っ て い た だ け で ， 具 体 的 に 考 え て な か っ た の で 。 今 回 の 振 り 返 り シ ー ト

と 面 談 を や っ た の と や ら な か っ た の で は ， 将 来 職 場 を 探 す 時 に 変 わ る ん

じ ゃ な い か な と 思 っ て 。 じ ゃ な い と ど う い う 職 場 に 就 き た い と か 言 わ れ

て も ， え ー ど う い う と こ ろ が 自 分 に 合 っ て い る ん だ ろ う と か わ か ら な い

の で 。』 と い う エ ピ ソ ー ド が 語 ら れ た 。  

一 方 で ，『 人 か ら 評 価 を も ら っ て も ，な ん か ま だ 不 安 な ん で す よ ね 。ス
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タ ッ フ の 人 か ら 4 と い う 評 価 を も ら っ て 嬉 し く て も ， ま だ 半 分 不 安 が あ

っ て 。 ち ょ っ と 心 配 し た り と い う の も あ っ て … 自 分 で も 何 で だ ろ う と 思

う ん で す け ど 。 』 な ど 不 安 や 緊 張 は 完 全 に な く な る わ け で は な か っ た ，

と い う こ と も 語 ら れ た 。  

 ま た ， 振 り 返 り シ ー ト の 使 用 に 対 し て は 『 振 り 返 り シ ー ト に 書 い て あ

っ た か ら 職 業 訓 練 で 作 業 を す る 時 に ， こ れ を 見 て 対 策 す れ ば い い ん だ っ

て 分 か る か ら 。 人 か ら こ う い う 風 に す れ ば い い よ っ て 言 わ れ て も 忘 れ ち

ゃ う か ら ， 書 い て あ る と 思 い 出 せ る の で そ れ が 良 か っ た か な っ て 思 っ て

ま す 。』と い っ た よ う に ，可 視 化 さ れ た 記 録 と し て 面 談 内 容 が 手 元 に 残 せ

た こ と が 役 立 っ た 点 や ， 振 り 返 り シ ー ト を 使 用 す る こ と で 面 談 内 容 が 項

目 ご と に 整 理 で き た こ と が 良 か っ た（『 ざ っ く り 感 想 と か そ う い う 風 に 言

わ れ る と 書 け な い こ と が あ る の で ， ど う い っ た こ と を 書 け ば い い ん だ ろ

う と 迷 っ て し ま う ん で す 。 今 回 の 振 り 返 り シ ー ト の よ う に こ こ は グ ッ ド

ポ イ ン ト を 書 く と こ ろ と か ， こ こ は 自 分 の 振 り 返 り の 理 由 を 書 く と こ ろ

と か 項 目 が あ っ た ほ う が 書 き や す い で す 。』） と い う 感 想 が あ が っ た 。 一

方 で ， 振 り 返 り シ ー ト 上 で 自 己 評 価 を 数 値 化 し て 記 入 す る こ と の 難 し さ

（『 こ の 振 り 返 り シ ー ト の … こ の 1 と か 2 と か 3 と か 4 と か 数 字 が あ る

じ ゃ な い で す か （ 自 己 評 価 記 入 欄 ）。 こ の （ 評 価 の ） 基 準 が わ か ら な か っ

た ん で す 。』） も 感 想 と し て あ げ ら れ た 。  
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（ ３ ） 事 例 B（ B さ ん ， 大 学 3 年 生 ， 男 性 ， ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 ）  

支 援 機 関 X を 利 用 し て 1 年 ほ ど 経 過 し て お り ，月 に 2 回 程 度 就 業 体 験

プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て い る 。 2 年 次 よ り 学 外 の イ ン タ ー ン シ ッ プ に 参 加

す る な ど ， 将 来 の 就 労 に 関 し て 前 向 き か つ 積 極 的 に 考 え 取 り 組 む こ と が

で き て い る 。 一 方 ， 自 身 の 障 害 特 性 や そ れ に 伴 う 必 要 な 工 夫 や 配 慮 事 項

に つ い て は ま だ 整 理 が で き て い な い 状 況 で あ り ， 本 実 践 以 前 ， プ ロ グ ラ

ム 内 で 本 人 の 自 己 評 価 と ス タ ッ フ か ら の 評 価 に ず れ が 生 じ る こ と が あ っ

た 。 ま た ， 手 順 が 明 確 に 示 さ れ て い な い ， あ る い は 複 数 の 作 業 を 同 時 並

行 で 実 施 す る 際 に ， 自 分 で 段 取 り を 考 え て 着 手 す る こ と に 対 し て 苦 手 な

様 子 を 見 せ て お り ， ス タ ッ フ へ の 質 問 や 確 認 が 頻 繁 に あ っ た 。 単 位 取 得

は 順 調 で あ り ，支 援 機 関 X 内 で 学 業 に 関 す る 相 談 を す る 場 面 は ほ と ん ど

見 ら れ な か っ た 。  

① 事 前 面 談  

事 前 面 談 で 実 施 し た 質 問 紙 調 査 の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。A Q（ 3 9 ），

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 得 点 （ 2 3 ）， 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ 1 5 ），

一 般 性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 （ 8 ： 普 通 ）。 目 標 設 定 の 際 は 目 標 設 定 シ

ー ト を 用 い て ，「 自 分 の 得 意 ・ 苦 手 や で き る ・ で き な い を 理 解 し ， 表 現 す

る 」を 目 標 と し て 選 択 し た 。目 標 達 成 の た め の 手 立 て と し て ，「 就 業 体 験

に 参 加 し ， 自 分 の 得 意 な こ と ， 苦 手 な こ と を 毎 回 の 日 報 や 振 り 返 り シ ー

ト に 書 く 」 と 設 定 し て 体 験 に 取 り 組 ん だ 。 な お ，「 日 報 」 と は 毎 回 の 就 業

体 験 後 に 参 加 学 生 が 作 成 す る ， そ の 日 の 実 施 内 容 や 感 想 を 記 入 し た メ ー

ル の こ と で あ る 。 学 生 の 概 要 と 事 前 ・ 事 後 の 質 問 紙 調 査 へ の 回 答 結 果 を

T a b l e 4 - 5 に 示 す 。  
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② 就 業 体 験 期 間  

就 業 体 験 期 間 中 の 様 子 で ， 特 に 設 定 し た 目 標 に 関 連 の 深 い 内 容 を 以 下

に 示 す 。 ま た ， 全 6 回 の 振 り 返 り シ ー ト と ス タ ッ フ か ら の 評 価 シ ー ト の

内 容 を T a b l e 4 - 6 に 示 す 。  

【 体 験 1 回 目 】 体 験 1 回 目 は ， 人 事 の 仕 事 の 体 験 を 行 っ た 。 こ の プ ロ

グ ラ ム で は ， 架 空 の 人 事 面 接 の 動 画 や 履 歴 書 を 参 照 し ， 人 事 課 の 社 員 に

な っ た つ も り で 採 用 ・ 不 採 用 の 判 定 を 行 う 。 B さ ん は 同 様 の プ ロ グ ラ ム

を 以 前 に も 体 験 し た こ と が あ り ，ス タ ッ フ か ら は「 作 業 に は 慣 れ て い て ，

年齢

学年
（実践当時）

診断名

現在の状況

設定した目標

AQ

事前 事後

進路選択に対する
自己効力感尺度得点

23 20

進路成熟態度尺度 15 15

一般性
セルフエフィカシー尺度

8（普通） 11（高い傾向にある）

39

Table4-5 対象学生Bの基礎情報及び事前・事後の尺度得点

20歳

大学3年生

アスペルガー症候群

４年制大学の３年生。2年次より学外インターンシップに参
加するなど、就職に関しては前向きかつ積極的に考えら
れている。
一方、自身の障害特性やそれに伴う必要な工夫や配慮
事項についてはまだ整理ができていない状況であり、プロ
グラム内でも本人の自己評価とスタッフからの評価にず
れが生じることがあった。また、手順が明確に示されてい
ない、あるいは複数の作業を同時並行で実施する際に、
自分で段取りを考えて着手することに対して苦手な様子を
見せており、スタッフへの質問や確認が頻繁にある。

自分の得意・苦手や、できる・できないを理解し、表現する
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作 業 手 順 自 体 は 悪 く な い 」 と い う 評 価 が あ っ た 。 一 方 で 目 標 に 対 す る 評

価 と し て 「 日 報 に 取 り 組 ん で い る 内 容 を 書 い て お ら ず ， 真 剣 さ が 感 じ ら

れ な い 」と い う コ メ ン ト が あ っ た 。ま た 課 題 と し て ，「 作 業 に 集 中 で き て

お ら ず ， よ そ 見 や 手 遊 び が 見 ら れ た 。 日 報 に は ，「 得 意 な こ と ・ 苦 手 な こ

と 」 に つ い て の 記 載 は な い 」 と コ メ ン ト が あ っ た 。  

振 り 返 り 面 談 で の 本 人 の 自 己 評 価 は 2 （ 何 回 か は で き る （ ほ と ん ど で

き な い ））， 他 者 評 価 は 2 （ 何 回 か は で き る （ ほ と ん ど で き な い ））， 次 回

予 想 は 3（ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） だ っ た 。 自 己 評

価 の 理 由 と し て は 「 今 回 の 作 業 か ら は ， 得 意 や 不 得 意 を 見 い だ す こ と が

難 し か っ た 」 こ と が あ げ ら れ ， も う 一 歩 頑 張 り た い こ と の 中 で 「 明 確 な

答 え の な い 作 業 に 取 り 組 む こ と の 苦 手 さ 」 に つ い て 語 ら れ た 。 ま た ， 本

人 は 自 身 の G o o d  P o i n t と し て 「 集 中 し て 作 業 に 取 り 組 む こ と が で き た

こ と 」 を あ げ て お り ， ス タ ッ フ か ら の 評 価 と 自 己 評 価 に ず れ が 生 じ て い

る 様 子 が 見 ら れ た 。 面 談 で は ス タ ッ フ か ら の 客 観 的 な 視 点 を 伝 え る と と

も に ，気 付 い た こ と の 整 理 が 難 し い 場 合 は ，ま ず は ワ ー ク シ ー ト の「 G o o d  

P o i n t 」や「 も う 一 歩 頑 張 り た い こ と 」を 箇 条 書 き で も よ い の で 書 い て み

る こ と ， 一 人 で 書 く こ と が 難 し け れ ば ス タ ッ フ に 相 談 し て み る こ と を 伝

え た 。 更 に ， プ ロ グ ラ ム 中 に 感 じ た 「 明 確 な 回 答 の 無 い 作 業 に 取 り 組 む

こ と へ の 苦 手 さ 」 は 自 己 分 析 の 観 点 の ひ と つ と し て 記 録 し て お く よ う 勧

め た 。 面 談 の 最 後 に は ， 本 人 か ら 「 今 回 の （ 振 り 返 り の 面 談 で の ） ア ド

バ イ ス で （ 得 意 や 苦 手 を ） 書 く 自 信 を 持 つ こ と が で き た 」 と 発 言 が あ っ

た 。  

【 体 験 2 回 目 】 体 験 2 回 目 の プ ロ グ ラ ム は ， 体 験 1 回 目 と 同 様 で あ っ

た 。 ス タ ッ フ か ら は ， G o o d  P o i n t と し て 「 グ ル ー プ ワ ー ク で 活 発 に 意 見

を 出 し ，リ ー ダ ー に 対 し て 協 力 的 に ふ る ま え て い ま し た 。」と い う 評 価 が
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あ っ た 。 一 方 で プ ロ グ ラ ム 後 半 で 居 眠 り を し た こ と 等 に つ い て ， 前 回 同

様 ， 集 中 の 保 持 と い う 観 点 で 課 題 が あ げ ら れ た 。  

 振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 は 4 （ い つ も で き る （ よ く で き る ））， 他 者

評 価 は 2（ 何 回 か は で き る（ ほ と ん ど で き な い ）），次 回 予 想 は 3（ 数 回 で

き な い こ と が あ る（ ほ と ん ど で き る ））だ っ た 。自 己 評 価 の 理 由 と し て 本

人 は 「 前 回 で き な か っ た 「 苦 手 な こ と 」「 得 意 な こ と 」 を 日 報 に 書 く こ と

が で き た 」 と あ げ て お り ， 確 か に プ ロ グ ラ ム 当 日 の 日 報 に そ の 日 感 じ た

こ と を 記 録 し て 提 出 で き て い た 。 特 に ， 本 人 が 「 で き た こ と 」 と し て 提

出 し た グ ル ー プ ワ ー ク で 他 の 参 加 者 と 協 力 し て 取 り 組 め た 点 は ス タ ッ フ

の 評 価 と も 共 通 し て い た 。 一 方 で ， 特 に プ ロ グ ラ ム 後 半 に 集 中 が 続 か な

か っ た 点 に つ い て は 本 人 も 今 後 の 課 題 と し て あ げ て い た 。 そ の た め ， 面

談 中 に 筆 者 と と も に プ ロ グ ラ ム 中 に 眠 く な っ て し ま っ た 場 合 の 対 処 法 を

い く つ か 考 え ， そ の 中 で 本 人 が 実 践 し て み た い も の （ 集 中 力 が 切 れ て し

ま う ， 作 業 中 に 眠 く な っ て し ま う 場 合 は ， ト イ レ に 行 っ て 顔 を た た い て

み る ／ ト イ レ に 行 っ て 手 や 顔 を 冷 た い 水 で 洗 う ） を 振 り 返 り シ ー ト に メ

モ し た 。  

【 体 験 3 回 目 】 体 験 3 回 目 の プ ロ グ ラ ム は ， 架 空 の 企 業 ・ お 店 の ア ル

バ イ ト 求 人 広 告 を 作 成 す る と い う も の だ っ た 。 文 字 の 大 き さ や レ イ ア ウ

ト ， 使 用 す る 画 像 な ど ， 参 加 者 が 各 自 工 夫 を し て 注 目 を 集 め ら れ る 広 告

を 作 成 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。ス タ ッ フ か ら は ，G o o d  P o i n t と し て「（ 当

日 プ ロ グ ラ ム 後 の ス タ ッ フ へ の 報 告 で ） 努 力 し た 点 な ど も 盛 り 込 み な が

ら 具 体 的 に 話 せ て い ま す 。 上 司 （ 役 の ス タ ッ フ ） 評 価 と も ほ ぼ 一 致 し ま

す 。」と コ メ ン ト が あ っ た 。ま た ，体 験 3 回 目 で は 居 眠 り す る こ と な く 最

後 ま で 活 動 に 参 加 で き た 点 が 評 価 さ れ た 。 課 題 と し て は ，「 考 え る 仕 事 ，

正 解 の な い 仕 事 が 苦 手 な よ う に 感 じ ま し た 。」 と コ メ ン ト が あ っ た 。  

111



 振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 ， 他 者 評 価 ， 次 回 予 想 は と も に 3 （ 数 回 で

き な い こ と が あ る（ ほ と ん ど で き る ））だ っ た 。自 己 評 価 の 理 由 と し て は

「 自 分 の 得 意 ・ 苦 手 を 文 章 と し て ま と め ら れ な か っ た （ 他 の プ ロ グ ラ ム

に 参 加 し た ）」 と あ り ， こ れ に つ い て は ， B さ ん は 自 分 の 得 意 ・ 苦 手 に つ

い て ま と め る 時 間 と し て 利 用 し て い た 就 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 後 の 時 間 （ お

も に 利 用 者 が 自 身 の 就 職 活 動 に つ い て 取 り 組 む 時 間 ）を 利 用 し て い た が ，

体 験 3 回 目 は 事 業 所 X 内 で 開 催 さ れ た O B O G の 体 験 談 を 聞 く イ ベ ン ト

に 参 加 し た た め そ の 時 間 が 取 れ な か っ た ， と い う こ と だ っ た 。 筆 者 か ら

は ， プ ロ グ ラ ム 中 の 報 告 で 自 分 自 身 の 気 づ き を 伝 え ら れ て い る こ と を 評

価 し ，文 章 に ま と め る 際 は 具 体 的 な エ ピ ソ ー ド を 添 え る こ と 等 を 伝 え た 。 

【 体 験 4 回 目 】 体 験 4 回 目 の プ ロ グ ラ ム は ， 架 空 の ア ン ケ ー ト 結 果 の

デ ー タ を 項 目 別 に 集 計 し 分 析 を 試 み る と い う も の だ っ た 。 ス タ ッ フ か ら

は ，「 自 分 の 長 所 と 苦 手 な こ と に つ い て ，簡 単 な 文 章 に ま と め る こ と が で

き て い る 。」 と コ メ ン ト が あ り ， 少 し ず つ B さ ん が 自 身 の 目 標 に 対 し て

具 体 的 に 取 り 組 み 始 め ら れ て い る 様 子 が 見 ら れ た 。 新 た に 指 摘 さ れ た 課

題 点 と し て ，「 質 問 す る 前 に ，自 分 で 解 決 で き そ う か ど う か 一 度 確 認 し て

か ら 質 問 で き る と 尚 良 い 」 と い う こ と が あ げ ら れ た 。  

振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 ・ 他 者 評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る

（ ほ と ん ど で き る ））， 次 回 予 想 は 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） だ っ

た 。 自 己 評 価 の 理 由 と し て は 「 他 の 人 に わ か り や す く 説 明 で き る よ う な

文 章 を 作 る 自 信 は な か っ た か ら 。」と あ り ，筆 者 か ら は「 書 い た 文 章 を 他

の 人 に も 確 認 し て も ら う ／ も う 少 し 具 体 的 に ， 1 つ の 項 目 で 3 0 0 字 く ら

い を 目 安 に ま と め て み る 」 と ア ド バ イ ス を し た 。 体 験 4 回 目 の 振 り 返 り

面 談 で は 1 0 0 字 程 度 の 短 い 文 章 で 自 身 の 得 意 ・ 苦 手 に つ い て ま と め る こ

と が で き て い た た め ， 今 後 は よ り 具 体 的 に ま と め る こ と を 話 し 合 っ た 。  
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【 体 験 5 回 目 】 体 験 5 回 目 は ， 営 業 職 の 体 験 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 。

プ ロ グ ラ ム 内 で は 架 空 の 企 業 の 営 業 担 当 と な り ， 他 の メ ン バ ー （ 顧 客 ）

の ニ ー ズ を 聞 き 取 っ た う え で ， ニ ー ズ に 合 う 自 社 製 品 を 提 案 す る ， と い

う 作 業 を 行 っ た 。ス タ ッ フ か ら は ，「 前 回 指 摘 さ れ て い た 部 分 を 意 識 し な

が ら 文 章 作 成 が で き て い ま し た 」 と の コ メ ン ト が あ り ， B さ ん が 振 り 返

り 面 談 で 話 し 合 っ た こ と を 実 際 の 活 動 に 反 映 で き て い る 様 子 が わ か っ た 。

課 題 点 と し て は 第 4 回 目 に 引 き 続 き ， 同 内 容 で の 質 問 や 確 認 の 多 さ が あ

げ ら れ た 。  

 振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価 ・ 他 者 評 価 ・ 次 回 予 想 は 全 て 4 （ い つ も で

き る （ よ く で き る ）） だ っ た 。 自 己 評 価 の 理 由 と し て ，「 今 ま で よ り も 具

体 的 に 自 分 の こ と を ま と め ら れ た と 思 う 」と コ メ ン ト が あ っ た 。第 4 回・

5 回 目 の 体 験 で ス タ ッ フ か ら 指 摘 さ れ た ， 同 じ 内 容 で の 質 問 が 多 い と い

う 点 に つ い て ， 再 度 筆 者 と B さ ん で 対 策 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 対 策 と

し て ， ま ず は マ ニ ュ ア ル 等 を 確 認 し て 自 分 で 解 決 で き そ う か を 検 討 す る

と と も に ， 相 手 が 対 応 で き そ う な 状 況 か 確 認 し て か ら 質 問 す る ， と い う

こ と が 話 し 合 わ れ た 。  

体 験 5 回 目 の 振 り 返 り 面 談 の 時 点 で ， 自 己 評 価 ・ 他 者 評 価 ・ 次 回 予 想

が 全 て 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） に 到 達 し た が ， 同 じ 内 容 の 質 問

の 繰 り 返 し に つ い て の 対 策 が 有 効 か を 検 討 し た い ， ま た ， 自 分 の 得 意 ・

苦 手 に つ い て の 文 章 を 面 談 の 中 で さ ら に 改 良 し た い と い う 面 談 の 継 続 希

望 が 本 人 よ り あ っ た こ と を 踏 ま え ， 面 談 を 継 続 し た 。  

【 体 験 6 回 目 】 体 験 6 回 目 は ， 体 験 5 回 目 の プ ロ グ ラ ム と 同 内 容 で あ

る 。 ス タ ッ フ か ら は ，「 障 害 特 性 に つ い て ， 配 慮 を 求 め る だ け で な く ， 自

分 で し て い る 対 策 を セ ッ ト で 伝 え る こ と が 必 要 。 本 日 お 伝 え し ， 実 行 し

て も ら っ た 。」と あ り ，特 に 障 害 特 性 か ら 生 じ る 苦 手 さ に つ い て 具 体 的 に
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説 明 で き る よ う に 取 り 組 め た こ と が 共 有 さ れ た 。ま た ，「 自 然 に 周 囲 を 頼

れ る 。 不 明 点 が あ れ ば 上 司 （ 役 の ス タ ッ フ ） に S O S が で き る し ， 自 分 た

ち で 解 決 で き る 内 容 な ら チ ー ム の メ ン バ ー に 聞 い て い る 。 意 味 が わ か ら

な い 言 葉 は ネ ッ ト で 調 べ て 解 決 し よ う と し て い る 。」な ど ，B さ ん 自 身 が

ス タ ッ フ に 質 問 す る 前 に 自 分 で 解 決 を 試 み る こ と が で き て い た 様 子 が 記

録 さ れ て い た 。同 時 に ，頻 繁 に 質 問 す る 点 を「 周 囲 を 頼 る こ と が で き る 」

長 所 と し て と ら え な お す ア ド バ イ ス の コ メ ン ト も 見 ら れ た 。  

振 り 返 り 面 談 で の 自 己 評 価・他 者 評 価 は い ず れ も 4（ い つ も で き る（ よ

く で き る ））だ っ た 。自 己 評 価 の 理 由 と し て は「 得 意 な こ と や 苦 手 な こ と

を さ ら に 具 体 的 に ま と め る こ と が で き た 」 と あ っ た 。 第 6 回 目 の 振 り 返

り 面 談 内 で ，体 験 1 回 目 か ら の ス タ ッ フ か ら の 評 価 や コ メ ン ト も 踏 ま え ，

本 人 の 得 意 ・ 苦 手 に 関 す る 文 章 を 以 下 の よ う に 作 成 し た 。「 苦 手 な こ と ：

事 業 所 X の 職 業 訓 練 （ 注 ： 就 業 体 験 の こ と ） に お い て ， デ ー タ 入 力 な ど

の 作 業 と は 異 な り ， 明 確 な 答 え の な い 求 人 広 告 の 作 成 と い っ た 作 業 を 順

調 に 進 め る こ と が 難 し い 場 合 が あ る 。 対 策 と し て ， 周 り の 人 に 相 談 し た

り ， 作 業 に 必 要 な 情 報 を イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ た り し て い る 。 こ の よ う

な 作 業 を す る 際 は ， 事 前 に 具 体 的 な 説 明 を し て い た だ け る と あ り が た い

と 思 う 。」，「 得 意 な こ と ： 資 格 取 得 に 向 け て 継 続 し て 努 力 す る こ と が で き

た 。 苦 手 な と こ ろ を 発 見 し て ， そ れ を さ ら に 重 点 的 に 勉 強 し た 。 そ の 結

果 ，日 商 簿 記 2 級 ，販 売 士 3 級 な ど を 取 得 す る こ と が で き た 。現 在 で は ，

将 来 役 立 つ よ う な パ ソ コ ン 関 係 の 資 格 取 得 を 目 指 し て い る 。 継 続 的 に 試

験 に 向 け た 学 習 に 取 り 組 み ， 1 回 で 試 験 に 合 格 で き な く て も あ き ら め ず

に 取 り 組 ん だ こ と が 資 格 取 得 に つ な が っ た 。」  

第 6 回 目 の 振 り 返 り 面 談 に お い て ， 本 人 の 次 回 予 想 と ス タ ッ フ か ら の

他 者 評 価 が 4（ い つ も で き る（ よ く で き る ））で あ る こ と ，目 標 だ っ た「 自
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分 の 得 意 ・ 苦 手 や で き る ・ で き な い を 理 解 し ， 表 現 す る 」 に 対 し て ， 本

人 が 納 得 で き る 文 章 を 作 成 で き た こ と を 踏 ま え ， 本 実 践 で 設 定 し た 目 標

に 対 す る 振 り 返 り 面 談 は 一 度 終 結 し た 。   
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自
信

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
。

集
中

し
て

作
業

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
こ

と
。

話
を

聞
く

と
き

は
、

話
を

し
て

い
る

相
手

の
こ

と
を

見
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

。

明
確

に
答

え
の

無
い

作
業

だ
っ

た
の

で
、

自
ら

判
断

し
て

合
否

を
入

力
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
。

／
日

報
に

書
く

こ
と

が
難

し
け

れ
ば

、
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

「
go

o
d
p
o
in

t」
「
も

う
一

歩
頑

張
り

た
い

こ
と

」
を

書
い

て
み

て
、

そ
れ

を
日

報
で

報
告

す
る

。
一

人
で

書
く

こ
と

が
難

し
か

っ
た

ら
、

そ
の

際
の

ス
タ

ッ
フ

に
相

談
し

て
み

る
。

2
回

目
（
5
/
1
1
）

人
事

の
体

験
2

集
中

力
が

続
か

な
い

時
に

、
本

人
は

眠
そ

う
と

い
う

表
現

は
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
、

（
そ

の
様

子
が

）
あ

ま
り

に
も

あ
か

ら
さ

ま
だ

っ
た

た
め

、
職

場
の

マ
ナ

ー
と

し
て

ふ
さ

わ
し

く
な

い
と

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

活
発

に
意

見
を

出
し

、
リ

ー
ダ

ー
に

対
し

て
協

力
的

に
ふ

る
ま

え
て

い
ま

し
た

。

本
日

の
訓

練
に

寝
不

足
で

き
て

し
ま

っ
た

よ
う

で
す

。
十

分
に

睡
眠

を
と

る
の

が
一

番
で

は
あ

り
ま

す
が

、
訓

練
前

に
コ

ー
ヒ

ー
を

飲
む

な
ど

の
対

策
も

必
要

、
と

伝
え

ま
し

た
。

面
談

日
（
5
/
1
4
）

4
2

前
回

で
き

な
か

っ
た

「
苦

手
な

こ
と

」
「
得

意
な

こ
と

」
を

日
報

に
書

く
こ

と
が

で
き

た

自
分

の
得

意
な

こ
と

や
苦

手
な

こ
と

に
つ

い
て

、
文

章
と

し
て

ま
と

め
て

み
る

の
は

お
そ

ら
く

初
め

て
。

み
ん

な
で

話
し

合
い

な
が

ら
円

滑
に

作
業

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

。

後
半

は
集

中
力

が
や

や
切

れ
て

し
ま

っ
た

こ
と

。
／

集
中

力
が

切
れ

て
し

ま
う

、
作

業
中

に
眠

く
な

っ
て

し
ま

う
場

合
は

、
ト

イ
レ

に
行

っ
て

顔
を

た
た

い
て

み
る

／
ト

イ
レ

に
行

っ
て

手
や

顔
を

冷
た

い
水

で
洗

う
な

ど
し

て
み

よ
う

。

3
回

目
（
6
/
8
）

求
人

広
告

作
成

3

良
い

点
の

評
価

は
、

努
力

し
た

点
な

ど
も

盛
り

込
み

な
が

ら
具

体
的

に
話

せ
て

い
ま

す
。

内
容

は
ス

タ
ッ

フ
の

評
価

と
も

ほ
ぼ

一
致

し
ま

す
。

p
p
t作

成
で

行
き

詰
っ

て
ぼ

ー
っ

と
す

る
局

面
は

あ
り

ま
し

た
が

、
寝

落
ち

は
し

な
か

っ
た

。
本

人
が

日
報

で
、

集
中

力
を

保
て

た
と

報
告

し
た

た
め

、
承

認
し

て
い

ま
す

。

考
え

る
仕

事
、

正
解

の
な

い
仕

事
が

苦
手

な
よ

う
に

感
じ

ま
し

た
。

面
談

日
（
6
/
1
1
）

3
3

自
分

の
得

意
・
苦

手
を

文
章

と
し

て
ま

と
め

ら
れ

な
か

っ
た

（
他

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

た
）

初
め

て
取

り
組

む
こ

と
な

の
で

、
う

ま
く

で
き

る
か

不
安

。

自
分

で
広

告
を

作
る

店
舗

を
決

め
、

そ
こ

か
ら

情
報

を
ま

と
め

て
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

で
広

告
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

な
し

／
文

章
に

ま
と

め
る

際
は

、
具

体
的

な
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
入

れ
る

（
就

業
体

験
で

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

で
も

O
K

）
、

パ
ソ

コ
ン

で
作

成
し

て
保

存
し

て
お

く
。

4
回

目
（
6
/
2
2
）

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
3

自
分

の
長

所
と

苦
手

な
こ

と
に

つ
い

て
、

簡
単

な
文

章
に

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
に

向
け

て
、

も
う

少
し

具
体

的
に

、
3
0
0

字
く

ら
い

の
文

章
に

ま
と

め
ら

れ
る

と
よ

い
。

目
標

を
意

識
し

て
す

べ
き

こ
と

を
行

え
て

い
る

。

質
問

す
る

前
に

、
自

分
で

解
決

で
き

そ
う

か
ど

う
か

一
度

確
認

し
て

か
ら

質
問

で
き

る
と

尚
良

い
。

面
談

日
（
6
/
2
5
）

3
3

他
の

人
に

わ
か

り
や

す
く

説
明

で
き

る
よ

う
な

文
章

を
作

る
自

信
は

な
か

っ
た

か
ら

。

今
回

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

と
に

、
更

に
具

体
的

に
ま

と
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

と
思

う
。

集
中

し
て

慌
て

ず
に

作
業

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

就
活

の
時

間
に

は
し

っ
か

り
考

え
て

文
章

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

文
章

を
あ

る
程

度
具

体
的

か
つ

他
の

人
が

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
ま

と
め

る
こ

と
。

／
書

い
た

文
章

を
他

の
人

に
も

確
認

し
て

も
ら

う
／

も
う

少
し

具
体

的
に

、
1
つ

の
項

目
で

3
0
0
字

く
ら

い
を

目
安

に
ま

と
め

て
み

る
。

5
回

目
（
7
/
6
）

営
業

の
体

験
4

前
回

指
摘

さ
れ

て
い

た
部

分
を

意
識

し
な

が
ら

文
章

作
成

が
で

き
て

い
ま

し
た

。

報
告

・
連

絡
・
相

談
の

際
に

、
必

ず
「
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

」
と

い
う

習
慣

が
あ

る
の

が
良

い
。

同
じ

こ
と

の
確

認
が

や
や

多
い

。
面

談
日

（
7
/
9
）

4
4

今
ま

で
よ

り
も

具
体

的
に

自
分

の
こ

と
を

ま
と

め
ら

れ
た

と
思

う
。

以
前

よ
り

も
自

分
の

特
性

に
つ

い
て

各
内

容
が

煮
詰

ま
っ

て
き

た
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

、
他

の
人

と
協

力
し

て
作

業
す

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
。

就
業

体
験

に
お

い
て

、
（
今

回
の

よ
う

な
業

務
で

は
特

に
）
周

り
の

様
子

を
意

識
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

こ
と

。
（
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

評
価

を
聞

き
）
同

じ
こ

と
の

質
問

が
や

や
多

い
。

／
自

分
で

解
決

で
き

そ
う

か
ど

う
か

確
認

す
る

／
周

囲
の

状
況

を
見

て
か

ら
質

問
す

る
。

質
問

し
た

い
相

手
が

他
の

こ
と

を
し

て
い

る
時

は
待

つ
。

6
回

目
（
7
/
2
7
）

営
業

の
体

験
4

障
害

特
性

に
つ

い
て

、
配

慮
を

求
め

る
だ

け
で

な
く

、
自

分
で

し
て

い
る

対
策

を
セ

ッ
ト

で
伝

え
る

こ
と

が
必

要
。

本
日

お
伝

え
し

、
実

行
し

て
も

ら
っ

た
。

自
然

に
周

囲
を

頼
れ

る
。

不
明

点
が

あ
れ

ば
上

司
に

S
O

S
が

で
き

る
し

、
自

分
た

ち
で

解
決

で
き

る
内

容
な

ら
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

聞
い

て
い

る
。

意
味

が
わ

か
ら

な
い

言
葉

は
ネ

ッ
ト

で
調

べ
て

解
決

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

「
正

解
が

わ
か

ら
な

い
業

務
が

苦
手

」
と

分
析

し
て

い
る

が
、

上
司

か
ら

見
て

も
受

け
身

な
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
自

分
で

こ
こ

ま
で

調
べ

た
／

考
え

た
と

い
う

報
告

と
セ

ッ
ト

で
質

問
し

て
く

れ
る

と
尚

良
い

。

面
談

日
（
7
/
2
7
）

4
得

意
な

こ
と

や
苦

手
な

こ
と

を
さ

ら
に

具
体

的
に

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
た

ペ
ア

の
人

と
協

力
し

て
作

業
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

T
a
b
le

4
-
6
　

B
さ

ん
の

振
り

返
り

シ
ー

ト
と

他
者

評
価

事
業

所
職

員
本

人
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③ 事 後 イ ン タ ビ ュ ー  

事 後 イ ン タ ビ ュ ー で は ， ス タ ッ フ か ら の 肯 定 的 な 評 価 （ G o o d  P o i n t ）

や 目 標 に 対 す る 評 価・評 価 理 由 を 得 た こ と に よ っ て 自 己 理 解 が 深 ま っ た ，

と い う 感 想 が 多 く 語 ら れ た 。例 え ば ，『 何 が で き て 何 が で き て い な い の か

と い う こ と を 考 え る こ と が で き る よ う に な っ て き た と 思 い ま す 。』，『 印 象

に 残 っ て い る こ と か … 面 談 を 通 じ て 自 分 に は ど う い う こ と が で き て ， 一

方 ど う い う こ と は 足 り な い か っ て い う こ と を 明 確 に 知 る こ と が で き た っ

て い う の は ， 自 分 の 印 象 で す ね 。 そ れ を 印 象 と い う の か わ か ら な い で す

け ど 。』，『 例 え ば 職 業 訓 練 （ 就 業 体 験 ） を 通 し て 言 え る こ と だ と ， 結 局 僕

は は っ き り 何 々 を し て … そ の ， 答 え 通 り に な る と い う も の は う ま く 集 中

力 を 保 っ て で き る 方 だ と 思 う ん で す け ど 。 明 確 に ， 自 分 で あ る 程 度 ど う

い う も の を 作 る の か 考 え る っ て い う の は 苦 手 な の か も し れ な い っ て い う

こ と に 気 づ き ま し た 。 あ と 自 分 の 得 意 な こ と や 苦 手 な こ と を 表 現 す る っ

て い う こ と も そ う い う 力 も 強 ま っ た ん だ と 思 い ま す 。』な ど の 発 言 が あ っ

た 。  

G o o d  P o i n t に つ い て は ，『 G o o d  P o i n t っ て い う と こ ろ が 良 か っ た で す 。

自 分 は 何 が で き て い た の か と い う こ と を … 。 や っ ぱ り 誰 か の 評 価 が あ っ

た 方 が 自 分 の 中 で も 今 の 段 階 で は 自 分 で は 何 が で き て い な く て 何 が で き

て い る の か と い う の を 向 き 合 え る こ と が で き る よ う に な っ た ん だ と 思 い

ま す 。 』 と い う エ ピ ソ ー ド が あ げ ら れ た 。 そ の 他 ，『 あ と は ア ド バ イ ス と

か を 通 じ て も 。 ス タ ッ フ の 方 か ら の ア ド バ イ ス を 通 じ て も ， 色 々 自 分 は

何 が で き て い な い の か と い う の は 客 観 的 な 視 点 か ら も 見 る こ と が で き た

と い う こ と も ， 自 分 に と っ て 役 に 立 っ た と 思 い ま す 。 』，『 自 分 が 気 づ い

て い な い 得 意 な こ と や 不 得 意 な こ と が い く つ か 見 つ か っ た こ と で す 。 面
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談 前 に は あ ま り 気 づ い て い な か っ た ん で す け ど 。 明 確 な 答 え が な い 作 業

は 不 得 意 だ っ て い う こ と と か ， 時 々 集 中 力 が 途 切 れ や す く な る こ と が あ

る っ て 言 う こ と と か で す ね 。 』 な ど の 感 想 が 述 べ ら れ ， B さ ん に と っ て

面 談 の 中 で 他 者 か ら の 評 価 を 受 け た こ と が 自 信 の 特 性 を 理 解 す る 上 で 役

立 っ た こ と が わ か っ た 。  

 さ ら に B さ ん は 自 身 の 集 中 力 が 保 ち に く い ， と い う 評 価 に つ い て 『 そ

れ （ 自 分 の 苦 手 な こ と ） は 直 し て い か な い と い け な い と 思 い ま し た 。 例

え ば 集 中 力 の こ と は ， あ く ま で 仕 事 で あ る と い う こ と を 意 識 す る よ う に

な っ た こ と と ， 私 生 活 で も 管 理 を し っ か り す る よ う に な っ た と い う こ と

で す 。 例 え ば 夜 遅 く ま で 夜 更 か し せ ず に で き る だ け 早 く 寝 る よ う に す る

こ と と か 。』，『 休 み の 間 は 特 に 乱 れ ち ゃ っ た り す る ん で す け ど 。そ れ（ 夜

更 か し を し な い こ と ）を 気 を つ け る よ う に な り ま し た 。』と い っ た 発 言 が

あ っ た 。 こ れ ら の エ ピ ソ ー ド か ら ， 本 実 践 が 就 業 体 験 実 施 中 以 外 の 日 常

生 活 に も 影 響 を 及 ぼ し た こ と が う か が え た 。  

 ま た 本 実 践 全 体 を 通 し て 印 象 に 残 っ た こ と と し て ， 目 標 を 立 て て 物 事

に 取 り 組 む 経 験 に な っ た ，と い う 趣 旨 の 発 言 が あ っ た 。具 体 的 に は ，『 振

り 返 り シ ー ト で 今 日 で き た こ と と か を 振 り 返 っ た 上 で ， で き な か っ た こ

と を ど う や っ て 行 く か と い う ， な ん か 次 の 目 標 と い う も の を 立 て た と こ

ろ（ が 役 に 立 っ た ）だ と 思 い ま す 。』，『 自 分 で ど れ ぐ ら い の 目 標 を 立 て て ，

そ れ で で き な か っ た こ と を ど の よ う に し て ス テ ッ プ ア ッ プ し て で き る よ

う に し て い く か っ て い う こ と を 考 え る こ と が で き る よ う に な っ た ん だ と

思 い ま す 。』 な ど で あ る 。
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（ ４ ） 事 例 C（ C さ ん ， 大 学 3 年 生 ， 男 性 ， ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 ）  

支 援 機 関 X を 利 用 し て 半 年 ほ ど 経 過 し て お り ，月 に 2 回 程 度 就 業 体 験

プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て い る 。 利 用 開 始 直 後 は ， プ ロ グ ラ ム 中 に 緊 張 や 不

安 が 高 ま る ， あ る い は 過 去 の 経 験 や 感 情 を 思 い 出 し た 際 に 机 を た た く ，

抜 毛 な ど の し ぐ さ が 見 ら れ た 。 本 実 践 期 間 中 は こ の よ う な 行 動 の 頻 度 は

低 か っ た も の の ， 時 折 本 人 も 無 意 識 の う ち に 抜 毛 や 自 身 の 頭 を 拳 で 叩 く

と い う 様 子 が 見 ら れ た 。 プ ロ グ ラ ム 内 で は 作 業 内 容 の 理 解 に 大 き な 問 題

は な く ， す べ き こ と を 整 理 し な が ら 作 業 に 取 り 組 む こ と が で き て い た 。  

① 事 前 面 談  

事 前 面 談 で 実 施 し た 質 問 紙 調 査 の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。A Q（ 3 2 ），

進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 得 点 （ 3 2 ）， 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ 1 6 ），

一 般 性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 （ 7 ： 普 通 ）。 目 標 設 定 の 際 は 目 標 設 定 シ

ー ト を 用 い て ，「 自 分 の 得 意 ・ 苦 手 や で き る ・ で き な い を 理 解 し ， 表 現 す

る 」を 目 標 と し て 選 択 し た 。目 標 達 成 の た め の 手 立 て と し て ，「 就 業 体 験

に 参 加 し ， 自 分 の 得 意 な こ と ， 苦 手 な こ と を 毎 回 の 日 報 や 振 り 返 り シ ー

ト に 書 く 」 と 設 定 し て 体 験 に 取 り 組 ん だ 。 学 生 の 概 要 と 事 前 ・ 事 後 の 質

問 紙 調 査 へ の 回 答 結 果 を T a b l e 4 - 7 に 示 す 。  
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② 就 業 体 験 期 間  

就 業 体 験 期 間 中 の 様 子 で ， 特 に 設 定 し た 目 標 に 関 連 の 深 い 内 容 を 以 下

に 示 す 。 ま た ， 全 6 回 の 振 り 返 り シ ー ト と ス タ ッ フ か ら の 評 価 シ ー ト の

内 容 を T a b l e 4 - 8 に 示 す 。  

 【 体 験 1 回 目 】 1 回 目 の 体 験 で は ， グ ル メ 情 報 サ イ ト か ら 事 業 所 近 隣

の 飲 食 店 情 報 を 収 集 し ， パ ワ ー ポ イ ン ト や W o r d 等 で 事 業 所 周 辺 の ラ ン

チ マ ッ プ を 作 成 す る 作 業 を 行 っ た 。ス タ ッ フ か ら は ，「 得 意 な こ と は ス ム

ー ズ に 話 せ て い た 。 苦 手 な こ と は 「 今 回 リ ー ダ ー を し た 理 由 は ？ 」 な ど

年齢

学年
（実践当時）

診断名

現在の状況

設定した目標

AQ

事前 事後

進路選択に対する
自己効力感尺度得点

32 38

進路成熟態度尺度 16 20

一般性
セルフエフィカシー尺度

7（普通） 9（高い傾向にある）

32

Table4-7 対象学生Cの基礎情報及び事前・事後の尺度得点

20歳

大学3年生

アスペルガー症候群

支援機関Xを利用して半年ほど経過しており、月に2回程
度就業体験プログラムに参加している。
利用開始直後は、プログラム中に緊張や不安が高まる、
あるいは過去の経験や感情を思い出した際に机をたた
く、抜毛などのしぐさが見られた。本実践期間中はこのよ
うな行動の頻度は低かったものの、時折本人も無意識の
うちに抜毛や自身の頭を拳で叩くという様子が見られた。
プログラム内では作業内容の理解に大きな問題はなく、
すべきことを整理しながら作業に取り組むことができてい
た。

自分の得意・苦手や、できる・できないを理解し、表現する
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と 促 せ ば 答 え ら れ た 。」と 評 価 を 受 け た 。ま た ，特 に 良 か っ た 点 と し て「 リ

サ ー チ が 得 意 と の 自 己 評 価 通 り ， 作 業 ス ピ ー ド や 情 報 の 精 度 に 問 題 は な

か っ た 。 プ レ ゼ ン 時 も な ぜ こ れ を 調 査 し た の か 筋 道 立 て て 話 せ て い た 。」

と の 共 有 が あ っ た 。課 題 と し て ，「 作 業 中 に 居 眠 り あ り 。目 標 を 過 少 申 告

し て い た た め か ， 油 断 が 生 じ た 様 子 。 自 分 の 作 業 が 終 わ っ た ら ， 新 人 を

手 伝 う と い っ た 臨 機 応 変 な 対 応 は ま だ 見 ら れ な い 。」と の コ メ ン ト も 共 有

さ れ た 。 な お ， 体 験 1 回 目 の 後 に 振 り 返 り の 面 談 が 設 け ら れ な か っ た た

め ， 1 回 目 の 振 り 返 り は 体 験 2 回 目 の 振 り 返 り と 併 せ て 実 施 し た 。  

 【 体 験 2 回 目 】 2 回 目 の 体 験 で は ， 人 事 の 仕 事 の 体 験 を 行 っ た 。 こ の

プ ロ グ ラ ム で は ， 架 空 の 人 事 面 接 の 動 画 や 履 歴 書 を 参 照 し ， 人 事 課 の 社

員 に な っ た つ も り で 採 用 ・ 不 採 用 の 判 定 を 行 う 。ス タ ッ フ か ら は ，「 問 題

の 認 識 が で き て い て ， 改 善 の 姿 勢 を 感 じ る 」 と 評 価 が あ っ た 。 振 り 返 り

面 談 で の 他 者 評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）），

本 人 の 自 己 評 価 は 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） で ， 次 回 評 価 予 想 は

3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） だ っ た 。 自 分 が 体 験 し

た プ ロ グ ラ ム の 内 容 を そ の 日 の う ち に 振 り 返 る こ と が で き た 一 方 で ， 体

験 を 通 し て 感 じ た こ と や 気 付 い た こ と を す ぐ に ま と め ら れ る 場 合 と ， 自

分 だ け で は 整 理 し き れ な い こ と が あ る こ と が 話 し 合 わ れ た 。筆 者 か ら は ，

自 分 だ け で 整 理 で き な い 場 合 は ス タ ッ フ に 助 言 を 求 め て も 良 い こ と を 伝

え た 。 ま た ， 体 験 1 回 目 の ス タ ッ フ か ら の 指 摘 も 併 せ ， も し 自 分 の 作 業

が 終 わ っ た ら 他 の 人 に 教 え る よ う に 意 識 す る こ と も 話 し 合 っ た 。 体 験 2

回 目 の 段 階 で は ， 本 人 の 得 意 ・ 苦 手 に つ い て 記 録 す る と い う よ り も ， そ

の 日 の 簡 単 な 感 想 を 記 録 す る こ と に 留 ま っ て い た 。  

 【 体 験 3 回 目 】 体 験 で 実 施 し た プ ロ グ ラ ム は 第 2 回 と 同 様 で あ っ た 。

ス タ ッ フ か ら は ，「 長 所 と 短 所 を 簡 単 に 整 理 す る こ と が で き て い ま す 。今
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日 は 文 章 で ま と め る と こ ろ ま で 終 わ ら な か っ た の で ， 次 回 ま で に 取 り 組

ん で く だ さ い 。」と の 評 価 が あ っ た 。振 り 返 り の 面 談 で の 他 者 評 価 は 3（ 数

回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ））， 本 人 の 自 己 評 価 は 3 （ 数 回

で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） で ， 次 回 評 価 は 3（ 数 回 で き な

い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） だ っ た 。 本 人 か ら は ， 就 業 体 験 プ ロ グ

ラ ム 後 に ，支 援 機 関 X 内 で 用 意 さ れ て い る 自 己 分 析 用 の 教 材 を 利 用 し て

自 身 の 特 性 に つ い て 整 理 す る 作 業 に 取 り 組 ん だ 旨 が 報 告 さ れ た 。 ま た ，

人 事 の 体 験 は 本 人 に と っ て 得 意 な こ と と 苦 手 な こ と が わ か り や す い プ ロ

グ ラ ム だ っ た と い う 振 り 返 り も あ っ た 。 面 談 中 ， 本 人 よ り 「 自 分 自 身 に

つ い て 文 章 で ま と め る こ と は ， 時 間 は か か る か も し れ な い が 最 後 ま で 取

り 組 め そ う で あ る 」 と い う 発 言 も あ っ た 。 筆 者 か ら は ， 就 業 体 験 以 外 の

場 面 で 感 じ た 自 分 自 身 の 得 意 や 苦 手 に つ い て も 気 づ い た 点 が あ れ ば 加 え

て 整 理 す る よ う 伝 え た 。  

 【 体 験 4 回 目 】 体 験 4 回 目 の プ ロ グ ラ ム は ， 架 空 の ア ン ケ ー ト 結 果 の

デ ー タ を 項 目 別 に 集 計 し ， 参 加 者 個 人 の 観 点 で 分 析 を 試 み る と い う も の

だ っ た 。 4 回 目 の 体 験 で は C さ ん か ら ス タ ッ フ に 対 し ， 自 身 の 課 題 点 に

つ い て 個 別 に 相 談 す る 様 子 が 見 ら れ た 。 振 り 返 り の 面 談 で の 他 者 評 価 は

3（ 数 回 で き な い こ と が あ る（ ほ と ん ど で き る ）），本 人 の 自 己 評 価 は 3（ 数

回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） で ， 次 回 評 価 は 3（ 数 回 で き

な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） だ っ た 。 面 談 で は ， ス タ ッ フ の ア ド

バ イ ス も 受 け な が ら 少 し ず つ 自 分 の 長 所 や 短 所 を 意 識 す る よ う に な っ て

い る が ， 文 章 と し て ま と め ら れ て い な い こ と が 話 し 合 わ れ た 。 本 人 は 文

章 と し て 自 身 の 特 性 を 整 理 す る こ と に 苦 手 さ を 感 じ て い る 様 子 が う か が

え た 。 筆 者 か ら は ， ま ず は 箇 条 書 き な ど で ま と め て か ら 文 章 に し て み る

と よ い こ と を 伝 え る と と も に ， 得 意 ・ 不 得 意 を 表 現 す る 文 章 に つ い て 面
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談 中 に 整 理 し た 。  

 【 体 験 5 回 目 】 体 験 5 回 目 の プ ロ グ ラ ム 内 容 は ， 4 回 目 と 同 様 で あ っ

た 。 5 回 目 の プ ロ グ ラ ム で は ， ス タ ッ フ か ら 「 自 分 の 長 所 に つ い て ， 具

体 的 に 文 章 に す る こ と が で き て い ま す 。 長 所 を 就 職 し て か ら ど の よ う に

活 か す の か に つ い て も 加 え ら れ る と よ い で し ょ う 。」 と コ メ ン ト が あ り ，

長 所 に つ い て 少 し ず つ 文 章 で 整 理 が で き て き た 様 子 が わ か っ た 。 ま た ，

第 5 回 目 の 体 験 中 は 筆 者 も プ ロ グ ラ ム に 同 席 し た た め ， 振 り 返 り の 面 談

で は 筆 者 が プ ロ グ ラ ム 中 に 本 人 を 観 察 し て 気 付 い た 点 も 含 め て フ ィ ー ド

バ ッ ク を 実 施 し た 。具 体 的 に は ，「 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 自 己 分 析 に 活 か す

こ と が で き て い る 。 わ か ら な い こ と を 自 分 か ら 質 問 し た り 相 談 し た り で

き る 。 手 順 が 明 確 な 作 業 は 得 意 だ が ， 手 順 が 複 雑 に な っ た り ， 新 し い 内

容 で 不 安 を 感 じ や す い か も し れ な い 。」 で あ る 。  

振 り 返 り の 面 談 で の 他 者 評 価 は 3 （ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん

ど で き る ））， 本 人 の 自 己 評 価 は 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） で ， 次

回 評 価 は 3（ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） だ っ た 。 本 人

か ら は ，「 自 分 の 得 意 ・ 不 得 意 な こ と が 明 確 に な っ て き た か ら 。得 意 な こ

と を 伸 ば せ る よ う に な っ て き た か ら 」 と い う コ メ ン ト や ，「（ 筆 者 や ス タ

ッ フ か ら ） ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス を も ら い ， 目 標 達 成 の た め に す べ き

こ と が 明 確 に な っ た と 感 じ た か ら 。」と い う コ メ ン ト が あ げ ら れ た 。筆 者

か ら は ， 箇 条 書 き を し て か ら 文 章 を 作 成 し ， 作 っ た 文 章 は W o r d に ま と

め て お く こ と ， あ る 程 度 完 成 し た ら ス タ ッ フ か ら ア ド バ イ ス を も ら う こ

と を 伝 え た 。 併 せ て ， 第 5 回 ま で に 作 成 し た 本 人 の 得 意 ・ 苦 手 に つ い て

ま と め た 文 章 を 確 認 し ， 内 容 の 整 理 を 行 っ た 。  

 【 体 験 6 回 目 】 体 験 6 回 目 は ， 営 業 職 の 体 験 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 。

プ ロ グ ラ ム 内 で は 架 空 の 企 業 の 営 業 担 当 と な り ， 他 の メ ン バ ー （ 顧 客 ）
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の ニ ー ズ を 聞 き 取 っ た う え で ， ニ ー ズ に 合 う 自 社 製 品 を 提 案 す る ， と い

う 作 業 を 行 っ た 。 ス タ ッ フ か ら は 「 事 業 所 X の 職 業 訓 練 （ 注 ： 就 業 体 験

の こ と ） の 場 を ， ス キ ル の 確 認 や エ ピ ソ ー ド づ く り の 場 と し て 有 効 に 活

用 で き て い る 。自 己 P R を 客 観 的 に わ か り や す く 書 け て い る 。」と 評 価 を

受 け た 。ま た 特 に 本 人 の 強 み と し て あ げ ら れ る 点 に つ い て ，「 業 務 理 解 が

早 い 。 口 頭 や 文 章 で の 指 示 を ， タ ス ク に 分 解 す る の が 得 意 。 作 業 順 序 が

的 確 に 立 て ら れ る の で ，作 業 へ の 着 手 が 早 い の が 強 み 。」と の コ メ ン ト が

あ っ た 。  

振 り 返 り で の 他 者 評 価 は 4 （ い つ も で き る （ よ く で き る ））， 本 人 の 自

己 評 価 は 3（ 数 回 で き な い こ と が あ る （ ほ と ん ど で き る ）） で ， 次 回 評 価

は 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） だ っ た 。 本 人 の 振 り 返 り か ら は ， プ

ロ グ ラ ム を 通 し て 言 葉 で 上 手 に 説 明 す る こ と は や や 苦 手 な こ と に 気 付 け

た こ と ， 自 分 の 得 意 ・ 苦 手 に つ い て 文 章 を 作 成 し た 際 に ス タ ッ フ に ア ド

バ イ ス を も ら う こ と が 役 立 っ た こ と が あ げ ら れ た 。 ま た ， 第 6 回 目 の 振

り 返 り 面 談 内 で ， 体 験 1 回 目 か ら の ス タ ッ フ か ら の 評 価 や コ メ ン ト も 踏

ま え ，本 人 の 得 意 ・ 苦 手 に 関 す る 文 章 を 以 下 の よ う に 作 成 し た 。「 私 の 長

所 は ， 計 画 を 立 て て 物 事 を 進 め ら れ る こ と で す 。 具 体 的 な エ ピ ソ ー ド を

あ げ る と ， 事 業 所 X の 職 業 訓 練 （ 就 業 体 験 ） プ ロ グ ラ ム に お い て ， 上 司

か ら 与 え ら れ た 仕 事 が 口 頭 や 文 章 だ っ た 場 合 で も ， タ ス ク に 分 解 し ， 早

く 着 手 す る こ と が で き ま す 。 ま た ， 作 業 が 早 く 終 わ っ て 余 裕 を 持 つ こ と

が で き た ら ， 初 め て の 人 や わ か ら な い 人 に 教 え た り し て ， 効 率 よ く 作 業

で き て い る と 評 価 さ れ ま し た 。 こ の こ と を ， 会 社 で は T o D o リ ス ト を 用

い る こ と に よ っ て ，上 司 か ら 一 度 に た く さ ん の 仕 事 を 任 さ れ た と し て も ，

忘 れ ず に 処 理 す る こ と に つ な げ た い で す 。」  

第 6 回 目 の 振 り 返 り 面 談 に お い て ， 本 人 の 次 回 予 想 と ス タ ッ フ か ら の
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他 者 評 価 が 4（ い つ も で き る （ よ く で き る ）） で あ る こ と ， 目 標 で あ っ た

「 自 分 の 得 意 ・ 苦 手 や で き る ・ で き な い を 理 解 し ，表 現 す る 」に 対 し て ，

本 人 の 得 意 ・ 苦 手 を 整 理 し た 文 章 を 作 成 で き た こ と ， 加 え て 長 期 休 暇 中

C さ ん の プ ロ グ ラ ム 参 加 頻 度 が 低 く な る こ と を 踏 ま え ，本 人 と 協 議 の 上 ，

本 実 践 で 設 定 し た 目 標 に 対 す る 振 り 返 り 面 談 は 一 度 終 結 し た 。   
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体
験

内
容

評
価

評
価

理
由

G
o
o
d
 P

o
in

t
そ

の
他

（
課

題
等

）
自

己
評

価
次

回
予

想
自

己
評

価
の

理
由

次
回

予
想

の
理

由
自

分
の

G
o
o
d
 P

o
in

t
課

題
／

手
立

て
（
著

者
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
）

1
回

目
（
4
/
2
3
）

ラ
ン

チ
マ

ッ
プ

作
成

3

得
意

な
こ

と
は

ス
ム

ー
ズ

に
話

せ
て

い
た

。
苦

手
な

こ
と

は
「
今

回
リ

ー
ダ

ー
を

し
た

理
由

は
？

」
な

ど
と

促
せ

ば
答

え
ら

れ
た

。

リ
サ

ー
チ

が
得

意
と

の
自

己
評

価
通

り
、

作
業

ス
ピ

ー
ド

や
情

報
の

精
度

に
問

題
は

な
か

っ
た

。
プ

レ
ゼ

ン
時

も
な

ぜ
こ

れ
を

調
査

し
た

の
か

筋
道

立
て

て
話

せ
て

い
た

。

作
業

中
に

居
眠

り
あ

り
。

目
標

を
過

少
申

告
し

て
い

た
た

め
か

、
油

断
が

生
じ

た
様

子
。

自
分

の
作

業
が

終
わ

っ
た

ら
、

新
人

を
手

伝
う

と
い

っ
た

臨
機

応
変

な
対

応
は

ま
だ

見
ら

れ
な

い
。

2
回

目
（
5
/
4
）

人
事

の
体

験
3

問
題

の
認

識
が

で
き

て
い

て
、

改
善

の
姿

勢
を

感
じ

る
。

記
載

な
し

質
問

の
タ

イ
ミ

ン
グ

が
遅

い
の

と
、

質
問

の
際

に
言

葉
が

う
ま

く
出

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

。

面
談

日
（
5
/
9
）

4
3

自
分

が
行

っ
た

職
業

訓
練

を
そ

の
日

の
う

ち
に

振
り

返
っ

て
、

感
じ

た
こ

と
や

思
っ

た
こ

と
が

出
て

く
る

。

思
い

つ
く

こ
と

も
あ

れ
ば

、
す

ぐ
思

い
出

せ
な

い
こ

と
も

あ
る

。

ラ
ン

チ
マ

ッ
プ

作
成

で
、

秋
葉

原
の

周
辺

の
お

す
す

め
の

ラ
ン

チ
を

探
す

こ
と

が
で

き
た

こ
と

。
採

用
選

考
で

は
、

合
格

か
不

合
格

か
を

判
断

で
き

た
こ

と
。

採
用

選
考

の
、

合
否

を
判

断
す

る
の

は
書

類
だ

け
で

は
難

し
か

っ
た

。
（
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

を
受

け
て

）
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

ら
質

問
す

る
、

も
し

自
分

の
作

業
が

終
わ

っ
た

ら
他

の
人

に
教

え
る

。
／

職
業

訓
練

（
就

業
体

験
）
に

参
加

し
、

自
分

の
得

意
な

こ
と

、
苦

手
な

こ
と

を
毎

回
の

日
報

や
振

り
返

り
シ

ー
ト

に
書

く
。

3
回

目
（
5
/
2
5
）

人
事

の
体

験
3

最
初

に
本

人
が

話
し

て
い

た
長

所
と

短
所

を
簡

単
に

整
理

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
。

今
日

は
文

章
で

ま
と

め
る

と
こ

ろ
ま

で
終

わ
ら

な
か

っ
た

の
で

、
次

回
ま

で
に

取
り

組
ん

で
く

だ
さ

い
。

目
標

達
成

の
た

め
に

す
べ

き
こ

と
が

し
っ

か
り

把
握

で
き

て
い

ま
す

。
自

分
の

得
意

な
こ

と
・
苦

手
な

こ
と

、
自

分
の

言
葉

で
表

現
で

き
て

い
る

の
が

G
O

O
D

で
す

。
訓

練
中

は
す

べ
き

こ
と

に
は

集
中

で
き

て
い

た
と

思
い

ま
す

。

面
接

で
今

日
ま

と
め

た
内

容
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

、
面

接
練

習
に

も
少

し
ず

つ
挑

戦
で

き
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。

面
談

日
（
5
/
2
5
）

3
4

今
回

の
作

業
に

お
い

て
は

、
得

意
や

苦
手

が
は

っ
き

り
と

し
て

い
た

と
こ

ろ
が

あ
っ

た

文
章

に
ま

と
め

る
と

い
う

こ
と

も
、

時
間

を
か

け
て

で
も

最
後

ま
で

で
き

そ
う

だ
か

ら
。

採
用

選
考

で
、

前
回

同
様

、
履

歴
書

を
見

て
ア

ピ
ー

ル
や

内
容

を
判

断
し

て
合

格
か

不
合

格
か

を
判

断
で

き
た

。
自

分
の

特
性

を
シ

ー
ト

で
分

析
で

き
た

。

採
用

選
考

の
面

接
の

動
画

を
少

し
集

中
し

て
見

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
細

か
な

と
こ

ろ
ま

で
集

中
す

る
よ

う
に

し
た

い
。

／
①

職
業

訓
練

（
就

業
体

験
）
に

参
加

し
、

自
分

の
得

意
な

こ
と

、
苦

手
な

こ
と

を
毎

回
の

日
報

や
振

り
返

り
シ

ー
ト

に
書

く
。

ス
タ

ッ
フ

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

。
②

職
業

訓
練

（
就

業
体

験
）
以

外
で

見
つ

け
た

得
意

・
苦

手
が

あ
れ

ば
ぼ

れ
も

加
え

て
み

る
。

4
回

目
（
6
/
1
5
）

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
3

個
別

の
相

談
の

時
間

に
、

ご
自

身
の

課
題

に
つ

い
て

自
分

か
ら

ス
タ

ッ
フ

に
相

談
で

き
た

。

わ
か

ら
な

い
こ

と
は

自
分

か
ら

質
問

に
来

れ
る

。

ひ
と

り
ご

と
が

出
て

い
る

こ
と

が
あ

る
。

（
声

は
小

さ
い

が
、

言
葉

数
が

多
い

）
。

他
の

人
の

話
を

さ
え

ぎ
る

こ
と

が
あ

る
。

面
談

日
（
6
/
1
5
）

3
4

だ
ん

だ
ん

自
分

で
長

所
や

短
所

を
見

つ
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
（
完

璧
に

は
（
文

章
と

し
て

）
書

け
て

い
な

い
）

だ
ん

だ
ん

長
所

と
短

所
が

明
確

に
把

握
で

き
て

、
具

体
的

に
文

章
に

で
き

そ
う

だ
か

ら
。

ス
タ

ッ
フ

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
っ

た
か

ら
。

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
と

き
に

、
自

分
か

ら
聞

く
こ

と
。

自
分

の
得

意
・
不

得
意

を
文

章
に

ま
と

め
る

こ
と

が
難

し
く

、
ち

ょ
っ

と
考

え
込

ん
で

し
ま

っ
た

。
箇

条
書

き
な

ど
で

ま
ず

は
ま

と
め

て
み

た
い

。
／

ま
ず

は
箇

条
書

き
な

ど
で

ま
と

め
て

か
ら

文
章

に
し

て
み

る
と

よ
い

。
（
そ

の
他

、
得

意
・
不

得
意

を
表

現
す

る
文

章
に

つ
い

て
面

談
中

に
整

理
し

た
）

5
回

目
（
6
/
2
2
）

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
3

自
分

の
長

所
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

文
章

に
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

。
長

所
を

就
職

し
て

か
ら

ど
の

よ
う

に
活

か
す

の
か

に
つ

い
て

も
加

え
ら

れ
る

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

夏
休

み
の

就
活

イ
ベ

ン
ト

に
積

極
的

に
参

加
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

わ
か

ら
な

い
こ

と
は

す
ぐ

に
質

問
・
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

質
問

や
相

談
の

前
に

自
分

で
資

料
な

ど
を

確
認

す
る

。
複

数
質

問
し

た
い

こ
と

が
あ

る
場

合
は

、
ま

と
め

て
質

問
す

る
。

面
談

日
（
6
/
2
7
）

4
4

自
分

の
得

意
・
不

得
意

な
こ

と
が

明
確

に
な

っ
て

き
た

か
ら

。
得

意
な

こ
と

を
伸

ば
せ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
か

ら
。

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

い
、

目
標

達
成

の
た

め
に

す
べ

き
こ

と
が

明
確

に
な

っ
た

と
感

じ
た

か
ら

。

ピ
ボ

ッ
ト

テ
ー

ブ
ル

か
ら

様
々

な
事

柄
別

に
グ

ラ
フ

を
作

成
で

き
た

。
手

順
が

明
確

で
あ

れ
ば

作
業

に
取

り
組

み
や

す
い

。

指
定

さ
れ

た
文

字
数

で
納

め
ら

れ
る

か
？

文
章

の
構

成
、

内
容

を
も

っ
と

膨
ら

ま
せ

た
方

が
い

い
。

グ
ラ

フ
か

ら
簡

単
な

気
づ

き
を

言
う

こ
と

は
で

き
た

が
、

分
析

し
て

ま
と

め
る

こ
と

は
難

し
か

っ
た

。
／

ま
ず

下
書

き
を

し
て

、
作

っ
た

文
章

は
W

o
rd

に
ま

と
め

て
お

く
。

箇
条

書
き

を
し

て
か

ら
文

章
を

作
成

す
る

。
あ

る
程

度
完

成
し

た
ら

ス
タ

ッ
フ

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
。

6
回

目
（
7
/
2
7
）

営
業

の
体

験
4

ガ
ク

プ
ロ

の
職

業
訓

練
の

場
を

、
ス

キ
ル

の
確

認
や

エ
ピ

ソ
ー

ド
づ

く
り

の
場

と
し

て
有

効
に

活
用

で
き

て
い

る
。

自
己

P
R

を
客

観
的

に
わ

か
り

易
く

書
け

て
い

る
。

業
務

理
解

が
早

い
。

口
頭

や
文

章
で

の
指

示
を

、
タ

ス
ク

に
分

解
す

る
の

が
得

意
。

作
業

順
序

が
的

確
に

立
て

ら
れ

る
の

で
、

作
業

へ
の

着
手

が
早

い
の

が
強

み
。

学
校

や
支

援
機

関
X

で
は

、
タ

ス
ク

が
そ

れ
ほ

ど
多

く
な

い
の

で
、

頭
の

中
で

考
え

て
い

る
だ

け
で

ツ
ー

ル
は

使
っ

て
い

な
い

。
業

務
で

は
、

タ
ス

ク
の

量
が

増
え

、
同

時
進

行
も

発
生

す
る

た
め

、
T

o
D

o
リ

ス
ト

な
ど

の
ツ

ー
ル

を
使

い
慣

れ
て

お
く

と
よ

い
。

面
談

日
（
7
/
3
0
）

3
4

商
品

を
選

ぶ
こ

と
は

で
き

た
が

、
う

ま
く

自
分

の
言

葉
で

説
明

す
る

の
が

難
し

か
っ

た
。

言
葉

で
ア

ピ
ー

ル
す

る
の

は
少

し
苦

手
。

ス
タ

ッ
フ

に
書

い
た

文
章

を
見

せ
て

、
ワ

ン
ポ

イ
ン

ト
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

と
、

感
覚

が
つ

か
め

て
、

理
解

し
や

す
く

な
る

。

客
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
商

品
を

適
切

に
選

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

（
好

み
や

値
段

な
ど

）

商
品

を
自

分
の

言
葉

で
プ

レ
ゼ

ン
す

る
こ

と
。

（
商

品
の

魅
力

な
ど

）
／

少
し

ず
つ

面
接

の
練

習
を

し
て

み
る

と
よ

い
。

自
分

の
言

葉
で

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
、

ス
タ

ッ
フ

の
ワ

ン
ポ

イ
ン

ト
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

こ
と

が
有

効
そ

う
。

T
a
b
le

4
-
8
　

C
さ

ん
の

振
り

返
り

シ
ー

ト
と

他
者

評
価

事
業

所
職

員
本

人
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③ 事 後 イ ン タ ビ ュ ー  

A さ ん ， B さ ん 同 様 ， ス タ ッ フ か ら の 客 観 的 な 評 価 や コ メ ン ト が 自 己

理 解 に つ な が っ た 旨 の 発 言 が 多 か っ た 。具 体 的 に は ，『 ス タ ッ フ か ら の コ

メ ン ト も ら え た の が 良 か っ た で す 。G o o d  P o i n t を も ら っ た り ，達 成 度（ の

評 価 ） を も ら っ た り ， そ の 時 は ど う だ っ た と か そ う い う の が 分 か る か ら

そ れ が 良 か っ た で す 。 』，『 自 分 で 自 分 の こ と を 思 っ て い る の と … 人 か ら

見 ら れ て い る の と 。 人 か ら 見 ら れ た と こ ろ を 知 る と あ ー そ う な ん だ な っ

て 思 っ た し 。 例 え ば 作 業 順 序 が 的 確 に 建 て ら れ る か ら 作 業 の 着 手 が 早 い

と か … 。 あ と は 例 え ば ， 自 分 の 長 所 と 短 所 を 言 葉 で 表 現 で き て ， 体 験 の

学 生 さ ん （ プ ロ グ ラ ム に 体 験 生 と し て 参 加 し た 学 生 ） に 自 分 か ら 積 極 的

に 声 を か け ら れ た と か 。 そ う い う と こ ろ が 言 っ て も ら え て 良 か っ た で

す 。』，『 振 り 返 り シ ー ト は ス タ ッ フ の コ メ ン ト が す ご く 自 分 に と っ て は 響

く な ぁ っ て 思 い ま し た 。 自 分 の い い と こ ろ を 見 て く れ て る ん だ っ て い う

の が 分 か っ た か ら 。 自 分 が 気 づ か な か っ た こ と で も 気 づ か せ て く れ た っ

て 言 う か 。 』，『 自 分 が 思 っ て い る こ と と ス タ ッ フ が 思 っ て い る こ と が 違

っ て … 書 か れ て い る 言 葉 ， あ ー 自 分 の 考 え と ス タ ッ フ の 考 え の 違 い を 見

て い て ， そ う い う の を 見 る と ， あ ー そ う な ん だ な あ と 言 う か 。 あ ー な る

ほ ど な ー み た い な 。 そ う い う 風 に 感 じ た と こ ろ が 印 象 に 残 っ て い ま す 。  

例 え ば ア ド バ イ ス を も ら っ た り ， こ ん な と こ ろ が す ご く … 具 体 的 な 言 葉

で コ メ ン ト を 書 い て も ら え た り 。 あ ー こ う い う 風 に 伝 え ら れ る と ， こ こ

は も っ と 頑 張 っ て い こ う み た い な ， こ こ は も っ と 活 か そ う み た い な 。 体

験 の 学 生 に 声 を か け ら れ た っ て い う 評 価 を も ら っ て ， あ ー そ う い え ば そ

う だ っ た ， じ ゃ あ 次 か ら も そ う し て み よ う か な み た い な 。』 な ど で あ る 。 

 ま た B さ ん 同 様 ，本 実 践 を 通 し て 目 標 を 立 て て 物 事 に 取 り 組 む 経 験 を
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し た こ と に つ い て 『 目 標 達 成 の た め に す る っ て い う と こ ろ で 。 そ れ を 考

え る こ と で あ ー こ こ は も う ち ょ っ と 頑 張 ろ う と か ， あ と や っ ぱ り 難 し か

っ た こ と も 書 い て お い て ， こ こ を も う 少 し 頑 張 り た い な ー み た い な と こ

ろ 一 つ 一 つ に お い て ， し っ か り 振 り 返 る こ と が で き た の が 良 か っ た と 思

っ て い ま す 。』，『 気 づ い た の は 目 標 が あ れ ば そ れ に 向 け て や ろ う と 思 え る

と 言 う か … 。 僕 の 目 標 は 自 分 の 得 意 不 得 意 を 理 解 し て 文 章 に す る っ て い

う こ と だ っ た ん で す け ど ， こ う い う 目 標 が あ る か ら や ろ う っ て い う 気 持

ち に な れ た ん だ と 思 い ま す 。意 欲 が 出 て き た っ て い う こ と だ と 思 い ま す 。

こ の 目 標 に 向 け て 挑 戦 し よ う と 思 う 気 持 ち が 強 く な り ま し た 。』と 感 想 が

述 べ ら れ た 。  

 さ ら に ， C さ ん は 本 実 践 を 通 し て 「 振 り 返 り を 行 う こ と 」 そ の も の の

重 要 性 に 気 が 付 い た ，と い っ た 趣 旨 の 感 想 を 述 べ た 。具 体 的 に は ，『 僕 は

今 ， 平 日 の 訓 練 に も 出 て い る ん で す け ど 。 ス タ ッ フ の 方 か ら そ の 時 に ア

ド バ イ ス を も ら っ て 。 あ そ っ か ， じ ゃ あ 次 は こ う し よ う と い う 風 に 思 え

る よ う に な っ て き た ん で す 。 ス タ ッ フ （ 筆 者 ） と 一 緒 に や る 面 談 以 外 で

も ，振 り 返 り の こ と を 考 え ら れ る よ う に な っ た な っ て 思 い ま す 。』，『 今 回

は こ れ で 終 わ り と い う 風 に は な り ま し た が ， も し 何 か 今 後 こ れ と は 別 の

目 標 で あ れ ば ， 自 分 が ゆ っ く り 話 せ る 時 間 が も し あ れ ば ，こ れ 以 外 の 目

標 で 振 り 返 り を 是 非 行 っ て み た い と 思 い ま す 。 何 て 言 う ん だ ろ う … い ろ

ん な 職 業 訓 練 以 外 の 相 談 内 容 と か も 入 れ た い で す 。 例 え ば 学 校 生 活 の こ

と と か ， も う ち ょ っ と 就 職 の 話 と か そ う い う 感 じ 。 訓 練 の 振 り 返 り っ て

い う テ ー マ だ け じ ゃ な く て 別 の テ ー マ が あ れ ば や っ て み た い と 思 い ま

す 。』な ど で あ り ，今 後 の 就 業 体 験 や 生 活 の 中 で も 目 標 を も っ て 物 事 に 取

り 組 み た い と い う 意 欲 に つ い て 語 ら れ た 。  

 振 り 返 り シ ー ト の 使 用 に つ い て は ， A さ ん 同 様 自 己 評 価 を 数 値 化 し て
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記 入 す る こ と の 難 し さ が 感 想（『 自 己 評 価 の と こ ろ を 何 に し よ う か な っ て

い う の が ， ち ょ っ と 迷 っ た こ と が あ り ま し た ね 。』） と し て あ げ ら れ た 。
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４ ． 考 察  

（ １ ） 自 己 評 価 及 び 自 己 評 価 の 次 回 予 想 の 変 化 と そ の 要 因  

① 3 名 の 学 生 に 共 通 し た 変 化 と 要 因  

 そ れ ぞ れ 変 化 の 様 子 に 違 い は あ っ た も の の ，最 終 的 に 3 名 の 学 生 全 員

が 自 己 評 価 を 4（ い つ も で き る（ よ く で き る ））と つ け た 。ま た 毎 回 の 面

談 で の 次 回 活 動 時 の 目 標 達 成 予 想 に つ い て も 3， な い し 4 の 評 価 を つ け

る よ う に な っ た 。 自 己 効 力 感 と は あ る 行 動 に 対 し て 自 分 が そ の 行 動 を ど

の 程 度 で き る か と い う 認 知 さ れ た 予 期 の こ と で （ B a n d u r a， 1 9 7 7） ， た

ん な る 構 成 概 念 と し て で は な く ， 刺 激 と 反 応 の 間 に あ る 個 人 の 認 知 的 変

数 と し て 多 様 な 行 動 変 容 の プ ロ セ ス を 合 理 的 に 説 明 す る も の で あ り ， 個

人 の 自 己 効 力 感 の 程 度 は そ の 人 の 情 緒 的 な 状 態 等 を 予 測 し ， 自 己 効 力 感

の 向 上 は 望 ま し い 行 動 変 容 に 影 響 す る（ 坂 野 ， 2 0 1 6） 。本 実 践 で は ， 次

回 体 験 で ど の 程 度 目 標 を 達 成 で き る か の 予 想 を 目 標 に 対 す る 自 己 効 力 感

の 程 度 と し て 評 価 し た 。  

 3 名 の 学 生 に 共 通 し て 自 己 評 価 や 自 己 効 力 感 に 影 響 し た と 考 え ら れ る

点 に つ い て ， 第 一 に ， 設 定 し た 目 標 に 対 し て 実 際 の 体 験 を 通 し 達 成 経 験

を 積 め た こ と が 考 え ら れ る 。3 名 の 振 り 返 り シ ー ト の「 自 己 評 価 の 理 由 」

に は ， 各 回 に 「 ～ ～ で き た か ら 」 と い う メ モ が 見 ら れ る 。 成 功 の 体 験 は

自 己 効 力 感 を 導 く 4 つ の 情 報 源（ B a n d u r a， 1 9 7 7）の 中 で も 最 も 強 く 自

己 効 力 感 に 影 響 す る が ， 本 実 践 で は 面 談 内 で 目 標 に 対 す る 課 題 に つ い て

具 体 的 な 対 策 を 相 談 し ， 毎 回 ス モ ー ル ス テ ッ プ で 成 功 体 験 を 重 ね た こ と

や ，後 述 の G o o d  P o i n t 等 を 通 し て 本 人 が 体 験 を「 成 功 」と 認 識 で き る よ

う 働 き か け た こ と が 遂 行 行 動 の 達 成 の た め に 効 果 的 だ っ た と 考 え ら え る 。 

次 に ， 振 り 返 り シ ー ト の 内 容 と し て 「 G o o d  P o i n t」 が 含 ま れ て い た 点

の 効 果 が 推 察 さ れ た 。 例 え ば 事 後 イ ン タ ビ ュ ー に お け る ， A さ ん の 『 自
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分 は や っ ぱ り 自 信 が な い の で ，自 分 が や っ て い た こ と は 大 丈 夫 か な と か ，

自 分 は こ う い う 風 に し た け ど 相 手 か ら は ど う い う 風 に 思 わ れ る ん だ ろ う

っ て 思 っ て い た ん で す が ， 自 分 が や っ た こ と は 正 し か っ た ん だ と か 間 違

っ て な か っ た ん だ と か ， ち ゃ ん と う ま く 対 応 で き て い た ん だ な っ て い う

ふ う に 感 じ ま し た 。』 と い う 発 言 や ， B さ ん の 『 G o o d  P o i n t っ て い う と

こ ろ が 良 か っ た で す 。 自 分 は 何 が で き て い た の か と い う こ と を …。 や っ

ぱ り 誰 か の 評 価 が あ っ た 方 が 自 分 の 中 で も 今 の 段 階 で は 自 分 で は 何 が で

き て い な く て 何 が で き て い る の か と い う の を 向 き 合 え る こ と が で き る よ

う に な っ た ん だ と 思 い ま す 。』と い う 発 言 ，C さ ん の『 振 り 返 り シ ー ト は

ス タ ッ フ の コ メ ン ト が す ご く 自 分 に と っ て は 響 く な ぁ っ て 思 い ま し た 。

自 分 の い い と こ ろ を 見 て く れ て る ん だ っ て い う の が 分 か っ た か ら 。 自 分

が 気 づ か な か っ た こ と で も 気 づ か せ て く れ た っ て 言 う か 。』と い う 発 言 が

該 当 す る 。  

 一 般 的 に ， 成 功 体 験 の 意 識 的 な 振 り 返 り を 行 う こ と は 経 験 か ら の 学 習

効 果 を 高 め る （ 藤 村 ， 2 0 1 4）。 し か し な が ら ， A S D 者 の 自 己 理 解 の 特 徴

と し て ， 自 身 を 概 念 化 し て と ら え よ う と す る と き ， そ の 概 念 化 の た め に

適 当 な 出 来 事 や 体 験 を 想 起 し ，意 味 づ け る こ と が 難 し い 可 能 性 が あ る（ 滝

吉 ・ 田 中 ， 2 0 1 5）。 A S D 学 生 の 就 業 体 験 に お け る 肯 定 的 な 振 り 返 り の 必

要 性 に つ い て は 研 究 3 で も 支 援 者 側 の 視 点 か ら 指 摘 さ れ て お り ，本 実 践

に よ っ て 被 支 援 者 側 か ら も 改 め て 重 要 性 が 指 摘 さ れ た 。 末 富 ら （ 2 0 1 9）

や 工 藤（ 2 0 1 7）が 指 摘 す る よ う に ，就 業 体 験 後 に 他 者 か ら の ポ ジ テ ィ ブ

な フ ィ ー ド バ ッ ク を 受 け る こ と は ， 本 人 の 自 己 評 価 の 高 低 に 関 わ ら ず 重

要 な 観 点 で あ る 。 本 実 践 の 協 力 者 3 名 は ， 自 己 評 価 が 他 者 評 価 よ り も 過

度 に 高 い と い う こ と は な か っ た が ， 他 者 か ら の 肯 定 的 な 評 価 は プ ロ グ ラ

ム 参 加 へ の 意 欲 を 高 め る と と も に ， 自 身 の 状 態 を 肯 定 的 に 受 け 止 め る た
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め に 役 立 っ た と 考 え ら れ る 。 自 己 効 力 感 の 文 脈 で 本 結 果 を 整 理 す る と ，

肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク は 自 己 効 力 感 を 導 く 4 つ の 情 報 源 （ B a n d u r a，

1 9 7 7）の 中 で 言 語 的 説 得 に 該 当 す る 。本 邦 に お け る 学 生 指 導 の 領 域 で は ，

看 護 学 生 の 養 成 に お い て 佐 藤 ・ 森 山 ・ 矢 田 ・ 秋 鹿 （ 2 0 1 2） や 片 倉 ・ 高 橋

（ 2 0 1 4）が 学 生 に 対 す る 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク が 自 己 効 力 感 の 変 容 に

影 響 す る こ と を 指 摘 し て い る が ， 本 実 践 を 通 し て A S D 傾 向 の あ る 学 生

に 対 す る 支 援 に お い て も そ の 有 効 性 が 指 摘 さ れ た 。  

大 学 生 一 般 の 仕 事 活 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 情 報 源 と し て ， 学 生 に

様 々 な 活 動 に 挑 戦 す る 機 会 を 提 供 し ， 自 ら の 力 で 活 動 を や り 遂 げ る 体 験

を 積 ま せ る こ と ， そ し て ， そ れ ら の 達 成 を 正 し く 評 価 ・ 解 釈 さ せ る こ と

や ， 不 安 や 緊 張 の コ ン ト ロ ー ル を す る 手 法 の 会 得 ， 自 己 や 自 己 を 取 り 巻

く 環 境 を 前 向 き に と ら え ら れ る よ う な 介 入 が 有 力 で あ る（ 安 達 ，2 0 0 6）。

本 実 践 の よ う に 学 生 が 支 援 者 と と も に 振 り 返 り を 行 い な が ら 就 業 体 験 を

通 し て 課 題 を 達 成 し た こ と は ，学 生 に と っ て ま さ に 安 達（ 2 0 0 6）が 指 摘

す る 自 己 効 力 感 に 有 効 な 情 報 源 と し て 作 用 し た 可 能 性 が 高 い 。  

② 特 に 自 己 効 力 感 の 低 い 傾 向 に あ る A さ ん の 事 例  

 3 名 の 協 力 者 の 中 で ， 特 に 事 前 面 談 に お け る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効

力 感 及 び 一 般 性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 得 点 が 比 較 的 低 か っ た A さ ん の

自 己 効 力 感 の 変 化 に 着 目 し た い 。 A さ ん の 自 己 評 価 の 特 徴 と し て ， 周 囲

か ら の 客 観 的 な 評 価 よ り も 自 己 評 価 が 低 い こ と が あ げ ら る 。 つ ま り ， A

さ ん は 取 り 組 み 姿 勢 や 成 果 に 大 き な 課 題 は な く 周 囲 か ら の 評 価 は 高 い 一

方 で ， 自 己 評 価 が 低 く ， 他 者 評 価 と 自 己 評 価 が 乖 離 し た 状 態 で プ ロ グ ラ

ム に 参 加 し て い た 。 こ の こ と は ， イ ン タ ビ ュ ー 内 で の 『 自 分 は こ う い う

の が 苦 手 で と 言 っ て も ， 他 の 人 か ら は 「 そ ん な に 心 配 し な く て い い よ 」

と か 言 わ れ て 。（ 中 略 ）今 ま で は プ レ ッ シ ャ ー が あ っ て 。で き る と 思 わ れ

132



て い る け ど で き な か っ た ら ど う し よ う と か 。』と い う 発 言 か ら も う か が え

る 。  

 A さ ん の 自 己 効 力 感 の 変 化 に 影 響 し た 要 因 と し て ， 主 に 以 下 の 2 点 を

取 り 上 げ る 。一 点 目 は ，プ ロ グ ラ ム 参 加 と 振 り 返 り 面 談 を 通 し て A さ ん

自 身 の 得 意 な こ と や 苦 手 な こ と が 明 確 化 さ れ た こ と で あ る 。 面 談 を 進 め

る 中 で ， A さ ん は グ ル ー プ で 作 業 を す る 場 面 で は 特 に 不 安 や 緊 張 が 高 ま

り 作 業 の 見 通 し が 持 ち に く く な る 一 方 で ， デ ー タ 入 力 や 古 書 の 検 品 な ど

自 分 の ペ ー ス で 進 め ら れ る 作 業 で は 比 較 的 落 ち 着 い て ， 時 間 の 見 通 し を

も っ て 作 業 に 取 り 組 む こ と が で き る こ と が 話 し 合 わ れ た 。 こ の 話 し 合 い

を 通 し て ， 自 分 の 得 意 な こ と と 苦 手 な こ と を 認 識 で き た こ と で ， A さ ん

の 中 で す べ て の 作 業 を 完 璧 に こ な す 必 要 は な い と い う 考 え が 生 じ ， プ ロ

グ ラ ム 全 体 に 対 し て 落 ち 着 い て 参 加 で き る よ う に な っ た こ と が 自 己 効 力

感 の 向 上 に 寄 与 し た 可 能 性 が あ る 。  

 二 点 目 は ， 振 り 返 り 面 談 を 通 し て 課 題 に 対 す る 具 体 的 な 対 応 策 を 話 し

合 う こ と が で き た こ と で あ る 。 一 般 学 生 が 長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ す る 際

も ， 本 人 の 状 態 に 応 じ た 日 常 的 な 行 動 レ ベ ル に 目 標 を 落 と し 込 ん で 振 り

返 り を 実 施 し ， 目 標 達 成 に 向 け た 具 体 的 な 手 立 て を た て る こ と が 重 要 で

あ る と 指 摘（ 高 澤 ・ 河 井 ， 2 0 1 8）さ れ て い る 。安 藤 ら（ 2 0 1 5）は A D H D

の あ る 成 人 に 対 す る コ ー チ ン グ の 成 果 と し て ， 生 活 機 能 の 支 障 の 程 度 の

全 般 的 な 改 善 と と も に ， 自 己 肯 定 感 の 向 上 や 気 分 ， 感 情 の ポ ジ テ ィ ブ な

変 化 が あ っ た こ と を 報 告 し て い る が ， 本 実 践 に お い て も こ れ に 類 似 す る

結 果 が 得 ら れ た こ と が 推 察 さ れ る 。 ま た 自 己 効 力 感 の 変 容 を も た ら す 4

つ の 情 報 源 の 文 脈 か ら 考 え る と ， こ の よ う な 言 葉 に よ る 課 題 場 面 へ の シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン は 言 語 的 説 得 に 該 当 し ， 言 語 的 説 得 を 経 て 毎 回 少 し ず つ

達 成 経 験 を 積 み 重 ね ら れ た こ と は 遂 行 行 動 の 達 成 に 該 当 す る 。 遂 行 行 動
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の 達 成 や 言 語 的 説 得 を 組 み 合 わ せ た 実 践 の 効 果 は 複 数 の 先 行 研 究 か ら 指

摘 さ れ て い る が ， 本 実 践 に お い て も そ の 有 効 性 が 再 提 示 さ れ ， 振 り 返 り

シ ー ト を 用 い た 面 談 と い う 形 で 情 報 源 を 取 り 入 れ た 支 援 を 提 供 す る こ と

が で き た 。  

 一 方 で A さ ん が イ ン タ ビ ュ ー で 語 っ た よ う に ，面 談 を 実 施 し て も 不 安

や 緊 張 が 完 全 に な く な る と い う こ と は な か っ た 。研 究 3 に お い て A S D 学

生 の 就 業 体 験 後 の 面 談 で は 複 数 の 支 援 者 が 継 続 支 援 の 必 要 性 を 感 じ て い

る こ と が 指 摘 さ れ た が ，本 実 践 の A さ ん の 事 例 か ら も ，学 生 の 状 況 に 応

じ て 面 談 を 継 続 し ， 都 度 本 人 に と っ て 必 要 な 支 援 を 提 供 す る こ と の 必 要

性 が あ る と 考 え ら れ た 。  

（ ２ ） 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 実 践 の 効 果  

① 進 路 選 択 等 に 関 す る 諸 意 識 の 変 容  

 本 研 究 で は ， 3 名 の 協 力 者 か ら ， 進 路 成 熟 態 度 尺 度 ， 進 路 選 択 に 対 す

る 自 己 効 力 感 尺 度 ，一 般 性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 の 3 つ の 尺 度 に つ い

て ， 事 前 面 談 と 事 後 面 談 で 回 答 を 得 た 。 結 果 ， 進 路 成 熟 態 度 尺 度 と 一 般

性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 は 3 名 全 員 ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に

つ い て は A さ ん ・ C さ ん で 得 点 の 上 昇 が 見 ら れ た 。 こ の 結 果 と 関 連 し ，

例 え ば A さ ん に つ い て は 将 来 の 就 労 に つ い て の 意 欲 的 な 発 言 が 見 ら れ る

よ う に な っ た ， B さ ん に つ い て は 日 常 生 活 で も 目 標 を 意 識 し た 行 動 を と

る よ う に な っ た ， な ど ， 個 別 に 設 定 し た 目 標 か ら 派 生 し た 意 識 や 行 動 の

変 化 が 見 ら れ た 。 本 実 践 で 得 ら れ た 尺 得 点 の 上 昇 に 関 し て こ の 結 果 の み

で 振 り 返 り 面 談 の 有 効 性 を 論 じ る こ と に は 限 界 が あ る が ， 3 名 の 協 力 者

の 事 後 イ ン タ ビ ュ ー で の 発 言 を 踏 ま え る と ， 協 力 者 各 自 が 振 り 返 り 面 談

を 通 し て 自 身 に 対 す る 客 観 的 な 評 価 を 得 る こ と が で き た 点 や ， 支 援 者 か

ら 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク を 受 け ら れ た 点 ， 目 標 を も っ て 活 動 に 取 り 組
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む こ と が で き た 点 な ど が ， 就 労 に 向 け た 諸 意 識 の 変 化 や ， 日 常 的 な 自 己

効 力 感 の 向 上 に 寄 与 し た 可 能 性 が あ る 。  

② 自 己 理 解 の 深 化  

 3 名 の 協 力 者 に 対 す る 事 後 イ ン タ ビ ュ ー の 中 で ， 客 観 的 な 評 価 や 助 言

が 自 己 理 解 の 深 化 を 促 す 要 因 と な っ た 点 は ， 振 り 返 り 面 談 の 効 果 と し て

3 名 が 共 通 し て あ げ て い た 。具 体 的 に は ， A さ ん の『（ 前 略 ）そ れ を 自 分

が 作 業 し て い る と き は そ う い う こ と が で き る と 気 づ か な か っ た ん で す が ，

そ れ （ 優 先 順 位 づ け ） が で き る と い う 風 に ス タ ッ フ か ら 言 わ れ て 。 あ ，

そ れ が （ 自 分 で も ） で き る ん だ と い う こ と に 気 が つ き ま し た 。 自 分 だ と

な ん か 全 然 気 が つ か な く て 。 自 分 が 思 う の と 相 手 が 思 う の と な ん か こ う

違 う ん だ な ー っ て 。』と い う 発 言 や ，B さ ん の『 客 観 的 に 見 て …自 分 は ど

う い う と こ ろ が 直 し て い か な き ゃ い け な い の か っ て い う と こ ろ を 理 解 で

き る よ う に な っ た か ら だ と 思 い ま す 。』と い う 発 言 ，C さ ん の『 自 分 で 自

分 の こ と を 思 っ て い る の と …人 か ら 見 ら れ て い る の と 。 人 か ら 見 ら れ た

と こ ろ を 知 る と あ ー ， そ う な ん だ な っ て 思 っ た し 。』 等 が 該 当 す る 。  

研 究 3 の 結 果 よ り ，A S D 学 生 は 他 者 の 視 点 を 踏 ま え た 振 り 返 り に 課 題

を 持 つ 場 合 が あ り ， 支 援 者 は 学 生 本 人 と は 異 な る 視 点 を 与 え る こ と の 必

要 性 を 感 じ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 本 実 践 で 学 生 自 身 が 自 分 の 経

験 を 振 り 返 る と と も に ， 客 観 的 な 視 点 で 出 来 事 の 評 価 や 助 言 を 得 る 経 験

を 提 供 で き た こ と は ， 体 験 の 意 味 づ け の 支 援 と し て 有 効 で あ っ た と 考 え

ら れ る 。例 え ば B さ ん は ス タ ッ フ か ら 伝 え ら れ た「 集 中 力 」の 課 題 に つ

い て 当 初 は 自 覚 的 で な く ， 本 人 か ら は 「 自 分 は 集 中 力 が あ る 」 と い う 発

言 も あ っ た 。 し か し な が ら 振 り 返 り 面 談 を 通 し て ス タ ッ フ か ら の 客 観 的

な 評 価 を 受 け 止 め ， 最 終 的 に は プ ロ グ ラ ム 以 外 の 日 常 生 活 で も 作 業 に 集

中 し て 取 り 組 む こ と を 意 識 し ， 改 善 す る た め の 行 動 が と れ る よ う に な っ
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た 。 こ の よ う に ， 振 り 返 り 面 談 を 通 し て 3 名 の 協 力 者 が 自 分 自 身 で 気 が

つ く こ と の で き な か っ た 強 み や 課 題 を 客 観 的 な 視 点 で フ ィ ー ド バ ッ ク し ，

そ の 結 果 本 人 た ち の 自 己 理 解 の 深 化 に 寄 与 で き た 点 は 本 実 践 の 成 果 の 一

つ で あ る 。  

③ 目 標 設 定 と 振 り 返 り そ の も の の 重 要 性 の 認 識  

 本 実 践 で は ， 個 々 の ニ ー ズ や 状 況 に 応 じ て 目 標 を 設 定 し ， プ ロ グ ラ ム

を 通 し て 目 標 の 達 成 を 目 指 し な が ら 振 り 返 り 面 談 を 実 施 し た 。 こ の こ と

に つ い て ， B さ ん か ら は 『 振 り 返 り シ ー ト で 今 日 で き た こ と と か を 振 り

返 っ た 上 で ， で き な か っ た こ と を ど う や っ て 行 く か と い う ， な ん か 次 の

目 標 と い う も の を 立 て た と こ ろ（ が 役 に 立 っ た ）だ と 思 い ま す 。』と い う

発 言 が あ り ， C さ ん か ら は 『 僕 は 今 ， 平 日 の 訓 練 に も 出 て い る ん で す け

ど 。 ス タ ッ フ の 方 か ら そ の 時 に ア ド バ イ ス を も ら っ て 。 あ そ っ か ， じ ゃ

あ 次 は こ う し よ う と い う 風 に 思 え る よ う に な っ て き た ん で す 。 ス タ ッ フ

（ 筆 者 ） と 一 緒 に や る 面 談 以 外 で も ， 振 り 返 り の こ と を 考 え ら れ る よ う

に な っ た な っ て 思 い ま す 。』 と い う 発 言 が 見 ら れ た 。 A S D 傾 向 の あ る 学

生 に 対 す る 面 談 に お い て ， 目 標 設 定 と 振 り 返 り を 継 続 的 に 実 施 す る こ と

の 必 要 性 は 研 究 3 で も 支 援 者 の 立 場 か ら 指 摘 さ れ て い る 。本 実 践 で は 支

援 者 だ け で な く 学 生 に と っ て も 目 標 設 定 や 振 り 返 り の 重 要 性 を 意 識 す る

た め に 有 効 だ っ た と 考 え ら れ る 。  

④ 面 談 内 容 の 可 視 化 と 構 造 化  

 A さ ん の 事 後 イ ン タ ビ ュ ー よ り ，『 ち ょ っ と 頭 の 中 で パ ニ ッ ク に な っ て

し ま う こ と が あ っ て ， そ れ が 何 回 か あ っ た ん で す ね 。 そ う い う 時 に じ ゃ

あ そ れ に 対 し て ど う や っ て 対 策 す る か っ て い う の が 書 い て あ る と ， じ ゃ

あ 次 回 か ら は こ う し よ う と い う こ と が 分 か る の で そ れ は す ご く 役 に 立 っ

た と 思 っ て い ま す 。』，『 振 り 返 り シ ー ト に 書 い て あ っ た か ら 職 業 訓 練 で 作
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業 を す る 時 に ， こ れ を 見 て 対 策 す れ ば い い ん だ っ て 分 か る か ら 。 人 か ら

こ う い う 風 に す れ ば い い よ っ て 言 わ れ て も 忘 れ ち ゃ う か ら ， 書 い て あ る

と 思 い 出 せ る の で そ れ が 良 か っ た か な っ て 思 っ て ま す 。』と い う 感 想 が あ

げ ら れ た 。 振 り 返 り シ ー ト を 用 い て 面 談 内 容 を 可 視 化 し た こ と で ， 体 験

中 に 面 談 で 相 談 し た 課 題 へ の 対 策 を 確 認 す る こ と が で き た 。併 せ て A さ

ん の 事 後 イ ン タ ビ ュ ー で は 『 例 え ば 振 り 返 り シ ー ト が （ 項 目 の な い ） 一

つ の 紙 で ， 今 日 は ど う で し た か み た い な 書 き 方 だ と 困 っ た と 思 い ま す 。

こ ん な 風 に 項 目 ご と に 分 か れ て い る の は 書 き や す か っ た で す 。』 と あ り ，

面 談 内 容 を 構 造 化 し シ ー ト 状 に 示 し た こ と は ， 学 生 に と っ て も 面 談 を 円

滑 に 進 め る う え で 有 効 だ っ た と 考 え ら ら れ る 。  

（ ３ ） 振 り 返 り シ ー ト の 課 題  

 振 り 返 り シ ー ト の 課 題 と し て ， 数 字 で 自 己 評 価 を す る こ と の 難 し さ と

い う 点 は A， B の 2 名 の 学 生 か ら あ げ ら れ た 。 本 実 践 で 用 い た 振 り 返 り

シ ー ト で は ，「 1． 1 回 も で き な い（ ま っ た く で き な い ）」「 2．何 回 か は で

き る（ ほ と ん ど で き な い ）」「 3．数 回 で き な い こ と が あ る（ ほ と ん ど で き

る ）」「 4． い つ も で き る （ よ く で き る ）」 の 4 段 階 か ら 自 己 評 価 を 選 択 し

て 記 入 し た 。 し か し な が ら ， ど の 程 度 の 達 成 状 況 で ど の 評 価 を す る か 戸

惑 う こ と が あ っ た ， と い う 感 想 が 事 後 イ ン タ ビ ュ ー の 中 で あ げ ら れ た 。

例 え ば A さ ん は『 例 え ば こ れ が 数 字 じ ゃ な く て（ 達 成 率 が ）何 ％ と か だ

っ た ら ， も う ち ょ っ と 分 か り や す か っ た の か も し れ な い 。 』 と 述 べ て お

り ，今 後 は 学 生 に 応 じ て 評 価 規 準 を 柔 軟 に 設 定（ 例 え ば 4 段 階 で は な く ％

で 表 現 す る 等 ） す る こ と を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た ， 本 実 践 の よ う に

学 生 が 設 定 し た 目 標 が 学 生 の 内 面 的 な 変 化 を 含 む ， あ る い は 抽 象 的 な 目

標 の 場 合 は ， 客 観 的 に 観 察 可 能 な 行 動 を 目 標 と し て 設 定 す る ， あ る い は

本 実 践 で 試 み た よ う に ， 評 価 そ の も の だ け で な く 評 価 理 由 の 質 的 な 検 討
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を 併 せ て 実 施 す る な ど の 工 夫 が 必 要 と 考 え ら れ る 。  

 ま た ， 本 実 践 で は 振 り 返 り シ ー ト を 使 用 し た 面 談 を 筆 者 が 担 当 し た 。

今 後 は 他 の 支 援 者 に 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 を 実 施 し て も ら う こ と

に よ り ， 支 援 者 の 視 点 に よ る 振 り 返 り シ ー ト の 効 果 や ， 振 り 返 り シ ー ト

の 使 用 が 支 援 者 に 与 え る 影 響 の 検 討 が 必 要 で あ る 。  
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第 2 節  就 労 移 行 支 援 に お け る 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 利 用 者 に

対 す る 訓 練 の 振 り 返 り に 関 す る 研 究  ― 学 生 用 就 業 体 験 振 り

返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 方 法 の 援 用 ― （ 第 5-1 研 究 ）  

 

１ ． 目 的  

 本 研 究 は ， 研 究 4 にお い て 学生 と 行 っ た振 り 返 りシ ー ト を 用い た 就

業 体 験 後 の振 り 返 り 面談 に つ いて ， 就 労 移行 支 援 事業 所 を 利 用す る

ASD 者の 就 労 訓練 後の 振 り 返り に も 援 用し ， そ の有 効 性 を 利用 者 ・ 支

援 者 双 方 の立 場 か ら 検討 す る こと で あ る 。  

 

２ ． 方 法  

（ １ ） 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 定 期 面 談 の 実 施  

①対 象 者  

関 東 に あ る 発 達 障 害 の 診 断 あ る い は 傾 向 の あ る 成 人 を 支 援 対 象 と し

て い る 就 労支 援 事 業 所 X に お いて ，就 労 訓練 及 び キャ リ ア カ ウン セ リン

グ 等 の 就 労移 行 支 援 を利 用 する A SD 者 2 名を 対 象 とし た 。  

②就 労 移 行支 援 事 業 所 X で 提 供さ れ る 支 援内 容  

利 用 者 は 平日 の 10 時～ 15 時 に 来所 し ， 職 業 訓 練や 個 別 の キャ リ ア カ

ウ ン セ リ ング ，就職 活動 に 向 けた 書 類 作 成や 面 接 練習 等 の 支 援を 受 け る。

そ の 他 ， グル ー プ で 日常 生 活 につ い て 話 し合 う 座 談会 や ， 事 業所 職 員が

講 師 を 担 当す る 座 学 形式 の 講 座 （ キ ャ リ ア 意 識 の 形成 や 日 常 生活 ス キル

に 関 す る 講座 ）に週 1 回 90 分 程 度 参加 す る こ と がで き る 。職業 訓 練 は ，

古 書 の 検 品か ら 在 庫 整理 ， 出 品準 備 を 行 うグ ル ー プ ， 事 業 所 内で 閲 覧す

る 冊 子 の 印刷 や 製 本 を担 当 す るグ ル ー プ など ， 複 数の 作 業 班 に分 か れて

実施 す る。協 力者 2 名が 担 当 した 作 業 に つい て は ，各 協力 者 の事 例 の 中
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で 詳 述 す る 。  

③事 前 面 談実 施 か ら 事後 イ ン タビ ュ ー 実 施ま で の 期間  

2019 年 4 月 ～ 9 月  

④実 施 し た定 期 面 談 の概 要  

定 期 的 な 振り 返 り の 面談 実 施 前に ， 事 前 面談 を 実 施し た 。 事 前面 談で

は， 今 後 の面 談 の 流 れや 研 究 倫理 等 の 説 明を す る とと も に ， 2 名の 協力

者 の 目 標 と目 標 達 成 のた め の 手立 て に つ いて ， 筆 者と 協 力 者 の 二 者 で話

し 合 っ た 。ま た ， 定 期面 談 実 施前 後 の 協 力者 の 進 路選 択 に お ける 諸 側面

の 変 化 を 数値 的 に 検 討す る 目 的で ，（ ア ）進路 選 択 に対 す る 自 己効 力 感尺

度 短 縮 版 （ 浦 上 ・ 脇 田 ， 2016），（ イ ） 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ 坂 柳 ・ 竹 内 ，

1986），（ウ ）一 般性 セル フ エ フィ カ シ ー 尺度 ，（ エ ）AQ 日 本 語版 へ の 回

答 を 求 め た。 な お ， 話し 合 い で設 定 し た 目標 や 目 標達 成 の た めの 手 立て

は 筆 者 か ら就 労 移 行 支援 事 業所 X の 職員 に共 有 さ れた 。  

定期 面 談は 2 週 間 に 1 回 程 度 ，1 回 あ たり 40 分 前 後で 実 施し た 。面談

中は 研 究 4 に お い て 作成・使 用 した も の と同 様 の 振り 返 り シ ート を 使用

し， 就 労 移行 支 援 機 関 X 内で 提 供 され る職 業 訓 練の 様 子 を 振り 返 っ た。

ま た 協 力 者の 体 験 中 の様 子 を 客観 的 に 評 価す る た め ， 就 労 移 行支 援 機関

X の 職 員 に 協力 を 依 頼し ， 体 験中 の 協 力 者の 様 子 を評 価 シ ー トに 記 載し

て も ら っ た。 職 員 が 記入 し た 評価 シ ー ト は 筆 者 が 回収 し ， 定 期面 談 時に

学 生 と 評 価内 容 を 共 有し た 。評 価シ ー ト は 研 究 4 にお い て 使 用さ れ たも

の と 同 様 であ り ，「 個別 の 目 標に 対 す る 評価（ 1：よ く で き る ，2：ほ と ん

ど で き る ， 3：ほ と んど で き ない ， 4： まっ た く でき な い ， の 4 件 法）」，

「 目 標 達 成 の た め に 行 っ て い る 手 立 て （ 筆 者 が 記 入 ）」，「 評 価 の 理 由 」

「 Good  Poi nt（ 体 験 中に 感 じ た良 い 評 価 がで き る 点 ）」，「 課 題（ 体験 中に

感 じ た 課 題 ）」，「 面 談担 当 へ の連 絡（ 引 き継 ぎ 事 項 ）」の 6 つの 項 目 から
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構 成 さ れ た 。  

（ ３ ） 事 後 イ ン タ ビ ュ ー  

事 後 イ ン タビ ュ ー の 内容 ： 各 協力 者 と の 面談 に お いて ， 特 に 個別 の目

標 に 対 す る自 己 評 価 と職 員 か らの 他 者 評 価が 双 方 とも に 「 よ くで き る」

の 評 価 に 達し た 場 合 を 定 期 面 談終 結 の 目 安と し た 。定 期 面 談 後 ， 1 カ月

程 度 の 期 間を お き ， 事後 イ ン タビ ュ ー 実 施し た 。 事後 イ ン タ ビュ ー の質

問 項 目 は 研究 4 と 同 様で あ る。ま た ，事 後イ ン タ ビュ ー の 際 に事 前 面談

で回 答 した A Q 日 本 語版 以 外 の 質 問 紙 に 再 度 回 答 して も ら っ た。  

（ ４ ） 倫 理 的 配 慮  

 本 研 究 は 筆 者 の 所 属す る 機 関に 設 置 さ れた 研 究 倫理 委 員 会 にて 承 認を

得 て 実 施 され た 。 ま た ， 各 調 査協 力 者 に は初 回 面 談時 に 書 面 と口 頭 にて

研 究 協 力 への 中 止 ・ 拒否 の 自 由 ， 個 人 情 報保 護 等 につ い て 説 明し ， 研究

協 力 へ の 同意 を 得 た 。  

 

３ ． 結 果  

 本 実 践 は ， 発 達 障 害の 診 断 ある い は そ の傾 向 が ある 成 人 を 支援 対 象と

し た 就 労 移行 支 援 機 関 X 内 に おい て ，事 業所 職 員 にも 協 力 を 得な が ら進

め ら れ た 。  

（ １ ） 事 例 D 

実 践 開 始 当時 ，就 労 支援 事 業所 X を 利用 し始 め て 1 カ 月 程 度 が経 過 し

て い た 。 診断 は ア ス ペル ガ ー 症候 群 で ， 4 年制 大 学 を卒 業 し た後 に 就労

支援 事 業所 X を 利用 し始 め た 。就職 歴 は なし 。事 業所 X 内 の 訓練 で は 主

に デ ー タ 入力 （ 名 刺 の作 成 な ど ） を 行 っ て お り ， 作業 内 容 や 手順 の 理解

に 大 き な 問題 は 見 ら れ な い も のの ， 報 告 や相 談 が 積極 的 に で きな い こと

や， 報 告 時に 声 が 小 さく な る 点が 事 業 職 員よ り 指 摘さ れ て い た。 対 象者
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の 概 要 と 事 前 ・ 事 後 の質 問 紙 調査 へ の 回 答結 果 を Table5-1 -1 に示 す 。  

①事 前 面 談  

事 前 面 談 で は 事 業 所 職 員 か ら の 指 摘 も 踏 ま え な が ら 本 人 と 目 標 の 設

定 を 行 っ た。 本 人 か らは ， 伝 える べ き こ とが は っ きり と わ か って い る場

合 は あ る 程度 自 信 を 持っ て 報 告や 質 問 が でき る ， とい う 話 が あが っ た。

そ の た め ， 目 標 を 「 伝え た い こと を メ モ に取 り ， 最後 ま で は っき り いう

こ と が で きる よ う に なる 」 と 設定 し た 。 事前 面 談 で実 施 し た 質問 紙 調査

の 結 果 は 以下 の 通 り であ る 。AQ（ 31），進路 選 択 に対 す る 自 己効 力 感尺

度得 点（ 29），進 路 成熟 態 度 尺度（ 20），一 般 性セ ル フ エフ ィカ シ ー 尺

度（ 8： 低 い 傾向 に ある ） 。  
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②面 談 実 施期 間  

特 に 設 定 した 目 標 に 関連 の 深 い内 容 を 以 下に 示 す。ま た，全 7 回の 振

り 返 り シ ート と 職 員 から の 評 価シ ー ト の 内容 を Tabl e5 -1 -2 に示 す 。  

【面 談 1 回目 】訓 練 内容 は デ ータ 入 力 で ，発 注書 を 確 認し な がら 注 文

通 り の 内 容・様式 で 名刺 を 作 成し た 。職 員 か ら は「 最 初の 2 日間 は メ モ

を 持 っ て これ な か っ た。 そ の 際は 報 告 が 散逸 し た 。し か し 週 明け 以 降は

メ モ を 持 参さ れ ， 報 告に 来 ら れる 際 は あ る程 度 ま とま っ て 報 告で き てい

た 。」と評 価 が あっ た 。ま た ，目 標以 外 の点 に つ いて は「 職 業訓 練 の 時間

年齢

診断名

現在の状況

設定した目標

AQ

事前 事後

進路選択に対する
自己効力感尺度得点

29 30

進路成熟態度尺度 20 22

一般性
セルフエフィカシー尺度

8（低い傾向にある） 11（普通）

31

Table5-1-1 対象者Dの基礎情報及び事前・事後の尺度得点

22

アスペルガー症候群

就労支援事業所Xを利用し始めて1カ月程度が経過してい
た。
診断はアスペルガー症候群で、4年制大学を卒業した後
に就労支援事業所Xを利用し始めた。就職歴はなし。
事業所X内の訓練では主にデータ入力（名刺の作成など）
を行っており、作業内容や手順の理解に大きな問題は見
られないものの、報告や相談が積極的にできないことや、
報告時に声が小さくなる点が事業職員より指摘されてい
た。

伝えたいことをメモに取り、最後まではっきり伝えられるよ
うになる
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は 真 面 目 に 参 加 さ れ ，（ 休 憩 時間 以 外 の ）休憩 な ど をと る こ と もほ と んど

あ り ま せ ん。 集 中 し て取 り 組 めて い ま す 。正 確 さ を重 点 に 置 き 業 務 に取

り 組 ま れ ，精 度も 高 いと ス タ ッフ に 評 価 され て い ます 。」と コメ ン ト があ

り， D さん が 非 常に 熱心 に 訓 練に 取 り 組 んで い る 様子 が 共 有 され た 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価・ 次 回 予 想は い ず れも 3（ 数 回で き ない

こ と が あ った（ ほ と んど で き た ））だっ た 。自 己 評 価の 理 由 とし て「 メ モ

を と る こ とで ま と め て話 せ る よう に な っ たが ， メ モを 置 い て きて し まっ

たり ，持っ て くる の を忘 れ て しま っ た。」と あ り ，伝え た い 内容 を メ モに

し て ま と める こ と の 効果 は 一 定程 度 感 じ てい る も のの ， メ モ の持 参 を忘

れ て し ま うこ と が あ った と 本 人か ら 共 有 があ っ た。次 回 への 工夫 と し て ，

メ モ は 持 ち歩 き や す いサ イ ズ のも の を 使 用す る と よい こ と や ， 声 量 につ

い て は 適 度な 声 量 か どう か 本 人が 判 断 で きな い と いう 話 が あ った た め ，

訓 練 中 に 職員 に 確 認 する こ と が話 し 合 わ れた 。  

【面 談 2 回目 】訓 練 内容 は 面談 1 回 目 ま での も の と同 様 だ っ た 。職員

から は ，「メ モ 無 し で報 告 す ると ，言 葉 が散 逸 す るこ と が 多 かっ た 印 象で

す 。」と 評価 が あ り ，報告 や 質 問前 に 伝 え たい こ と をま と め る 時間 を 設け

ら れ れ ば まと ま っ て 話が で き るが ， メ モ が無 い 状 態だ と 話 が 散逸 し てし

ま う こ と があ る と 評 価が あ っ た 。また ，「 報告 す る かど う か 迷 って い らっ

しゃ る の か，時 折報 告待 ち の よう に 見 え るこ と が あり ま し た 。」と ，D さ

ん の 報 告 や質 問 に 行 くタ イ ミ ング を 判 断 でき ず に 困っ て い る 様子 も 共有

さ れ た 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価・ 次 回 予 想は い ず れも 3（ 数 回で き ない

こ と が あ った（ ほ と んど で き た ））だっ た 。自 己 評 価の 理 由 とし て は「 メ

モ を 確 認 した 後 ，机 に置 い た ま ま で 持 ち 歩 い て い ない こ と が あっ た 。」と

あ げ て い た 。面 談 中 に職 員 か らの コ メ ン トを 共 有 す る と ，本 人か ら も「急
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に 質 問 さ れ る と ， す ぐに 答 え られ な い 時 があ る 。 報告 待 ち に なっ て しま

う こ と が ある 。」と 発言 が あ った 。次 回 に向 け て ，声 量に つ いて は 毎 日の

提 示 報 告 で今 日 1 日 の報 告 時 の声 の 大 き さが 適 切 だっ た か に つい て スタ

ッ フ に 確 認し て み る こと ，急 に 質 問さ れ てし ま っ た時 は ，「 少々 お 待 ちく

だ さ い 」 と言 っ て 考 えを ま と める 時 間 を 作る こ と ， 報 告 待 ち にな っ てし

ま う こ と につ い て は ，「 お 時 間よ ろ し い です か 」と 聞 いて か ら質 問 し てみ

る こ と を 本人 と 筆 者 で 話 し 合 い ，筆 者を 訓練 中 の D さん と 仮 定し て セ リ

フ を 言 っ て見 せ ， D さん 自 身 にも 筆 者 を 訓 練 中 の スタ ッ フ に 見立 て て練

習 し て も らっ た 。  

【面 談 3 回目 】訓 練 内容 は 引 き続 き デ ー タ入 力 で あっ た。職 員 か ら は

「 定 期 的 な報 告 事 項 につ い て はほ ぼ 問 題 なく で き るよ う に な って い ま す。

時 折 ， メ モを 忘 れ て 報告 す る こと は あ り ます 。」と 評 価 があ った 。 ま た ，

「 業 務 で 必要 な 発 信 も自 主 的 にで き る よ うに な り つつ あ り ま す。」 など ，

提 示 報 告 につ い て は 自主 的 に ， か つ 必 要 事項 を 伝 える こ と が でき る よう

に な っ て いる 様 子 が 共有 さ れ た。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価は 3（ 数 回で き な いこ と が あ った （ ほと

ん ど で き た ）），次 回 予想 は 4（ い つも で きる（ よ く でき る ））だ った 。自

己 評 価 の 理由 と し て は ，「声 の 大 きさ を 他 の人 に 確 認す る こ と はで き なか

っ た 。」 と あ げて い たが ， 自身 の Good  Point とし て 「自 分 から 質 問 した

り， 報 告 でき る よ う にな っ た とス タ ッ フ に言 っ て もら え た 。 以前 は 報告

に 戸 惑 っ てい た が ， 慣れ て く ると 自 分 で 意識 し て 動 け る よ う にな っ た。」

と あ げ て おり ， こ の 点に つ い ては お お む ね職 員 の 本人 へ の 評 価と 一 致し

た 。また ，次 回 予想 を立 て る 際に「 次 は 頑張 っ て 4 く ら い に 設定 し て み

よ う か な 」と 前 向 き な発 言 も 見ら れ た 。 適切 な 声 量に つ い て は面 談 中に

筆 者 と 確 認し ， 本 人 に不 安 が 残る よ う な ら 毎 週 金 曜に あ る 訓 練の 終 礼で
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1 週 間 の 振 り 返 り と して 職 員 に確 認 し て もよ い と 伝え た 。  

【面 談 4 回目 】面 談 3 回 目 以降 ，訓 練 内容 が 古 書の 検 品 作 業に 変 更さ

れ た 。 こ の訓 練 で は ， 古 書 の 傷や 汚 れ を 検品 し て 記録 シ ー ト に状 態 を記

入 し て い く。 職 員 か らは 「 報 告が 散 逸 す るこ と は ほと ん ど 見 られ な くな

り ま し た。」 と 評価 があ っ た 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価・ 次 回 予 想は い ず れも 3（ 数 回で き ない

こ と が あ った（ ほ と んど で き た ））だっ た 。自 己 評 価の 理 由 とし て は「 箇

条 書 き で 伝え た い こ とを メ モ して い る が ， 伝 え た い内 容 が 漏 れて し まう

こ と が あ っ た か ら。でも ，メモ を と るこ とは で き てい た 。」と あげ て い た。

また ， 次 回予 想 の 理 由と し て は「 伝 え た いこ と を はっ き り さ せる よ うに

話 し て み たい と 思 う が ，ま だ少 し 自信 が ない か ら。」と あ げ てお り ，特 に

報 告 内 容 をわ か り や すく 組 み 立て て 伝 え るこ と に 自信 が な い ， と い う話

があ っ た。そ こで 筆 者と 本 人 とで 話 し 合 い ，「 ま ず 初め に「 〇 〇に つ い て

報 告 し ま す／ 質 問 し ます 」 と 言っ て か ら 具体 的 な 話を 始 め る よう に して

み る 。 も し質 問 や 報 告が 複 数 あっ た ら ，「報 告 ／ 質問 は 〇 〇 個あ り ま す。

一 つ 目 は 〇〇 に つ い てで す 」の よ うに 整 理し て み る。」な ど 伝 え る 際 の 工

夫 を 考 え た 。この 言 い回 し も 面談 2 回 目 同様 ，筆 者 が 訓練 中 の D さん と

仮 定 し て セリ フ を 言 って 見 せ ， D さ ん 自 身に も 筆 者を 訓 練 流 のス タ ッフ

に 見 立 て て練 習 し て もら っ た。ま た，声 量 につ い て は特 に 問 題 が無 い 旨 ，

職員 か ら 筆者 に 伝 え られ た た め ， 本 人 に も面 談 の 中で 共 有 し た。  

【面 談 5 回目 】訓 練 内容 は 引 き続 き 古 書 の検 品 作 業だ っ た。スタ ッ フ

か ら は 「 朝の ミ ー テ ィン グ 時 には メ モ 帳 を活 用 し て記 録 を し たり 発 言し

た り で き てい る 。 何 のた め に 報告 や 質 問 に来 た か を明 確 に し てか ら 話す

こ と に つ いて は ， ま とま っ た 状態 で な い こと も あ る。 複 数 伝 えた い こと

があ る 場 合に ， い く つ話 が あ るの か 先 に 伝え る こ とに つ い て はで き てい
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な い 。こち ら から あ る程 度 整 理が 必 要。」と コ メン ト があ り ，前 回 面談 で

話 し 合 わ れた 課 題 で ある ， 報 告内 容 を わ かり 易 く 組み 立 て て 話す こ とに

依 然 課 題 があ る こ と が推 察 さ れた 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価・ 次 回 予 想は い ず れも 3（ 数 回で き ない

こ と が あ った（ ほ と んど で き た ））だっ た 。自 己 評 価の 理 由 とし て「 本 の

状 態 の 質 問や 報 告 は でき る が ， チ ェ ッ ク の際 の 報 告・ 連 絡 ・ 相談 は まと

ま ら な か った り す る 。」と あ った が ，実 際 の本 を 見 なが ら 相 談 する と 話し

やす い ， とい う 気 づ きも 語 ら れた 。 ま た ， 特 に 報 告内 容 が 多 い終 礼 の際

に 戸 惑 う こと が 多 い とい う 課 題が 本 人 か ら出 さ れ た。 筆 者 と 本人 の 話し

合い で ，「他 の 人 の 報告 中 に 整理 し て も よい 。終 礼 で 報告 す べき こ と が見

つ か っ た ら ，後で 報 告で き る よう に メ モ して お く。（ お 昼 休 みな ど に でき

れば ， 終 礼で 話 す 内 容を ま と めて お く ）」と い う 対策 が 出 さ れた 。 ま た ，

話 の 伝 え 方に つ い て は前 回 同 様 ， 相 談 か 報告 か を 明確 に す る こと 等 を話

し 合 っ た 。  

【面 談 6 回目 】訓 練 内容 は 引 き続 き 古 書 の検 品 作 業だ っ た。職員 か ら

は 「 わ か らな い こ と の整 理 が つい て い る かど う か につ い て は ， 以 前 と比

較 す る と 改 善 し て い る。」 と評 価 が あっ た。 一 方 で課 題 と し て ，「 疑問 点

を 整 理 し て質 問 で き るか ど う かが 課 題 に 感じ る 。 自分 の 考 え がま と めき

れ な い 時 ， 特 に 逆 質 問を 受 け た際 に 笑 っ てご ま か して い る よ うに 見 えて

し ま う こ とが あ る。」と コ メン ト があ り ，定 時 報告 以 外の 場 面 ，特 に予 期

し て い な いタ イ ミ ン グで 質 問 をさ れ た 際 の対 応 に 課題 が あ る 様子 が 推察

さ れ た 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価・ 次 回 予 想は い ず れも 3（ 数 回で き ない

こ と が あ った（ ほ と んど で き た ））だっ た 。自 己 評 価の 理 由 とし て は「 な

る べ く 「 〇〇 に つ い て質 問 ／ 相談 が あ る 」と 伝 え よう と し た が ， で きな
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い こ と の 方 が 多 か っ た。 一 方 ， 相 手 が 作 業 中 ・ 話 し中 で も 「 お話 し 中失

礼 し ま す」な どと 伝 える こ と がで き た 。」の よ うに ，課 題 を あげ つ つ も前

向 き な コ メン ト が 見 られ た 。職 員 から の 評価 に あ った ，「 特 に逆 質 問 を受

け た 際 に 笑っ て ご ま かし て い るよ う に 見 えて し ま うこ と が あ る。」に つい

て は 本 人 の自 覚 は な く ， 筆 者 と本 人 と で ， す ぐ に 回答 で き な い質 問 が着

た 場 合 は 「「 少 し考 えさ せ て 下さ い 」 と 言っ て 待 って も ら う 。」 と いう 対

応 が 話 し 合わ れ た 。  

【面 談 7 回目 】訓 練 内容 は 古 書の 検 品 作 業に 加 え ，日 々の 訓 練内 容 等

に つ い て 300 字 程度 の文 章 に まと め る ブ ログ の 作 成を 担 当 し た 。職員 か

らは 「 自 分の 考 え を 整理 す る こと は で き てい る が ， 聞 き 返 さ れる と いっ

た ん 止 ま って し ま う 。や り 取 りを 始 め る と ， ス ム ーズ に 自 分 の考 え を伝

え る こ と が難 し い。」と 評価 が あ り ，や はり と っ さの 対 応 に は苦 手 さ があ

る こ と が うか が え た 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価は 3（ 数 回で き な いこ と が あ った （ ほと

ん ど で き た ）），次 回 予想 は 4（ い つ もで きる（ よ く で きる ））で あっ た 。

自 己 評 価 の理 由 と し て「 報 告や 確 認の 際 に ，「 〇 〇 の件 で す が～ ～ 」と 伝

え る こ と がで き た 。 まだ 完 全 では な く ， 話し て い る途 中 に 思 いつ い たこ

と や 聞 か れた こ と を まと め て 話す こ と は まだ 苦 手 だか ら 。」と あげ て い た。

次 回 予 想 の理 由 と し ては 「 最 初に 伝 え る 段階 は 次 回ま で に う まく で きる

よ う に な って い る と 思う 。」と あ げて い た。7 回 目 の面 談 後 ，本 人・事 業

所 職 員 と 筆者 で 話 し 合い ， 当 初の 目 標 だ った 「 伝 え た い こ と をメ モ に取

り， 最 後 まで は っ き り言 う こ とが で き る 」に 関 し て は 本 人 が 自主 的 に質

問 や 相 談 に行 く と い う段 階 は 達成 で き て いる と い う評 価 で 三 者の 認 識が

一 致 し た 。現 在 の 課 題は ， 予 期し て い な い質 問 を され た 際 の 対応 を 身に

つ け る 段 階に 移 行 し てい る と 考え ら れ た 。本 人 ・ 職員 と 筆 者 の協 議 の結
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果， 本 実 践で 最 初 に 設 定 し た 目標 は お お むね 達 成 でき て い る と判 断 され

たた め ， 筆者 と 本 人 で行 う 定 期面 談 は 7 回目 で 面 談を 終 結 し た。  
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根
に

あ
り

評
価

で
き

ま
す

。
職

場
で

同
様

の
姿

勢
が

評
価

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

。

業
務

で
必

要
な

発
信

も
自

主
的

に
で

き
る

よ
う

に
な

り
つ

つ
あ

り
ま

す
。

面
談

日
（
5
/
2
2
）

3
4

声
の

大
き

さ
を

他
の

人
に

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

メ
モ

に
ま

と
め

て
か

ら
報

告
す

る
と

い
う

の
を

忘
れ

る
こ

と
も

あ
っ

た
が

、
ほ

と
ん

ど
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

と
思

っ
た

か
ら

。

自
分

か
ら

質
問

し
た

り
、

報
告

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
と

ス
タ

ッ
フ

に
言

っ
て

も
ら

え
た

。
以

前
は

報
告

に
戸

惑
っ

て
い

た
が

、
慣

れ
て

く
る

と
自

分
で

意
識

し
て

動
け

る
よ

う
に

な
っ

た
。

声
の

大
き

さ
を

他
の

人
に

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ず

、
あ

ま
り

意
識

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

／
金

曜
日

の
終

礼
の

後
に

、
今

週
の

報
告

で
の

声
の

大
き

さ
が

適
切

か
ど

う
か

を
確

認
し

て
み

る
。

古
書

の
検

品
3

報
告

が
散

逸
す

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

見
ら

れ
な

く
な

り
ま

し
た

。

よ
く

考
え

、
業

務
を

漫
然

と
過

ご
し

て
い

な
い

と
こ

ろ
が

評
価

で
き

ま
す

。

予
定

が
決

ま
っ

て
い

る
こ

と
を

あ
ら

か
じ

め
準

備
し

て
行

動
に

つ
な

げ
ら

れ
る

と
よ

り
良

い
と

思
い

ま
す

。

面
談

日
（
6
/
1
7
）

3
3

箇
条

書
き

で
伝

え
た

い
こ

と
を

メ
モ

し
て

い
る

が
、

伝
え

た
い

内
容

が
漏

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
っ

た
か

ら
。

で
も

、
メ

モ
を

と
る

こ
と

が
は

で
き

て
い

た
。

伝
え

た
い

こ
と

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

よ
う

に
話

し
て

み
た

い
と

思
う

が
、

ま
だ

少
し

自
信

が
な

い
か

ら
。

検
品

作
業

の
際

、
細

か
い

と
こ

ろ
の

傷
や

折
れ

を
見

つ
け

ら
れ

た
点

を
ス

タ
ッ

フ
か

ら
評

価
さ

れ
ま

し
た

。
慣

れ
て

く
れ

ば
、

も
っ

と
抜

け
漏

れ
を

減
ら

せ
そ

う
と

思
い

ま
す

。

何
を

一
番

に
伝

え
る

べ
き

か
の

判
断

が
つ

か
な

い
こ

と
が

あ
る

。
一

番
伝

え
た

い
こ

と
を

最
初

に
話

す
べ

き
だ

と
は

思
う

け
れ

ど
、

特
に

複
数

の
作

業
を

同
時

に
進

め
て

い
る

時
は

判
断

が
難

し
い

。
／

ま
ず

初
め

に
「
〇

〇
に

つ
い

て
報

告
し

ま
す

／
質

問
し

ま
す

」
と

言
っ

て
か

ら
具

体
的

な
話

を
始

め
る

よ
う

に
し

て
み

る
。

も
し

質
問

や
報

告
が

複
数

あ
っ

た
ら

、
「
報

告
／

質
問

は
〇

〇
個

あ
り

ま
す

。
一

つ
目

は
〇

〇
に

つ
い

て
で

す
」
の

よ
う

に
整

理
し

て
み

る
。

古
書

の
検

品
3

朝
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

時
に

は
メ

モ
帳

を
活

用
し

て
記

録
を

し
た

り
発

言
し

た
り

で
き

て
い

る
。

常
に

O
K

。
何

の
た

め
に

報
告

や
質

問
に

来
た

か
を

明
確

に
し

て
か

ら
話

す
こ

と
に

つ
い

て
は

、
ま

と
ま

っ
た

状
態

で
な

い
こ

と
も

あ
る

。
複

数
伝

え
た

い
こ

と
が

あ
る

場
合

に
、

い
く

つ
話

が
あ

る
の

か
先

に
伝

え
る

こ
と

に
つ

い
て

は
で

き
て

い
な

い
。

こ
ち

ら
か

ら
あ

る
程

度
整

理
が

必
要

。
一

方
で

、
そ

こ
ま

で
込

み
入

っ
た

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

で
の

報
告

の
機

会
は

少
な

い
。

自
己

判
断

せ
ず

、
報

告
・
連

絡
・

相
談

し
な

が
ら

作
業

が
で

き
る

点
。

自
分

の
中

で
何

を
質

問
し

た
い

の
か

明
確

に
し

て
か

ら
質

問
で

き
る

と
尚

良
い

。

面
談

日
（
7
/
1
）

3
3

本
の

状
態

の
質

問
や

報
告

は
で

き
る

が
、

つ
え

っ
く

の
際

の
報

告
・

連
絡

・
相

談
は

ま
と

ま
ら

な
か

っ
た

り
す

る
。

本
の

実
物

が
あ

れ
ば

話
し

や
す

い

で
き

る
よ

う
に

考
え

た
い

が
少

し
不

安
。

メ
モ

を
と

る
前

に
行

動
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。

本
の

状
態

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
際

に
、

抜
け

漏
れ

が
少

な
い

と
評

価
し

て
も

ら
え

た
。

終
業

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
前

は
慌

た
だ

し
く

て
、

報
告

す
べ

き
こ

と
を

メ
モ

な
ど

で
ま

と
め

る
時

間
が

な
い

。
／

他
の

人
の

報
告

中
に

整
理

し
て

も
よ

い
。

終
礼

で
報

告
す

べ
き

こ
と

が
見

つ
か

っ
た

ら
、

そ
の

時
点

で
後

で
報

告
で

き
る

よ
う

に
メ

モ
し

て
お

く
。

（
お

昼
休

み
な

ど
に

で
き

れ
ば

、
終

礼
で

話
す

内
容

を
ま

と
め

て
お

く
）

古
書

の
検

品
3

わ
か

ら
な

い
こ

と
の

整
理

が
つ

い
て

い
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

は
、

以
前

と
比

較
す

る
と

改
善

し
て

い
る

の
は

事
実

。

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

を
踏

め
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

。

疑
問

点
を

整
理

し
て

質
問

で
き

る
か

ど
う

か
が

課
題

に
感

じ
る

。
自

分
の

考
え

が
ま

と
め

き
れ

な
い

時
、

特
に

逆
質

問
を

受
け

た
際

に
笑

っ
て

ご
ま

か
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

今
後

は
ブ

ロ
グ

の
作

成
に

も
取

り
組

ん
で

も
ら

う
の

で
、

考
え

て
い

る
こ

と
の

整
理

に
な

れ
ば

よ
い

で
す

。

面
談

日
（
7
/
1
8
）

3
3

な
る

べ
く

「
〇

〇
に

つ
い

て
質

問
／

相
談

が
あ

る
」
と

伝
え

よ
う

と
し

た
が

、
で

き
な

い
こ

と
の

方
が

多
か

っ
た

。
一

方
、

相
手

が
作

業
中

・
話

し
中

で
も

「
お

話
し

中
失

礼
し

ま
す

」
な

ど
と

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
だ

、
「
〇

〇
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

」
等

の
声

掛
け

は
で

き
な

い
こ

と
も

あ
る

。
少

し
ず

つ
改

善
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

、
メ

モ
の

取
り

方
を

工
夫

す
る

な
d
し

た
ら

改
善

で
き

そ
う

と
思

っ
て

い
る

。

は
じ

め
て

の
ブ

ロ
グ

作
成

で
も

う
ま

く
書

く
こ

と
が

で
き

た
こ

と
。

梱
包

を
前

回
よ

り
も

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

最
初

に
、

「
〇

〇
に

つ
い

て
質

問
・
相

談
が

あ
り

ま
す

」
と

伝
え

る
よ

う
に

す
る

。
話

し
た

い
こ

と
が

整
理

し
き

れ
な

い
時

に
、

笑
っ

て
ご

ま
か

し
て

い
る

よ
う

に
見

え
る

こ
と

が
あ

る
。

／
「
少

し
考

え
さ

せ
て

下
さ

い
」
と

言
っ

て
待

っ
て

も
ら

う
。

ど
ん

な
小

さ
な

こ
と

で
も

メ
モ

に
取

り
た

い
（
本

人
よ

り
）
。

ス
タ

ッ
フ

に
気

づ
い

た
と

き
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

も
ら

う
よ

う
に

す
る

。

古
書

の
検

品
3

「
は

っ
き

り
伝

え
る

」
は

ま
だ

完
全

で
は

な
い

が
、

メ
モ

を
と

っ
て

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
は

で
き

て
い

る
。

自
分

の
考

え
を

整
理

す
る

こ
と

は
で

き
て

い
る

が
、

聞
き

返
さ

れ
る

と
い

っ
た

ん
止

ま
っ

て
し

ま
う

。
や

り
取

り
を

始
め

る
と

、
ス

ム
ー

ズ
に

自
分

の
考

え
を

伝
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

と
っ

さ
の

対
応

は
ま

だ
苦

手
。

面
談

日
（
7
/
3
1
）

3
4

報
告

や
確

認
の

際
に

、
「
〇

〇
の

件
で

す
が

～
～

」
と

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
だ

完
全

で
は

な
く

、
話

し
て

い
る

途
中

に
思

い
つ

い
た

こ
と

や
聞

か
れ

た
こ

と
を

ま
と

め
て

話
す

こ
と

は
ま

だ
苦

手
だ

か
ら

。

最
初

に
伝

え
る

段
階

は
次

回
ま

で
に

う
ま

く
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
思

う
。

報
告

や
確

認
の

際
に

、
「
〇

〇
の

件
で

す
が

～
～

」
と

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

落
ち

つ
い

て
業

務
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

ス
ム

ー
ズ

に
や

り
取

り
す

る
こ

と
。

／
「
少

し
考

え
さ

せ
て

下
さ

い
」

と
言

っ
て

待
っ

て
も

ら
う

。
（
本

人
か

ら
の

提
案

）

T
a
b
le

5
-
1
-
2
　

対
象

者
D

の
振

り
返

り
シ

ー
ト

と
他

者
評

価

事
業

所
職

員
本

人
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③事 後 イ ンタ ビ ュ ー  

 事 後 イ ンタ ビ ュ ー では ， ま ず， 普 段 の 訓練 で の 気づ き を 記 録す る こと

自体 が D さ ん にと って 役 立 った と い う こと が 語 られ た 。 例 えば ，『 振 り

返 り シ ー トで 役 に 立 った こ と は自 分 が で きた こ と とか も う 少 し頑 張 った

方 が い い こと を 自 分 で考 え て 書く っ て い うの が ， なか な か 新 鮮だ な と思

っ て 。あ ん ま りこ れ まで 自 分 で考 え る と いう こ と がな か っ た んで す 。』な

ど で あ る。特 に ，Good  P oint へ の記 入 を 通し て 苦 手な こ と や 課題 だ けで

な く 自 身 の肯 定 的 な 側面 に 着 目で き た こ とが 語 ら れた 。 例 え ば ， 以 下の

よ う な 発 言が あ っ た 。『 あん ま り 自分 自 身 でで き た 事っ て 言 わ ない っ て言

うか ，こう い う機 会 がな い と 表に 出 さ な いっ て い うか 。（ 中 略）自 分が で

き た こ と を思 い 出 す と言 う か 思い 出 し て 書く っ て いう の が い いの か なっ

て 思 い ま した 。 自 分 は確 か に こう い う こ とが で き たな ぁ と 思 い返 し て ，

ち ょ っ と 言葉 が 見 つ から な い んで す け ど ， 自 分 が でき て い る こと に 気が

つ け る っ てい う の が 良か っ た と思 い ま す 』，『 自 分 がど う い う こと が でき

る の か を 振り 返 っ て ， 次 は こ うい う こ と がで き る よう に な り たい ， こう

い う こ と がで き る よ うに し た い ， 自 分 が でき る こ とを 増 や し たい 増 やし

て 行 き た いっ て い う 風に 思 い ます 。 自 分 のい い と ころ を 記 録 に残 せ るか

ら， も っ と増 や し た いと い う 気持 ち に な った の か もし れ ま せ ん。』  

 ま た 目 標を 設 定 し て振 り 返 りを 実 施 し たこ と に 関し て ，『 面 談を 繰 り返

し 行 う こ とで 目 標 が 自分 の 中 に入 っ て き たと 言 う か ， 普 段 の 作業 で も意

識 で き る よう に な っ てき て  そ う い う風 にな っ た 気が し ま す 』，『 目 標を 決

め て 取 り 組む 中 で 自 分の 課 題 を改 善 し よ うと い う 気持 ち が 湧 いて き たと

い う の が あ り ま し た 。目 標 を決 め て 自己 評価 を 考 える っ て 言 うと こ ろ で ，

評 価 を 上 げる た め に 改善 し よ うと い う 気 持ち も あ りま し た ね 。（ 中 略 ）自

分 の 課 題 を改 善 し よ うと い う 気持 ち に な れる 」 と いっ た よ う に ， 目 標を
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設 定 し 面 談 の 中 で 繰 り返 し 目 標の 確 認 と 達成 の た めの 手 立 て を相 談 でき

た こ と が ， D さ ん に とっ て 日 々の 訓 練 の 中で 目 標 を意 識 す る こと や ， 訓

練 自 体 へ のモ チ ベ ー ショ ン に 影響 し た 様 子が う か がえ た 。  

 自 身 の 目標 に 対 す る行 動 の 変化 に つ い ては 以 下 のよ う な 内 容が あ げら

れた 。『 メモ を と る 頻度 は か なり 増 え た と思 い ま す 。自分 で 目標 を 立 てた

の で よ り 改善 し な い とい け な いな と い う 気持 ち が 強く な り ま した 。 以前

か ら メ モ を と っ た ほ うが い い とい う こ と は知 っ て いま し た が ， よ り 気を

つ け な い とい け な い なと い う 気持 ち に な りま し た し ， メ モ を 実際 に と る

頻 度 も 増 えま し た 』 D さん の 行 動の 変 化 には ， 目 標を 自 分 自 身で 決 めた

経 験 が 影 響し て い る こと が 語 られ た が ， その 他 ， 面談 内 容 が 記録 と して

手 元 に 残 った こ と で 視覚 的 に 確認 可 能 だ った こ と や ， 自 分 自 身で 考 えて

シ ー ト に 記入 し た こ と も 理 由 とし て あ げ られ た 。 具体 的 に は ， 以 下 のよ

う な 発 言 があ っ た。『 自分 の 問 題点 や 気 を つ け た 方 がい い こ と は文 字 に残

っ て い る ので よ り 気 をつ け る こと が で き たの か も しれ ま せ ん 。』，『 人 に書

い て も ら うよ り も 自 分で 書 い た方 が い い んだ と 思 いま す 。 自 分で 考 える

と 言 う か 。メ モ の 方 に自 分 で 気づ い た こ とと か を 結構 記 録 し てお く とい

う 習 慣 が つき ま し た 。自 分 で 書い た こ と は特 に 意 識す る よ う にな る 。』  

 目 標 へ の評 価 に つ いて ， D さ んの 自 己 評価 は 初 回の 面 談 か ら 3 が 続い

た 。こ のこ と につ い ては ，『 数 字は 変 わ って い な いけ れ ど も ，自 分 の中 で

段 階 は 変 わっ て 行 っ たん じ ゃ ない か と 思 いま す 。最 初 の 方は  メモ を 取り

忘 れ ち ゃ っ た り 机 に 忘 れ て き て し ま っ た り し て い て …で も 忘 れ た こ と も

あっ た け ど今 は ほ と んど で き るよ う に な って 。 伝 える 時 は 箇 条書 き でメ

モ を し て から 伝 え る よう に な って 。（ 中 略 ）次は や り 取り を する と こ ろが

目 標 に な るだ ろ う と 思っ て い て。 そ ん な 風に 段 階 が変 わ っ て いて る んじ

ゃ な い か なっ て 思 っ てい ま す。』と い う 発言 が あ り ，評価 の 水準 と し ては
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変 わ ら な い が ， 評 価 内容 に 質 的な 変 化 が あっ た こ とが 語 ら れ た 。 他 者評

価 に つ い ては 『 目 標 達成 の た めの 工 夫 を 他の 人 に 聞け た の が 良か っ たと

思い ま す。 他 者 評 価 だけ を 言 われ て そ れ で改 善 し よう と い う 風に は なら

な い か も しれ な い で す。参 考に は なる ん です け ど。』と あ り ，他者 評 価 を

通 し て 課 題 の 改 善 の た め の ア ド バ イ ス を 受 け ら れ た 点 が D さ ん に と っ

て は 役 に 立っ た と い うこ と が わか っ た 。  

 一 方 で 振り 返 り シ ート の 使 用で 難 し か った 点 と して ， 日 々 の達 成 度の

記 録 方 法 につ い て 発 言が あ っ た。 D さ ん が担 当 し た作 業 は 1 日ご と に完

結 す る 作 業ば か り で はな か っ たこ と も あ り ， 達 成 度の 評 価 （ 半分 終 わっ

た ／ 全 て 終わ っ た 等 ）が つ けに く い 場合 があ る ，と い う こと があ が っ た。  

 

（２ ） 事 例 E 

概 要：実 践 開 始 当 時 ，就 労 支援 事 業所 X を利 用 し 始め て 1 カ 月程 度 が

経 過 し て いた 。 診 断 はア ス ペ ルガ ー 症 候 群で ， 4 年 制大 学 を 卒業 し た後

に就 労 支 援事 業 所 X を利 用 し 始め た 。就 職歴 は な し 。事 業所 X 内の 訓 練

で は 主 に デー タ 入 力 （ 名 刺 の 作成 な ど ） に取 り 組 んで い る が ， 入 力 のミ

ス が 多 く ， 本 人 も ミ スが 多 い こと を 気 に して い る 様子 が 見 ら れた 。 対象

者 の 概 要 と事 前 ・ 事 後の 質 問 紙調 査 へ の 回答 結 果を Tab le5 -1 -3 に示 す。 

①事 前 面 談  

事 前 面 談 で は 事 業 所 職 員 か ら の 指 摘 も 踏 ま え な が ら 本 人 と 目 標 の 設

定 を 行 っ た。 本 人 か らは ， デ ータ 入 力 で のミ ス が 多い こ と ， 成果 物 の件

数 を 多 く 出す こ と に こだ わ っ てい る が ミ スの 多 さ も気 に な っ てい る と話

が あ っ た 。これ を 踏 まえ ，目 標 を「デ ー タ入 力 で ミス を 減 ら す。」と設 定

し， 成 果 物の 件 数 や 作業 ス ピ ード を 気 に しす ぎ ず ， ミ ス の 少 ない 成 果物

を 出 せ る よう に 取 り 組む こ と が話 し 合 わ れた 。 ま た目 標 達 成 のた め の手
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立 て と し て ，「 PC で 入力 し た デー タ と 紙 のデ ー タ を見 比 べ る 際に ，指と

紙 で 印 を つけ な が ら チェ ッ ク 作業 に 取 り 組む 」 と 設定 し ， セ ルフ チ ェッ

ク を 行 う こと を 促 し た。 事 前 面談 で 実 施 した 質 問 紙調 査 の 結 果は 以 下の

通 り で あ る 。AQ（ 37），進 路 選 択に 対 する 自 己 効力 感 尺 度 得点（ 23），

進 路 成 熟 態度 尺 度（ 12），一般 性 セ ルフ エフ ィ カ シー 尺 度（ 6：低い 傾 向

にあ る ） 。  

 

  

年齢

診断名

現在の状況

設定した目標

AQ

事前 事後

進路選択に対する
自己効力感尺度得点

23 23

進路成熟態度尺度 12 18

一般性
セルフエフィカシー尺度

6（低い傾向にある） 10（普通）

37

Table5-1-3 対象者Eの基礎情報及び事前・事後の尺度得点

22

アスペルガー症候群

4年制大学を卒業した後に就労支援事業所Xを利用し始
めた。就職歴はなし。
事業所X内の訓練では主にデータ入力（名刺の作成など）
に取り組んでいるが、入力のミスが多く、本人もミスが多
いことを気にしている様子が見られた。

データ入力でミスを減らす
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②面 談 実 施 期 間  

特 に 設 定 した 目 標 に 関連 の 深 い内 容 を 以 下に 示 す。ま た，全 4 回の 振

り 返 り シ ート と 職 員 から の 評 価シ ー ト の 内容 を Tabl e5 -1 -4 に示 す 。  

【面 談 1 回目 】訓 練 内容 と し ては デ ー タ 入力 を 担 当し ，ア ン ケー ト 用

紙の 回 答を E xcel 上 に記 入 し てい く 作 業 に取 り 組 んだ 。面 談 1 回目 ま で

に職 員 の 評価 が 得 ら れな か っ たた め ，本 人の 記 録 を基 に 面 談 を実 施 し た。

面 談 で の 自己 評 価 は 3（数 回 でき な い こと が あ った（ ほ と んど で き た ）），

次回 予 想は 4（ い つ もで き る （ よ く で き る ） ） だ った 。 自 己 評価 の 理由

と し て は 「ミ ス が 若 干あ る 」 とコ メ ン ト した も の の ， 入 力 ミ スの 状 態に

つ い て は「 劇的 に 減 りま し た 」と振 り 返 りが あ っ た 。一 方 で ，「 指 や定 規

を 用 紙 に あて て 入 力 ミス が な いか 確 認 す るの は 時 間が か か る ので ， 今後

は 目 視 で も問 題 な い 」と も 発 言が あ り ， セル フ チ ェッ ク の 必 要性 は 認識

で き て い る一 方 で 自 分に 合 っ た方 法 を 見 つけ ら れ てい な い 可 能性 が ある

と 思 わ れ た。 筆 者 か らは ， 引 き続 き 指 差 し や 定 規 を当 て て 入 力に ず れが

な い か 確 認し て み る こと ， 文 字入 力 の ミ スが 無 い よう に 小 さ な声 や 心の

中 で 内 容 を復 唱 し て みる ， の 二通 り の 工 夫 を 提 案 し ， 指 差 し や定 規 を使

っ た チ ェ ック の 方 法 を面 談 内 で実 際 に や って 見 せ な が ら 説 明 した 。  

【面 談 2 回目 】訓 練 内容 は デ ータ 入 力 と チェ ッ ク 作業 を 担 当 した 。チ

ェ ッ ク 作 業は ， 印 刷 して 配 布 され た 住 所 録と 郵 便 物に 貼 る 住 所ラ ベ ルに

誤 字 等 が ない か を 確 認す る 作 業で あ る 。 職員 か ら は「 チ ェ ッ クの 仕 方に

つい て ，指 で 確認 し なが ら 作 業を す る こ とが で き てい た 。」と評 価 が あっ

た 。 ま た ， 積 極 的 に 質問 が で きる 点 な ど が Good  P oint と し てあ げ られ

た。  

 面 談 で の自 己 評 価 は 4（ いつ も で きる（よ く でき る ）），他者 評 価は 3

（数 回 で きな い こ と があ っ た （ ほ と ん ど で き た ））， 次 回 予 想 は 4（ いつ
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も で き る （ よ く で き る ） ） だ った 。 自 己 評価 の 理 由と し て は 「ミ ス なく

で き る こ とが 多 く な った こ と や ， セ ル フ チェ ッ ク を行 い 最 終 的な 成 果件

数 が 増 え たか ら 。」とあ げ ら れた 。ま た 次回 予 想 の理 由 に つ いて は「指 で

確 認 し た り ， 一 定 件 数入 力 が 終わ っ た ら もう 一 度 見直 し を す るな ど の工

夫 が で き るよ う に な り ，ミス が 減 った こ とで 自 信 がつ い て き たか ら 。」と

コ メ ン ト があ り ， 面 談で 話 し 合わ れ た 工 夫を 活 用 でき て い る 様子 が 語ら

れ た 。当初 設 定 した 目標 以 外 で ，E さ ん 本人 が 課 題に 感 じ る こと と し て ，

本 人 か ら 他者 と の や り取 り の 際の 課 題 （ 気に な っ たこ と を 相 手に 聞 いて

し ま い 不 快な 気 持 ち にさ せ て しま う こ と があ る ） や， 訓 練 中 に質 問 が頻

繁 に な り すぎ て し ま うこ と が あげ ら れ た 。筆 者と の 話 の中 で ，「 他 の 利用

者 に 聞 い てい い こ と ／聞 い て はい け な い こと 」 や 「聞 い て も いい タ イミ

ン グ 」 は おお む ね 把 握で き て いる 様 子 で あり ， こ れま で に 深 刻な ト ラブ

ル に つ な がっ た こ と はな い と のこ と だ っ たた め ， 今後 事 業 所 内で 他 の利

用 者 に 質 問し て も よ いか ど う か判 断 に 困 った 場 合 は職 員 に 相 談す る こ と ，

と 対 応 を 考え た 。 ま た ， 質 問 につ い て は 本人 か ら 提案 さ れ た 「聞 き たい

こ と を メ モし て 5 つ たま っ た ら質 問 に 行 く」 と い う 工 夫 を 採 用 し た 。  

【 面 談 3 回目 】訓 練 内 容 は 引 き続 き デ ー タ入 力 と ，チ ェッ ク 作業 を 担

当 し た 。職 員 から は「概 ね でき て いる が まだ ミ ス は見 ら れ る 。」と 評 価 が

あ っ た 。 また 前 回 の 面談 で 話 し合 わ れ た 内容 に 関 連し ， 課 題 とし て 「口

頭 指 示 が 抜け 漏 れ る こと が あ り ， メ モ を して い な い。 質 問 に つい て はメ

モ に し て から ま と め てで き る とき と で き ない 時 が ある 。」と コ メン ト があ

った 。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価・ 次 回 予 想は い ず れも 3（ 数 回で き ない

こ と が あ った（ ほ と んど で き た ））だっ た 。自 己 評 価の 理 由 とし て は「 少

し ミ ス を して し ま う こと が あ るこ と ， で もセ ル フ チェ ッ ク で ミス を 発見
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で き る よ う に な っ て きて い る から 。」と あり ，セ ル フ チェ ッ クの 結 果 ミス

が 全 く な かっ た 日 も あっ た と 報告 さ れ た 。ま た ， 今後 は 訓 練 内容 が 軽作

業 に 変 更 され ， 冊 子 の乱 丁 等 の確 認 や 封 筒に パ ン フレ ッ ト や 書類 を 封入

す る 作 業 を担 当 す る こと か ら ， 当 初 設 定 した 目 標 であ る 「 デ ータ 入 力で

ミ ス を 減 らす 」 と い う 目 標 に 照ら し 合 わ せる と ， パン フ レ ッ トの 封 入で

は 封 入 数 があ っ て い るか を 確 認す る こ と ， 冊 子 の 作成 で は ペ ージ 数 にま

ちが え が ない か 確 認 する こ と 等が 必 要 で ある こ と を話 し 合 っ た。 ま た ，

職員 か ら の今 後 の 課 題に 関 す るコ メ ン ト を受 け て ， 口 頭 で 指 示 さ れ た内

容を メ モ で記 録 で き るか を 試 して み る ， とい う こ とも 話 し 合 われ た 。  

【面 談 4 回目 】訓 練 内容 は 軽 作業 だ っ た 。職 員 か ら は「 作 業 は丁 寧 で ，

手 先 は 器 用な 方 だ と 思い ま す 。紙 袋 を つ くる 作 業 では 作 業 工 程が 多 く ，

空 間 認 知 が必 要 な 作 業は や や 苦手 か も し れま せ ん。」と 評 価 があ っ た 。課

題 と し て は引 き 続 き ， メ モ を 取り な が ら 指示 を 聞 ける よ う に なる こ とが

あ げ ら れ た。  

 面 談 で の自 己 評 価 ・他 者 評 価は 4（ い つも で き る （ よ く で きる ） ）だ

っ た 。 自 己評 価 の 理 由と し て は「 ア ン ケ ート 入 力 など は と て もう ま くい

っ た 。軽 作業 で も ミ スは ほ と んど な か っ た。」とあ っ た。面 談 4 回 目 はメ

モ を 取 り なが ら 口 頭 指示 を 聞 く ， と い う 点に つ い ての 話 し 合 いが 主 とな

っ た 。本人 か ら は ，「 特に 急 に 指示 さ れ た 場合 は ，メ モ を とろ うと し て も ，

口 頭 指 示 にメ モ を と るス ピ ー ドが 間 に 合 わず ， 内 容が 理 解 し きれ な いこ

と が あ る。」 と 振り 返り が あ った 。 対 策 とし て ， 説明 が 始 ま った ら ，「 メ

モ し て も よろ し い で すか 」 な どと 言 っ て メモ を と るこ と を ま ず相 手 に伝

え る こ と ， メ モ の 内 容を 復 唱 して 指 示 さ れた 内 容 と自 分 の メ モの 内 容が

間 違 っ て いな い か 確 認す る こ と等 が 話 し 合わ れ た 。 4 回 目 の 面談 で 自己

評価 ， 他 者評 価 が い ずれ も 4（ いつ も で きる （ よ くで き る ） ）に 到 達し
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たこ と ，面 談 内 容 や 職員 か ら の課 題 が ，「デ ー タ入 力 でミ ス を減 ら す」か

ら「 メ モ を取 り な が ら指 示 を 聞き ， 後 か ら確 認 で きる よ う に して お く」

こ と に 変 化し つ つ あ るこ と を 踏ま え ， 本 実践 で 設 定し た 目 標 に関 す る面

談 は 一 度 終結 し た 。   
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な
く

小
さ

な
声

に
出

し
て

復
唱

し
て

も
よ

い
。

あ
る

い
は

、
心

の
中

で
復

唱
す

る
。

デ
ー

タ
入

力
チ

ェ
ッ

ク
作

業
3

チ
ェ

ッ
ク

し
の

仕
方

に
つ

い
て

、
指

で
確

認
し

な
が

ら
作

業
を

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
れ

ば
積

極
的

に
確

認
で

き
る

。
真

面
目

に
作

業
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

質
問

の
際

、
自

席
か

ら
上

司
を

呼
ぶ

こ
と

が
多

い
が

、
上

司
の

席
ま

で
行

っ
て

報
告

や
質

問
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
尚

良
い

。

面
談

日
（
5
/
1
4
）

4
4

ミ
ス

な
く

で
き

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
こ

と
や

、
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
最

終
的

な
成

果
件

数
が

増
え

た
か

ら
。

指
で

確
認

し
た

り
、

一
定

件
数

入
力

が
終

わ
っ

た
ら

も
う

一
度

見
直

し
を

す
る

な
ど

の
工

夫
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
ミ

ス
が

減
っ

た
こ

と
で

自
信

が
つ

い
て

き
た

か
ら

。

ア
ン

ケ
ー

ト
入

力
で

ミ
ス

の
数

を
減

ら
せ

た
こ

と
。

他
人

と
の

距
離

感
を

知
る

こ
と

。
質

問
の

回
数

が
多

す
ぎ

て
し

ま
う

こ
と

。
／

質
問

の
回

数
が

多
い

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
ノ

ー
ト

に
質

問
が

5
つ

た
ま

っ
た

ら
聞

く
、

1
時

間
に

1
回

く
ら

い
質

問
に

行
く

な
ど

の
目

安
を

つ
け

る
。

他
人

と
の

距
離

感
を

知
る

こ
と

（
訓

練
生

同
士

の
個

人
的

な
質

問
）
に

つ
い

て
は

、
ス

タ
ッ

フ
に

自
分

の
聞

き
た

い
内

容
が

相
手

に
質

問
し

て
も

い
い

か
確

認
す

る
。

デ
ー

タ
入

力
チ

ェ
ッ

ク
作

業
3

概
ね

で
き

て
い

る
が

ま
だ

ミ
ス

は
見

ら
れ

る
。

真
面

目
に

取
り

組
む

姿
勢

。
素

直
で

積
極

的
に

取
り

組
め

る
姿

勢
。

時
間

を
か

け
る

と
慣

れ
て

き
て

よ
く

な
っ

て
き

て
い

る
。

口
頭

指
示

が
抜

け
漏

れ
る

こ
と

が
あ

り
、

メ
モ

を
し

て
い

な
い

。
質

問
に

つ
い

て
は

メ
モ

に
し

て
か

ら
ま

と
め

て
で

き
る

と
き

と
で

き
な

い
時

が
あ

る
。

面
談

日
（
5
/
3
0
）

3
3

少
し

ミ
ス

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
こ

と
、

で
も

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
で

ミ
ス

を
発

見
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

か
ら

。

と
り

あ
え

ず
試

し
に

（
も

う
し

ば
ら

く
）
様

子
を

見
て

お
き

た
い

。

ミ
ス

0
の

日
が

で
き

た
こ

と
。

失
敗

し
た

ら
、

そ
の

失
敗

を
メ

モ
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

6
月

か
ら

軽
作

業
に

作
業

変
更

が
あ

る
。

今
回

の
目

標
に

照
ら

し
合

わ
せ

る
と

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

封
入

で
は

封
入

数
が

あ
っ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
、

冊
子

の
作

成
で

は
ペ

ー
ジ

数
に

ま
ち

が
え

が
な

い
か

確
認

す
る

こ
と

、
が

課
題

に
な

り
そ

う
。

／
口

頭
で

指
示

さ
れ

た
内

容
は

メ
モ

を
し

て
み

る
。

（
メ

モ
が

で
き

る
か

ど
う

か
試

し
て

み
る

。
）
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

数
や

送
付

先
が

あ
っ

て
い

る
か

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

冊
子

作
成

で
は

ペ
ー

ジ
が

抜
け

て
い

な
い

か
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

す
る

。

軽
作

業
4

作
業

は
丁

寧
で

、
手

先
は

器
用

な
方

だ
と

思
い

ま
す

。
紙

袋
を

つ
く

る
作

業
で

は
作

業
工

程
が

多
く

、
空

間
認

知
が

必
要

な
作

業
は

や
や

苦
手

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

真
面

目
で

積
極

的
に

質
問

で
き

る
点

。
メ

モ
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

さ
ら

に
良

い
。

面
談

日
（
6
/
1
2
）

4
ア

ン
ケ

ー
ト

入
力

な
ど

は
と

て
も

う
ま

く
い

っ
た

。
軽

作
業

で
も

ミ
ス

は
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
。

メ
モ

を
引

き
続

き
取

る
こ

と
。

メ
モ

を
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

時
に

忘
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

メ
モ

を
と

ろ
う

と
し

て
も

、
口

頭
指

示
に

メ
モ

を
と

る
ス

ピ
ー

ド
が

間
に

合
わ

ず
、

内
容

が
理

解
し

き
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

特
に

急
に

指
示

さ
れ

た
場

合
。

／
説

明
が

始
ま

っ
た

ら
、

「
メ

モ
し

て
も

よ
ろ

し
い

で
す

か
」
な

ど
と

言
っ

て
メ

モ
を

と
る

こ
と

を
ま

ず
相

手
に

伝
え

る
。

メ
モ

の
内

容
を

復
唱

し
て

、
指

示
さ

れ
た

内
容

と
自

分
の

メ
モ

の
内

容
が

間
違

っ
て

い
な

い
か

確
認

す
る

。

T
a
b
le

5
-
1
-
4
　

対
象

者
E
の

振
り

返
り

シ
ー

ト
と

他
者

評
価

事
業

所
職

員
本

人
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③事 後 イ ンタ ビ ュ ー  

 事 後 イ ンタ ビ ュ ー では 面 談 を通 し た 自 身の 変 化 とし て ， 作 業中 に セル

フ チ ェ ッ クを 行 え る よう に な った 点 が あ げら れ た 。具 体 的 に は ， 以 下の

よ う な 発 言が あ っ た 。『 最 初 はミ ス を 少 なく す る こと が 目 標 でし た 。目標

を 意 識 し 続け た 結 果 ミス が ゼ ロに な る こ とが 多 く なり ま し た 。指 で チェ

ッ ク す る とい う や り 方を 知 り まし た か ら ， そ の 点 が大 き か っ たで す 。最

初 は 前 に も言 っ た ん です が 指 でチ ェ ッ ク をし て い たら 作 業 の 速度 が 遅く

な る の で はな い か と いう 見 方 があ っ た ん です 。 で すけ れ ど も ， 指 で チェ

ッ ク を し た結 果 む し ろ成 果 が 少し 増 え ま した 。』，『 ミ スを し な いよ う にチ

ェ ッ ク を する と い う 習慣 が つ いた と い う こと で す 。セ ル フ チ ェッ ク につ

い て は 習 慣と し て 定 着し て い るの で ，面 談が 終 わ った 後 も 続 けて い ま す。』

以 上 の 発 言か ら は ， セル フ チ ェッ ク の 実 施が 面 談 終結 後 も 継 続さ れ てい

る こ と が うか が え る 。  

ま た 目 標 の達 成 に は ，振 り返 り シ ート を 用い た 面 談を 通 し て E さん 自

身 が 自 分 の達 成 で き てい る 点 と課 題 を 整 理で き た こと が 影 響 した 旨 ， 発

言 が あ っ た。具体 的 には ，『 振 り返 り シ ート で 役 に立 っ た と 思う の は ，自

分 は ど ん なこ と が で きて い て どん な こ と がで き て いな い か が わか っ たこ

と で す 。 例え ば 私 に はミ ス を 少な く す る とい う こ とと メ モ を し忘 れ てい

る と い う こと が わ か った ん で す。』 など があ っ た 。こ れ に 関 連し ，『面 談

を 通 し て 多分 僕 は 焦 りす ぎ て るん だ っ て いう こ と がよ く わ か った し ， そ

の 上 誰 か と競 争 し た がっ て る って い う こ とも も し かし た ら ミ スの 原 因な

の か も し れな い で す 。自 分 と同 じ く らい のス ピ ー ドを 持 つ 人 がい た か ら ，

そ の 人 と 変 に 張 り 合 って し ま って ， そ れ でミ ス を する と い う 感じ に なっ

て い た と 思う ん で す 。』な ど ，振 り返 り シ ート を 用 いて 自 身 の 状態 を 整理

で き た こ とで E さ ん が 自 身 に 客観 的 な 視 点を 向 け られ た エ ピ ソー ド が語
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ら れ た 。  

そ の 他 面 談中 に 印 象 に残 っ た こと と し て ， 目 標 に 取り 組 み 実 際に ミス

が 減 ら せ た際 の 達 成 感に つ い て語 ら れ た 。具 体 的 には ，『 5 月 30 日 のア

ン ケ ー ト 入力 の 時 に ミス が ほ とん ど な く て花 丸 を 取っ た と い うこ と は非

常 に 心 に 残っ て い ま す。（ 中 略）ミ スを 減 らせ る こ とを 目 標 に でき て ，そ

れ を 乗 り 越え ら れ た から 凄 く 嬉し か っ た んで す 。 なぜ ミ ス ば っか り する

ん だ ろ う って イ ラ イ ラし て た んで す 。 で もそ れ を 乗り 越 え ら れた こ とに

よ っ て 嬉 しさ が こ み 上げ て き たん で す。』な ど で ある 。  

E さん は ，今 後 も 新 たな 目 標 を設 定 し 同 様の 形 式 の面 談 を 行 うこ とに

意 欲 を 示 した 。具 体 的に は ，以 下 のよ う な発 言 が あっ た 。『 メモ を と るこ

と と い う 新し い 目 標 がで き た ので ， こ の シー ト を 使っ た 面 談 を続 け たい

な と 思 っ てい ま す 。 目標 が 何 かあ れ ば こ のシ ー ト を使 っ た 面 談を し たい

な と 思 い ます 。 新 し い目 標 が でき た と い うの は ， この 面 談 を 通し て すご

く 良 か っ たと 思 う と ころ で す。』  

一 方 で 振 り 返 り シ ー トの 内 容 では ， 日 々 の達 成 度 の記 録 に つ いて ， 抽

象 的 な 評 価が し に く いと い う 意見 が 上 が った 。例 え ば ，「 例 えば「 〇 」と

つ け る と 完璧 に 作 業 が終 わ っ たと い う 感 じで す け ど ， そ れ は どう い う状

況 を 指 し てい る の か 分か ら な いん で す よ 。だ か ら達 成 度 は〇 ，×じ ゃな く

て 1 か ら 5 と い った 段階 に し てほ し い と 思い ま し た 」な ど の 発 言 が あ っ

た。  
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第 3 節  就 労 移 行 支 援 に お け る 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の あ る 利 用 者 に

対 す る 訓 練 の 振 り 返 り に 関 す る 研 究  ― 学 生 用 就 業 体 験 振 り

返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 方 法 の 援 用 に 対 す る 支 援 者 の 認 識 ―

（ 5-2 研 究 ）  

 

１ ． 目 的  

 本 研 究 は ， 研 究 4 及び 5 -1 に おい て 実 施し た 振 り返 り シ ー トを 用 い た

面 談 の 効 果に つ い て ， 支 援 者 の視 点 か ら 検討 す る こと が 目 的 であ る 。  

 

２ ． 方 法  

（ １ ） 対 象 者  

就 労 移 行 支援 事 業 所 X に て ，発 達 障 害 の診 断 あ るい は は そ の傾 向 のあ

る 成 人 を 主た る 対 象 とし て 就 労支 援 を 担 当す る 職員 2 名（ A，B）を 対象

と し た 。 2 名の 協 力 者の 概 要を Tab le5 -2 -1 に 示 す 。  

 

 

 

（ ２ ） 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 面 談  

支援経験年数 所有資格 面談実施状況

支援者A 1年10カ月 なし

ASDの診断がある利用者1名に対し、2カ月程度、週に1回の
頻度で面談を実施した。協力した利用者は、4年制大学卒業
後に障害者雇用での就職を検討しながら就労移行支援を利
用していた。

支援者B 2年 なし

ASDの診断がある利用者1名に対し、3カ月程度、週に1回の
頻度で面談を実施した。協力した利用者は自身の障害特性
について理解の程度が高く、国立大学大学院を卒業した後、
就労移行支援を利用していた。

Table5-2-1　支援者A・Bの概要と面談実施状況
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研 究 5 -１ に お いて 筆 者 と 就 労 移行 支 援 事 業 所 X 利 用者 と で 実施 し た ，

振 り 返 り シー ト を 用 いた 面 談 と同 様 の 振 り返 り シ ート を 用 い た。 支 援者

A， B は振 り 返 りシ ート を 用 い ， 就 労 移 行支 援 事 業 所 X 内 で利 用 者 と就

労 訓 練 の 振り 返 り の 面談 を 実 施し た 。 面 談の 実 施 に伴 い ， 筆 者か ら A，

B そ れ ぞ れ に口 頭 及 び紙 面 に て振 り 返 り シー ト や その 他 資 料 （ 評 価 シー

ト や 目 標 設定 シ ー ト ） を 用 い た面 談 の 進 め方 に つ いて 説 明 し た。 面 談の

頻 度 は ２ 週間 に １ 回 を基 本 と した が ，A，B と両 者の 担 当 する 利用 者 の 状

況 に 応 じ て都 度 調 整 した 。協 力 期間 は 3 カ月 を 目 安と し ，依 頼か ら 3 カ

月 経 過 し た時 点 で 事 後イ ン タ ビュ ー を 実 施し た 。  

（ ３ ） 事 後 イ ン タ ビ ュ ー  

面 談 実 施 から 3 カ 月 経過 後 ，振り 返 り シ ート を 用 いた 面 談 の 感想 につ

いて ，A，B 両者 に 対 し 個 別 の 半構 造 化 面 接を 実 施 した 。半構 造化 面 接 の

際 に 聞 き 取っ た 質 問 を Table5 -2 -2 に示 す。 半 構 造化 面 接 の 結果 は ， KJ

法 的 手 法 を用 い て 分 析し た 。 分析 で は ， まず 半 構 造化 面 接 の 内容 を 逐語

録 に 起 こ し ， 支 援 者 の振 り 返 りシ ー ト を 用い た 面 談を 通 し て 感じ た こと

や 考 え た こと に 関 す る発 言 を 分析 の 対 象 とし た 。 振り 返 り シ ート を 用い

た 面 談 と 直接 関 連 の ない 回 答 は分 析 対 象 から 除 外 した 。 逐 語 録は 意 味的

な ま と ま りご と に 見 出し を つ け ， 内 容 的 に類 似 し た見 出 し を まと め て表

札 を つ け た。 表 札 は グル ー プ に編 成 し ， 最終 的 に 表札 及 び グ ルー プ の関

連 を 図 解 化し た 。 分 析に つ い て ， 見 出 し や表 札 の 作成 ， グ ル ープ 構 成と

図 解 化 に 各段 階 に お いて 特 別 支援 教 育 を 専攻 す る 大学 院 生 5 名以 上 ，お

よ び 大 学 教員 と の 協 議を 行 っ た。  
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（ ４ ） 倫 理 的 配 慮  

 本 研 究 は 筆 者 の 所 属す る 機 関に 設 置 さ れた 研 究 倫理 委 員 会 にて 承 認を

得 て 実 施 され た 。 ま た ， 各 調 査協 力 者 に は初 回 面 談時 に 書 面 と口 頭 にて

研 究 協 力 への 中 止 ・ 拒否 の 自 由 ， 個 人 情 報保 護 等 につ い て 説 明し ， 研究

協 力 へ の 同意 を 得 た 。  

 

３ ． 結 果 と 考 察  

 分 析 の 結果 ，14 の 表札 が 3 つの グ ル ー プに 分 類 され た 。以 下 ，グ ルー

プ は 【 】， 表 札 は〔 〕，具 体 的 なエ ピ ソ ー ドは 「 」 で示 す 。 グ ルー プ と表

札ご と の 具体 例 を Table5 -2 -3 に 示す 。また ，図 解化 の 結 果 図を Fi g .5 -2 -

1 に 示 す 。  

 ま ず ， 振り 返 り シ ート を 用 いた 面 談 通 した 利 用 者自 身 の 変 化で 支 援者

が 感 じ た 事柄 に つ い て ，【 本人 へ の 効 果 】とし て グ ルー プ 化 した 。2 名 の

支 援 者 に 共通 し た 点 とし て は ，〔 自 分 自 身を 振 り 返る 機 会 の 提供 〕，〔 課題

①
振り返りシートを使った面談の頻度や期間、1回あたりの時間は、長すぎ
る・短すぎるということはありませんでしたか

② 振り返りシートは、あなたの支援の中でどのように役に立ちましたか

③
振り返りシートを使った面談と、使わなかった面談では何か違いがありま
したか

④ 面談期間中に、支援した利用者にどのような変化があったと思いますか

⑤
面談や振り返りシートの使い方で、困ったり、難しかったりしたことはどん
なことですか

⑥ 面談や振り返りシートの使う中で、印象に残ったことはどんなことですか

⑦ 今後も、こういった面談をしたいと思いますか。／その理由は何ですか

Table5-2-2　支援者に対する振り返りシートを用いた面談についての質問事項
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の明 確 化〕，〔 目 標 に 向け た 対 策の 整 理〕，〔本 人 が 自分 で 日 々 の記 録 をと

る こ と の 効果 〕，〔 利 用者 の 目 標に 対 す る ポジ テ ィ ブな 変 化 〕 が整 理 され

た 。〔 自 分 自身 を 振 り返 る 機 会の 提 供〕は ，本 実践 を 通し て 利用 者 自 身が

日 ご ろ の 訓練 を 振 り 返る 機 会 を提 供 す る こと が で き ， 機 会 の 提供 そ のも

の に つ い て支 援 者 が 肯定 的 な 評価 を し た こと が 整 理さ れ た。〔 課題 の 明確

化 〕 は 本 実践 の 中 で 個々 の 目 標を 設 定 す る過 程 で ， 利 用 者 自 身に と って

は 課 題 の 明確 化 に 有 効だ っ た ，と いう 内 容が 整 理 され た 。〔 目標 に 向 けた

対 策 の 整 理〕 は ， 面 談が 利 用 者そ れ ぞ れ の目 標 や 課題 達 成 に 対す る 具体

的 な 手 立 てを 考 え た り整 理 し たり す る 場 とし て 機 能し た ， と いう 内 容が

ま と め ら れた 。〔 本 人が 自 分 で日 々 の 記 録を と る こと の 効 果 〕に は ，設定

し た 目 標 やそ れ に 対 する 手 立 て ， 日 々 の 振り 返 り につ い て 本 人が 記 録を

と る こ と で ， 利 用 者 が 日 常 的 に目 標 や 目 標 に 対 す る手 立 て を 意識 し ， 具

体 的 な 行 動に 影 響 し たこ と が 整理 さ れ た 。〔 利用 者 の 目標 に 対 する ポ ジテ

ィ ブ な 変 化〕 に は ， 最終 的 に 両支 援 者 が 担当 し た 利用 者 が 設 定し た 目標

を達 成 す る， あ る い は 目 標 達 成の た め に 前向 き な 行動 が と れ るよ う にな

っ た こ と が整 理 さ れ た 。これ ら に加 え ，支援 者 A の み に見 ら れた 内 容 と

し て〔 他 者 評価 の 効 果 〕が あ っ た。こ れ は ，ASD 傾 向 のあ る 利用 者 に と

っ て は 他 者か ら の 客 観的 な 評 価を 得 ら れ た点 が 自 己評 価 に 影 響を 及 ぼ し ，

結 果 的 に 目標 達 成 の ため の 行 動を 促 進 し たこ と が まと め ら れ た。 以 上 ，

【 本 人 へ の 効 果 】に つい て は〔 利 用者 の 目標 に 対 する ポ ジ テ ィブ な 変 化〕

を 帰 結 と し ，〔 自 分 自身 を 振 り返 る 機 会 の提 供 〕，〔 課 題の 明 確化 〕，〔目 標

に 向 け た 対策 の 整 理 〕，〔 本 人 が自 分 で 日 々の 記 録 をと る こ と の効 果 〕が

段 階 的 に 影 響 し あ う こと が 推 察さ れ た た め ， 影 響 する 関 係 と して 結 果図

に 示 し た 。また 支 援 者 A の発 言 か ら ，〔 他者 評 価 の効 果 〕は 最終 的 に〔 利

用 者 の 目 標に 対 す る ポジ テ ィ ブな 変 化 〕 に寄 与 し てい る と 考 えら れ たた
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め， こ れ につ い て も 影 響 す る 関係 と し て 図中 に 示 した 。  

 次 に ， 本実 践 が 面 談を 担 当 した 支 援 者 自身 に も たら し た 効 果に つ いて

【 支 援 者 へ の 効 果】とし て グ ルー プ 化 し た。【 支 援 者へ の 効 果】で 両者 に

共 通 し た もの と し て ，〔 面 談 を構 造 化 し 効果 的 に 進め ら れ る 〕，〔 支援 者が

自 分 の 支 援を 振 り 返 れる 〕，〔 支援 経 験 の 少な い 支 援者 に と っ て役 立 つ〕

の 3 点が 整 理 され た。〔 面談 を 構 造化 し効 率 的 に進 め ら れ る〕 に つ いて

は， 振 り 返り シ ー ト を用 い た こと で 面 談 が構 造 化 され ， 面 談 をよ り 円滑

か つ 効 率 的に 進 め る こと に 役 立っ た と い う点 が ま とめ ら れ た 。〔 支援 者が

自 分 の 支 援を 振 り 返 れる 〕 に つい て は ， 利用 者 だ けで な く 支 援者 側 も支

援 内 容 を 振り 返 る 機 会と な り ， 支 援 記 録 の蓄 積 に 有効 だ っ た 点が ま とめ

られ た 。この 2 点 は 支援 経 験 の少 な い 支 援者 に と って は 特 に 重要 な 側面

で あ る と いう 発 言 が あり ， こ れに つ い て は〔 支 援 経験 の 少 な い支 援 者に

と っ て 役 立つ 〕とま とめ ，影響 す る こと がわ か る よう に 結 果 図に 示 し た。  

その 他 ， 支援 者 A の発 言 の みか ら 生 成 され た 表 札に ，〔支 援の 質 を 担

保 で き る 〕が あ っ た 。こ れ は 〔支 援 経 験 の少 な い 支援 者 に と って 役 に立

つ 〕 を さ らに 抽 象 化 した 発 言 であ り ， 支 援を 支 援 者個 人 の 感 覚で 提 供す

る の で は なく ， あ る 程度 構 造 化さ れ た ツ ール を 利 用す る こ と で支 援 の質

の 担 保 に 寄与 で き る ので は な いか ， と い う点 が ま とめ ら れ た 。支 援 者 B

の 発 言 の みで ま と め られ た 表 札は 〔 個 々 の支 援 の 充実 〕 と 〔 本人 の 状態

の バ ロ メ ータ ー に な る〕の 2 点だ っ た。〔個 々 の 支援 の 充 実 〕と は ，振り

返 り シ ー トの 利 用 は 支援 者 B が 通 常の 支 援 に 加 え ，よ り 一層 利用 者 個 々

に 注 視 し て支 援 を す るた め の きっ か け と なっ た こ とが ま と め られ た 。ま

た 利 用 者 個人 と の 関 わる き っ かけ が 増 え たこ と と 関連 し ， 振 り返 り シー

ト へ の 記 入内 容 や 面 談で の シ ート の 提 出 状況 が 利 用者 の 心 身 の状 況 を確

認 す る た めの ツ ー ル とし て 機 能し て い た こと が 〔 本人 の 状 態 のバ ロ メー
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タ ー に な る 〕 と し て 整理 さ れ た。  

最後 に ， 本実 践 を 通 して 支 援 者 が 困 難 さ を感 じ た こと や 改 善 すべ きと

感 じ た こ とに つ い て ，【 実践 で 難し か っ た こと・改 善 案】と し て 整理 し た。

支援 者 A か ら は ，〔 目標 は 常 に参 照 で き る場 所 に 記録 す る〕があ が っ た。

本 実 践 で 使用 し た 振 り返 り シ ート は ， 左 側に 日 々 の記 録 を と り ， 右 側に

目 標 や 目 標に 対 す る 評価 ， 次 回の 予 想 を 書き 込 む 形式 だ っ た 。こ の 形式

だと ， 日 々の 記 録 を とる 際 に 目標 が 意 識 しに く い 可能 性 が あ るた め ， 個

別 の 目 標 は日 々 の 記 録の 近 く に書 け る よ うな レ イ アウ ト が 良 い ， と いう

意 見 だ っ た。支援 者 B から は，適切 な 目 標設 定 に 苦労 し た こ とが〔目 標

設 定 の 難 しさ 〕 と し て語 ら れ た。〔 目標 設定 の 難 しさ 〕 に つ いて ，〔課 題

の 明 確 化 〕は 両 支 援 者か ら 効 果と し て あ げら れ た 一方 ， 支 援 者は 適 切な

目 標 を 立 てる こ と そ のも の の 困難 さ を 抱 えた と い う点 で〔課 題の 明 確 化〕

の 対 極 例 とと ら え ， 結果 図 に 図示 し た 。  

 

167



 

グループ 表札 支援者A（具体例抜粋） 支援者B（具体例抜粋）

利用者の目標に対するポジティブな変化
データ入力のミスが減ってきたとか。そういうのは分かりやす
かったです。それから質問の回数がまとめてできるように
なったというのは、わかりやすい変化だったと思います。

目標設定したことでかなり集中して作業しようということには
意識が向けられたのかなと思います。面談の回数を重ねる
ごとにご本人が、かなり細かく自分の状態を記録してくるよう
になりました。できたことが何回あったとか出来なかった事
が何回あったとか。

目標に向けた対策の整理

頑張りたいことを書き出したというのは、彼とやっていて、作
業としてすごく良かったと思いました。達成のためにすること
を書き出すこと…なかなか具体的に考えるということがどうし
ても想像が難しいじゃないですか。

ご本人は自分で対処法を考えたいというタイプなので、色々
考えてくれていててその結果自己評価も〇がすごく増えてき
ました。

自分自身を振り返る機会の提供

自分を振り返る機会というのは設けない限りないので…そう
いう意味で、彼らに定着するかはわからないんですが、こう
いう振り返る機会があるわけじゃないですか。自分の評価と
か何でうまくいったのかうまくいかなかった、難しかったこと
や頑張りたいこと、自分が何でうまく行かなかったのか、振り
返る機会ですよね。こういうのが良かったんだなあというふう
に思います。

振り返りシートを使うと継続的に、ご本人が自分のことを振り
返る機会が持てるのが良いと思います。自分自身のことを
振り返るためのツールってあんまりないなと思いました。

課題の明確化

目標を立てるじゃないですかそうすると、いま自分にはこうい
う課題があるから、こういう目標がいいんだろうなみたいな考
え方が彼らにはできるんでしょうから。そうするとこういった資
料を使っていないと、逆にちょっとその考え方はなかなか…
まあこれがなくてももしかしたらいいのかもしれないですけど
…これがあった方がしやすいのではないかと僕は思いまし
た。

（面談を重ねるうちに）次第に、自分の都合よりも周囲の状
況も考えましょうということを面談の中で話すようになりまし
た。それはグループで全体で進行しているのに関わらず個
人間での話をしてしまうということが散見されたからです。ご
本人もそれには自覚的でした。で、今度はその目標になっ
て。

本人が自分で日々の記録をとることの効果
（本人が）書いて整理すると、次回どれぐらい目標が達成で
きそうかということを考えることにつながりやすいんだと思い
ます。

例えば2週間ごとに目標を確認しても、実はその2週間全然
何も（目標に対しては）取り組んでなかったです、みたいなこ
とになったり。何も変化のない2週間を過ごしてしまって、結
局後であれをやらなきゃいけなかったですよねっていう話に
なってしまう。このシートは毎日の自分の変化を自分で記録
する欄があるので、こういう細かな刻み方を紙で残せるとい
うのが、すごく本人にとっても良かったんじゃないかと思いま
す。

他者評価の効果

自分のこと自分がどういう風に見られるのか、そういう風に
考えることが弱い方々だと思うので。こういった機会がないと
そもそも自分で考えることが難しいと思うので…こういう機会
があるのが大事だと思います。

支援経験の少ない支援者にとって役に立つ
いわゆる初めて支援する人だと、例えば経験が1年とか2年
とかそういう人たちだと、こういう資料を使うとすごく分かりや
すいと思います。

（今回の面談のように）日々日々の目標の設定が評価はす
ごく大事だと思うんですが、そしてそれを他の支援者は自然
にやっていることかもしれないんですが。支援の日が浅いス
タッフは自然にそういうことが難しい。

支援者が自分の支援を振り返れる

だから支援者側も…自分を振り返る機会になっているのかも
しれないですよね。それは確かに面白いなあ。支援者側も支
援者側が支援を考える機会にもなるから。支援を受ける人と
支援をする人お互いにとって良いツールになっているんだと
思います。

支援の経験が浅い人にとっては、自分がどんな支援をした
かを記録するためのツールとしても役立てられるし。こういう
支援をしたほうがいいという切り口を記録しておいた方がい
い。

面談を構造化し効率的に進められる

（1人の支援に対して）あまり長く時間をかけて見られない場
合があるので、時間をかけられない分、こういった何が目標
なのか何をすべきなのかというのが明確に分かる状態で 支
援に臨めると、支援がしやすいと自分は感じています。自分
自身は支援がしやすくなるって思います。

今日の自分の変化を言葉で確認するのは大変ですが、その
代わりに記録をしておいてもらえると、毎日どうだったという
風にスタッフから聞くよりも記録をしてもらっておいて、後で一
緒に確認した方がスタッフとしては楽だったなと思います。

支援の質を担保できる

なんか変な話、支援をする人って、言葉は悪いですが、性格
のいいおじさんだったりおばさんだったり…そういう人でも適
当にやれそうな気がしちゃいますけど。でもそれって（支援を
受ける）本人にとってはよくないということは出てきますよね。
それをいわゆる構造化すると言うか、こういう資料があると、
支援者の人間力だけに頼るということは回避できると思うん
です。言い方は良くないかもしれないんですが。

個々の支援の充実
日々利用者さんと個々に接点を持つ良い機会になったと言
うか。日々、個々人と関われるわけではないので、個人と関
わるきっかけを作るためのツールになったと思います。

本人の状態のバロメーターになる

例えばこのシートに書くことがなかったとか、これを提出でき
なかったということ自体に、何かご本人の変化があったん
じゃないかと感じることができたので。そういう本人の状況を
知るバロメーターとしても役立ったんじゃないかと思います。

目標は常に参照できる場所に記録する
自分の目標は毎日の振り返りのところにあると、あなたの目
標はこれだったから、日々目標に対してどう行動するか…と
いう感じが出しやすいと思います。

目標設定の難しさ

それから行動に現れづらいところを目標にする時に、目標を
どういう風に立てればいいか…それは困りました。例えば気
持ちが揺れ動いた時にそれを記録しようとかそういう…内心
的な面を目標にするのは少し難しかったかもしれないです。
行動に見えやすい課題の場合は目標にしやすいです。行動
面を追うためには使いやすいツールだと思います。気持ち
の変化によって行動がこういう風に現れるというところまで
目標にできれば良かったんですが…それができなかった。

Table5-2-3　KJ法による支援者へのインタビュー分析概要

本人への効果

支援者への効果

実践で難しかった
こと・改善案
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４ ． 考 察  

（ １ ）就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 自 己 評 価 及 び 自 己 評 価 の 次 回 予 想 の 変 化 と

そ の 要 因  

①利 用 者 の 自 己 評 価 及び 自 己 評価 の 次 回 予想 の 変 化  

 本 実 践 の協 力 者 2 名（ D・E）は，両 者 共に 第 1 回目 の 面 談 から 課 題に

対 す る 自 己評 価 は 必 ずし も 低 くは な か っ た。 し た がっ て ， 見 かけ 上 の自

己 評 価 や 次回 予 想 と して の 自 己効 力 感 に 大き な 変 動は み ら れ なか っ た。

し か し な がら ， 振 り 返り シ ー トに 評 価 方 法と し て 数字 だ け を 記入 す るの

で は な く 評価 理 由 を 記載 す る 欄を 設 定 し たこ と で ， D さ ん の よう に 見か

け の 評 価（ 数 字）は 変化 し な い（ 基 本的 に 3 の ま ま変 動 が 少 ない ） 場合

で も 評 価 理由 や 目 標 の達 成 水 準が 変 化 し てい る こ とを 支 援 者 と本 人 が質

的 に 捉 え るこ と が で きた 。 当 事者 の 語 り を重 視 す るナ ラ テ ィ ブア プ ロー

チ に お い て ， 当 事 者 と支 援 者 間で の 応 答 的な 語 り が当 事 者 の 自己 の 回復

や 生 き に くさ の 軽 減 につ な が るこ と が 示 唆（ 平 野，2018）さ れ てい る が ，

本実 践 で は振 り 返 り シー ト を 介し 課 題 や 目標 達 成 の状 況 ， 訓 練の 状 況に

つ い て 当 事者 の 語 り を引 き 出 しな が ら 面 談を 実 施 する こ と が でき た と考

え ら れ る 。  

また 支 援 者 へ の イ ン タビ ュ ー によ り ， 振 り返 り シ ート を 用 い た 面 談に

お け る 利 用者 の 行 動 変容 の プ ロセ ス と し て〔 自 分 自身 を 振 り 返る 機 会の

提 供 〕を 始 点と し ，〔 課題 の 明 確化 〕，〔 目標 に 向 けた 対 策 の 整理 〕，〔 本 人

が 自 分 で 日々 の 記 録 をと る こ との 効 果 〕が段 階 的 に作 用 し ，最終 的 に〔利

用 者 の 目 標に 対 す る ポジ テ ィ ブな 変 化 〕 につ な が る流 れ が 示 され た 。 こ

の こ と か ら ， 面 談 の 中で 利 用 者が 自 身 の 課題 や 目 標 ， 目 標 を 達成 す るた

めの 手 立 てを 具 体 化 する こ と によ り ， 結 果的 に 個 々の 目 標 に 対す る 自己

評 価 が 高 ま っ た ， あ るい は 目 標達 成 に 向 けた 前 向 きな 行 動 が とれ る よう
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にな っ た こ と が 推 察 され る 。  

②自 己 評 価及 び 自 己 評価 の 次 回予 想 の 要 因  

筆 者 に よる D さ ん ，E さん を対 象 と した 実践 と ，支援 者 へ の 事後 イ ン

タ ビ ュ ー から 示 さ れ た面 談 中 の利 用 者 本 人 へ の 効 果 を 併 せ て ， 振 り 返り

シ ー ト を 用い た 面 談 にお け る 自己 評 価 に 影響 し た 要因 に つ い て考 察 す る。 

支 援 者 か ら語 ら れ た〔 自分 自 身 を振 り 返 る機 会 の 提供 〕に つ いて ，D さ

ん の 事 後 イン タ ビ ュ ーに お い て も ， 目 標 設定 を 行 い ， 面 談 の 中で 繰 り返

し 目 標 に つい て 考 え たこ と が 日々 の 訓 練 中に 自 分 の目 標 に 応 じた 行 動を

意 識 で き たこ と に 繋 がっ た ，と い う発 言 があ っ た。〔課 題 の 明確 化 〕に つ

いて は E さ ん のイ ン タビ ュ ー の中 で ，課 題を 明 確 にし た こ と で自 身 の 状

態 に つ い て具 体 的 に 整理 す る こと が で き ， 日 々 の 訓練 の 中 で 自身 を 客観

的 な 視 点 で評 価 す る こと に 繋 がっ た ，と 発言 が あ った 。〔 目 標に 向 け た対

策 の 整 理 〕につ い て は ，特に E さ ん が 目 標達 成 の ため の 具 体 的な 手 立 て

を 得 た こ とが 目 標 達 成の た め に必 要 だ っ たと 発 言 して い る 。〔 自分 自 身 を

振 り 返 る 機会 の 提 供 〕や 〔 課 題の 明 確 化 〕と 関 連 して ， E さ んの 事 後イ

ン タ ビ ュ ーで は『 5 月 30 日 の ア ンケ ー ト入 力 の 時に ミ ス が ほと ん ど なく

て 花 丸 を 取っ た と い うこ と は 非常 に 心 に 残っ て い ます 。（ 中 略 ）ミス を減

ら せ る こ とを 目 標 に でき て ， それ を 乗 り 越え ら れ たか ら 凄 く 嬉し か った

ん で す 。 なぜ ミ ス ば っか り す るん だ ろ う って イ ラ イラ し て た んで す 。で

も そ れ を 乗り 越 え ら れた こ と によ っ て 嬉 しさ が こ み上 げ て き たん で す。』

と い う エ ピソ ー ド が 語ら れ た 。  

就 労 移 行 支援 利 用 者 にと っ て ，日 々の 訓 練の 積 み 重ね 自 体 が Bandura

（ 1977）の 指摘 す る 自己 効 力 感 を 導 く 4 つの 情 報 源の 中 の 遂 行行 動 の達

成 に 該 当 する と 考 え らえ る 。 しか し ， D さん ・ E さ ん や支 援 者へ の 事 後

イ ン タ ビ ュー が 示 す よう に ， 振り 返 り シ ート を 用 いた こ と で ， 利 用 者 ・
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支援 者 双 方 に と っ て 利用 者 本 人の 課 題 が より 明 確 化さ れ ， 課 題に 対 する

対 策 を 支 援者 と 利 用 者が 共 有 した 上 で 目 標達 成 に 向け て 取 り 組む こ とが

で き た 。 この こ と に より ， 振 り返 り シ ー トを 用 い た面 談 に よ って 利 用者

の 課 題 や 目標 に 対 す る意 識 が 高ま り ， 利 用者 本 人 にと っ て よ り強 く 遂行

行 動 の 達 成を 意 味 づ ける こ と につ な が っ た 可 能 性 があ る 。  

 ま た D さん の イ ンタ ビ ュ ーで の 発 言 から ， Good  P oin t の記 入 を 通し

て 自 身 の 肯定 的 な 側 面に 着 目 でき る よ う にな っ た こと が ， 自 己評 価 に影

響 し て い るこ と が 推 察さ れ た 。例 えば ，『 あん ま り 自分 自 身 で でき た 事っ

て 言 わ な いっ て 言 う か ，こ うい う 機 会が ない と 表 に出 さ な い って い う か。

（中 略 ） 自分 が で き たこ と を 思い 出 す と 言う か 思 い出 し て 書 くっ て いう

の が い い のか な っ て 思い ま し た。 自 分 は 確か に こ うい う こ と がで き たな

ぁ と 思 い 返し て ， ち ょっ と 言 葉が 見 つ か らな い ん です け ど ， 自分 が でき

て い る こ とに 気 が つ ける っ て いう の が 良 かっ た と 思い ま す 』 など の 発言

が 該 当 す る。 こ れ は 他者 か ら の肯 定 的 な 評価 だ け でな く ， 本 人が 自 分自

身 の 肯 定 的な 側 面 を 振り 返 る 機会 を 設 定 した こ と が有 効 だ っ たと 考 えら

れる 。  

以上 を Bandura（ 1977）が 指 摘 した 自 己 効力 感 を 導く 4 つ の 情報 源 か

ら 整 理 す ると ， 特 に 目標 に 対 する 具 体 的 な手 立 て を講 じ ら れ た点 と 肯定

的 な フ ィ ード バ ッ ク につ い て は言 語 的 説 得該 当 す る 。研 究 4 にお け る学

生 に 対 す る支 援 で も ， 課 題 達 成の た め に 具体 的 な 手立 て を 講 じた こ とや

肯 定 的 な フィ ー ド バ ック を 得 るこ と が 自 己効 力 感 に影 響 し た こと が 推察

さ れ た が ， 就 労 移 行 支援 利 用 者に お い て も同 様 の 結果 が 見 ら れ ， 事 後イ

ン タ ビ ュ ーを 通 し て 結果 的 に これ ら 言 語 的説 得 が 行動 の 変 容 に影 響 した

こ と が 利 用者 及 び 支 援者 双 方 の立 場 か ら 明ら か に され た 。  

さら に 研究 5 に おけ る D さ ん ， E さ ん の設 定 し た目 標 の 特 徴と し て ，
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実 際 の 就 業 訓 練 に 即 した 具 体 的な も の で あっ た と いう こ と が あげ ら れ る。

そ の た め ， 面 談 内 で は目 標 達 成他 の た め によ り 具 体的 な 解 決 方法 の 案を

提示 し ， 場合 に よ っ てよ り よ い行 動 を 筆 者が モ デ ルと し て 提 示す る こと

も で き た 。例 え ば ， D さ ん の 面談 2 回 目 ， 5 回 目で 質 問・ 相 談し た い と

き の 声 掛 けの し か た につ い て 筆者 を D さ んに 見 立 てて 練 習 し たり ，E さ

ん の 面 談 1 回目 で 指 差し や 定 規を 使 っ た チェ ッ ク の仕 方 を 実 際に 筆 者が

やっ て 見 せた り す る ， 等 で あ る。 他 者 の 行動 を 観 察す る こ と は ， 自 己効

力感 を 導く 4 つ の 情 報源 の 中 では 代 理 的 経験 に 分 類さ れ る 。事後 イ ンタ

ビ ュ ー の 中で D さ ん ，E さ んか ら 代 理的 経験 に 関 する 話 題 が 出さ れ る こ

と は な か った が ， 面 談中 に 代 理的 経 験 と して 筆 者 の行 動 を 観 察し た こと

が 遂 行 行 動の 達 成 に 作用 し ， 結果 的 に 自 己効 力 感 に影 響 を 及 ぼし た 可能

性 も あ る 。こ の 点 に つい て は ， 設 定 し た 目標 が よ り具 体 的 な 行動 で ある

就 労 移 行 支援 利 用 者 への 実 践 の特 徴 と し て考 え ら れた 。  

（ ２ ） 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 実 践 の 効 果  

①利 用 者 の視 点 に よ る実 践 の 効果  

ま ず 進 路 選 択 等 に 関 する 諸 意 識の 変 容 に 関し て ， 実践 の 前 後 で回 答を

得 た 各 尺 度の 得 点 に 着目 す る 。本 研 究 で は ， 2 名 の 協力 者 か ら ， 進 路成

熟 態 度 尺 度 ， 進 路 選 択に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 ， 一般 性 セ ル フエ フ ィカ

シー 尺 度の 3 つ の 尺 度に つ い て ，事前 面 談と 事 後 面談 で 回 答 を得 た 。結

果，進 路成 熟 態度 尺 度と 一 般 性セ ル フ エ フィ カ シ ー尺 度 は 2 名と も ，進

路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に つ い て は D さ ん で 得 点 の 上 昇 が 認 め ら れ

た 。 学 生 に対 し て の 実践 同 様 ， 尺 得 点 の 上昇 に 関 して こ の 結 果の み で振

り 返 り 面 談の 有 効 性 を論 じ る こと に は 限 界が あ る が ， メ モ を とる 習 慣が

つい た と いう D さ ん の発 言 や ，面 談 終結 後も 新 た に目 標 設 定 をし て 就 労

訓 練 に 取 り 組 み た い と い う E さ ん の 発 言 に 見 ら れ る よ う に ， 本 実 践 は
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個 々 に 設 定 し た 目 標 の達 成 だ けに 留 ま ら ず日 々 の 意識 や 行 動 の変 化 に影

響 し た 可 能性 が あ る 。  

次 に 利 用 者の 自 己 理 解に 関 し て ，例 え ば E さん の『 振 り 返 り シ ー トで

役 に 立 っ たと 思 う の は ， 自 分 はど ん な こ とが で き てい て ど ん なこ と がで

き て い な いか が わ か った こ と です 。 例 え ば私 に は ミス を 少 な くす る とい

う こ と と メモ を し 忘 れて い る とい う こ と がわ か っ たん で す。』等の 発 言か

ら， 本 実 践は 利 用 者 の自 己 理 解の 深 化 に 一定 の 効 果が あ っ た と推 察 され

た 。こ れ に つい て は 支援 者 へ のイ ン タ ビ ュー に お いて 支 援 者 A も〔他 者

評 価 〕の効 果 とし て ，『自 分 の こと 自 分 がど う い う風 に 見 ら れる の か ，そ

う い う 風 に考 え る こ とが 弱 い 方々 だ と 思 うの で 。 こう い っ た 機会 が ない

と そ も そ も 自 分 で 考 え る こ と が 難 し い と 思 う の で …こ う い う 機 会 が あ る

の が 大 事 だと 思 い ま す 。』と あげ て い る 。振り 返 り 面談 を 通 し た自 己 理解

の 深 化 に つい て は 研 究 4 にお い て 学生 の実 践 で も効 果 が 推 察さ れ た が ，

本 実 践 を 通し て 就 労 移行 支 援 利用 者 に お いて も 同 様の 結 果 が 得ら れ た。  

また ， 事 後イ ン タ ビ ュー に お いて 振 り 返 りシ ー ト を用 い た こ とが 面談

の 可 視 化 につ な が っ た点 が ，利 用 と 支援 者双 方 か ら語 ら れ て いる 。主に ，

面 談 内 容 を視 覚 的 に 確認 で き る形 で 残 し たこ と が 自身 の 目 標 や課 題 をよ

り 意 識 す るこ と に 繋 がっ た ，とい う 発 言 であ る 。例え ば D さ んの 事 後イ

ン タ ビ ュ ーで は 『 人 に書 い て もら う よ り も自 分 で 書い た 方 が いい ん だと

思 い ま す 。自 分 で 考 える と 言 うか 。 メ モ の方 に 自 分で 気 づ い たこ と とか

を 結 構 記 録し て お く とい う 習 慣が つ き ま した 。 自 分で 書 い た こと は 特に

意 識 す る よう に な る 。』 と いう 発 言 があ った 。 ま たこ れ に 関 連し ，〔本 人

が 自 分 で 日々 の 記 録 をと る こ との 効 果 〕 は支 援 者 も認 識 し て いた 。 利用

者 が 自 分 自身 で 日 々 の記 録 を とり 視 覚 的 に確 認 で きる 状 態 に して お くこ

とで ， 目 標や 課 題 に 対す る 意 識が 高 ま っ たこ と が 考え ら れ た 。 就 労 移行
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支 援 事 業 所 に お い て ， 本 人 の 日々 の 活 動 の様 子 等 を記 録 し て 残し て おく

こ と の 重 要性 は 浦 野 ら（ 2018）で も指 摘 され て お り ，本実 践 にお い て も

振 り 返 り シー ト を 用 いた 効 果 のひ と つ と して ， 視 覚的 に 利 用 者本 人 と支

援 者 が 情 報を 整 理 で きた こ と が再 提 示 さ れた 。  

②支 援 者 の視 点 に よ る効 果  

支 援 者 へ のイ ン タ ビ ュー か ら ， 振 り 返 り シー ト を 用い た 面 談 の効 果に

つ い て は 〔面 談 を 構 造化 し 効 果的 に 進 め られ る 〕，〔支 援 者 が 自分 の 支援

を 振 り 返 れる 〕，〔 支 援経 験 の 少な い 支 援 者に と っ て役 立 つ〕の 3 点 が 主

と し て あ げら れ た 。これ ら 3 点の 関 係 性 を整 理 す ると ，〔 支 援 者が 自 分の

支 援 を 振 り返 れ る 〕 こと と 〔 面談 を 構 造 化し 効 果 的に 進 め ら れる 〕 こと

は，〔 支 援経 験 の 少 ない 支 援 者に と っ て 役立 つ 〕に 影 響し て いる と 考 えら

れ た 。 発 達障 害 者 を 対象 と し た就 労 移 行 支援 で は ， 発 達 障 害 に特 化 した

支 援 方 法 や人 員 の 確 保及 び 育 成に 複 数 の 課題 が 指 摘（ 八木 ， 2018）され

て い る 。例 えば 山 下（ 2020）は発 達 障害 学生 の 就 労支 援 に お いて ，本 人

が 自 分 の 体験 を 自 分 の言 葉 で 語る こ と が でき る た めの 支 援 者 の支 援 技法

や 面 接 方 略を 検 討 す る必 要 性 を指 摘 し て いる が ， 本実 践 で 用 いた 振 り返

り シ ー ト のよ う な ツ ール は ， 特に 支 援 経 験の 浅 い 支援 者 に と って 支 援の

質 の 担 保 の一 助 と な る可 能 性 が推 察 さ れ た。 以 上 より ， 振 り 返り シ ート

を 用 い た 面談 の 実 施 は利 用 者 本人 の 行 動 変容 お よ び就 労 に 関 連す る 諸意

識 の 変 化 のみ に 留 ま らず ， 支 援者 に と っ ても 支 援 の質 の 担 保 の側 面 から

一 定 程 度 効果 を も た らし た と 考え ら れ る 。  

③振 り 返 りシ ー ト の 課題  

 振 り 返 りシ ー ト の 課題 と し て ， 利 用 者 から は 就 労移 行 支 援 事業 所 内で

の 訓 練 は 連続 性 が あ るた め ，作 業 が 毎回 必ず し も 完結 し な い 場合 が あ り ，

達 成 度 の 評価 が し に く い 点 が あげ ら れ た 。毎 日 の 達成 状 況 の 評価 に つい
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ては ， 振 り返 り 面 談 の 際 ， 支 援者 が 毎 日 利用 者 の 訓練 状 況 を 観察 で き な

い 場 合 で もお お よ そ の作 業 の 状況 を 把 握 する こ と を目 的 に 設 定し て い た。

今 後 は 達 成状 況 に つ いて 数 値 的な 評 価 で はな く 質 的な 記 述 を 重視 す る ，

あ る い は より 細 か く 達成 状 況 を評 価 で き るよ う 基 準を 設 定 す る等 の 検討

が 必 要 で ある 。 ま た 作業 の 達 成状 況 を 評 価さ せ る ので は な く ， 例 え ば K

－ STEP（ 川 崎市 健 康福 祉 局 障害 雇 用・就労 推 進 課 ，2020）のよ う に その

日 の 本 人 の体 調 や 心 理状 況 を 把握 す る た めの 項 目 を設 定 し 記 入を 求 める

と い う 方 向性 も 考 え られ る 。  

 支 援 者 から は ， 振 り返 り シ ート の 体 裁 につ い て の意 見 と ， 目標 設 定の

難 し さ が 支援 上 の 困 難さ と し てあ げ ら れ た。 本 実 践 で は 学 生 に用 い たも

の と 同 様 の目 標 設 定 シー ト （ Tabl e4 -2） をあ ら か じめ 支 援 者 A・ B に渡

し た 。 し かし な が ら 目標 設 定 シー ト は あ くま で も 学生 の 就 業 体験 に おけ

る 目 標 設 定を 想 定 し たも の で あり ， 就 労 移行 支 援 で活 用 す る には 内 容が

不 十 分 で あっ た と 考 えら れ る 。ま た ， 支 援者 A・ B に対 し て 筆者 か ら目

標 設 定 に つい て の 助 言は 行 わ れな か っ た 。今 後 就 労移 行 支 援 で本 実 践を

展 開 す る 場合 は ， 目 標設 定 の 際に 利 用 者 個々 の 個 別支 援 計 画 との 関 連を

明 確 に す るな ど の 留 意が 必 要 と考 え ら れ る。
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第 ５ 章  

総 合 考 察  

                                         

第 1節   各 研 究 の ま と め  

 本 研 究 は A S D 傾 向 の あ る 者 の 就 労 支 援 の 充 実 に 向 け ， 進 路 選 択 に 対 す

る 諸 意 識 の 実 態 を 明 ら か に す る と と も に ， 就 労 支 援 の 文 脈 で 提 供 さ れ る

就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 を 通 し た 支 援 に 着 目 し ， 体 験 ・ 訓 練 後 の 振 り 返 り 面

談 で 利 用 す る 振 り 返 り シ ー ト の 作 成 と ， 自 己 効 力 感 に 留 意 し た 支 援 の 観

点 か ら 振 り 返 り シ ー ト の 有 効 性 を 検 証 す る こ と を 目 的 と し て 実 施 さ れ た 。 

１ ． 研 究 １  

研 究 1 は ， 大 学 生 の A S D 傾 向 と 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ， 進 路

成 熟 度 ， 就 業 体 験 （ ア ル バ イ ト ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ の 経 験 ） の 関 連 を 検

討 し ， 大 学 に 在 籍 す る A S D 傾 向 の あ る 学 生 へ の 就 労 支 援 の 基 礎 資 料 を

得 る こ と を 目 的 に 実 施 さ れ た 。大 学 生 6 0 2 名 を 対 象 に 質 問 紙 調 査 を 実 施

し ，自 閉 症 指 数 日 本 語 版（ A Q）得 点 の 結 果 を 基 に 学 生 を A Q 高 群・A Q 低

群 に 分 け 検 討 し た 。 結 果 ， 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ， 進 路 成 熟 度 と

も に A Q 高 群 の 得 点 が A Q 低 群 の 得 点 よ り 有 意 に 低 い 傾 向 が 示 さ れ た 。

ま た ，A Q 低 群 の 進 路 成 熟 度 得 点 は 4 年 生 で 有 意 に 上 昇 す る が ，A Q 高 群

で は 4 年 生 の 得 点 の 上 昇 は 見 ら れ な か っ た 。 ア ル バ イ ト 経 験 は A Q 高 群

の 未 経 験 率 が A Q 低 群 よ り 有 意 に 高 く ， A Q 高 群 で は ア ル バ イ ト 等 の 経

験 が 進 路 選 択 に 関 わ る 諸 側 面 の 育 成 に 必 ず し も 有 効 に 作 用 し て い な い 可

能 性 が 示 さ れ た 。  

２ ． 研 究 ２  

研 究 2 で は ， 発 達 障 害 者 を 支 援 対 象 と す る A 事 業 所 内 で ， A Q を 用 い
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A S D 傾 向 の あ る 学 生 と 就 労 移 行 支 援 利 用 者 を 群 分 け し ，そ れ ぞ れ の 進 路

選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 ， 進 路 選 択 に 対 す る 原 因 帰 属 ， 進 路 成 熟 度 の 関

連 を 検 討 す る と と も に ， 支 援 上 の 留 意 点 を 示 唆 し た 。 結 果 ， ① 両 群 の 自

己 効 力 感 に 差 が な く ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 成 熟 度 は 高 い 傾 向 に あ る が

自 己 効 力 感 は 高 ま り に く い 可 能 性 が あ る こ と ， ② 両 群 と も に 就 労 の 結 果

を 努 力 と 能 力 に 帰 属 す る 傾 向 に あ る こ と ， ③ 学 生 全 体 に 対 し て 計 画 的 に

就 職 活 動 に 臨 め る よ う な 支 援 を 考 え る 必 要 が あ り ，A S D 傾 向 の 特 に 高 い

学 生 に は そ れ に 加 え 自 律 的 に 就 職 活 動 に 関 与 で き る よ う 支 援 す る 必 要 が

あ る こ と や ， 友 人 間 で の ナ チ ュ ラ ル サ ポ ー ト を 活 用 で き な い 場 合 は 支 援

者 か ら 十 分 な 情 報 提 供 の 必 要 が あ る こ と 等 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 今 後 の 支

援 へ の 本 結 果 の 活 用 と し て ， 就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 の 実 施 と 併 せ て 体 験 の

振 り 返 り を 重 視 す る こ と や 一 般 性 自 己 効 力 感 に 着 目 し た 関 わ り を 日 常 生

活 の 中 で 継 続 す る こ と を 述 べ た 。  

３ ． 研 究 ３  

研 究 3 で は ，A S D 学 生 の 就 労 支 援 の 文 脈 で 実 施 さ れ る 就 業 体 験 を 通 し

た 支 援 に 関 し て ， 体 験 後 の 振 り 返 り の 面 談 の 実 態 を 明 ら か に す る こ と を

目 的 に 実 施 さ れ た 。A S D 学 生 の 就 労 支 援 に 携 わ る 支 援 者 ( 11 名 )に 半 構 造

化 面 接 を 行 い ， 修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ ( M - G TA )

を 用 い て 分 析 し た 。 そ の 結 果 ，【 支 援 者 が 感 じ る 面 談 時 の A S D 学 生 の 特

徴 】【 面 談 時 の 対 応 】【 面 談 の 対 応 方 針 （ 事 前 ）】【 支 援 者 が 抱 え る 支 援 上

の 困 り ご と 】の 4 つ の カ テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ ，A S D 学 生 の 障 害 特 性 を 含

む 特 徴 を 考 慮 し た 面 談 中 の 具 体 的 な 対 応 や ， 具 体 的 対 応 で は な い が 支 援

者 が 心 が け る 留 意 点 が 整 理 さ れ た 。 特 に ， 支 援 者 は 学 生 が 自 己 を 客 観 的

な 視 点 で 振 り 返 り ， 就 業 体 験 を 肯 定 的 に 捉 え ら れ る よ う な 配 慮 を 重 視 し

て い た 。 同 時 に 支 援 者 が 対 応 に 苦 慮 す る 場 合 も 示 さ れ ， 今 後 は 就 業 体 験
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を よ り 効 果 的 に 提 供 す る た め の 振 り 返 り の 内 容 や 方 法 の 検 討 が 必 要 で あ

る と 考 え ら れ た 。  

４ ． 研 究 ４  

研 究 ４ で は ，研 究 3 で 得 た 知 見 を 基 に ，A S D 学 生 が 就 業 体 験 後 に 支 援

者 と 使 用 す る 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 し ， 就 業 体 験 に お け る 定 期 的 な 振 り

返 り 面 談 の 中 で 使 用 し 有 効 性 を 検 討 し た 。 振 り 返 り シ ー ト は （ ア ） 当 日

の 記 録 ，（ イ ）あ な た の G o o d  P o i n t，（ ウ ）あ な た の 目 標 と 自 己 評 価 ，（ エ ）

自 己 評 価 の 整 理 ，（ オ ） も う 一 歩 頑 張 り た い こ と ，（ カ ） 目 標 達 成 の た め

に す る こ と ，（ キ ）疑 問 ・ 質 問 ・ 相 談 ，の 7 項 目 か ら 構 成 さ れ た 。研 究 4

で は ， 次 回 体 験 で ど の 程 度 目 標 を 達 成 で き る か の 予 想 を 目 標 に 対 す る 自

己 効 力 感 の 程 度 と し て 評 価 し ， 振 り 返 り 面 談 の 内 容 や 実 践 後 の イ ン タ ビ

ュ ー 調 査 で の 対 象 学 生 の 発 言 か ら ， 就 業 体 験 中 ど の よ う な き っ か け で 課

題 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 変 化 し た か を 検 討 し た 。A S D 学 生 3 名 と の 就 業

体 験 後 の 振 り 返 り シ ー ト を 利 用 し た 面 談 を 行 っ た 結 果 ， 振 り 返 り シ ー ト

を 用 い た 面 談 に よ っ て 自 己 効 力 感 を 導 く 要 素 の 中 で も 遂 行 行 動 の 達 成 や

言 語 的 説 得 が 学 生 に 影 響 を 与 え た こ と が 推 察 さ れ た 。 ま た ， 振 り 返 り シ

ー ト を 事 業 所 職 員 か ら の 評 価 シ ー ト と 組 み 合 わ せ て 使 用 し た こ と に よ り ，

学 生 の 自 己 理 解 の 深 化 に も 寄 与 し た こ と が 示 さ れ た 。  

５ ． 研 究 ５  

研 究 5 で は ，研 究 4 で 作 成 し た 振 り 返 り シ ー ト の 就 労 移 行 支 援 で の 活

用 に つ い て ， 筆 者 と A S D の あ る 就 労 移 行 支 援 利 用 者 と の 実 践 及 び 就 労

移 行 支 援 事 業 所 職 員 に よ る 実 践 を 通 し て 検 討 し た 。 結 果 ， 就 労 移 行 支 援

利 用 者 に お い て も 研 究 4 の 学 生 同 様 ，遂 行 行 動 の 達 成 と 言 語 的 説 得 が 自

己 効 力 感 の 変 化 に 影 響 し て い る 可 能 性 が 示 さ れ ， 振 り 返 り シ ー ト や 評 価

シ ー ト を 用 い た こ と が 自 己 理 解 の 深 化 に 寄 与 し た 。 ま た ， 支 援 者 へ の イ
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ン タ ビ ュ ー を 通 し ， 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 に つ い て 〔 自 分 自 身 を

振 り 返 る 機 会 の 提 供 〕を 始 点 と し ，〔 課 題 の 明 確 化 〕，〔 目 標 に 向 け た 対 策

の 整 理 〕，〔 本 人 が 自 分 で 日 々 の 記 録 を と る こ と の 効 果 〕 が 段 階 的 に 作 用

し ， 最 終 的 に 〔 利 用 者 の 目 標 に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ な 変 化 〕 に つ な が る プ

ロ セ ス が 示 さ れ た 。 さ ら に ， 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 に つ い て 支 援

者 自 身 に と っ て 有 効 な 点 と し て〔 面 談 を 効 率 的 に 進 め ら れ る 〕こ と や〔 支

援 者 が 自 分 の 支 援 を 振 り 返 れ る 〕こ と で ，〔 支 援 経 験 の 少 な い 支 援 者 に と

っ て 役 立 つ 〕 と い う こ と が 整 理 さ れ た 。  

 

第 2節  A S D 傾 向 の あ る 学 生 及 び 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 進 路 選 択 に 対 す る

諸 側 面 の 実 態  

１ ． A SD 傾 向 の あ る 学 生 の 進 路 選 択 に 対 す る 諸 側 面 の 検 討 と 支 援 方 針  

 A S D 傾 向 が 比 較 的 高 い 学 生 は ，就 職 活 動 に お い て 進 路 選 択 に 対 す る 自

己 効 力 感 や 進 路 成 熟 度 が 低 い 傾 向 が あ り ，A S D 傾 向 の 高 い 学 生 は 就 業 体

験（ ア ル バ イ ト ）の 未 実 施 率 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。以 上 を 踏 ま え ，A S D

学 生 へ の 就 労 支 援 で は ， 自 己 理 解 や 適 職 の イ メ ー ジ を つ か む た め の 就 業

体 験 を 用 い た 支 援 や ， 就 職 活 動 全 体 を 計 画 的 に 進 め ら れ る よ う な 支 援 の

必 要 性 が あ る と 考 え ら れ た 。  

ま た ，A S D 学 生 は 修 学 上 の 課 題 も 多 い 中 で ，自 発 的 に 就 業 体 験 を 積 む

こ と に 困 難 さ を 持 つ 場 合 が あ り ， 就 業 体 験 を し た 場 合 で も そ の 経 験 を 進

路 選 択 に 対 す る 諸 側 面 の 成 熟 に 十 分 に 活 か せ て い な い 可 能 性 が あ る 。 現

在 複 数 の 大 学 や 支 援 機 関 で 提 供 さ れ て い る よ う な 就 業 体 験 を 通 し た 就 労

支 援 は こ れ ら A S D 学 生 が 進 路 選 択 の 際 に 抱 え る 課 題 に 対 し て 有 効 で あ

り ， 今 後 は 就 業 体 験 が 進 路 選 択 に と っ て 有 用 な 体 験 と な る よ う ， 学 生 の

見 立 て に 応 じ た 体 験 内 容 の 選 定 等 の コ ー デ ィ ネ ー ト が 必 要 で あ る 。  
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さ ら に A S D 学 生 の 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感 に は 友 人 か ら の サ ポ

ー ト の 有 無 が 影 響 し て い る 可 能 性 が 示 さ れ た 。A S D 学 生 は コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 上 の 課 題 に よ り ， 就 職 活 動 に お い て 友 人 同 士 で の ナ チ ュ ラ ル サ ポ

ー ト を 受 け る こ と に 困 難 さ を 持 つ こ と が 予 想 さ れ る た め ， 就 職 活 動 に 一

人 で 取 り 組 ま な く て も よ い よ う に ， 支 援 者 か ら 就 職 活 動 に つ い て 十 分 に

情 報 提 供 を 行 う 必 要 が あ る 。  

２ ． A SD 傾 向 の あ る 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 進 路 選 択 に 対 す る 諸 側 面 の 検

討 と 支 援 方 針  

 A S D 傾 向 の あ る 成 人 は 就 労 移 行 支 援 の 中 で 就 労 に む け た 具 体 的 な 訓

練 を 日 々 積 み 重 ね て お り ， 自 律 性 ， 計 画 性 ， 関 心 性 の す べ て の 側 面 で 学

生 よ り も 進 路 成 熟 度 が 高 い 状 態 に あ っ た 。 し か し な が ら ， 進 路 選 択 に 対

す る 自 己 効 力 感 の 程 度 は 学 生 と 同 程 度 に 低 い 可 能 性 が 示 唆 さ れ ， さ ら に

進 路 成 熟 度 の 高 い 状 態 の 利 用 者 で あ っ て も ， 必 ず し も 自 己 効 力 感 が そ れ

に 伴 い 高 い 状 態 に あ る わ け で は な い こ と が 示 さ れ た 。以 上 よ り ，A S D 傾

向 の あ る 就 労 移 行 支 援 利 用 者 は 日 常 的 な 訓 練 や 就 職 活 動 の サ ポ ー ト に よ

っ て 自 身 の 進 路 に 関 心 を 持 ち ， 計 画 的 ・ 自 律 的 に 就 労 に 向 け て 取 り 組 む

必 要 性 を 意 識 す る よ う に な る 一 方 で ， 進 路 選 択 に 向 け た 行 動 を 実 現 さ せ

て い く こ と に 不 安 を 残 し て い る 可 能 性 が あ る 。  

 こ の 結 果 か ら 考 え ら れ る 支 援 方 針 と し て ， 日 々 の 訓 練 に お け る 目 標 を

適 切 に 設 定 し ， 本 研 究 で 実 践 し た よ う な 振 り 返 り の 面 談 を 実 施 す る 等 ，

就 労 訓 練 が 本 人 に と っ て 遂 行 行 動 の 積 み 重 ね と し て 意 識 で き る よ う な 支

援 が 重 要 で あ る 。 ま た ， 学 生 の よ う に 短 期 的 な 就 業 体 験 で は な く 毎 日 の

訓 練 を 重 ね る 就 労 移 行 支 援 に お い て は ， 就 職 活 動 に 関 わ る 支 援 場 面 に 限

ら ず ， 日 常 的 に 本 人 の 自 己 効 力 感 の 状 態 に 着 目 し た 関 わ り を 継 続 す る こ

と が 一 般 性 自 己 効 力 感 に 作 用 し ， 結 果 的 に 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感
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に も 前 向 き な 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。  

 

第 3節  就 労 支 援 に お け る 就 業 体 験 と 振 り 返 り 面 談  

１ ． A SD 学 生 に 対 す る 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 の 実 態  

 A S D 学 生 を 対 象 と し た 就 業 体 験 を 通 し た 支 援 の 効 果 に つ い て ，既 に 複

数 の 報 告 が あ る（ 例 え ば 北 添 ら ，2 0 1 5；高 瀬 ら ，2 0 1 7；秋 元・重 留 ，2 0 1 8；

末 富 ら ， 2 0 1 9 等 ）。 し か し な が ら ， 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り が ど の よ う に

実 施 さ れ て い る か ， ま た ど の よ う に 実 施 す る こ と が 効 果 的 で あ る か の 具

体 的 な 検 討 は こ れ ま で ほ と ん ど さ れ て い な か っ た 。 こ れ を 踏 ま え 研 究 3

で は ， 大 学 ， 民 間 企 業 と い っ た 支 援 の 現 場 の 枠 を 超 え ， 様 々 な 立 場 の 支

援 者 を 対 象 に 就 業 体 験 後 の 振 り 返 り 面 談 に つ い て 聞 き 取 り ，A S D 傾 向 の

あ る 学 生 に 対 す る 面 談 の 実 態 を 示 し た 。  

 M - G TA に よ る 分 析 の 結 果 ，支 援 の 場 は 異 な っ て も 多 く の 支 援 者 が 共 通

し て 意 識 し て い る 支 援 上 の 留 意 点 や ， 面 談 を 通 し て み え る A S D 学 生 の

特 性 を 整 理 す る こ と が で き た 。 特 に 過 半 数 の 支 援 者 が 面 談 中 に 取 り 組 む

工 夫 と し て〔 実 際 に 起 こ っ た 出 来 事 を 話 題 に す る 〕こ と や ，〔 面 談 内 容 を

可 視 化 し た 記 録 の 活 用 〕，〔 課 題 の 明 確 化 と 目 標 設 定 〕 が あ っ た 。 ま た 支

援 者 は A S D 学 生 の 特 性 を 踏 ま え ， 就 業 体 験 が 学 生 に と っ て 前 向 き な 経

験 と な る よ う 肯 定 的 な 振 り 返 り を 心 掛 け な が ら ， 本 人 が 客 観 的 な 視 点 を

取 り 入 れ ら れ る よ う な 面 談 を 行 っ て い た 。 本 研 究 の 成 果 の 一 つ と し て ，

こ れ ま で 具 体 的 な 検 討 が な さ れ て い な か っ た A S D 学 生 に 対 す る 就 業 体

験 後 の 振 り 返 り 面 談 の 実 態 を 明 ら か に し ， 実 態 を 踏 ま え た 振 り 返 り の た

め の ツ ー ル と し て 振 り 返 り シ ー ト を 作 成 で き た こ と が あ げ ら れ る 。  
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２ ． 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 の 意 義  

（ １ ） 自 己 効 力 感 の 変 化 と い う 観 点 か ら の 意 義  

 自 己 効 力 感 を 導 く 情 報 源 と し て ， 遂 行 行 動 の 達 成 が 最 も 影 響 力 を も つ

（ B a n d u r a， 1 9 7 7） こ と は 前 述 の 通 り で あ る 。 こ の 観 点 か ら 考 え る と ，

A S D 学 生 が 参 加 す る 就 業 体 験 や 就 労 移 行 支 援 利 用 者 が 取 り 組 む 就 労 訓

練 は ，そ の 体 験 や 経 験 そ の も の が 遂 行 行 動 の 達 成 と し て の 役 割 を 果 た し ，

進 路 選 択 や 働 く こ と そ の も の へ の 自 己 効 力 感 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ

る 。 し か し な が ら ， 就 業 体 験 や 就 労 訓 練 が 学 生 ・ 利 用 者 に と っ て 遂 行 行

動 の 達 成 と し て 作 用 す る た め に は ， 適 切 な 原 因 帰 属 や 自 身 の 体 験 ・ 経 験

を 「 成 功 」 と 認 識 で き る よ う な 働 き か け が 必 要 で あ る 。  

 本 研 究 で は 振 り 返 り シ ー ト を 用 い る こ と で ，A S D 学 生 や 就 労 移 行 支 援

利 用 者 の 課 題 に 対 す る 自 己 効 力 感 の 度 合 い や 本 人 の 自 己 評 価 の 状 態 を 確

認 し な が ら 就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 に 臨 む こ と が で き た 。 ま た ， 振 り 返 り シ

ー ト の 中 に 課 題 達 成 へ の 手 立 て を 記 録 す る 欄 を 設 け ， 毎 回 の 面 談 で ど の

よ う な 工 夫 で 課 題 が 成 で き そ う か を 話 し 合 っ た こ と や ， 就 業 体 験 ・ 就 労

訓 練 中 に 本 人 が 達 成 で き て い る こ と や ポ ジ テ ィ ブ な 側 面 （ G o o d  P o i n t）

を 肯 定 的 に 評 価 す る こ と が 自 己 効 力 感 の 変 化 に 影 響 し た こ と が 推 察 さ れ

た 。 課 題 達 成 へ の 手 立 て を 相 談 し た こ と や ， 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク を

受 け た こ と は ， 自 己 効 力 感 の 情 報 源 か ら 整 理 す る と 言 語 的 説 得 に 該 当 す

る 。 ま た ， 課 題 達 成 へ の 具 体 的 な 手 立 て を 都 度 相 談 し て 試 し て み た こ と

で ， 行 動 目 標 を ス モ ー ル ス テ ッ プ に 分 け ， 毎 回 の 就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 の

中 で 小 さ な 達 成 経 験 を 積 む こ と に つ な が っ た と も 考 え ら れ る 。  

本 研 究 で は 振 り 返 り シ ー ト に 沿 っ た 振 り 返 り を 継 続 的 に 実 施 す る こ

と で ， 本 人 に と っ て 就 業 体 験 や 就 労 訓 練 の 場 が 遂 行 行 動 の 達 成 経 験 を 積

む 場 と し て 意 味 づ け や す く な り ， 就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 と 振 り 返 り 面 談 の
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サ イ ク ル の 中 で 少 し ず つ 自 己 効 力 感 が 変 化 し ， 最 終 的 に 目 標 と し て い た

ス キ ル の 獲 得 に 至 っ た と 考 え ら れ る 。  

（ ２ ）利 用 者 の 自 己 理 解 を 深 め る ツ ー ル と し て の 振 り 返 り シ ー ト と 評 価

シ ー ト の 併 用  

本 研 究 で 用 い た 振 り 返 り シ ー ト お よ び 評 価 シ ー ト の 効 果 と し て ， 利 用

者 の 自 己 理 解 の 深 化 へ の 影 響 が 考 え ら れ る 。 第 4， 第 5 研 究 と も に 利 用

者 全 員 か ら 振 り 返 り シ ー ト ・ 評 価 シ ー ト を 用 い た 面 談 を 通 し ， 他 者 か ら

の 客 観 的 な 評 価 を 受 け た こ と や ， 自 分 の 肯 定 的 な 側 面 を 評 価 さ れ た こ と

に よ り ， 課 題 や 強 み の 明 確 化 に 役 立 っ た こ と が 語 ら れ た 。  

A S D 者 の 自 己 理 解 に つ い て は ，思 春 期・青 年 期 に お け る 他 者 と の 相 互

交 渉 を 通 し た 自 己 の と ら え 方 が 否 定 的 な も の に な り や す く（ 西 田 ，2 0 1 4），

認 知 の 特 徴 と し て 極 端 な 判 断 を し や す い た め に 自 分 の 存 在 を 否 定 し て し

ま い や す い 傾 向 に あ る こ と（ 小 林 ， 2 0 1 5）や ，他 者 と の 相 互 的 な 関 係 を

通 し て 自 己 を 否 定 的 に 理 解 す る 一 方 で 他 者 の 存 在 や 影 響 を 考 慮 せ ず 自 己

を 肯 定 的 に 理 解 す る こ と ， 自 己 か ら 他 者 ， あ る い は 他 者 か ら 自 己 と い っ

た 一 方 向 的 な 関 係 の 中 で 自 己 理 解 を す る 意 傾 向 に あ る 等 の 対 人 的 な 自 己

理 解 の 困 難 さ （ 滝 吉 ・ 田 中 ， 2 0 1 1） に つ い て 指 摘 が あ る こ と は ， 本 研 究

の 序 論 で 示 し た と お り で あ る 。さ ら に 研 究 3 の 結 果 か ら ，支 援 者 は A S D

学 生 と の 振 り 返 り 面 談 に お い て 学 生 が 自 身 に 対 し て ネ ガ テ ィ ブ な 評 価 を

す る 傾 向 に あ る こ と や ， 客 観 的 に 自 己 を 振 り 返 る こ と の 苦 手 さ を も つ こ

と ， 物 事 の と ら え 方 や 考 え 方 が 極 端 に な る こ と を 感 じ て い た 。 本 研 究 を

通 し ， 実 際 の 支 援 の 場 に お い て も A S D 学 生 が 先 行 研 究 で 示 さ れ た よ う

な 自 己 理 解 の 課 題 を 示 す こ と が 整 理 さ れ た 。  

本 研 究 で は 振 り 返 り シ ー ト と 評 価 シ ー ト を 併 用 し た こ と で ， 本 人 が 自

己 評 価 と 他 者 評 価 を 比 較 し な が ら 就 業 体 験・就 労 訓 練 に 臨 む こ と が で き ，
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客 観 的 な 視 点 を 取 り 入 れ な が ら 経 験 の 振 り 返 り や 自 己 評 価 を す る こ と が

で き た 。 ま た ， 毎 回 の 振 り 返 り で G o o d  P o i n t を 伝 え た こ と に よ り 自 身

の 課 題 だ け で な く 肯 定 的 な 側 面 に も 目 を 向 け な が ら 振 り 返 り を 行 う こ と

が で き た 。A S D 者 の 自 己 理 解 の 特 徴 と し て ，自 身 を 概 念 化 し て と ら え よ

う と す る と き ， そ の 概 念 化 の た め に 適 当 な 出 来 事 や 体 験 を 想 起 し ， 意 味

づ け る こ と が 難 し い 可 能 性 が 指 摘 （ 滝 吉 ・ 田 中 ， 2 0 1 1） さ れ て い る が ，

本 研 究 の 実 践 で は 就 業 体 験 ・ 就 労 訓 練 を 本 人 の 課 題 達 成 に 向 け て 適 切 に

意 味 づ け る た め に 有 用 だ っ た と 考 え ら れ る 。  

（ ３ ） 支 援 者 に と っ て の 振 り 返 り シ ー ト の 効 果  

研 究 5 に お い て ，支 援 者 に と っ て の 振 り 返 り シ ー ト を 利 用 し た こ と は

〔 面 談 を 構 造 化 し 効 果 的 に 進 め ら れ る 〕 こ と や ， 〔 支 援 者 が 自 分 の 支 援

を 振 り 返 れ る 〕 点 で 有 用 で あ り ， こ れ ら の 点 が 〔 支 援 経 験 の 少 な い 支 援

者 に と っ て 役 立 つ 〕 こ と が 語 ら れ た 。  

 発 達 障 害 者 を 対 象 と し た 就 労 移 行 支 援 で は ， 発 達 障 害 に 特 化 し た 支 援

方 法 や 人 員 の 確 保 及 び 育 成 に 複 数 の 課 題 が 指 摘（ 八 木 ， 2 0 1 8）さ れ て い

る 。例 え ば 山 下（ 2 0 2 0）は 発 達 障 害 学 生 の 就 労 支 援 に お い て ，本 人 が 自

分 の 体 験 を 自 分 の 言 葉 で 語 る こ と が で き る た め の 支 援 者 の 支 援 技 法 や 面

接 方 略 を 検 討 す る 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。 本 実 践 で 用 い た 振 り 返 り シ ー

ト は ，研 究 3 に お い て 複 数 の 支 援 者 か ら 聞 き 取 っ た 支 援 上 の 留 意 点 を 反

映 し て お り ， こ の よ う な ツ ー ル の 活 用 は 特 に 支 援 経 験 の 浅 い 支 援 者 に と

っ て 支 援 の 質 の 担 保 の 一 助 と な る と 考 え ら れ る 。 加 え て ， 本 研 究 で 作 成

し た よ う な 振 り 返 り シ ー ト の 利 用 は 研 究 3 に お い て 支 援 者 か ら 述 べ ら れ

た よ う な ，A S D 学 生 が〔 客 観 的 に 自 己 を 振 り 返 る こ と の 苦 手 さ 〕を 抱 え

る 一 方 で 〔 支 援 者 が 実 際 の 体 験 の 様 子 を 確 認 で き な い 〕 と い う 支 援 上 の

課 題 を 解 決 す る 一 助 と な る 可 能 性 も あ る 。  
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 さ ら に 研 究 3 で は ，振 り 帰 り の 面 談 を 行 う こ と で 本 人 の 課 題 や 目 標 が

よ り 明 確 に な る こ と が 支 援 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー か ら 示 さ れ た 。研 究 5 に

お い て も ， 振 り 返 り 面 談 の 過 程 で 利 用 者 の 課 題 が 明 確 に な り ， 支 援 者 と

と も に 課 題 に 対 す る 対 策 や 工 夫 を 話 し 合 い ， 日 々 の 訓 練 の 中 で 実 践 す る

こ と が 最 終 的 に 目 標 と し て い た 行 動 の 獲 得 や 課 題 の 達 成 に つ な が る と い

う プ ロ セ ス が 示 さ れ た 。 こ の よ う な 体 験 後 の 振 り 返 り シ ー ト を 整 備 し シ

ー ト に 沿 っ た 面 談 を 実 施 す る こ と は ， 利 用 者 の 課 題 に 対 す る 就 労 状 の 課

題 の 明 確 化 へ の 支 援 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  

 

第 4節  今 後 の 展 望 と 課 題  

1． 振 り 返 り シ ー ト の 内 容 と 効 果 の 検 証  

（ １ ）  客 観 的 指 標 に よ る 効 果 の 検 証  

 研 究 4 及 び 研 究 5 に お い て 用 い ら れ た 振 り 返 り シ ー ト を 用 い た 面 談 に

つ い て ， 本 研 究 で は 対 象 者 ， 支 援 者 か ら の 主 観 的 な 評 価 か ら 自 己 効 力 感

の 変 化 や 課 題 達 成 へ の 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 結 果 ， 振 り 返 り シ ー ト を

用 い た 面 談 が 学 生 や 就 労 移 行 支 援 利 用 者 の 課 題 に 対 す る 自 己 効 力 感 に 有

効 に 作 用 し た 可 能 性 と ， 支 援 者 に と っ て 支 援 上 役 立 つ ツ ー ル と な っ た 可

能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

し か し な が ら ， 実 践 の 前 後 で 用 い た 各 質 問 紙 の 得 点 の 変 化 に つ い て の

考 察 は 限 定 的 で あ っ た 。本 実 践 に お け る 支 援 に 対 す る 効 果 検 証 に つ い て ，

今 後 は 統 制 群 と 介 入 群 で の 比 較 等 を 通 し ， 客 観 的 な 評 価 方 法 を 用 い 振 り

返 り シ ー ト そ の も の の 効 果 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

（ ２ ）  評 価 方 法 の 工 夫  

 研 究 4 及 び 研 究 5 に お い て ， 学 生 ， 就 労 移 行 支 援 利 用 者 ， 支 援 者 へ の

イ ン タ ビ ュ ー か ら 振 り 返 り シ ー ト の 改 善 点 が 整 理 さ れ た 。 そ の う ち の ひ
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と つ は ， 自 己 評 価 の 方 法 と し て ，「 1． 1 回 も で き な い （ ま っ た く で き な

い ）」「 2． 何 回 か は で き る （ ほ と ん ど で き な い ）」「 3． 数 回 で き な い こ と

が あ る （ ほ と ん ど で き る ）」「 4． い つ も で き る （ よ く で き る ）」 の 4 段 階

を 選 択 す る こ と の 難 し さ が あ げ ら れ た 。 特 に 設 定 し た 目 標 が 抽 象 的 （ 例

え ば ，研 究 4 の A さ ん の よ う に「 見 通 し を 持 っ て 安 心 し て 作 業 に 取 り 組

め る よ う に な る 」 と い う よ う な 目 標 ） の 場 合 は 特 に 自 己 評 価 が つ け に く

い と い う 感 想 が あ が っ た 。  

 改 善 方 法 と し て ， ま ず は 目 標 設 定 の 際 に な る べ く 客 観 的 に 観 察 可 能 な

行 動 を 目 標 と し て 設 定 す る こ と や ， 利 用 者 に 応 じ て 評 価 規 準 を 柔 軟 に 設

定 （ 例 え ば 4 段 階 で は な く ％ で 表 現 す る 等 ） す る こ と を 検 討 す る 必 要 が

あ る 。 ま た D さ ん の よ う に ， 見 か け 上 の 数 字 の 評 価 は 変 化 し な く て も ，

振 り 返 り 面 談 を 重 ね る ご と に 多 様 な 観 点 で 自 己 を 振 り 返 る こ と が で き る

よ う に な る 場 合 も あ る 。 し た が っ て ， 数 字 の 評 価 の み に 着 目 す る の で は

な く ， 自 己 評 価 の 理 由 を 面 談 の 中 で 丁 寧 に 聞 き 取 っ て い く こ と が 重 要 で

あ る 。  

（ ３ ）  個 別 の 目 標 設 定  

 支 援 者 か ら の 意 見 と し て ， 個 別 の 目 標 設 定 の 難 し さ が あ げ ら れ た 。 研

究 4 お よ び 研 究 5 で は 必 要 に 応 じ て ，「 就 労 移 行 支 援 の た め の チ ェ ッ ク

リ ス ト 」（ 厚 生 労 働 省 ，2 0 0 6）を 基 に 作 成 板「 目 標 設 定 シ ー ト 」を 使 用 し

た 。 目 標 設 定 シ ー ト は 主 に 学 生 へ の 実 践 で 使 用 す る こ と を 目 的 と し て い

た た め ，研 究 5 に お け る 就 労 移 行 支 援 利 用 者 へ の 援 用 で は 活 用 が 難 し か

っ た 可 能 性 が あ る 。 ま た 同 時 に ， 研 究 5 で は 支 援 者 に 個 別 の 目 標 は 各 利

用 者 の 個 別 支 援 計 画 に 基 づ い て 設 定 が 可 能 で あ る と 伝 え た が ， 個 別 支 援

計 画 に 記 載 の 目 標 か ら 振 り 返 り シ ー ト に お い て 短 期 間 で 取 り 組 む べ き 行

動 目 標 を 設 定 す る こ と が 困 難 だ っ た 可 能 性 が あ る 。  
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 就 労 移 行 支 援 に お け る 日 々 の 訓 練 で の 適 切 な 目 標 設 定 へ の 支 援 者 に 対

す る 支 援 や 研 修 に つ い て は ， 今 後 本 研 究 を 拡 大 し ， 検 討 の 必 要 が あ る と

考 え ら れ る 。 今 後 は 目 標 設 定 に よ り 特 化 し た 支 援 上 で 有 効 な ツ ー ル を 整

備 す る ， あ る い は 目 標 設 定 の た め の 手 立 て 等 を よ り 詳 細 に 支 援 者 に 示 す

こ と が 必 要 で あ る 。  

 

２ ． A SD を 含 む 発 達 障 害 学 生 や 就 労 移 行 支 援 利 用 者 に 対 す る 効 果 的 な 就

業 体 験 ・ 就 労 訓 練 の 内 容 の 整 理  

本 研 究 で は ， 就 業 体 験 や 就 労 訓 練 後 の 振 り 返 り 面 談 に 着 目 し て お り ，

就 業 体 験 や 就 労 訓 練 そ の も の の 実 施 形 態 や 内 容 の 検 討 に は 至 ら な か っ た 。

現 在 ，A S D 学 生 を 含 む 発 達 障 害 学 生 を 対 象 と し た 就 業 体 験 は ，実 施 機 関

や 内 容 な ど 様 々 な も の が 報 告 さ れ て い る 。 い っ ぽ う で ， 発 達 障 害 学 生 の

進 路 選 択 や 就 職 活 動 に 向 け た 体 験 そ の も の の 効 果 の 検 証 は 十 分 で は な く ，

ど の 程 度 の 期 間 で ， ど の よ う な 内 容 を ， ど の く ら い の 規 模 で 実 施 す る こ

と が 効 果 的 で あ る か 等 の 指 針 は な い 。就 労 移 行 支 援 で の 訓 練 に つ い て も ，

発 達 障 害 者 向 け の 就 労 支 援 の 内 容 に つ い て 系 統 的 ・ 体 系 的 な 整 理 は な さ

れ て い な い 。 今 後 ， 発 達 障 害 当 事 者 の ニ ー ズ を 反 映 し ， か つ 就 労 へ の 準

備 や 自 己 理 解 が 十 分 に 進 む よ う な 就 業 体 験 ・ 就 労 移 行 支 援 の 内 容 等 に つ

い て 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。  
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経 済 産 業 省 ・ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 エ テ ィ ッ ク（ 2 0 1 4）教 育 効 果 の 高 い イ

ン タ ー ン シ ッ プ の 普 及 に 関 す る 調 査 報 告 書 ．   

木 下 康 仁（ 2 0 0 7）ラ イ ブ 講 義 M - G TA－ 実 践 的 質 的 研 究 法  修 正 版 グ ラ ウ

ン デ ッ ド・セ オ リ ー・ア プ ロ ー チ の す べ て － ．株 式 会 社 弘 文 堂 ，6 6 - 6 8 .  

北 添 紀 子 ・ 平 野 晋 吾 ・ 寺 田 信 一 ・ 泉 本 雄 司 ・ 是 永 か な 子 ・ 上 田 規 人 ・ 玉

里 恵 美 子（ 2 0 1 5）自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の あ る 大 学 生 へ の 就 労 支 援 － 学

内 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 効 果 の 検 討 － ． L D 研 究 ， 2 4（ 1）， 111 - 11 9 .  

小 林 真（ 2 0 1 5）発 達 障 害 の あ る 青 年 へ の 支 援 に 関 す る 諸 問 題 ．教 育 心 理

学 年 報 ， 5 4， 1 0 2 - 111 .  

K o e g e l ,  L . ,  K o e g e l ,  R . L . ,  H u r l e y,  C . ,  &  F r e a ,  W. D .（ 1 9 9 2） I m p r o v i n g  

s o c i a l  s k i l l s  a n d  d i s r u p t i v e  b e h a v i o r  i n  c h i l d r e n  w i t h  a u t i s m  

t h o u g h  s e i l - m a n a g e m e n t . J o u r n a l  o f  A p p l i e d  B e h a v i o r  A n a l y s i s，

2 5， 3 4 1₋ 353．  
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厚 生 労 働 省 （ 2 0 1 9 a） 令 和 元 年 障 害 者 雇 用 状 況 の 集 計 結 果 .   

厚 生 労 働 省 （ 2 0 1 9 b） 平 成 3 0 年 度 障 碍 者 の 職 業 紹 介 状 況 等 ．  

工 藤 陽 介（ 2 0 1 7）発 達 障 害 学 生 に お け る 自 己 評 価 変 容 パ タ ー ン に つ い て

の 検 討 － 就 労 体 験 に よ る 自 己 評 価 と 他 者 評 価 の 比 較 を 通 じ て － ． 明 星

大 学 発 達 支 援 研 究 セ ン タ ー 紀 要 ， 2， 2 5‐ 3 7。  

楠 敬 太 ・ 松 久 眞 実 ・ 金 森 祐 治 ・ 今 枝 史 雄（ 2 0 1 7） 発 達 障 害 の あ る 学 生 に

望 ま れ る 就 労 ス キ ル に 関 す る 研 究 － 高 等 教 育 機 関 お よ び 就 労 移 行 支

援 事 業 所 に 対 す る 意 識 調 査 の 比 較 － ．大 阪 教 育 大 学 紀 要 ，6 5（ 2），6 1‐

7 8．  

桒 木 裕 貴・苅 田 知 則（ 2 0 1 7）発 達 障 害 の あ る 高 校 生・大 学 生 の 自 己 理 解 ，

進 路 選 択 の 支 援 に 関 す る 文 献 調 査 ． J o u r n a l  o f  i n c l u c i v e  E d u c a t i o n，

3， 3 8 - 4 9．  

L u z z o ， D . A ．， F u n k ， D ． P ．， ＆ S t r a n g ， J ．（ 1 9 9 6 ）  A t t r i b u t i o n a l  

r e t r a i n i n g  i n c r e a s e s  c a r e e r  d e c i s i o n - m a k i n g  s e l f - e f f i c a c y．  C a r e e r  

D e v e l o p m e n t  Q u a r t e r l y， 4 4，  3 7 8 - 3 8 6 .  

M . R . Wo o d b u r y - S m i t h ・ J . r o b i n s o n ・ S . w h e e l w r i g h t ・ S . B a r o n - C o h e n

（ 2 0 0 5）  S c r e e n i n g  A d u l t s  f o r  A s p e r g e r  S y n d r o m e  U s i n g  t h e  A Q : A 

P r e l i m i n a r y  S t u d y  o f  i t s  D i a g n o s t i c  Va l i d i t y  i n  C l i n i c a l  P r a c t i c e．

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 5（ 3） ,  3 3 1 - 3 3 5 . "  

松 田 光 一 郎（ 2 0 1 3） A 県 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー に お け る 現 状 と 課 題 －

成 人 期 就 労 相 談 を 事 例 に ― ．京 都 ノ ー ト ル ダ ム 女 子 大 学 研 究 紀 要 ．4 3，

5 3 - 6 3．  

松 本 卓 三（ 1 9 9 3）進 路 選 択 に 関 係 す る 職 業 的 同 一 性 ・ 原 因 帰 属 ・ 達 成 動

機 ． 進 路 指 導 研 究 ， 日 本 進 路 指 導 学 会 研 究 紀 要 ， 1 4， 1 7 - 2 6 .  

M i l i c h， R．（ 1 9 9 4） T h e  r e s p o n s e  o f  c h i l d r e n  w i t h  A D / H D  t o  f a i l u r e  :  
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I f  a t  f i r s t  y o u  d o n ' t  s u c c e e d ,  d o  y o u  t r y,  t r y,  a g a i n ？  S c h o o l  

P s y c h o l o g y  R e v i e w， 2 3， 11 - 2 8．  

文 部 科 学 省 （ 2 0 1 6） 学 校 基 本 調 査 ．  

M o r r i s o n ,  L . ,  K a m p s ,  D . ,  G a r c i a ,  J . ,  &  P a r k e r,  D . （ 2 0 0 1 ） P e e r  

m e d i a t i o n  a n d  m o n i t o r i n g  s t r a t e g i e s  t o  i m r o v e  i n i t i a t i o n s  a nd  

s o c i a l  s k i l l s  f o r  s t u d e n t s  w i t h  a u t i s m．J o u r n a l  o f  p o s i t i v e  B e h a v i o r  

I n t e r v a t i o n s， 3， 2 3 7₋2 5 0 .  

森 光 晃 子 ・ 高 橋 知 音 ・ 鷺 塚 伸 介 ・ 上 村 恵 津 子 （ 2 0 11） ア ス ペ ル ガ ー 障 害

の あ る 学 生 の 自 立 的 課 題 解 決 を 育 て る 包 括 的 支 援 ． 精 神 療 法 ，3 7（ 2），

1 7 8 - 1 8 3 .  

望 月 葉 子（ 2 0 0 2）軽 度 発 達 障 害 者 の「 自 己 理 解 」の 重 要 性  :  通 常 教 育 に

在 籍 し た 事 例 を 中 心 と し て . 発 達 障 害 研 究 ， 2 4（ 3）， 2 5 4 - 2 6 1 .  

長 岡 大 ・ 松 井 賢 二（ 1 9 9 9）大 学 生 に お け る 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感

と 進 路 成 熟 度 の 関 連 ．  進 路 指 導 研 究 ， 1 9（ 1）， 1 0 - 1 7 .  

長 岡 大 ・ 松 井 賢 二 ・ 山 田 亮 （ 2 0 0 1）大 学 生 の 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力

感 と 進 路 （ キ ャ リ ア ） 成 熟 ． 進 路 指 導 研 究 ， 2 0， 11 - 2 0．  

成 田 健 一・下 仲 順 子・中 里 克 治・河 合 千 恵 子・佐 藤 眞 一・長 田 由 紀 子（ 1 9 9 5）

特 性 的 自 己 効 力 感 尺 度 の 検 討 ― 生 涯 発 達 的 利 用 の 可 能 性 を 探 る ― ． 教

育 心 理 学 研 究 ， 4 3， 3 0 6 - 3 1 4．  

N e w m a n ,  B . ,  R e i n e c k s ,  D .  R . ,  &  M e i n b e r g ,  D ,  L . （ 2 0 0 0 ） S e l f -

m a n e g e m e n t  o f  v a r e d  r e s p o n d i n g  i n  t h r e e  s t u d e n t s  w i t h  a o u t i s m . 

B e h a v i o r a l  I n t e r v e n t i o n s， 1 5， 1 4 5₋1 5 1 .  

西 田 充 潔（ 2 0 1 4）高 機 能 広 汎 性 発 達 障 害 児 の 思 春 期・青 年 期 に お け る「 自

己 意 識 」 の 発 達 ― 潜 在 的 セ ル フ ウ ェ ア ネ ス の 発 達 段 階 に 着 目 し た 文 献

的 検 討 ― ． 北 星 学 園 大 学 社 会 福 祉 学 部 北 星 論 集 ， 5 1， 1 4 0 - 1 4 9．  
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西 村 優 紀 美（ 2 0 1 0）発 達 障 害 学 生 支 援 に お け る ナ ラ テ ィ ブ ・ ア セ ス メ ン

ト ． 学 園 の 臨 床 研 究 ， 9， 2 1 - 3 1．  

小 川 浩 ・ 柴 田 珠 里 ・ 松 尾 江 奈（ 2 0 0 6）高 機 能 広 汎 性 発 達 障 害 者 の 職 業 的

自 立 に 向 け て の 支 援 ． L D 研 究 ， 1 5， 3 1 2 - 1 8 .  

坂 野 雄 二（ 2 0 1 6） 人 間 行 動 と セ ル フ ・ エ フ ィ カ シ ー ．坂 野 雄 二 ・ 前 田 基

成 （ 編 ）， セ ル フ ・ エ フ ィ カ シ ー の 臨 床 心 理 学 ．（ 株 ） 北 大 路 書 房 ， 京

都 ， 1 0 - 11 .  

坂 柳 恒 夫 ・ 竹 内 登 規 夫 （ 1 9 8 6） 進 路 成 熟 態 度 尺 度 （ C M A S - 4） の 信 頼 性

及 び 妥 当 性 の 検 討 ． 愛 知 教 育 大 学 研 究 報 告 ， 3 5， 1 6 9 - 1 8 2 .  

坂 柳 恒 夫（ 1 9 9 1）進 路 成 熟 の 測 定 と 研 究 課 題 ．愛 知 教 育 大 学 教 科 教 育 セ

ン タ ー 研 究 報 告 書 ， 1 5， 2 6 9 - 2 8 0 .  

坂 柳 恒 夫（ 1 9 9 2）中 学 生 の 進 路 成 熟 に 関 す る 横 断 的 研 究 ．愛 知 教 育 大 学

教 科 教 育 セ ン タ ー 研 究 報 告 ， 1 6， 2 9 9 - 3 0 8 .  

桜 井 茂 男 （ 1 9 8 9） 児 童 の 絶 望 感 と 原 因 帰 属 と の 関 係 ． 心 理 学 研 究 ， 6 0，

3 0 4 - 3 11 .  

佐 藤 友 美 ・ 杉 本 英 晴 ・ 寺 澤 朝 子 （ 2 0 1 7） キ ャ リ ア 教 育 科 目 「 自 己 開 拓 」

の 教 育 効 果 － 2 0 1 6 年 度 の 授 業 に つ い て ― ． 中 部 大 学 教 育 研 究 ， 1 7，

9 9 - 111．  

佐 藤 美 紀 子 ・ 森 山 美 香 ・ 矢 田 昭 子 ・ 秋 鹿 都 子 （ 2 0 1 2） 成 人 看 護 実 習 （ 急

性 期 ）に お け る 看 護 学 生 の 成 功 体 験 ．島 根 大 学 医 学 部 紀 要 ，3 5，3 9 - 4 6．  

澤 聡 一（ 2 0 1 8）大 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル と 進 路 選 択 に 対 す

る 自 己 効 力 感 と の 関 連 ．  北 翔 大 学 教 育 文 化 学 部 紀 要 ,  3 ,  1 5 7−1 7 2  

S c h u n k ,  D ,  H .（ 1 9 8 3） A b i l i t y  v e r s u s  e f f o r t  a t t r i b u t i o n a l  f e e d b a c k  :  

D i f f e r e n t i a l  e f f e c t s  o n  s e l f - e f f i c a c y  a n d  a c h i e v e m e n t .  J o u r n a l  o f  

e d u c a t i o n a l  p s y c h o l o g y， 8， 7 6 - 8 6．  
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関 口 倫 紀（ 2 0 1 0）大 学 生 の ア ル バ イ ト 経 験 と キ ャ リ ア 形 成 ．  日 本 労 働

研 究 雑 誌 ， 5 2（ 9）， 6 7 - 8 5 .  

社 会 福 祉 法 人 横 浜 や ま び こ の 里 （ 2 0 1 2） 平 成 2 4 年 度 厚 生 労 働 省 障 害 者

総 合 福 祉 推 進 事 業  就 労 移 行 支 援 事 業 所 の た め の 「 発 達 障 害 の あ る 人

の 就 労 支 援 マ ニ ュ ア ル 」  

S h e r e r， M．， M a d d u x， J．， M e r c a n d a n t e， B．， P r e n t i c e - D u n n， S．，

J a c o b s ， B ．， ＆  R o g e r s ， W ．（ 1 9 8 2 ） T h e  S e l f - E f f i c a c y  S c a l e :  

C o n s t r u c t i o n  a n d  v a l i d a t i o n．P s y c h o l o g i c a l  R e p o r t s，5 1，6 6 3 - 6 7 1 .  

末 富 真 弓 ・ 五 味 洋 一 ・ 佐 々 木 銀 河 ・ 中 島 範 子 ・ 末 吉 彩 香 ・ 杉 江 征 ・ 名 川

勝 ・ 竹 田 一 則（ 2 0 1 9）発 達 障 害 学 生 に お け る 就 労 準 備 性 を 高 め る 支 援

に つ い て の 検 討：「 就 職 活 動 準 備 講 座 」の 分 析 を 通 し て ．障 害 科 学 研 究 ，

4 3， 1 6 3 - 1 7 2 .  

杉 本 英 晴（ 2 0 0 7）大 学 生 の 就 職 活 動 プ ロ セ ス に お け る エ ン ト リ ー 活 動 に

関 す る 縦 断 的 検 討 － 時 間 的 展 望 ， 就 職 イ メ ー ジ ， 進 路 未 決 定 ， 友 人 の

就 職 活 動 状 況 に 注 目 し て － ． 名 古 屋 大 学 大 学 院 教 育 発 達 科 学 研 究 科 紀

要  心 理 発 達 科 学 ， 5 4， 8 1 - 9 2 .  

高 橋 純 一 ・ 玉 木 宏 樹 ・ 山 脇 望 美（ 2 0 1 2）健 常 大 学 生 を 対 象 と し た 自 閉 症

ス ペ ク ト ラ ム 指 数 及 び 愛 着 ス タ イ ル の 個 人 差 と 社 会 ス キ ル の 関 連 ． 信

学 技 報 ， 5， 1 7 - 2 1 .  

高 瀬 智 恵 ・ 松 久 眞 実 ・ 今 井 佐 智 子 ・ 小 脇 智 佳 子（ 2 0 1 7） 発 達 障 害 学 生 の

就 労 支 援 ― 就 労 移 行 支 援 事 業 所 と の 連 携 〝 キ ャ ン パ ス チ ャ レ ン ジ 〟

の 試 み ― ． プ ー ル 学 院 大 学 研 究 紀 要 ， 5 8， 6 9 - 8 3 .  

高 澤 陽 二 郎 ・ 河 井 亨（ 2 0 1 8）大 学 生 の 成 長 理 論 を 通 し て み る 長 期 イ ン タ

ー ン シ ッ プ 経 験 学 生 の 成 長 と そ の 要 因 ． 京 都 大 学 高 等 教 育 研 究 ， 2 4，

2 3 - 3 3．  

196



武 井 明 ・ 鈴 木 太 郎 ・ 土 井 朋 代 ・ 土 井 準 ・ 富 岡 健 ・ 廣 田 亜 佳 音 ・ 泉 将 吾 ・

目 良 和 彦（ 2 0 1 7）児 童 青 年 期 か ら 通 院 を 継 続 し て い る 自 閉 症 ス ペ ク ト

ラ ム 障 害 患 者 の 就 労 状 況 に つ い て ． 児 童 青 年 精 神 医 学 と そ の 近 接 領 域 ，

5 8（ 5）， 7 4 2 - 7 5 6．  

滝 吉 美 知 香 ・ 田 中 真 理 （ 2 0 11） 思 春 期 ・ 青 年 期 の 広 汎 性 発 達 障 害 者 に お

け る 自 己 理 解 ． 発 達 心 理 学 研 究 ， 2 2（ 3）， 2 1 5 - 2 2 7 .   

Ta y l o r,  K .  M ,  ＆  B e t z ,  N .  E .  （ 1 9 8 3）  A p p l i c a t i o n s  o f  s e l f - e f f i c a c y  

t h e o r y  t o  u n d e r s t a n d i n g  a n d  t r e a t m e n t  o f  c a r e e r  d e c i s i o n .  J o u r n a l  

o f  Vo c a t i o n a l  B e h a v i o r， 2 2， 6 3 - 8 1．   

Ta y l o r,  K .  M .（ 1 9 9 0）A n  e x a m i n a t i o n  o f  t h e  r e l a t i o n s h i p s  a m o n g  c a r e e r  

d e c i s i o n - m a k i n g  s e l f - e f f i c a c y,  c a r e e r  s a l i e n c e ,  l o c u s  o f  c o n t r o l ,  a n d  

v o c a t i o n a l  i n d e c i s i o n．J o u r n a l  o f  v o c a t i o n a l  b e h a v i o r，3 7，1 7 - 3 1．  

田 澤 実・佐 藤 一 磨・梅 崎 修（ 2 0 1 7）：大 学 生 に お け る 学 内 サ ポ ー ト 資 源 の

活 用 と 就 職 活 動 プ ロ セ ス ― 大 学 の 組 織 間 の 連 携 に 注 目 し て ― ． 大 学 教

育 研 究 ジ ャ ー ナ ル ， 1 4， 2 9 - 3 6 .  

丹 治 敬 之 ・ 野 呂 文 行（ 2 0 1 4）  我 が 国 の 発 達 障 害 学 生 支 援 に お け る 支 援

方 法 及 び 支 援 体 制 に 関 す る 現 状 と 課 題 ． 障 害 科 学 研 究 ， 3 8， 1 4 7 - 1 6 1 .  

T i p t o n， R． M． &  Wo r t h i n g t o n， E L． J r．（ 1 9 8 4） T h e  m e a s u r e m e n t  

o f  g e n e r a l i z e d  s e l f - e f f i c a c y :  a  s t u d y  o f  c o n s t r u c t  v a l i d i t y． J o u r n a l  

o f  P e r s o n a l i t y  A s s e s s m e n t， 4 8（ 5）， 5 4 5 - 5 4 8．  
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 副 指 導 教 員 の 宮 本 昌 子 先 生 に は ， 修 士 論 文 か ら 引 き 続 き ご 指 導 い た だ

き ， 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。 発 達 障 害 の あ る 学 生 の 就 労 支 援 全 般 に 関
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す る 考 え 方 や ， 研 究 全 体 の 方 向 性 ・ オ リ ジ ナ リ テ ィ に つ い て ご 助 言 を い
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究 4， 研 究 5 の 実 践 の 方 向 性 に つ い て よ り 深 く 検 討 す る こ と が で き ま し

た 。 先 生 方 に は ， 発 表 会 に 向 け た 事 前 指 導 や 日 ご ろ の 研 究 相 談 の 中 で 大

変 丁 寧 に ご 指 導 い た だ き ， そ の 度 に 励 ま し の お 言 葉 を 頂 戴 し ま し た 。 厚

く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 ま た ， 沢 宮 容 子 先 生 に は 最 終 発 表 の 中 で ご 指 導 い た だ き ま し た 。 振 り

返 り 面 談 の 意 義 と し て モ デ リ ン グ の 効 果 と い う 視 点 か ら ご 意 見 を 頂 き ，

本 研 究 に お け る 実 践 の 考 察 を よ り 深 め る こ と が で き ま し た 。 発 表 会 で は

大 変 丁 寧 に ， か つ ， あ た た か く ご 指 導 い た だ き ま し た 。 深 く 感 謝 申 し 上

げ ま す 。  

 

 6 年 間 お 世 話 に な っ た 柘 植 研 究 室 の 皆 さ ん に も ， こ の 場 を お 借 り し て

御 礼 申 し 上 げ ま す 。 本 研 究 の 構 想 ， 分 析 ， 考 察 の 方 向 性 な ど ， 各 研 究 で

研 究 室 の 皆 さ ん か ら ご 助 言 を い た だ き ま し た 。 研 究 室 の 学 生 そ れ ぞ れ が

研 究 会 で 議 論 し た り ， 研 究 成 果 を 発 表 し た り ， 積 極 的 に 学 ん で い る 環 境

の 中 で ， 私 自 身 が 大 変 刺 激 を 受 け て お り ま し た 。 特 に ， 大 学 院 入 学 当 初

か ら 大 変 お 世 話 に な っ た 烏 雲 畢 力 格 さ ん に は ， ご 自 身 の 研 究 や お 仕 事 も

お 忙 し い 中 で い つ も 支 え て い た だ き ， あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 ま た ， 株 式 会 社 K a i e n の 皆 様 ， 筑 波 大 学 D A C セ ン タ ー の 皆 様 に は ，

学 生 の 身 分 で あ る 私 を 受 け 入 れ 働 か せ て い た だ け た こ と を 心 よ り 感 謝 申

し 上 げ ま す 。 学 生 と し て 学 び な が ら 支 援 の 現 場 に 携 わ ら せ て い た だ け た

こ と で ， 実 際 の 支 援 に 役 立 つ 研 究 と は ど の よ う な も の か ， 支 援 者 や 支 援
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を 利 用 す る 方 に と っ て ど の よ う な 研 究 が 必 要 な の か を よ り 深 く 考 え る こ

と が で き た と 思 っ て お り ま す 。 ご 迷 惑 を お か け す る こ と も 多 々 あ っ た か

と 存 じ ま す が ， 支 援 の 場 か ら 多 く の こ と を 学 ば せ て い た だ き ， 本 当 に あ

り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 最 後 に ， 修 了 ま で あ ら ゆ る 面 で 支 え て く れ た 家 族 ， 友 人 に 心 か ら 感 謝

し ま す 。 日 々 の 生 活 の 中 で 多 く の 人 に 支 え ら れ ， 励 ま さ れ ， 見 守 ら れ な

が ら ， 最 後 ま で 研 究 に 取 り 組 む こ と が で き ま し た 。  

 ほ か に も 多 く の 方 に よ っ て 本 研 究 は 支 え ら れ て き ま し た 。 支 え て 下 さ

っ た す べ て の 方 に ，本 研 究 や 今 後 の 研 究 活 動 の 中 で 恩 返 し が で き る よ う ，

修 了 後 も 真 摯 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 本 研 究 に ご 協 力 い た だ い た す べ

て の 皆 様 に 心 か ら の 感 謝 を 申 し 上 げ ， 謝 辞 と し た し ま す 。  

 

 

筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総 合 科 学 研 究 科  

障 害 科 学 専 攻  

末 吉  彩 香  
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日付 行った作業 達成度 

＜例＞ 

4／13 

＜記入例＞ 

・古本の汚れをチェックする作業（7 冊）

＜記入例＞ 

〇（完璧に作業が終わった・できた） 

△（半分程度作業が終わった・できた） 

×（全く作業が終わらなかった・できな

かった） 

振り返りワークシート 

月 日 名前： （スタッフ： ） 

＜実際に行ったことと自己評価（起こった出来事）＞ 

実習の記録や、スケジュールがわかるものを持っている場合は印刷して添付しましょう。 

＜あなたの Good Point＞ 

行ったことの中で、「できたこと」「挑戦できたこと」「良い評価をされたこと」「これからも頑張

りたいと思ったこと」を教えて下さい。 

＜スタッフコメント＞ 
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＜あなたの目標＞ 

 

 

どれくらいできそう？（前回予想） 

 

 

どれくらいできた？（実際） 

自己評価： 

 

 

 

 

 

 

どれくらいできそう？（次回予想） 

 

 

他者評価： 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自己評価の整理＞ ～「なぜ」うまくいった？うまくいかなかった？～ 

実際の評価を   にした理由は                             

                                       だから 

 

次回の予想を   にした理由は                             

                                       だから 

＜疑問・質問・心配＞ スタッフが記入してお渡しします。 

疑問に感じていることや相談したいことはありますか？  （ ある  ・   ない ） 

 

                                     については 

                                           

                            という対処をしましょう。 

 

次回の振り返りは   月  日     時～    場所は           で行います。 

いつでもできる（よくできる）…4 数回できないことがある（ほとんどできる）…3  

何回かはできる（ほとんどできない）…2 1 回もできない（まったくできない）…1 

 

＜もう一歩頑張りたいこと＞ 

今回難しかったと感じたことがあれば教えて下さい。 

＜目標達成のためにすること＞ 

目標を達成するために、具体的にすることを考えてみましょう。 
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日付 行った作業 達成度 

＜例＞ 

4／13 

＜記入例＞ 

・古本の汚れをチェックする作業（7 冊）

＜記入例＞ 

〇（完璧に作業が終わった・できた） 

△（半分程度作業が終わった・できた） 

×（全く作業が終わらなかった・できな

かった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りワークシート 

月 日 名前： （スタッフ： ） 

＜実際に行ったことと自己評価（起こった出来事）＞ 

実習の記録や、スケジュールがわかるものを持っている場合は印刷して添付しましょう。 

＜あなたの Good Point＞ 

行ったことの中で、「できたこと」「挑戦できたこと」「良い評価をされたこと」「これからも頑張

りたいと思ったこと」を教えて下さい。 

＜スタッフコメント＞ 

＜実際に行ったことと自己評価＞ 

この欄の目的は 2 つです。 

① 振り返り面談の際、前回の面談から今日の面談の間にどのような作業をしたかを訓練生が思い出し、

支援者側も確認する。（そうそう、この 2 週間はチェック作業に取り組んでもらったんでしたよね、と

お互いに事実確認する。）

② その作業の達成度を大まかに記録してもらい、前回の面談から今日までの期間での訓練の様子を大ま

かに把握する。（スタッフから見るとよくできていたように見えていたが、本人的には達成できていな

い日が多かったのか…など確認する。） 

ポイントは、達成度の評価は厳密でなくてもよいということ、訓練生が毎日その日行った訓練を簡単に

メモしておくことです。

＜あなたの Good Point＞この欄の目的は、ポジティブな話題を先に持ってきて前向きな気持ちで振り返りを始めることで

す。まず訓練生本人が感じた Good Point を聞き取ります。思いつかない場合は、＜実際に行ったことと自己評価＞で〇

がついた日にどんなことがあったかを振り返るという作戦も取れます。 

＜スタッフコメント＞この欄では、客観的に見てよくできていた点を訓練生にお伝えします。別紙の評価シートにご記入

いただいた内容をもとに、お話します。 
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＜あなたの目標＞ 

どれくらいできそう？（前回予想） どれくらいできた？（実際） 

自己評価： 

どれくらいできそう？（次回予想） 

他者評価： 

 

＜自己評価の整理＞ ～「なぜ」うまくいった？うまくいかなかった？～ 

実際の評価を   にした理由は  

だから 

次回の予想を にした理由は 

だから 

＜疑問・質問・心配＞ スタッフが記入してお渡しします。 

疑問に感じていることや相談したいことはありますか？  （ ある  ・ ない ）

  については 

という対処をしましょう。 

次回の振り返りは 月  日   時～ 場所は で行います。 

いつでもできる（よくできる）…4 数回できないことがある（ほとんどできる）…3 

何回かはできる（ほとんどできない）…2 1 回もできない（まったくできない）…1 

＜もう一歩頑張りたいこと＞ 

今回難しかったと感じたことがあれば教えて下さい。 

＜あなたの目標＞訓練生の目標を入れます。自己評価では、実際にどのくらいできたかをまず聞き取

り、その理由を尋ねます。その後、他者評価とその理由をお伝えします。 

＜目標達成のためにすること＞ 

目標を達成するために、具体的にすることを考えてみましょう。 

＜目標達成のためにすること＞目標を達成するための具体的な方法を書き留めておきます。 

＜もう一歩頑張りたいこと＞訓練の中で感じた難しかったことや困っていることを整理します。目標にかかわるものでも、そ

れ以外のことでも OK です。もし評価シートで課題として挙げられていることがあれば、この欄を記入する際にお伝えし、「〇

〇という評価をもらったけれど、自分では当てはまる部分がありますか？」のように聞いてみます。 

＜疑問・質問・心配＞そのほか、心配なことや困っていること、お話したいことがあった場合に適宜

使用する欄です。
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【研究5】支援者に振り返りシートの使用方法を説明した際の資料



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組んでいる課題 課題への評価（達成度） 

 

 

 

 

 

評価シート 

   月    日    氏名：          （担当スタッフ：       ） 

受け入れ先の皆様へ 

本シートは、訓練生の体験中の様子をご記入いただくために使用します。ご無理のない範囲でご記入をお願いいたしま

す。訓練生に直接渡さず、担当のスタッフを介して内容を学生にお伝えすることも可能です。 

 

＜訓練生の現在の目標への評価＞ 

を 

 

いつでもできていた（よくできる）…4 数回できないことがあった（ほとんどできる）…3  

何回かはできていた（ほとんどできない）…2 1 回もできない（まったくできない）…1 

＜評価の理由＞ 

評価について、特記する理由があればご記入ください 

＜Good Point＞ 

良い評価ができる点を教えて下さい。学生の目標に関わらない部分でも構いません。 

（例）検品の作業でわからないことがあった時に、自分から積極的に質問ができた点がよかった。 

＜課題点＞ 

訓練中の様子から、課題と感じられる点があればご記入下さい。 

（例）わからないことは自分から聞きに来られるようになるとよい。 

 

＜面談担当への連絡＞ 

面談の担当者へ引き継ぎたい出来事等ございましたら、ご記入ください。 

（例）2 日目の午後、体調不良で早退しました。 

目標達成のために行っている工夫 
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評価シート



STEP1 わからないことがあった時、困った時に挙手をしてスタッフに知らせる
STEP2 わからないことがあった時、困った時にスタッフの席まで行って相談できる
STEP3 わからないことがあった時、困った時に隣の席の参加者に相談する
STEP4 わからないことがあった時、困った時に、スタッフから提示される複数の選択肢から解決策を選択することができる
STEP5 わからないことがあった時、困った時に自分なりの解決策を考え、その解決策で適切かどうかをスタッフに確認に行く

STEP1 職業訓練に参加し、自分の得意ななこと／苦手なことを毎回の日報や振り返りシートに書く
STEP2 職業訓練以外の場面（学校生活な日常の場面、過去の経験など）で感じた自分の得意なこと／苦手なことをまとめて文章にす
STEP3 職業訓練や日々の生活の中で感じた苦手なこと／できないことに対して必要な配慮や、自分でできる工夫を考えて文章にする
STEP4 自分の特性やそれに応じた配慮・工夫を文章にまとめることができる
STEP5 自分の特性をそれに応じた配慮・工夫を面接練習などで口頭で説明することができる

STEP1 平日の朝起きる時間を決め、時間通りに起きる
STEP2 平日の朝起きる時間を決め、時間通りに起きる（自力で起きる）
STEP3 平日の夜眠る時間と起きる時間を決め、時間通りに寝起きできる

STEP1 自分の感情の変化に自分自身で気が付く
STEP2 自分が感情が変化した場合に、どのように言動が変化しているか気づく
STEP3 自分の感情が変化した場合に、どのように対処すれば落ち着くことができるか対処法を知る
STEP4 自分の感情が変化した場合に、周囲のスタッフに援助を求めることができる
STEP5 自分の感情が変化した場合に、周囲のスタッフに自分の言葉で状況を説明し、適切な対処を取ることができる

STEP1 スタッフに挨拶のタイミングや、やり方を教えてもらって挨拶する
STEP2 出勤・退勤時に部屋全体に自分から挨拶ができる
STEP3 出勤・退勤時に部屋全体やスタッフに対して自分から挨拶ができる
STEP4 出勤・退勤時に挨拶することや、訓練中にペアになった相手に自分から挨拶やお礼をすることができる
STEP5 出勤・退勤時や、職場の人とのやり取りの中で適切なタイミングを自分で判断し、あいさつやお礼ができる

STEP1 自分の意見を紙に書いて整理することができる
STEP2 自分の意見を日報に書き、上司に提出することができる
STEP3 自分の意見や状況を上司に向けて、言葉で説明することができる
STEP4 自分の意見や状況を上司やペアになった相手に伝えることができる
STEP5 自分の意見や状況を複数人の前で伝えることができる

STEP1 職場での禁止事項を守れる
STEP2 危険な状況や対処方法を理解できる
STEP3 危険な状況になった場合に、周囲に連絡や報告をすることができる
STEP4 危険な状況になった場合に、危機を回避する行動をとれる
STEP5 危険な状況を察知し、事前に危機回避ができる

STEP1 遅刻や欠席をした場合、次に参加した際に理由を説明できる
STEP2 遅刻や欠席をした場合、当日の朝にメールで連絡をする
STEP3 欠席や遅刻の予定が事前にわかる場合、自分からスタッフに連絡することができる

STEP1 職業訓練の時間中、与えられた作業以外のこと（眠ったり、関係のないことをしたいるすること）をしない
STEP2 職業訓練の時間中、与えられた分の仕事を最後までやり遂げる。
STEP3 職業訓練の時間中、与えられた分の仕事を工夫しながらやり遂げる。
STEP4 職業訓練後、今回の訓練内容をスタッフと一緒に振り返り、反省と次回の目標を立てる。

STEP5 職業訓練度、今回の訓練内容を自分で振り返り、反省と次回の目標を立てる。また、その目標を次の訓練で達成する。

目標設定シート

欠席・遅刻の連絡をすることができる

働くことへの意欲が高い状態を維持できる

目標例

目標は、以下の中から選んでもかまいません。
また、以下の目標例を参考に内容やステップをアレンジしてもかまいません。

働く上での対人
関係

働く上での行動
態度

日常生活

わからないことがあった時、困ったときに自分から援助を求められる

自分の得意・苦手や、できる・できないを理解し、表現できる

規則正しい生活を送ることができる

感情のコントロールができる

あいさつができる

自分の気持ちや意見を周りの人に伝えることができる

危険な状況を判断することができる
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目標設定シート
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